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要 約

スイス全国森林資源台犠． 1993-1995年の現地調査マニュアル
最初の調査 制

2から10年ののち、 スイス全国森林資源台帳制 3については次なる
資源台帳調査（LFI2）を実施することになった。 調査マニュアルでは、 林内調

査地での調査指標と林業当局からのアンケ ー ト調査について記述し、 定義づけて
いる。 この調査マニュアルには、 1993年から1995年にかけての現地調査の基本原
則と調査の手順が記述されている。
キ ー ワ ー ド：森林調査、 継続調査、 連携調査、 続きの資源台帳調査、 林縁調査、
指標の定義、 デ ー タ収集、 素材生産
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序 文

2回自のスイス全国森林資源台帳（LFI2）のための新しい調査マニュアルの
出現は自然発生的なものであり、 その指標 一 覧を拡大し、 別な手法に改訂する必
要が生じてきた。 2由自の調査では、 第l回目のL F Iで調査された調査木と調
査地を再び見つけだすためのデ ー タのコ ー ドナンバ ー の調整と、 それに関する記
述をさらに必要とした。

この調査マニュアルではその指標と、 2回自の調査では森林においてどのよう
に調査すべきか、 ということについて記述している。 それは教材ともなり、 また
調査の全期間にわたって維持されるべき規範となるものでもある。 それとともに
調査マニュアルは、 現地調査の高い質に関するひとつの重要な基盤となるもので
ある。

2回目のL F Iのマニュアルは、 A. ツイング（A.Zingg）とH. パッホ ー フェ
ン（H.Bachofen）の刊行物「スイス全国森林資源台帳 ー 最初の調査マニュアル
1982年～1986年」に基づいている。 その間の変化を把握すべき指標として、 特別
に適用される最初の調査における指標の定義は、 2回目の調査においても決定づ
けるものとして残されている。

最初のL F Iとその調査地の一 部で行ってきた経験に基づき、 毎年行われる森
林被害調査は別の方法に改訂されなければならなくなった。 このことは、 とりわ
け幼齢林調査と調査木の被害反応、 そして特に林務当局に対するアンケ ー ト調査
に関わることになる。

指標一 覧の補足は、 森林の機能に関して増大してきた情報の需要によって、 そ
の必然性が明らかとなってきた。 これらの補足は林縁に関するものと同様、 主に
自然保護と保養の機能に関するものである。 さらに追加された指標は、 調査地と
調査木の再発見性を特徴とする。 直接のデ ー タ収集に当たっての諸々の要望は、
マニュアルのデザインに考慮、を加えることとなった。

このマニュアルは強力なチ ームワ ー クの成果である：
-E. カウフマン（E.Kaufmann）は幼齢林の把握手法の開発に決定的な関与をなし

た。 このことは、 申し分なく幼齢林調査を行うための、 調査円の位置と大きさ
に関する定義付けに寄与した口

-E. レ ー ズラ ー （E.Rosler）は現地のデー タの収集要領とデ ー タのフロ ー のプロ
グラムを委託された。

-M. ゾンデレッガ ー CM.Sonderegger、）はデー タパンクのモデルと向様、 最初の調
査のデー タが一 貫性を有するよう、 地上調査の指標を吟味した。

-R. スッタ ー （R.Sutter）は、 航空写真からのデー タのコ ー ドナンバ ー について
の記述を手がけた。
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-J. ウェイ（J.Wey）は指標 一 覧の 一 貫した吟味に決定的に関わり、 デ ー タ処理で
の場合と同様、 現地調査での諸要求に関する調整を行った。

一 最初の調査のためのマニュアルの執筆者であるA. ツイング（A.Zingg）とH.
パッホ ー フェン（H.Bachofen）は、 最初のL F Iでの考え方を再度見直しした。
彼らの論評は、 総合調査としてのL F Iの、 その継続性の維持に関してひとつ
の重要な寄与をなしている。

- D. シュタイナ 一一 ビュ ーラー（D.Steiner-Blihler）女史は、 マニュアルの個々
の論文を記録、 訂正、 調整した。 そして、 執筆者と現地調査グル ー プに、 合わ
せて7つの版を期限内に配付することを手がけた。 D. シュタイナ 一一 ビュ ー

ラ一女史なくしては、 期限内にこれらの作業を始めたり、 現地調査に差し向け
ることはできなかったであろう。

一 最初の現場シー ズンの後、 D. ピヒラー（D.Pichler）女史は原図を作成した；J.
ギルギ ー ン（J.Gilgien）女史は印制物の原案の調整を行った。

ここに名を挙げた人々の協力なくして、 L FI 2調査マニュアルはいまあるよ
うな 一 貫性を有する形態で実現することはなかったであろう。 私は、 大いにその
力を尽くした全ての関係者に対して感謝するものである。

1993年12月
ベ ータ ー ＝ブラッセル（Peter Brassel) 
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樹木の確認 ＂ ＂ ・ H ・H ・H ・＂.・H ・...・H ・11111・ H ・....・H ・＂ ..・H ・－－
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，．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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8 . 8 樹 木 の 状 態 ＂ ・ e ・ … … H ・ a ・ ＂ ＇ ・ H ・ ， 1 , , 1 , 1 1 ， ， ， ， ， ・ S ・ H ・ ， ， ・ . . . . … … 1 1 , , , 1 ， ， ， ， ・ H ・ ， 1 1 1 1 • • • 1 ・ H ・ ＂ ＂ ＇ ＂ ＇ ＂ 8 3  

8 . 9  原 因 e ・ H ・ H ・ ＇ ＂ ・ a ・ ＂ ＇ ・ l t < l … … e ・ e ・ － … ， ， ， ， ， ， ， ・ H ・ ， ， ， 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 1 … ・ … ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， … ， ， ， ， ， ， ・ 0 ・ … ＇ ＂ ・ e ・ ＂ … 84

8 . 1 0 年 輪 数 … ， ＂ ・ e ・ e … ・ 1 ・ . . . . . … ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， . . . . . . . . . . . . . … ＇ " ＇ ・ s ・ … ’ ＂ ＂ ・ ， ， ， ， ， ， ， . ， ， ， ， ， ’ H ・ H ・ － … 8 4

8 . 1 1 所 見 ・ ＂ . ・ H ・ ＂ . ・ H ・ H ・ ＂ ＂ ・ H ・ . . . . . . ， … … … ＂ ＂ ・ H ・ ＂ ＂ ・ H ・ － ’ . . ＂ ・ . . . . . . . ・ ＂ . . ・ a ・ . . , , . , , . , , , , , 1 1 1 , 1 ・ a ・ － … 8 5

8 . 1 2 L F I l で の 引 き 鈎 線 の 痕 跡 … ＂ ＇ ・ a ・ ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ・ s ・ ＇ ＇ ・ ・ ・ H ・ H ・ － … ， ， ， ， ， ・ e ・ . . ・ ， ， ， ， ， 1 ・ . . ・ H ・ a ・ 8 6

8 . 1 3 胸 高 直 径 ・ ‘ H ・ H ・ － … ι ＇ " ＇ ・ H ・ － … ＂ ＂ ・ H ・ ＂ ＇ ・ o ・ e ・ e ・ ＂ ・ . . , . . . . ・ H ・ … ， ， ， , 1 1 1 1 , , , , 1 1 1 ， ・ H ・ － ・ 0 ・ … H ・ H ・ . . ・ e ・ 8 7

8 . 1 4 幹 周 … … ・ … ＂ ・ e ・ ， ， ， ， . ， ， ， ， ， ， ， ， ・ . . . . . . . . . , , , 1 ・ H ・ － … ‘ ， ， ， ， ， ， ・ e ・ － ・ ・ . . . . . ・ ， ， ， ， ， 1 1 1 1 1 ， ， … … … H ， ， ， ， ， ， ， ， い け 8 9 

8 .  1 5 樹 冠 長 ＂ . .  ＇ ・ H ・ ， . ， . .  ， . ・ H ・ ， ， 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ － … ， H ・ a ・ ＇ ＂ ・ … … ” H ・ H ・ － … ， . . . . . . . . ， ， ， ， ， ， ， ・ H ・ － … － … . . 9 0 

8 . 1 6  樹 冠 形 状 ， ， ， ， ， … ・ … … … H ・ H ・ － … ， 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ， ， ・ H ・ ＂ ＇ ・ H ・ H ・ H ・ . ， ， ， ， ， ， ， ， ・ H ・ － － － － … H ・ H ・ － … … H ・ H ・ 9 0

8 . 1 7 層 ＂ ＇ ・ H ・ . . . . ・ H ・ ＂ ・ a ・ ・ . . ， . ・ H ・ H ・ － － … ， ＇ ＂ ・ H ・ ， ， ， ， ， ， ， ， ・ H ・ ， ， ， ， ， ・ H ・ ＂ ＇ … … ， ， ， ， ， ・ H ・ … … . . ＂ ・ H ・ ＂ ＂ ・ H ・ － － 9 1  

8 .  1 8  社 会 的 地 位 ＂ ＂ ・ ， ， ， ， ， ， ・ 8 ・ … … e ・ e ・ － … ， ＂ ＇ ・ H ・ ＂ ・ e ・ ， ， ’ H ・ H ・ ＂ ・ ・ H ・ H ・ － … … … … ＇ ＂ ＇ ・ H ・ － … … · . . 9 2 

8 . 1 9 単 木 の 被 害 ・ … け H ・ H ・ ， ， ， ， ， ， ， ・ H ・ ＂ . ＂ ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ － ， ． ． … … ・ … ， ， ， ， ， ， ， ・ H ・ … . . . . ・ H ・ － 川 川 H ・ H ・ ＂ ＂ 9 3  

8 . 2 0  デ ー タ の 状 態 , , , , , , , , . ,  . . . ・ e ・ . . ＂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ H ・ H ・ ， ， ， ， ， ・ ， ， ， ， ， ， ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ ， ， ， 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . ・ H ・ . ＂ . ・ H ・ － … 9 7 

8 . 2 1 表 調 査 木 の 選 抜 … H … . ＂ . ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . . . ・ H ・ ＂ ＂ ・ H ・ ＂ ・ e ・ 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ ＇ ＂ ＇ ・ H ・ － … . ＂ . ’ . . . . .  9 8  

8 .  2 2  7 m 高 に お け る 直 径 ＂ ＂ ・ H ・ ＂ ＂ ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ .. . . ・ H ・ － － … ， ， ， ， ， ， ， ， ・ ・ H ・ H ・ ＇ ＂ ＂ ・ H ・ ＂ ＂ ・ H ・ － … 9 9

8 . 2 3 樹 高 ＂ ＂ . ・ H ・ . ： . . . . . . . . . . . . . . . ’ ， ， ， ， ， ， ， ， ， 1 1 , 1 1 1 1 1 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ・ H ・ a ・ ＂ … ＂ . . ・ a ・ ＇ ＂ ・ H ・ － … ＂ ＂ ・ H ・ － … · 1 0 0  
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1 0 .  9 火 災 の 痕 跡 . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ， ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . . . 1 2 6 

1 0 . 1 0 摂 食 ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … . . .. ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ · · · · · · · · ・ H ・ . . . . . . 1 2 7 
1 0 . 1 1 障 害 物 ・ ， H ・ H ・ . . . ・ H ・ ， 1 111 ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . 1 2 8 

1 0 . 1 2 伐 出 作 業 に 関 す る 制 限 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ ・ H ・ H ・ t f l t l l l f ・ H ・ . . . ・ H ・ － … f l l l l l lf ・ H ・ . . 1 2 8 

1 0 . 1 3 特 殊 環 境 と 水 域 . . . ・ H ・ － … . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ － － … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . 1 2 9  

1 0 . 1 4 枝 葉 の 堆 積 . . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ 1111 1 1 ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . . . . 1 3 1  

1 0 . 1 5 切 株 . . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ ・ H ・ H ・ . . . . . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ － － 1 3 1  

1 0 . 1 6 枯 死 木 . . . . ・ H ・ － … . . . ・ H ・ 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . 1 3 2 

1 0 . 1 7 植 生 の 之 し い 箇 所 ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ ， ， ， ， ， ， ， ， ・ H ・ . . . . . . 1 3 2 

1 0 . 1 8 空 石 積 ・ ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ . . . . . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . 1 3 3 

1 0 . 1 9 地 形 学 上 の 事 物 、 小 起 伏 ・ H ・ H ・ 1 1 111 ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ H ・ 1 1 111 ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . 1 3 3 

1 0 . 2 0 負 荷 と 撹 乱 ・ H ・ H ・ － ・ ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . 1 3 5 
1 0 . 2 1 

保

養 施 設 . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … ・ ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … ・ ・ . . . . . . ・ H ・ － … ・ ・ 1 3 6 

1 0 . 2 2 空 き 地 の タ イ プ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . 1 3 7 
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問

1 2 林 分 の 安 定 性 ・ . . . . ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . . ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . . . . 1 5 9 
1 2 . 1  目 的 と 定 義 … . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . .. ・ H ・ . . . ・ H ・ ＂ ＂ . ・ H ・ . ＂ ＇ ・ H ・ . . . . . . . ， ・ H ・ . . . . ・ H ・ l f l l l l l l ・ H ・ . . 1 5 9 

1 2 . 2 負 荷 の 特 性 … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ 1 1 1 11 ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . 1 6 1  

1 2 . 3 林 分 の 抵 抗 力 の 特 性 ・ ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … ・ ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ . . . 1 6 3 

1 2 . 4 「 安 定 性 」 の 総 合 判 定 … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ ・ ・ H ・ H ・ － … ・ 1 6 6

1 2 . 5 調 査 地 調 査 の 所 見 . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ － ・ ・ H ・ H ・ . . . . . . 1 6 7 



1 3 地 方 林 務 担 当 官 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 … . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ， . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ － … · 1 6 9  
1 3 . 1 目 的 と 定 義 . . . ・ H ・ . . . . ・ a ・ t l t t l l ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ ・ H ・ H ・ － … ・ ・ H ・ H ・ － … ・ ・ 1 6 9 

1 3 . 2 作 業 の 進 行 … . . . . ・ H ・ ＂ . . ’ H ・ H ・ － … ， ， H ・ H ・ ＂ . . ・ H ・ ＂ ＂ ・ H ・ ＂ ＂ ・ ・ H ・ H ・ － … ・ ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . 1 7 1 

1 3 . 3 最 近 の 収 穫 の 種 類 … . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ ＂ . ・ H ・ － … . . ＂ ・ H ・ － … ＂ . . ・ H ・ f l f l l l l ・ H ・ . . . . ・ H ・ ， ， ， ， ， ， ・ H ・ · 1 7 2  
1 3 . 4 最 近 の 収 穫 か ら の 年 数 … 1 1 1 1 1 ・ H ・ ＂ ＂ ・ H ・ . . . ・ H ・ － … ・ ・ ＂ ＂ . . ・ H ・ 1 1 1 1 1 1 1 ・ H ・ . . . ・ H ・ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ・ H ・ . . 1 7 3 

1 3 . 5 強 制 収 穫 . . ＂ ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ － … . . . . ・ H ・ . . . . ・ e ・ e ・ . . . ・ H ・ . . . ・ ＂ ＂ ・ H ・ . . ＂ ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ － … . . 1 7 3 
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1 序 論

1 .  1 マ ニ ュ ア ル の 意 義

「 L F I  2 調査マニュ ア ル」は、 2 回 目 のス イ ス全国森林資源台 帳 （ L F I ）の現
地調 査の手 法 に つ いて記述 し て い る。 そ れは、 調査グルー プの教 育用の教 材とし
て、 そ し て参 考 書 類と し て 用 い られる も の である。 諸定義と記述さ れている作 業
進 行には拘 束 力があり、 調査グル ー プに よ り遵 守されるべ き も のとな っ ている。
「 L F I  2調 査マ ニュ ア ル」は、 地 上 の調 査地における調 査 、 そ し て林務 当 局 から
の ア ン ケ ー ト 調査の規範となるものである。 これらの規 範は厳 密 に 遵 守されるべ
きであり、 調査グル ー プの教 育と訓 練 に よ って そ の保証がなさ れる も のである。
調 査マニ ュ ア ルに つ いて生じうる 変 更は、 職 員 の現地調査によ り 、 書 面 で報 告が
なされる。 個 人 的な も の、 あるいは 口 頭 で伝えられた変 更に つ いては認められて
いない。

調査グルー プは、 このマニュ ア ルを常に手 元に用意 し てお かな け れ ばならない。

1 .  2 基 本 原 則

「 L F I  2調査マニュ ア ル」は、 A. ツ イング （A. Z ingg ） 「 現地調査のマニュアル」
1 9 88年 ： に大 幅 に基づいている。 「ス イ ス全国森林資源台 帳 ー 最初の調査のマニュ
アル 1 982 年 ～1986年」ス イ ス連 邦 研 ． 林業 試 験 事 業 ， 報告 3 0 4 : P . 1 ～ 1  1 7。

ス イ ス全国森林資源台帳の2回 目 の 調査のため、 調査マ ニ ュ ア ル は 適 合され 、
そ し て増補された。 一 方 では最初 の L F I での み 必要であった調査が省 略さ れ 、
他 方 では新しい調査 が 追加さ れ た 口 最初の L F I と厳 格に 比 較 できる、 とい う こ
とは、 そ の進 展を証する調査指標 に と っ て必 須 のことである。 こ の ような諸指標
のため 、 調 査の定義とそ の記述は変わら ぬ ま ま に引 き継がれることとな っ た。

「 L F I  2 調査マニュ ア ル」の初 版は、 1 9 9 2年の予 備的資源謂査で十 分に吟 味が
なさ れ 、 徹底的に 点 検さ れた。 予 備 的 資 源調査の現地調査からの経 験 、 そ れと 同
様、 器 材も含めて直接のデータ収集にあ たっての諸要求は、 この「 L F I  2調査マ
ニュ ア ル」に 反 映された。



1 4  

1 .  3 マ ニ ュ ア ル の 構成

「 L FI 2 調査マニ ュ アル」は、 こ う し た 著作 物の構 成 と して ふ さ わ し く 組 み 立
て ら れている 。 こ のマニュアルは様 々 な色の紙 に 印 刷 さ れて い る。 各 々の色は調
査の段 階にそ れ ぞ れ相当している 。 こ れ らの色は最初のLF I 調査のマ ニ ュ アル
での色と 幅 広 く 対応 している制 4

0

白 1 . 序 論
2 . 準 備

赤 3 . 測 定
4 . 森林／非林地の判 定
5 . 傾 斜 と 調査 円の半 径
6 . 調査地中 心の確 保 ／ 平 面 図

ピン ク 7 . 立 木地界 、 歩 行 可 能 界、 林縁 についての記述
青 8 . 単 木の調査
緑 9 . 幼 齢林の調査
黄 1 0 . 地表 面の評 価

1 1 . 林分の評 価
灰 1 2 . 林分の安 定 性
サ ー モン ピン ク 1 3 . アンケ ー ト 調査

多 く の章は、 最初の節（ 目 的 と 定 義）で調査 目 的 を 再 掲 し、 最 重 要 な 定 義を 含 ん
でいる 。 個 々の調査の指標は節（章 建 ての中 で、 最初の小 数位のも の）に定 義 され、
記述さ れている 。 度 量 単 位 と 測 定 範 囲 については 副 題の後 ろの括 弧 内に記載 さ れ
ている 。 例 え ば、 8 . 1 3 胸 高 直径（cm 00 , 12～60) ( 8 .  1 3  B r usthohendu rchmesse r 
( cm 00 , 12-60 ） ） 。 当該 指標の算 出の目 的は、 調査指標 に よ り 言い直 さ れている 。
言 う ま で も な く 、 ど こ に 目 的 が あ るかに よ っ て その言い直 しの譲 歩がなさ れては
いる 。 調査指標はその定 義に よ り 拘 束 さ れ、 定 め られている 。 さ ら に その方 法 に
ついて も 記述がな され、 や む を 得 ぬ 場合 に は、 その指標は記録 されな く てはなら
ない。 コ ー ド の 意 味 には、 コ ー ド数、 略称、 そ して 個 々のコ ー ドの意 味について
の詳 細 な 範 囲 付 けを 交 じ え て 含 め ている。 コ ード数 と 略称は デ ー タ 収 集の器材の
中 に 提 示 さ れ て お り 、 指標の定 義 と その詳 細 な 範 囲 付 けは「LFI 2調査 マ ニ ユ ア
Jv 」の中にのみ 与 え られている 。

こ う し た 理 由から、 よ り 平 易 な 文 体で よ り わか り やす く 読 み やす く する た め、
女 性 的 表 現（例 え ば、 グルー フ。 班 長（Gruppenche f i n ＝ 女性 形））に男 性 的 表 現（例 え
ば、 グルー プ 班 長（Grupp en che f ＝ 男 性 形） ） と 同 じ 価 値 を 認 め ている。

( 
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1 .  4 記 号

外側の余 白 部の 記 号 は 、 次の意味を 有 する。

． 

口

回

O

φ。
←＋ 

⑦ 

Lil 

調査地 中 心の位 置に関 する指 標の判 定（点の決定）。

5 0 m × 5 0 mの全 判 読 面（I F）に関 する判 定 。 調査 地 中 心 は 、 南 北方向に
沿って位 置して い る判 読 面の 中 心にある。

標 準 林 分、 または調査地 中 心 が 位 置している判 読 面の 一 部 分に関 する判
定 。
「標 準 林 分 」とは 、 その調 査 地 中 心 が 位 置している林 分のことである。

2 ア ールもし く は 5 ア ールの面 積 を 有 する調査 円 内の調査。

幼 齢 林の衛星調査地内の調査。

林縁につ いての記 述のための査定 区 間 上の調査。

時 間の記 録 ： 作業段 階と時 刻（ 時 ／分 ） 。

特 別 な 注 意 点。
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1 .  5 略語

A R T 樹種 ま た は 低 木樹 種
A Z I 方 位
B H D 胸 高 直 径
B sp. 例
d dom  優 勢 木胸 高 直 径
D I S T 距 離
D G  被 度
D 7  7 m 高の直 径
E 東
E S T  成 長 階
f .  次ペ ー ジ
Form. 用 紙
F P  基 準 点 ‘
G W  低 木 林
h 時 間
h dom 上 層 樹高
I F 判 読 面
J w  幼 樹林、 幼 齢林
K 屈 曲 点
K l. 級
K oord . 座 標
L B  航 空 写 真
L FI 全 国 森林資 源 台帳

1 .  6 測 定 値

方 位 ： 新 し い 度 数（gon , g ） 訳注 5

距 離 ： キ ロ メ ー トル（km)
メ ー トル（ m) 
デ シ メ ー トル（dm) 
センチ メ ー トル（cm)

面 積 ： 平 方 メ ー トル（m z) 
ア ール（ a)( 1 ア ール ＝ l O O m 2)

傾 斜 ： パ ー セ ン ト（% ）

L K 25 , 0 0 0 分のlの地 図
L K W  ト ラ ッ ク
M i n. 分
M S  中 層
N 北
N K  収穫 の カ テゴ リ ー

N r. 番 号
N W  非林地
O S  上 層
R 2 小 円 半 径（ ＝ 2 ア ール ）
R 5 大 円 半 径（ = 5 ア ール ）
s. ・ ・ を 見 よ
s 南
P FL 調査地
P F Z  調査地中 心
S W  ケ ー ブル ウ インチ
u s  下 層
V P 確 保 点
w 西
W B L  森林境 界 線
W R  林縁
W S I 森林被 害調査



1 .  7 調 査 体 制 と 進 行

謂 査 グ ル ー プ
L F  Iの調 査グルー プは、 責 任 者 で あ る グ ル ー プの班 長と班 員 から構 成 さ れ て

い る。 作業配 分と作業の 具 体 化 に つ い て は、 マニ ュ ア ルの枠組 みの 中で調 査グル
ー プが行 う べきことと さ れて い る。

調 査 地 域
地 上 の 調査地 は 、 森林 区 域の 中 に 入 っ て い る。 調査グ ル ー プ は 、 彼ら が 調 査 す

るため に 割り 当 て られた 1 つの 調 査 地 域 を 受 け 持 っ て い る 。 調 査 地 域での体制は、
その調査グルー プの問 題で あ る。 出 動 管 理 部 は グルー プ に 助 言 を与える立 場 に あ
る。 生 じ う る諸 問 題は、 出 動 管 理 部との連 絡 で も っ て 解 決 さ れる。

一巡期
調査グル ー プは 2週 間 で 一 巡期の作業 を 行 う 。 各 巡期 ごと に 、 巡期間 報 告を 引

き 渡 さ な く て は な らな い 。 一 定の 間 隔で、 専 門 教 育 、 そして意 見と資 料の 交 換と
もなる、 いわゆ る 段 階 訓 練が行われる。

調 査 作 業 の 準備
調 査 の 開始に 先 立 っ て 、 調査グ ル ー プはその地方の郡 林務 当 局と連 絡を取り合

わな く て は な らな い 。 郡 林 務 局 員 に は、 前も っ て 情 報が提 供 さ れて い る。 ア ン ケ
ー ト 調査の期 日 に つ い て は、 市 町 村 あ るい は 地 区の森林 官と取り決め ら れな く て
はな ら な い 。 担 当 の林務 局 員 が情 報 を 提 供 する前 に 森林での作業を始めることは
許 さ れな い 。

情報提供
調査 グル ー プは、 L F I 調査の意 義と進 め方 につ い て 、 関 心 あ る一 般の 人 々 に

対して 進 ん で 情 報を与えな く てはな ら な い 。 そのため に は、 調査グルー プは用 意
さ れ て い る 簡 単 な 説 明 テ キ ス ト を 随 時 用 い る ことができる。
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1 . 8  資 料

各 々の調査グルー プは 、 彼 ら の 作 業 に 必 ず 要 する諸 資 料を 受 け 取 っ ている。
- L FI 1 の航 空 写 真 、 も し く は L FI 2 のL B 判 読 用 ステ レ オ ベ ア
一 全 調査地域の2 5 ,000 分のl の地図 セ ッ ト
- 198 6年 スイス市 町 村 要 覧（連邦統 計局 ）
一 林 業年 鑑
ー 全国森林資源台帳計 画の資 料
ー デ ー タ収集の器材と デ ー タ収集要 領 に ついての手 引 書
一 在 来の樹 木と 低 木の検 索 図 鑑
一 森林被 害のカ ラ ー 図 解

1 森林区当た り の1 リ ン グフ ァ イル ：
- LFI 1 での調査地リス ト
- L FI 1 の測 定記入 用 紙 の コ ピ ー

- L FI 1 の調査地での調査木リ ス ト
ー 森林被 害 調査の調査地の平 面 略 図

1 リ ン グフ ァ イル「 グルーフ。 資 料 」 は 、 管 理 され、 組 織 的 に 作 業 するための全 資
料 を 有 する。

航空写真
調査グルー プは 、 調 査地域の抽 出 調査地を転 写記入 した、 お よ そ 12 ,000 分のl

の縮尺のL F I 1 での航 空 写 真の引 き伸 ば しか、 も し く は 新 規のL FI 2の調査
地のた めのステ レ オ ベ アの航 空 写 真 を 受 け 取っている。 それは 、 その土地での方
位の確 認と 基 準 点の同 定 に 役 立つ も ので あ る。

記 号 意 味

＋ 非 林 地 、 座 標 軸 の 交 点

森 林 ； ま た は 地 上 に お い て 解 明
判 読 面 5 0 m × 5 0 m 
す 角 線 交 点 に あ る

低 木 林 、 判 読 面

口一
伊
c:1 森 林 、 基 準 点 1 と 2 を 有 す る 判 読 面



2 調 査 地 調 査 の 準備

2 .  1 調 査 地 の リ ス ト と 基 準 点 リ ス ト

調査グ ル ー プは、 彼 ら の 諸 資 料 中 の 調査 地 域 の 調 査 地 の リ ス ト を 随 時 使 う こと
ができ る 。 こ の リ ス トは、 グル ー プ に 週 間なら びに 日 ごとの作 業 プ ロ グラ ム を 作
成す る こと 、 そ し て 調査地 調査 の 手 願 を 計 画 す る こ と を 可 能に し てい る ロ 最 初の
LF Iで到 達 できなかった 調査地 については、 2 回 目 の 調査では探 し 出 さ れ る こ
と はな く 、 調査地 リ ス トに も 現 れな い 。

基 準 点 リ ス ト には、 調 査地 を測 り 出 す 際に必 要となる基準 点の座 標 が記 載 さ れ
てい る 。

調 査地 リ ス ト に お け る 目 印（4 .3 章 「航 空 写 真から の コ ー ド ナ ン バ ー 」 を 見 よ ）
- X = X 座標（数 値 ）
- Y = Y 座標（数値）
- z  ＝ 海 抜（海からのm 値）
- L K 2 5 = 2 5 , 0 00 分 の l の地 図 の 図 面 番 号（数 値）
- Lw l d  ＝ 航 空 写 真 の 森林コ ー ド（コ ー ド）
- T A bk ＝ 地 上 に お い て 解 明（ コ ー ド）
- A G rd ＝ 解 明 性 の 根 拠（コ ー ド ）
- D kW d  ＝ 森林の判 定のた め の 被 度 （ % ）
- E S  t f  = L F I 1 での 成 長 階（コ ー ド ）
- L E  S t  ＝ 航 空 写 真での 成 長 階（コ ー ド）
- N u K a = L F I  l での収穫のカ テゴリ ー（コ ー ド）
- LW R d  ＝ 航 空 写 真 での林縁（コ ー ド）
- A b s t d  ＝ 林縁の間 隔（m)

〈 調査地 リ ス トから、 グル ー プは 調査 を 行 う 1 調 査地を選 び 出 す。

基準 点 リ ス ト の 目 印（3 .2 章 「基 準 点 」を 見 よ ）
- X = X 座標（数 値 ）
- Y = Y 座標（数 値）
- z  ＝ 海 抜（海から の m 値 ）
- L K 2 5  = 2 5 ,  0 0 0 分 の l の地 図の図 面 番 号（数値 ）
- F # ＝ 基 準 点 番 号 （ 数 値）
- F B Z T ＝ 基 準 点 名 （ 文 字 ）
- Fl t ＝ 基 準 点 の 方 位（方 位 ）
- F X ＝ 基 準 点のX 座 標 （ 数 値 ）

1 9  
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- F Y  
- F Z 
- F H O E H E  
- S T E R E O 

＝ 基 準 点の Y 座標（数値）
＝ 基 準 点の海 抜（海 か ら の m 値）
＝ 対 象物の高 さ （m )
＝ ス テ レ オ ペア も しくはL F I 1 の航 空 写 真の 引 伸 し（ コ ー ド ）

調査地への 出 発に先 立 ち 、 以 下の指標がデ ータ 収 集の器材の 中に選択 さ れ、 も
しくは提 示 さ れて いなくてはならな い 。

2 . 2  座標 （ 1 00 m ) 

定 義
ある調査地の X 及 ぴ Y 座標 。

方 法
デ ー タ 収 集の際には基準となる値がなければなら ず、 さ も な い と調査は全くで

き な く なって し まう。 その与 え られた数 値につ い ては変 え ることはで き な い 。

2 . 3  日 付 （ 数 値 ）

定 義
調査地調 査（そこへの進 発 も 含め） も し く は ア ン ケ ー ト 調査の開 始の年月 日 。



2 . 4  方 位 角 (1 / l OOgon 0 ～ 3 9 9 9 9 )  

定 義
地理 上の（真 の ） 北方向からの コ ン パ ス の磁 針の偏 角 c

方 法
数 値は あ らか じ め算 出 さ れている。 そ の 方 位 角 は測 り 出 しに際してのみ 用 い ら

れる。

2 . 5  グ ル ー プ 番 号 （ 2 桁 の 数 値 ）

定 義
調査 グル ー プの番 号 。 グルー プ 番 号は割 り 当 て られて い る。

コ ー ド の 意 味
1～10 ＝ 空
1 1～ 8 9 ＝ 調査 グ ル ー プ
90 ～ 9 9  ＝ 管 理 グ ル ー プ

2 . 6  職 員 番 号 （ 3 桁 の 数 値 ）

定 義
L F  Iの調査に関わ っ た 個 人 ごとに l つ の 職 員 番 号 が 割 り 当 てられる。
こ れに よ り 、 名前と洗 礼 名の 明 確な確 認と、 綴 り の 明 確 化 が 可 能になる。 職 員

番 号 は L F Iの 現 地調査 指 導 部から 与 え られて いる。

コ ー ド の 意 味
。01 ＝ 非 専 属 員
0 02～ 010 ＝ 予 備
011 ～ 020 = L F Iの現地 調 査指導 部
021～ 040  = L F I 部 局 員
041～ 0 5 0 ニ 作業時 間 調査 員
0 51～ 0 9 9  ＝ 調査職 員
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職務 （ コ ー ド ）

定 義
L F  I現地調査に関わ る 個 人の職務。 職務 コ ー ド は、 各々の職 員 番 号に入 力 さ

れて い な ければならな い こ とと な って い る。

2 . 7  

現地 調査グル ー プまたは管 理グル ー プのグルー プの班 長
現地調査グル ー プまたは管 理グル ー プの班 員
L F  I現地調査の指導 部（ 出 動 管 理 部 長、 現地調査グルー

プ職 員 ）
他の L F I部 局 職 員
他のW s L 蹴 6 職 員
郡 森林 官 もし く は森林 技 術 管 理 上の施業責 任者
地 区もし く は市 町村の森林 宮
調査グル ー プに随行し、 時 間を記録 するタ イ ム キ ー パ ー

コ ー ド の 意 味
1 ＝ グルー プ 班 長
2 ＝ 班 員
3 ＝ 現地指導 部

= L FI 
= W S L 
＝ 郡 森林 官
＝ 地 区 森 林 官
工 作業時 間 調査員
＝ 非 専 属 員

4
5
6
7
8
9

 
4 つ までの職 員 番号と職務を入 力 する こ と がで き る。 調査地調査では少 な く と

も 2 つ 、 またア ン ケ ー ト 調査では 少 な く と も 1 つの職 員 番 号 と 職務 が入 力 さ れて
い な ければならな い 。

時 間 の 記 録 （ コ ー ド 、 時 刻 ）

目 的
調査地 への進 発 、 測 定 及 び調査の継続時 間につ い ての報 告。 次なる現地調査の

ための計 画 策 定の根 拠。

定 義
時 間の記録は 定 められた作業段 階で入 力 さ れ 、 各々の段 階で始まりの時 間 と終

わりの時 間 を 、 時 ・ 分で記録しな く てはな ら な い 。 調査マニュアルと デ ー タ 収 集
要 領では、 い つ 時 間 を記録 するべ き か、 「 時 間 の 記 録 」につ い て指示が与 え られて
いる。 こ の作業段 階は次の よ う に定 義 さ れる ：

2 . 8  



コ ー ド の 意 味
1 ＝ 進 発 自 動 車 ～ P F L  開 始 時 間 ： 自 動 車 か ら 測 り 出しすることを せ ず に 直

接 L F I  1 の調査地 への 出 発 時 。
終 了 時 間 ： 調 査 地の確認の完 了 時。

2 ＝ 進 発 自 動 車 ～ F p 開始時 間 ： 自 動 車 か ら 引 き 続 き 測 り 出しを 要す る こ
とになる基 準 点 への 出 発 時。
終 了 時 間 ： 基 準 点を確 認した後の、 測定の 開 始 時。

3 ＝ 測 り 出し 開始時 間 ： 測 り 出 しの開始時。
終 了 時 間 ： 調査 地の確 保の完 了 時 D

4 ＝ 調査 開始時 間 ： 確保の完 了 時。
終 了 時 間 ： 林 分の安定性に つ い ての 完 了 時 、 場 合に
よ っては収 穫の カ テ ゴ リ － B の後。

5 ＝ 撤 退 開始時 間 ： その P F L か らの 出 発 時。
終 了 時 間 ： 自 動 車 qの到 着 時。

6 ＝ 進 発 P F L ～P FL 開 始 時 間 ： P F L か らの 出 発 時。
終 了 時 間 ： 2番 目 の P F L の F P への到 着 時 、 も し
くは（測 り 出 しが行われな かった場 合には ） 2番 目 の
P F L の確 認の完 了 時。

非 林 地 の 調査地では調査段 階を踏 んでゆくことはな い 。
到 達で き る調査地でな いのなら ば 、 その調査地は到 達 不 能で あ るもの と 格 付 け 、

測 り 出し時 間の終 了 時 間 に なった も のとし、 それをもって判定時 刻とする ； その
後、 撤 退 。

時 間 の 記 録
1 ＝ 進 発 自 動 車 ～ P F L の 開始

もしくは
2 ＝ 進 発 自 動 車 ～ F P の 開始

も しくは
3 ＝ 測 り 出 しの開 始

時 刻は時 ・ 分で

グルー プは進 発する に 先 立って 、 全ての 必 要となる作業 器 材 と 資 料を持 参して
い ることを確 認する。 高 度 計につ いては、 進 発 前に、 ある適 当 な高度の点 に お い
て調整することになってい る。
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3 調 査 地 の 測 定

3 .  1 ど の 鵠 査 地 が 測 定 さ れ る べ き こ と に な っ て い る か

どの調査地 を 測り 出 すべきか、 そ して ど の よ うな測 り 出す条 件の下で 繰り返し
て ゆ かね ば な ら な い か 、 と い う こ と に つ い ては 「 調 査 地の測 定の た めの判 定 フ ロ ー

図 」で読 みとる こ と が で き る 。

調査地 リ ス ト に あ る指 標 に 基 づ き 、 航 空 写 真 を 使 っ て 、 そして地形の状 況を判
定した後 に、 グ ル ー プ は 調 査 地 中 心 を 測り 出 す べき か どうか、 ある い は調査地に
その ま ま 向 か う こ とが で き るか どう か を 判 定する。

測 定 さ れ る べ き も の ‘

一 全ての新 規 設 定の調査地
一 全て の 「地上 に お い て解 明 」 コ ー ド の調査
一 幼 樹林／叢 林 （ E S T 耐 7 = 1 ) 

「 調査地の測 定のための判 定 フ ロ ー 図 」には、 ど の よ うに l L F I調査地の捜 索
を進めて ゆ くか が 記 載 さ れ て い る 。

選 抜 さ れ た 調 査 地 が 測 定 さ れ る 場 合
L F I lにお い て調 整 さ れた調査地に つ い て は、 で きる限りL F I 1 で使わ れ

た基 準 点 を再び用 いるべ き で あ る 。 新 規の調 査地につい ては、 調査地の 中 心から
可能な 限り近 くに よ り よ い 基 準 点を選 抜する よ う に すべ き も の と されて い る。

選 抜 さ れ た 調 査 地 が 測 定 さ れ な い 場 合
グル ー プは、 地 図 、 航 空 写 真 、 場 合に よ っ ては高度 計を用 い て 方 向 を見定め、

調査 地に 向 か つ て直行する。 そ こ で グルー プは最初の L F Iの際に設けた青 い 確
保点 釈 注 8 を探す こ とになる。 も し、 その グ ル ー プが、 自分 た ち の取って進 ん でき た
道 で はその調 査地に達し得な い こ と を 途 中 で 確 認した場 合には、 彼らはL F I 1 
で使 わ れた基 準 点から調査地 中 心を測り出 す こ とを 試 みるこ と 、 と されて い る。
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調査地 の 測定の た め の 判 定 フ ロ ー 図

L F I 2 の調査地
l土 し 、

新規の P F L  

P F  Z に到達可能

l土 し 、 他 の F P で の
新規 の 測 定

い い え

は； し 、

い い え

調査木 を 用 い て
P F  Z を 捜す

（最 大 1 0 分 ま で）

lま し 、
2 回 調lj 定 を 行 っ た
P F  Z に 基づ く

P F  L の 新規調査

P F  Z の確保の
た め の 平面 略 図

P F  L の調 査 円
の 半径 の傾斜

い い え

し 、 し 、 え

調査地の調査

地 上 に お い て 解 明 ＝ 1 
E S T ＝幼 樹林／叢林

/j； し 、

測 定
1 . L F i l の F p 
2 . 新規 の F p 

能一可一達一リ』五主
一

7

」

T
lm

 

Z一
い

F
日

P一

V P を捜す
（最大 1 0 分 ま で）

V P を 発 見す る
lま し 、

地表管杭 を
測 り 出す

地表管 杭 を
発 見す る

はーロ「一一

測 定差 を 測 る

F Z の新規の確保
の た め の 平面略図

森林 GW 
NW 

ト、コσコ

い い え
P F  L に 直行す る

い い え
P F  Z に 到達可能

l土 し 、
V P を捜す

（ 最 大 1 0分 ま で）

V P を 発 見す る

l立 し 、
調査木 を 用 い て

P F  Z を 捜 す
（最 大 1 0 分 ま で）

地表 管 杭 を
測 り 出 す

l土し 、

地表管杭 を
発 見す る

はーτマ「一一

G W  森林
NW 



3 . 2  基 準 点

基 準 点 の 定 義
その土 地にお い て も 、 航 空 写 真 上 あ る い は 地 図 上 に お い て も は っ き り と 確 認 さ

れ う る、 可 能 な 限 り P F Z に 近 く 位 置 し、 座 標で位 置 が 決 め られる よ う な 地 点 。

方 法
基 準 点リ ス ト では、 3 つ の 基 準 点が い つで も 航 空 写 真 か ら 読 み と ら れ る よ う に

な っ て い る。 1 調査 地の測 定のた め には、 デ ー タ 収 集 の 器材 中に基 準 点座 標 が 書
き 写 さ れて い な ければ な ら な い 。 設 定 さ れ た 基 準 点 が 使 え な いのであ れ ば、 目 盛
付ルー べ に よ っ て地図 上 で 基 準 点 を 測 り 出 すこと が で き る 。

1 基 準 点 は 次 の よ う な 特性 を 有 す る
一 基 準 点のX 座 標（m)
一 基 準 点のY 座 標（m .)
一 基 準 点 の 海 抜（m)
一 地 図 上の基 準 点 番 号（番 号）
一 基 準 点の名 称（文 字）
一 基 準 点 の 位 置（コ ー ド）

0 ＝ 無報 告
1 ＝ 北
2 ＝ 北 東
3 ＝ 東
4 ＝ 南 東
5 ＝ 南
6 ＝ 南 西
7 ＝ 西
8 ＝ 北 西
9 ＝ 不 確 定

あ る測 定 が行われる際 に は、 1 基 準 点に対 し て 状 態 1 を 与 え られる 。
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⑦ 

1 基準 点 の 選 定

基 準 点 の 適性 に つ い て は 次 の 表 に 示 さ れ て い る 。

L K上 の基準点 （地図記 号 ）

良 い 基 準 点 や や 劣 る 基 準 点 基 準 点 に 不 適 （ 禁 止 ）

測 量 点、 （ 三 角 点 ） 、 境 界 石 森 林 の 角 縁 、 5 級 道 路 の 索道 の 支 柱 、 主 柱 、 中 間 盤

橋 ・ 小 橋 、 1 か ら 4 級 の 交 点 、 林 縁 の 道 ・ 道 路 ・ 台 、 送 電 線 の 鉄塔 、 集 合 団

道 路 も し く は 鉄 道 路 線 ・ 鉄 道 路 線 ・ 索 道 ・ 小 川 等 地 の 家 の 角 、 単 木 、 生 垣 、

索 道 ・ 滑路 ・ 小 川 等 の セ の 実 点 、 転 車 板 の 中 心 、 家 ク リ の 木 、 果樹 園 、 苗 圏 、

ン タ 一 軸 の 交 点 屋 の 角 （ 孤 立 し て い る 家 ブ ド ウ 、 ア ー チ 、 地 形 、 石

々 の も の に 限 る ） 橋 、 砂 利 坑 、 ク レ パ ス 、 雪

崩 防 止 工 、 谷 止 工 、 泉 、 滝 、
一． 沼 地 、 泥 炭 地 、 湖 岸 、 岩 塊 、

キ ャ ン プ場 、 広 場 、 防 水 壁

L B 上 の基準点

良 い 基 準 点 や や 劣 る 基 準 点

単 木 、 建 物 、 河 川 護 岸 工 や 崖 錘 の 中 の 石 や 岩 、 樹群

雪 崩 防 止 工 な ど の 建 造 物 の 中 の 樹 木 、 道 沿 い の 森

等 の よ う な 、 そ の 土 地 に 林 や 林 分 の 縁 の 交 点 な ど

お い て も 航 空 写 真 上 で も

は っ き り と 確 認 さ れ う る

対 象 物

全 て の 基 準 点 の 要 件 と し て ： は っ き り と 確 認 さ れ る も の で な く て は な ら ず 、 そ

し て 将 来 ( 1 0 ～ 2 0 年 ） に お い て も 、 見 つ け 出 せ て は っ き り と 確 認 す る こ と が で き る

よ う な も の と す る 。

時 間 の 記 録

2 ＝ 進 発 自 動 車 ～ F P の 終 了

も し く は

3 ＝ 測 定 の 開 始

時 刻 を 時 ・ 分 で



3 . 3  測 り 出 し の 方 法

デ ー タ収 集 の器 材 中 に あ る測 定 要 領 に よ り 、 調 査 地 の 中 心 は 選 抜 さ れ た 基 準 点
か ら の測り出 しがな さ れる。 測 定 要 領は要 領 集 録の 中 に あ り 、 デー タ収 集要 領 の
利 用のマニ ュ アルが記 述 されて い る 。 基 準 点 の 海 抜 に つ い て は、 測り 出す 際 に は
使われることはな い 。 そ れはた だ 、 基 準 点 を 見 つ け 出す こ と にのみ 役 立 っ ている。

3 . 4 到 達 可 能 性 ／歩 行 可 能 性

定 義
調査地 に 近 づけない、 あるい は部 分 的にのみ 歩行 可能という理 由 による、 L F 

I の調査 グ ル ー プにとっての調査 地 中 心 への到 達 性 （ ＝ 到 達 可能性 ）、 そ して そ の
現地の状 況 下 での調 査地の歩行の可能性 ：

原 則
リ ス クを 負 う こ とな し に調査地の 中 心の測り 出し （ ＝ 到 達 可能性 ）と、 調査地で

の 調査 （ ＝ 歩行 可能性）に取り組 めること （ 事 故の防 止 ！ ）。

到 達 で き な い 、 あ る い は 歩 行 で き な い 調 査 地 で の 方 法
測り 出 す 聞 に 到 達 が 不 可 能であ ることが確定し た 調査地については、 他の基準

点 からの 2 回 目 の測 り 出しに よ っ て見つけ 出 さ な く てはならな い 。 歩 行ができな
い 調査地 に つ い ては その測り 出 しを 再 点 検し、 や む を 得 ぬ 場 合 に は他の基準 点 か
ら繰り返して行われな け れ ばならない。 調 査地に事 実 上 近 づけない、 ある い は歩
行できな い 場 合には その理 由 を報告する。 平 面 略 図 への現 況の図 示 、 → 調査の 中
止 、 時 閣の記 録 、 撤 退。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 到 達 可
2 ＝ 部 分 的に 歩 行可
3 ＝ 岩 盤で到 達 不能
4 ＝ 水 域で到 達 不能
5 ＝ 軍 用 域
6 ＝ 危 険 域
7 ＝ そ の ｛也

P F  Z に 到 達 でき 、 P F L も 歩行できる。
P F  Z に 到 達でき 、 P F L も 部 分的 に 歩行できる。
P F  Z が到 達 不能な岩 盤 上 か 峡 谷にある。
P F  Z が 水 域 に ある。
P F  Z が軍用立 入 禁 止 区 域にある。
P F  Z への立 ち 入りが 危 険。
P F  Z に他の理 由 から到 達 で きない → 平 面 略 図 に
記 入する。

コ ー ド 3 ～ 7 → 調 査の 中 止 、 時 間 の記 録 、 撤 退。 単木につ い てのコ ー ド ナ ン バ
ーデ ー タがある場 合には、 これらは樹木の状 態 （ 8 . 8 章 ）においてコ ー ド 5 ＝ 「抹 消」
として マ ー ク付けをされる。

2 9  
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3 . 5  調 査 地 の 状 態

定義
測 り 出 しと調査地及 び調査地 中 心の位 置につ い ての報 告 。

方 法
調査地の状 態は、 使われた 基 準 点と調査地の発 見の可 能 性に基 づ い て決められ

る。 調査地にお い て利 用 上の 変 更 がな さ れたか どうか、 あるい は調査地が非 林地
にあるか どうか、 と い うことにつ い ては重要な 問 題とはならな い 。

測 り 出 しが完 了 し、 P F Z が突き止められた時 点で調査地の状 態は記述 さ れな
くてはな ら な い 。 その時 、 L F I  1 での アル ミ の地 表 管 杭の位 置を再確 認しなく
てはなら な い 。 その古 い 調査地 中 心は、 確 保 点と、 場合によ っては調査木の極座
標を用 いて復 元 さ れる。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 発 見
2 ＝ 復 元
3 ＝ 測 定 ・ 発 見

4 ＝ 測 定 ・ 復 元
5 ＝ 他の F P から発 見

6 ＝ 他の F P から復 元
7 ＝ 発 見 せ ず

8 ＝ 最初の調査

コ ー ド 7のとき ：
コ ー ド 3 + 5 のとき ：

測 定なし ； 旧 の P F Z （アル ミ の地 表 管杭）を発 見 。
測 定なし ； 旧の P F Z を復 元 。
L F I  1 の基 準 点から測 定 ； 旧の P F Z （アル ミ の地
表 管 杭）を 発 見 。
L F I  1 の基 準 点から測 定 ； 旧の P F Z を 復 元 。
他の 1 基 準 点から測 定 ； 旧 の P F Z （アル ミ の地表 管
杭 ）を発 見 。
他の 1 基 準 点から測 定 ； 旧 の P F Z を復 元 。
旧 の調査地を発 見できな いか、 L F I 1 の P F Z か
ら 正 確な P F Z の位 置までの距 離 ＞ 5 0 m ； 新しい P
F Z を 確 保 する。

L F I  2が最初の調査 ； 調査地を新たに設 け 、 確 保
する。

手 持 ち の樹 木 デ ー タ を抹 消 する → 樹木の状態 ＝ 5 。
L F I  1 の調査地 中 心との測 定差を測る。

f 
\ 



3 . 6  測 定 差

定 義
調査地 の 位 置の正 確性 を 高 め る。

方 法
あ る し F I 1 の 調 査 地 が 測 り 出 さ れ る 場 合 、 L F I 1 の 調 査地 中 心（ア ル ミ の 地

表 管 杭 制 9）か ら 測 定 の 終 点（ポ ール を 立 て て お く ！ ）へ 向 け て 、 次のデ ー タ が 測 定
されな ければなら ない。

一 方 位（L F I l の P F Z から 測 定の終 点、 へ 向 け て の ）
- dm訳注 1 。 で の 斜 距 離
－ 傾 斜（L F I l の P F Z から 測 定の終 点 へ 向 け て の）
－ 傾 斜 の 符 号（ ＋か－ ）

一 測 り 出 しが行われなかっ た
一 古い P F Lが見つ け ら れ ず 、 新 し く 測 り 出 しが行 われた
- LFI2が最初の調査と し て 行 われる

とい う 限 り に おいては 、 方 位 、 距 離 、 傾 斜 そ し て 符 号は 空 欄 の ま ま に し て お く 。
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4 森 林／非 林地 の 判 定

4 . 1 目 的 と 定 義

目 的
森林地の確定。

定 義
調査地 中 心 が、 森林、 低木林制 1 1 もし く は非林地にあるか どうかについての L

F Iの基準に基づ く 判 定。
L F  Iでの森林／非林地の判 定は、 ある L F Iの調査地 中 心 に関係する、 法 的 な

意 味を有しない、 1 つ の点に関する判 定である 6

4 . 2 ど う い っ た 場 合 に 、 現 地 に お い て 森 林 ／ 非 林 地 の 判 定 が な さ れ な け れ
ば な ら な い の か ？

森林／非林地の判 定と低木林の判 定は、 W s L の航空写真からの読 み 取りに 従っ
て行 わ れる。 次の場 合に 、 その調査地において森林／非林地の 判 定と低 木林の判定
が 行 われね ばならな い こ ととなっている ：
一 航 空 写真の 判 読の結果が ： 「地 上 において解明 」 。
一 航 空 写真の 判 読に よ りその調査地 中 心 が 森 林に 、 地上での測り出しで非林 地 も

し く は低木 林にある。 これらの場 合には、 測り 出しは再度 行 われる必要 が ある。
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航 空 写 真 か ら の コ ー ド ナ ン パ ー

判 読 で き ず
非 林 地
普 通 の 森 林
低 木林
森 林 の 判 定 が 不 可 能

ハU

1i

nL

ησ

Aせ

4 . 3 

調 査 地 の リ ス ト で
－ 航 空 写 真 の 森 林 コ ー ド

( L w l d ) 

要
要
不

無報告
林縁 の 近く
森 林の 幅に疑 問
森 林もしくは低 木 林
航 空 写 真 に 影 ／雲
L FI 1 で 森 林 、

1 
2 

0
1
2
3
4
5

 

一 地上 に お い て解 明
( T A bk) 

一 解 明性の根 拠
( A G  rd) 

L F I  2で 非 林地

一 森林 ／非 林地 の 判 定 の た めの被 度 ： % で 表 さ れた 、 W B L で 区 切 られた 判 読 面の
部 分 の 被 度（ D kW d）。

こ れ ら の 被 度は、 地 上 で の森林 ／ 非 林 地の判 定 に も用 い られる。

林 内 の 調 査 地 に つ い て の し F I の 基 準

林内の調査地と し て み な さ れる、 あ る 調査地に 関 し て 、 次の諸条 件 が 満 た さ れ
て い る必要が あ る。
- W B  L で 区 切 られた判 読 面の部 分 の 被 度につ い て は、 2 0 % よ り高 い こ と（例 外は、

新 植 地 、 更 新地、 伐 採 ・ 火 災 もし く は 風 害 跡 地 ） 。
一 判 読 面の立 木のあ る部 分の幅 が 、 少 なくとも25 m は あ る こ と 。 こ の 幅 は 被 度に

よ り 変 動する。
一 最低の上層 樹 高は 3 m（例 外は、 新 植 地 、 更 新 地 、 伐 採 ・ 火 災 も し く は風 害 跡 地 、

ヨ ー ロ ッパ ハイマ ツ 釈注 1
2 と ヴ ィ リ デ ィ ス ヤ シ ヤ ブ シ 訳注 1

2 の 低 木 林）。

4 . 4 

森 林 ／ 非 林地 の 判 定は、 次 の 判 定 フ ロ ー 図を基 に して 行 わ れる。



34  

森林／非林地の判定

P F  Z の 位 置 ：
一 道 ＞ 6 m
一 小 ／ 1 1 > 6 m
一 鉄道予定地
ー ス キ ー リ フ ト 予定地

一 庭 園
一 苗畑
一 公 園 ・ 並木道

W B  L を 確保 す る

は し 、

は し 1

P F  Z を 通 る W B L と
W B  L の 間 隔 を 測 る

P F  Z を 通 る 幅 を 測 る ｜ ／／ 間 隔 ＼＼ い い え

は い ／／ 幅 ＼＼ は い

い い え

低木 に よ る I F の 被 覆 を 見積 も る

は し 1

は い

は し 1



4 . 5 森 林 ／非 林地 の 判 定 基 準

調 査 地 中 心 の 位 置
調査地 中 心 が 、

- 6 m 幅の道 よ り 広 い 固 定 した車 線 制 1 3 上
- 6 m 幅の小 川の河 床 よ り 広い川の上
一 鉄 道 予 定 線 上
一 ス キ ー リ フ ト 予 定地上
一 庭 園の中
一 苗 畑の中
一 公 園の中
も し く は
一 並 木 道の中

に 位 置すると 、 その調査 地 は 非林地と な る。

判 読 面の被 度 ＝ 森林限 界 線 の 内 側 、 そ して 判 読 面の内 部の総 面 積に対する、 樹冠
投 影 に よ り 覆 われた 面 積の比 率 。 その被 度 は 最 小 で も20 % に 達 している必 要 が あ
る 。 全ての樹 木と 低 木（8.5 章、 コ ー ド1 ～11 8）は 、 3 mの高 さ よ り 低い も のでも 被
覆する ものと み な される 。

被 度と 幅の関 係 につ い ては 下 を 見 ること 。

（林業 的 利 用 を 行 った）伐 採 跡地 では 、 被 度 は20 % よ り 低 く と も よ い 。 こ れ に 反
して 、 その被 度 が林業 的 でな い 利 用 に よ って 絶 え ず20 % 以 下 になる よ う 伐 採 さ れ
る場 所 は 非林地と み な される c

被 度 は 、 一 般 的 に は 航 空 写 真 で決 め られ、 前 も って 設 定 さ れる（ D k W d）。 次 の
場 合 に は 、 被 度は 現地 に お い て 査定さ れるべき ものと されている 。
一 航 空 写 真から コ ー ド ナ ン バ ー を 得 られないと き（例 、 雲 も し く は 影のた めに ） o

一 被 度 が 、 航 空 写 真か ら の調査と 地 上 に お ける調査の閣の期 間に、 20 % 以 上 変 イじ
した と き（例：林業 的 でな い 利 用のた め に）。

こ の 地 上での被 度 は 、 デ ー タ 領 域 「 D kWdJ に フ ィ ー ド される 。 この修 正 に は 応
え られるべきことと な っ て い る 。 書 き 直 された数 値 に つ い て は、 元 に 戻す こ と は
できな い 。

3 5  



ハhuつり

林分構成木 は 、 少な く と も 3 mの高 さ を 有 す る、 LF I樹 木 リ ス ト（8 .5 章 、 コ
ー ド 1 ～ 1 18）に 基づい た全ての樹木 と 低 木で あ る。

例 外 ： 新植地 、 更 新地 、 伐 採 ・ 火 災 も し く は 風 害 跡地 に あ る 樹 木と 低 木 、 そ れ
と 同 様 に 、 3 m よ り 低 く と も 、 ヨ ー ロ ッ パ ハイマ ツと ヴ ィ リ ディ スヤ シ ャ ブ シ が
林分構 成 木で あ るとき 。

枯 死 木 は 、 その樹種 が も は や 判 定 で き ないと し て も 林 分 構 成 木であ る。 林分 構
成木 と な ら な い も の は 、 倒 伏 木と 収 穫 さ れ た 樹 木、 同 様 に 果 樹 、 公 園の樹 木 、 農
業 地 域 内のク リ ス マス ツ リ ー であ る。

森林境 界 線（W B L） ： 構 成 さ れる全ての林縁と 、 胸 高（ B H D の測 定 高）に お いて
測 定 さ れ た 樹 芯 か ら樹 芯 への闘 が 、 互いに 離れていて も 水 平で最 大25 m ま でで あ
る、 その森林の前 に 位 置 し て い る林分 構 成 木 の 、 可 能な限 り 長 い 結 線。

森林境 界線 は 、 森林／非林地の判 定 のた めの、 標 準となる立 木地 の境 界と し て 用
いら れる多 角 形の輪郭 で あ る。 この多 角 形の輪郭 は 、 最 遠 も し く は 最 大で も25 m
ま で に 互いに 離 れて い る林分 構 成 木 を 結 び 合 わ せて い る。

斜 距 離 を水 平の測 定 に 換 算 する た め に 、 支 援 要 領 に お い て は デ ー タ 収 集の器材
を 存 分 に 用いることと し ている。

森林境界線 は 、 次 の 地 域 の 要 因 、 施 設 そ し て 建造物 は横切 ら 念 ぐ て も よ い ：
ー その固 定し た 車 道の幅 が 6 m よ り 広い道 路と道（11 . 2 章 「利 用のカ テ ゴ リ ー 」を参

照 せ よ ）
- 6 m よ り 幅 広い小 川
一 鉄 道、 鋼 索 鉄 道、 工 場 専 用 道路、 そ して そ う い っ た ものの線 的 な予 定 地 （覆 わ れ

て い る ものも ）、 ス キ ー リ フ ト 予 定地
一 森林利 用 に 供 さ れない地 上の建 造 物と施設

森林境 界 線 は 、 次 の 地 域 の 要 因 下 で は 横 切 っ て も よ い ：
一 歩行可能界
一 橋の下の森林
一地下 及 び 平 屋の建 造 物と施設（例 ： 車 庫、 擁 壁、 護 岸 工、 防 空 壕）
- 6 m ま での車 道 幅の道 路と 道
一 側 道
一 側 溝
一 林 道の待 避 所 と へ ア ピ ン カ ー ブ部、 曲 線 拡 幅 部
一 貯 木 場
一 保 養施設（山 小 屋、 休 憩 所、 駐 車 場 、 その他）
一 種 苗 場（林木 育 種 場）



- 6 m 幅 ま での小 川
－ 侵 食 ・ 雪 崩 そ して 滑 道の跡地
一 草地、 牧 場 、 耕地
一 他の林間 裸地（洪 水地、 岩の堆 積地、 岩 壁 、 その他 ）
一 伐 採 ・ 火 災 そ して 風 害 跡地、 新 植地、 更 新地
一 公 園 内 森林（林業 的 利 用 ）

森林境界線 （ W B L ) 

金主唱＼ － ー ー 感
〆 ／

／ 
／ 

級 一 一

＠ 林 分 構 成 木
傘 単 木
• 3 m 未 満 の 高 さ の 樹 木

間 隔 ＜ 25 m
間 隔 ＞ 25 m
標 準 と な る W B L  

上 層 樹 高 ＝ 垂 直 方 向に測 定された、 ha当た り 1 00 本の優 勢な樹 木 と 低 木の平 均 樹 高。
この上 層 樹 高 は 、 少な く と も 3 m に 達 し て い な ければな ら な し 1 ； 例 外は 、 新 植地、
更 新地、 ヨ ー ロ ッ パ ハイマ ツ と ヴ ィ リ デ ィ ス ヤ シ ャ ブ シの立 木地、 伐 採 ・ 火 災 そ
し て 風 害 跡地で あ る 。

入 り 込 ん で い る 休 閑地（＝ 植 栽 に よ る 新 植 も し く は 更 新 がない ） では 、 最 小の上
層 樹 高 が 3 m に 達 し ていな ければな ら ない 。

低木に よ る 判 読 菌 の 被 覆：
判 読 面のW B L で区 切 ら れた部 分の被 度 に つ い て 、 L F I の樹木リ ス ト（8.5 章 、

コ ード l ～ 9 , 100 ～11 8 ） に 基 づ く 低 木の割 合 を 見 積 も る 必 要 が あ る 。 林分の境 界 が
判 読 面 を 通 っ て お り 、 その標準林分の2 / 3 以 上 が 低 木 か ら 成 り 立 っ て い る な ら ば 、
それで も っ て 低木 林 と し て 扱 う こ と と し て い る 。 ヴ ィ リ デ ィ ス ヤ シ ャ ブ シ と ヨ ー

ロ ッ パ ハ イ マ ツの場 合 を 除 い て は 、 その上 層 樹 高は 少な く と も 3 mに達 して い な
け れ ばな ら な い 。

3 7  

回



3 8  

4 . 6 林 分 内 に あ る 調 査 地 の 中 心

判 読 面での成林してい る部 分が、 あ る幅 の 狭 い 帯 状の森林もしくは森林の角 地
で あ るなら ば、 その 幅 が 森林 ／ 非 林 地の 判 定を決定するものとなる。

幅 ＝ 調査地 中 心を通る、 森林境 界 線から森林境 界線までを測定した最短 距 離 。 そ
の幅は水 平で少なくとも2 5 m tま な ければなら ず、 そうで あれば そ の調査地 は 森林
とみな さ れる。 この調査地 中 心は森林 境 界 線の内側になければならな い 。

＠ 林 分 構 成 木

ホRてて 林 縁 （ 枝 先 ）

W B L 

幅

確実な森林の判定の た めの必 要 最 小限の幅は被 度に依 存して い る。 次の 表は、
与 え られた 被 度 に 対応 する必 要 最 小 限の 幅を 示 し た ものである。

被 度と必 要 最 小 幅の関係 ：

被 度 （ % ） 中高 ( m ) 
< 2 0  非 林 地

2 0  5 0 .  0 

2 5  4 4 .  5 

3 0  4 0 .  5 

3 5  3 7 .  5 

4 0  3 5 .  1 

4 5  3 3 .  2 

5 0  3 1 .  7 

5 5  3 0 .  4 

6 0  2 9 .  3 

6 5  2 8 .  4 

7 0  2 7 .  7 

7 5  2 7 .  0 

8 0  2 6 .  5 

8 5  2 6 .  0 

ト
9 0 2 5 .  6 

9 5  2 5 .  3 

1 0 0 2 5 .  0 

例 ：
ある解 明 面の成林して い る部 分の

被 度が5 0 % 。 その測定 さ れた 幅（森林
境 界 線か ら 調査地 中 心を通り、 森林
境 界線ま で ）は30 mで あ る。 その幅は
設 定 さ れた もの（ ＝ 31. 7 m） よ り 小 さ
い 。 その調査地の 中 心は、 従って非
本木地にあることになる。



4 . 7 成 林 地 内 に な い 調 査 地 中 心

調査地 中 心 が 森林境 界 線の外側 に あるのであれば 、 その間 隔が森林 ／非 林 地の判
定を決定 する も のとなる。

間 隔 ＝ その調査地 中 心が森 林 境 界 線の外 側 に あ る場合 に 、 調査地 中 1 ［）を通る森 林
境 界 線か ら 森 林 境 界 線までを測定 し た最 小限の距 離。 そ の 間 隔 は 、 水 平で最 大 限
25 mま で は よ い も のとし、 そうであれ ば そ の調 査 地は森 林 と みな さ れる。

C予 林 分 構 成 木

穴吹っ 林 縁 （ 枝 先 ）

W B L 

間 隔



4 0  

4 . 8  森 林 ／非 林地 の 判 定 と そ の 根 拠 （ コ ー ド ）

定 義
調査 地 中 心が、 森林、 低木林、 もしくは非林地にあるか どう か と い うことと、

調査地が地上の調査により非 林地として判 定された根 拠。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 森林

2 ＝ 低木林

非林地 ：
3 ＝ 外 側

4 ＝ 幅 く 25 m

5 = D G く 20 %
6 = D G ＋ 幅
7 ＝ 上層 樹高
8 ＝ 道 路

→ 「傾 斜と調査 円 の半 径 J tこ 進 み、 調査地の調査。
→ P F Z を確保する （ 6 章 ）。 調査地調査の 中 止。 樹木の
デ ータが前もって設 定されて い るのなら ば、 これらの樹
木の状 態を 5 とする （ 8 . 8章 ）。
時 間の記録、 撤退。

調査地 中 心が森林境 界 線の外 側にある、 もしくは耐 1 4 調
査地 中 心を通る森林境 界 線と森林境 界 線の間 隔が25 mよ
りより広 い 。
森林の （ 調査地の 中 心を通る森林境 界 線と森林境 界 線の）
幅が25 mより狭 い 。
被度が20 % 未 満。
被度と幅の組 み 合わせにより非林地になる。
林分の上 層 樹高が 3 mより低 い 。
調査地 中 心が、 6 mの幅より広 い 道 路もしく は 小 川 にあ
る。

9 ＝ 林 間 裸地 調査地 中 心が、 25 m 幅より広 い 雪 崩 跡地も し くは林 閣 の
裸 地にある。

1 0 ＝ 鉄 道 予 定 地 調査地 中 心が鉄 道 予 定地にある。
1 1 ＝ その他 その他の原 因 （ → 平 面 略 図に記述する）。

非林地の判 定に際 し ては、 設 定されて い る樹木のデ ータが樹木の状 態 5 ( 8 .  8章 ）
となることがあり得る。 P F Z を確保 （ 6 章 ）し、 時 間の記録、 撤 退。
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5 傾斜 と 調 査 円 の 半 径

5 .  1 呂 的 と 定 義

目 的
傾 斜 の あ る 斜 面 に お け る樹 木 計 測 の ため の 、 調査 円 の半 径 の 修 正 。

定 義
調 査 円 の 半 径 は 、 平 衡した斜 面 傾 斜 の ある傾 斜 地で は 修 正 さ れることとな っ て

い るc 調 査 地 の 水 平投 影 面 積は変 化 しな い 。 調査 円の半径は 0 %の傾 斜で ： R 5
= 1 2 . 6 2 、 R 2 = 7 .  98となる。

5 . 2  傾斜 の 値 の 状 態 （ コ ー ド ）

今あ る 調 査 地 に つ い て は、 調 査 地 の 傾 斜とその調査 円 の 半 径はすで に 設 定 さ れ
て い る 。 調 査 地の状 態 （ 3 .  5 章） 7 も し く は 8 の調査地 に つ い ては 、 新し く 傾 斜 が 記
録 さ れ る む

寸J

味
済
入

意
定
規

の
設
新

に’一

一一
一一

コ
1
2

L F I  1 調査で の 傾 斜 の 値
新し い 傾 斜 の 値 が 計 測 さ れ、 新し い 傾 斜（傾 京ヰ 1 N も し く
は傾 斜 2 N ） が 入 力 さ れる。

5 . 3 競 査 地 の 傾 斜 （ % 0 ～ 1 5 0 )  

定 義
調 査 地 の 平 均 的な斜 面 傾 斜。

方 法
新し い 調 査 地では、 傾 斜を 計 測 する必要がある c 傾 斜 1 及 び傾 斜 2 は傾 斜 計 を

用 い て計 測 さ れる ； 1 % 単 位で精 確 に 目 盛を読 む こ と 。
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調査地 中 心 か ら 15 m 隔 た っ た 斜 面 下 方の最 低 点（傾 斜 1 ） と 、 斜 面 上 方の最 高 点
（傾 斜 2 ） に 向 け て計 測 す る 。

傾 斜 1 と 傾 斜2が入 力 さ れ る 。 その平 均 的な傾 斜は、 デ ー タ 収 集の器材を用い
て 算 出 さ れ る も のであ り 、 計 器の示 すと こ ろ に よ る ものではない。

急 な 傾斜 の 変 化 に 際 し て の 傾 斜 の 計 測（特 別 な場 合 ） ： 傾 斜の計 測 に 際 して 、 2 m
以 上の高 さ の障 害 物は無視 さ れる（人が歩いて 通 る こ と ができない場 合 ＝ 歩 行 可能
界； 7.2 章 、 7.5 章 を 見 よ ）。

傾斜の計測

視 準 正 L い 一一＋
誤 4り

ー
． ． ．

5 . 4 傾 斜 の 符 号 （ コ ー ド ）

計 測 さ れ た 傾 斜 の 値 には、 符 号 を 入 力 する 必 要があ る。

コ ー ド の 意 味
1 = ＋ 上 昇

2 = － 下 降
斜 面 上 方 への傾 斜の計 測
斜 面 下 方 への傾 斜の計 測

>2 m 



5 . 5 調 査 円 の 半 径

定 義
LF I の 調 査地 は 、 水 平 面 で 2 ア ールと 5 ア ールになる2つ の 同 心 円から 成 り

立 っ ている。 平 坦地 では2 アールの 円 の 半 径（R 2 ）は7 .9 8 mとなる ： 5 アール の
円 の 半 径（ R 5 ）は 1 2 . 6 2 m に な る 。 この半 径 は 、 調査地 の 水 平 投 影が変 わ らな い よ
う 、 傾 斜 地では 修 正 （ 引 き 伸 ば す）さ れ る む

L F I の 調査地

30  

40 

10 0 
0 

方 法

32
0 

36 

0 9 

0 14 

電器 調 査 木
46 B H D 、 CID

0 非 調 査 木

い ま あ るLF I 1 の調査地 に つ い ては、 そ の調査 円の半径 は 設 定されて お り 、
変 え る こ と は できな い。 それに 加 え て、 明 らかに 誤 り で あ っ たと し て も 修 正 され
ること は ない。 た だ し 、 そ う い っ た 場 合 に は 、 1 2 .5 章 「 調査地 調査 の 所 見 」 に お い
て 記 録 さ れるべ き こ と 、 と さ れ て い る。

新 し い 調査地 に つ い て は 、 調査 円 の 半 径 は 調査地の 平 均 的な斜 面 傾 斜から デー

タ 収 集 の 器材 を 用 い て 算 出 する。

4 3  
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表 に よ る 調 査 円 半 径 の 決 定

｛頃 害ヰ 2 a 半 径 5 a 半 径 和買 斜 2 a 半 径 5 a 半 径

% m ロ1 % m m 

O～ 1 0  7 . 98 1 2 . 62 85  9 . 1 4  1 4 . 45 

1 5  8 . 02 1 2 . 6 9  90  9 . 25 1 4 . 6 3  

2 0  8 . 06 1 2 . 74 95  9 . 3 7 1 4 . 82  

2 5  8 . 1 0  1 2 . 8 1  1 00 9 . 49 1 5 . 00 

3 0  8 . 1 5  1 2 . 8 9 1 05 9 . 6 1  1 5 . 1 9  

3 5  8 . 2 1  1 2 . 9 9  1 1 0  9 . 73 1 5 . 3 8 

40  8 . 28  1 3 . 0 9 1 1 5 9 . 85 1 5 . 5 7  

45 8 . 3 6 1 3 . 2 1 1 2 0  9 . 9 7 1 5 . 77 

5 0  8 . 44 1 3 . 34 1 2 5  1 0 . 0 9 1 5 . 96 

5 5  8 . 5 2 1 3 . 48 1 3 0  1 0 . 22 1 6 . 1 6  

6 0  8 . 6 2 1 3 . 6 2 1 35 1 0 . 34 1 6 . 3 5 

6 5  8 . 7 1  1 3 . 78 140 1 0 . 47 1 6 . 5 5 

70  8 . 82 1 3 . 94 145  1 0 . 5 9  1 6 . 74 

75 8 . 92 1 4 . 1 0  1 5 0  1 0 . 7 1  1 6 . 94 

80  9 . 03 1 4 . 28 



6 調 査 地 中 心 の 確保／平 面 図

6 .  1 目 的 と 定 義

自 的
調査地 中 心 の 永 続 的 な 印付け。

定 義
1 本 の ア ル ミ ニ ウ ム 鏑による調査地 中 心の印 付け と 、 確保点に よ る 調査地 中 心

の確 保。 こ の確 保 点 か ら そ の 調査地 中 心 を再 び 測り 出 す こ とができる。

方 法
L F I  1 の調査 地 中 心は、 1 本 のアル ミ ニ ウ ムの地 表 管 杭で 印 づけられてい る 。
L F I2 の 調 査 地 中 心は、 ア ル ミ ニ ウムで できた 1 本の T 型 鋼 で 印 づけられ る 。
復 元され た 調査地 中 心 （ p F L の状 態 ＝ 2 、 4 、 6 ） も 同 様に、 1 本の T 型 鋼 で 印

づ けられる。

地 上 で の 調査に よ り 、 ある調査地が低木林もしくは非林地として評価された と
しても、 同 様 に 確 保されね ばならな い 。

現 存 す る 確 保 点
現存 す る L F I I の調査地では、 ま だ 使える青 い 確保点は清 掃されね ばな ら ず、

新たな 図 に 描 か れる。 調査地 中 心 を再び発見するこ と が、 その ずれが大き い が故
に保 証 で き な い 場 合 に は 、 各 々 の確 保 点につ い て、 デ ータ収集の器 材の 中 で与え
られて い る 距 離 と 方 位 は 点 検され、 お そらくは修 正されなくてはならな い 。 こ の
データの修 正には応じ ら れるべきこ と と されて い る。 置き換 え られた値を元に戻
す こ と は で きな い 。

設定さ れ て い る確 保 点については、 方 位を基 に して昇 順で 分 類されている。

4 5  
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6 . 2 確保 点 の 状 態 （ コ ー ド ）

定 義
確 保 点の状 態と有 用 性。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 使 用 可

2 ＝ 行 方 不 明

3 ＝ 使 用 不 能
4 ＝ 抹 消

確 保 点が、 修 正を行って、 もしくは修正 せずに使 用 でき
る ； 新しい確 保 点。
確 保 点がもは や 見あたらない ； 青の地点、 がもはや 存 在し
ない。
不 適 当 な確 保 点 ； 青の地点はあ る が、 適 当 でない。
誤って記録 さ れたデ ータの一 式。

6 . 3 確 保 点 の 方 位 （ gon 0 ～ 3 9 9 ) 

定 義
調査地 中 心から確保 点 に 向 けて測 定 し た方 位 。

6 . 4  確 保 点 へ の 距 離 （ cm 0 ～ 9 9 9 9 )  

定 義
調査地 中 心（ ア ルミ の地表 管杭も し く は T 型 鋼 ）から青 い 確 保 点までを測 った斜

距 離。

6 . 5  確保 点 に つ い て の 記 述 （ 文 面 ）

定 義
確 保 点 に 関す る 記 述。



8 贋 6 新 し い 確 保 点

新し い 確 保 点 は 、 慎 重 に 選 び 出 さ れ 、 測 。 出 さ れ な け れ ば なら な い 。
これらは確 保 点 リ ス トの末 尾 に 、 状 態 1 「 使 用 可 」 と し て追 加さ れ な く てはなら

な い 。

確 保 点 の 選 択
一 進 入 路 からよく見え る こと。
一 様 々 な 方 角 から確 保 点 を 選 択する こ と 。
一 確 保 点 は 調 査地 中 心 を 指し示 すことじ
一 確 保 点、 は 、 乾いて い て 保 護 さ れる よ う な場 所 に 設 置 す る（ そ の面 は金 ブ ラ シ で清

掃する ） o

－ 確 保 点 は 、 できる限り永 続 き するような場 所 に設 置する ： 長い 間 立 ち 続けるで
あ ろ う と思 われる樹木の根 張り部、 岩、 大きい石もしく は 岩 塊、 壁。

一 確 保 点は、 L F I の 調査地ので き る 限 り 外側 に 設 置する。

新 し い 確 保 点 に 際 し て の 方 法
一 直径 1 5 ～ 20cmの色のマ ー クでも っ て選 抜した確 保 点に目印 を 付け、 少なくとも

2 つ、 できれ ば 3 つの確 保 点 を 設 ける。
一 調査地 中 J 乙＼ に 正 確 に 据え付 け た ポ ケ ッ ト コ ンパ スで方 位を測る。
一 確 保 点 から調査地 中 心 に あるアル ミ 鋼 ま での斜距 離 を （ cmの単 位 で精 確に）測る。
ー デ ータ収 集の器材に お い て、 簡 潔に 間 違える こ と のないように 確 保 点 を 記 述。

樹木につ い ては 、 樹種 と 胸 高 直径 を 報 告 （ 最大 3 0の記号 で）。
例 ： 2 m の高さの岩 槻

山 峡 の 道 端
ト ウ ヒ B H D 44 

一 平 面 略 図 に確 保 点 を 記 入する。

1± 7 
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6 . 7  平 面 略 図 （ 付録 を 参 照 せ よ ）

各 々 の 調 査 地 に つ い て は 「 平 面 略 図 」 の 用 紙 に 記 入 が な さ れ ね ば な ら な い 。 そ れ
に 加 え 、 調 査 地 へ 通 じ る 車 道 と ア プ ロ ー チ が 記 入 さ れ な く て は な ら な い 。 到 達 が
困 難 で 、 道 路 か ら 遠 く 隔 た っ た 調 査 地 に つ い て は 2 5 , 00 0分 の l の L K の 切 り 抜 き に
進 路 を 書 き 入 れ る べ き で あ る 。

用 紙 の 裏 に は 、 調 査 地 の 平 面 見 取 り 図 が 描 か れ 、 次 の も の が 書 き 込 ま れ な け れ
ば な ら な い 。

平 面 図
一 確 保 点 ①②③ 。
- P F L の 再 発 見 を 容 易 に す る よ う な 土 地 の 要 因 ： 道 路 、 道 、 建 物 、 岩 、 小 川 、

溝 、 円 頂 、 歩 行 可能 界 、 そ の 他
－ 林 分 の 要 因 ： 全 て の 林 縁 、 林 分 界 、 特徴 あ る 樹木 。
一 二 重 線 の 矢 印 （ 今 ） に よ る 下 降 線 の 方 向
一 難 し い 森林 ／非 林 地 の 判 定 に 際 し て は 、 森林 境 界 線 は 縮 尺 に 応 じ て 水 平 距 離 に 相

当 し て 記 入 が な さ れ る 。

平 面 図



側 面 図
側 面 図 は 必 ず し も 下 降 線 に 沿 っ て 描 か れ ね ばな ら ない、 と い う も ので は ない。

P F  Z を 通 る 横 断 面 の 方 角 は 、 その状 況 が で き る 限 り よ く 特 徴 が 描かれる よ う に
選 ばれるべき で あ る 。

側 面 図

時 間 の 記録
1 ＝ 進 発 自 動 車 ～ P F L の終 了
も し く は
3 ＝ 測 定 の 終 了
4 ＝ 調査の 開 始
5 ＝ 低 木林と 非林地 の 調 査地に

際 し ては、 撤 退を 開 始

時 刻 を 時 ・ 分で

ti 9 

⑦ 





7 立 木地 界 、 歩 行 可 能 界 ＼ 林縁 に つ い て の 記 述

7 .  1 自 的 と 定 義

目 的 と 用 途
1 非 林 地 ま たは歩 行 で き ない 箆 所 に 対 し て 、 読 査 地 の 成林 部 分の区 別 を つ け る

こと。 こ の 調査 地 を 立 木地 界 や 歩 行 可 能 界 が 通 っ て い るので あ れ ば 、 その成林
して い る部 分で は 蓄 積、 成 長 量、 収 穫 その他の算 出 に 際 し て 、 相 当 分 を 減 じ る
よ う にしな く てはならない。

2 林縁につ い ての記述は 、 こ れ ら の 生態 圏に関す る 生 態 学 上の評 価 を 目 的 と し
ている。

定 義 （ L F I ) 
立 木 地 界 ： 一 番 外 側の林 縁 を 構 成する、 LF Iの樹木 リ ス ト に基づ く B H D で 12
cm以 上の樹 木 も し く は 低 木の幹での（胸 高 での）外 接 線 （ 例 外は、 新 植地 、 更 新 地、
伐 採 ・ 火 災 そ し て 風 害 跡地、 並 びに ヨ ー ロ ッ パハ イ マ ツと ヴ ィ リ ディ ス ヤ シ ャ ブ
シ）。

この立 木地 界 は 、 LF Iでの森 林 境 界 線とは同 ー の も の で は な い（4 章 「森林／非
林地の判 定」 を 参 照 せ よ ）。

歩 行 可 能 界 ： 5 ア ールの調 査地にお ける歩 く ことのできな い 部 分の境 界 線； 例 え
ば、 岩 盤、 歩 く ことので き ない よ う な急 斜 地、 小 川 も し く は 河 川 、 湖、 壁、 塀 、
あ るいは 同 じ よ う に L F Iの調査 に あ た っ ての重 大 も し く は 乗 り 越 え ら れない よ
う な障 害 物。
歩 行 可 能 界の外 側 では調査は行 わ れ な い c

林縁 ： その地域での他の構 成 分 子との境 界 域で、 一 般には森 林と 農地と の 間 の 生
態 学 上 の 中 間 域のよ う な特 徴 的な構 造（林 套 、 低 木 帯）に関する も のをい う 鮎 1

5 0 

5 1  
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査 定 区 間 ： 林縁についての記述は、 一 般には5 0 m の 長 さ の査定 区 間で行われる 。
査定区 間の位 置 は、 立 木 地 界 も しくは歩 行 可 能 界の屈 曲 点を通 る ものと さ れ る 。
査定区 間の終 点は、 屈 曲 点の 両 側 の それぞれ25 m の 距 離のとこ ろ にあ る 。 こ の 終
点、は、 立 木 地 界 の 主 要 な方 向 の 変 化に沿いつつ、 巻 尺でもって測定 さ れる（ 「林 縁
の 展 開方 向 」の 図 解を見よ ）。 幅（枝 先 ～ 枝 先）が10 m 未 満の入り込 み 地 や、 突 出し
た 木 立 に つ い ては、 終 点の確定 に 際しては無視 さ れ る 。 査定 区 間の屈 曲 点と終 点、
は 小 旗 で も って 目 印 を さ れ る 。

× PFZ 調 査 地 の 中 心

＠ 普 通 の 林 分 の 樹 木‘

O o BHD 孟 1 2cmの 最 外 縁 の 樹 木 ／ 低 木
+ + BHD < 1 2cmの 樹 木 ／低 木

立 木 地 界

0 K  屈 曲 点
E 2 5 m × 2 の 査 定 区 間 の 終 点

4 一一 低 木 帯 の 幅

非 林 地

。

。
。

。。× PFZ

。

。



7 . 2  境 界 の 種 類 （ コ ー ド ）

定 義
図 に 記入され る べ き境 界の種 類 。 L F I  l との誤 差 に 関 して は、 1 つ の 境 界の

みでも っ て確 認がな さ れる。

方 法
航空写 真 での 判 読に よ っ て 、 あ る 林 縁 が調 査 地 中 心 を 囲 む 半 径25 mの 円 を 横 切

る か どうかが判 定さ れる。
この情 報は、 デー タ収 集 の 器材 に お い て指標 L W R d として調査地の リ ス ト に

入れられており、 現地にお い て その正しさ が 確 かめられ る 。

- w  Rなし
- w  Rが存 在
一 内 側のWR 

林 縁 （ 立木地界 ） が 存 在 しない。
林 縁 （ 立木地界）が、 調査地 中 心 を 囲 む 25 m 円 を横 切る。
疎開した立木地と、 閉 鎖した林 分 の 明 白 な境 界。 その前
にあ る 立木地は1 0 0 m 幅より狭 い 。

境 界 の 種 類 の 判 定 フ ロ ー 図 は 、 次 の ペ ー ジ を 見 よ

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 境 界なし
2 ＝ 歩 行 可能

3 ＝ 立 木地

4 ＝ 内 側 のWR 

境 界 が 存 在 しな い 。
歩 行可能界が 5 ア ー ルの調査地を通 っ て走 っ てい る 。
→ 立 木地界が場 合 によ っ て歩 行 可能界と等 し く 、 判 読 面
が 露 地と境 を接し、 査定 区間の 少な く とも 1 /2が 歩行で き
る場 合、 林 縁 に つ い て 記述 する。 歩 行 可能界と立木地 界
が 互 い に 離れて い るのなら ば 、 林縁につい て の記述は行
わな い （査定 区 間は決められな い ）。
立木地界 ：
→ 判 読 面が露地と接し、 査定 区間の 少な く とも 1 /2が 歩
行でき る 場 合 、 林縁に つ いて記述す る 。
内 側のWR 訳注 1 6 

→ 査定 区 間 の 少 な く と も 1/2が歩行で き る 場 合 、 林 縁 に
つい て 記 述 す る 。

53  
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「境界の種類J と 「林縁 に つ い て の 記述 」 の 判 定 フ ロ ー 図

境界 の 種類 （ 7 . 2 )  

歩 行 可能
界が 調査地 を

横 断 す る
{ P F が部分的

に 歩行可 ）

は い
2 
歩行可能界
（ 境界線 を 図 に

入 れ る （ 7 . 5 ) ) 

P F  Z の 位 置 を 決 め る （ 7 . 6 )

- W R が存在
一 内側 の W R で

D � 25 m 捗 そ し て露 地 吋
き れ ぞ れ B < l OO m …

( 7 . 3 )  

い い え

林縁 に つ い て の
記 述 な し （ 7 . 4 )

3 

林縁 が
あ り 、 そ し て

D � 2 5 m *  

内 側 の林縁で ＼ い い え
D � 25 m ＊ そ し て

B < I OOm 材 中

( 7 . 3 )  

4 
立木地界 内側 の林縁
（ 境界線 を 図 に

入 れ る ［ 7 . 5 ) )
（ 境界線 を 図 に

入 れ る （ 7 . 5 ) ) 

は し \ 

P F  Z の 位 置 を 決 め る （ 7 . 6 )

林縁 に
つ い て 記述 す る

査定 区 間 の 半 分 が
歩 行 可能で 露地 中 ＊

( 7 . 3 )  

林縁 に つ い て の 記 述
に 取 り か か る （ 7 . 4 )

単木 の デ ー タ （ 8 )

い い え

林縁 に つ い て の
記述な し （ 7 . 4 )

* D = P F Z ～ 立木地界 の 距 離 。 P F Z ～ 立木地界 の 地上 で 測定 さ れ た 水平距離 が 2 5 m 以 下 で 、 P F Z が
林 縁 に あ る 。 そ の航空写 真 か ら の コ ー ド ナ ン パ ー （ L W R  d ） は 、 い ず れ の場合で も そ の 正 し さ が確認 さ
れ な く て は な ら な い 。 そ の 地上 で の 調査結果 が 優 先 さ れ る 。

＊ ＊  露地 ： 最 も 近 く に あ る 、 L F I の 森林 と し て の 基準 を 満 た す 立 木地 と の距 離 （ 枝 先 ～枝 先 ） が 50m 以 上 （ 地
図 と 航空写真 で 判 定 さ れ る ） あ る 。 大 き な 林 内 の 空 き 地の 場合 に は、 そ の 平均的 な 直径 が5 0 m以 上 な け れ
ば な ら な い 。

* * *  B ＝ 疎開 し た 立木 地 の 幅 。 疎開 し た 立木地 と 林套 （ 内 側 の 林縁 ） の あ る 閉鎖林分 の 内 部 に 入 り 込 ん だ 面 の
界 、 そ し て 疎開 し た 立木地 の 幅 が 1 00 m 未 満 の 場合、 そ れ ら は 立木地界 と し て 認 め ら れ る 。 そ の 幅 は 、
航 空 写 真 ／地 図 を 基 に し て 見積 ら れ、 疑わ し い 場 合 に は 現地 で 測定 す る こ と も で き る 。 「境 界 の は っ き り
し な い 中 間域」 と 「 内側 の林縁」の 聞 の 区分 に つ い て は 、 25 , 000分 の l の L K の 記 号 で 援用 す る こ と が で き
る 。



例

A 調査地 中 心 が 、 疎 開した立 木 地 も し く は 閉 鎖
し た 林 分内にあり、 境 界 が 2 5 m の 円 を 横 断 し て
いない。 → 境 界 な し 、 林 縁 に つ い て の 記述 な し 。
疎 開 し た 立 木地から露地に至る聞 のルー ズな移
行 帯は、 立 木地界でも な く 林縁 で も な い 。

B 調査 地 中 心が成林して い る場所にあって、 崩
壊した箇 所 も し く は岩 壁 等 が 5 ア ールの調査地
を通って走っている。 → 歩 行 可 能界 の 測 定 。 そ
の 森 林 が露地 に 境 を 接 し 、 査 定 区 間 の 少 な く と
も 半 分 が 歩 行 で き る 場 合 、 林 縁 に つ い て 記 述 す
る 。 査定 区 間と歩行 可 能 界 の 屈 曲 点は 同 じ でな
く て は ならない （ 7.4章を参 照 せ よ ） 。

C 調査地 中 心 が成林して い る場所 に あって、 立
木 地 界 が調査地 中 心 の 周 り の25 m の 円 を通って
走って い る。 → 露 地 に 境 を 接 し て い る 場 合 、 立
木 地 界 の 測 定 、 そ し て 林縁 に つ い て 記 述 す る 。

50 m 

50 m 

50 m 

50 m 

A 

境 界 なし ：
林縁につ いて の 記述 な
し

50 m 

B 

歩 行 可 能 界 ：
P F  Z が 林 分 内に あ る
→ 歩 行で き る場合、 林
縁 に つ いて記述

50 m 

C 

立 木 地 界 ：
林 分 内 もし く は林 套 内
に P F Z があ る→ 林 縁
に つ いて記 述

5 5  
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D 調 査 地 中 心 が 疎 開 し た 立 木 地 ( 1 1 . 3 章 「森林 の
タ イ プ j を 見 よ ） 内 、 も し く は 疎 開 し た 立 木 地 が
前 に あ る 閉 鎖林 分 内 に あ り 、 明 ら か に 見 分 け の
つ く 「 内 側 の 」林 縁 が 25 m の 円 を 横 切 っ て い る 。
→ 立 木 地 界 の 測 定 と 林縁 に つ い て 記 述 す る 。 立
木 地 界 が 調 査地 を 通 っ て 走 っ て い る 場 合 、 立 木
地 界 は 林 分 の 境 界 と 等 し く な る 。

E 利 用 の カ テ ゴ リ ー A で 、 調 査 地 中 心 が 森林 境
界 線 （ W B L ） の 内 側 に は あ る が 、 立 木 地 界 の 外
側 に あ る 。 → 露地 に 境 を 接 し て い る 場 合 、 立 木
地 界 の 測 定 、 そ し て 林 縁 に つ い て 記 述 す る 。

50 m 

50 m 

50 m 

D 
内 側 の 林縁 ：
P F  Z が 疎 開 し た 立 木
地 に あ る →林 縁 に つ い
て の 記 述

50 m 

E 
立 木 地 界 ：
利 用 の カ テ ゴ リ － A に
P F  Z が あ る →林 縁 に
つ い て の 記 述

境 界 は 1 つ の み 記 録 さ れ る 。 歩 行 可 能 界 は 立 木 地 界 に 優先 す る 。 2 つ の 境 界 が 、
調 査 地 も し く は 25 m の 円 を 同 じ よ う に 横 断 し て い る な ら 、 そ の 境 界 は 調 査 地 を さ
ら に 按 分 す る こ と で 記 録 さ れ な く て は な ら な い 。

7 . 3 林 縁 （ コ ー ド ）

定 義
あ る 歩 行 可 能 界 が 調 査 地 を 横 断 し て い る 場 合 ： 追 加 で 林 縁 が あ る か ど う か の 地

上 で の 判 定 。

コ ー ド の 意 味
1 = W R が あ る

2 = W R が な い

林 縁 （ ＝ 立 木 地 界 も し く は 内 側 の 林 縁 ） が 2 5 m の 円 を 通 っ
て 走 っ て お り 、 森 林 が 露 地 に 接 し て い る 。
林 縁 が な い



7 . 4  林縁 に つ い て の 記 述 （ コ ー ド ）

定 義
P F  Z が 林 縁 域 に あ る 場 合 、 す な わ ち 2 5 m の 円 が 立 木 地 界 も し く は 内 側 の 林 縁

を 横 切 り 、 そ し て 査 定 区 間 が 少 な く と も 半 分 が 歩 行 で き る と き 、 そ の 林 縁 に つ い
て の 記 述 が な さ れ な け れ ば な ら な い 。

コ ー ド の 意 味
1 = W R の 記 述 林 縁 に つ い て の 記 述 が な さ れ る 。
2 = W R の 記 述 な し 林 縁 に つ い て の 記 述 な し （ 査 定 区 間 が 半 分 未 満 し か 歩 行 で

き な い 、 あ る い は 林 縁 が 歩 行 可 能 界 を 通 っ て い な か っ た 、
す な わ ち 2 つ が 全 く 異 な っ て 独 立 し た 延 長 線 形 で あ る ） 。

林縁 の 横断面

B !-I D ミ 1 2 c m の 最 外 縁 の
樹 木 ／ 低 木

域

普 通 の 林 分 の
最 外 縁 の 樹 木

畠嘩 低 木 帯 林 套 ｜ 森 林
霊 式 低 木 層 の ！ 低 木 層 の あ る ／ な い 林 分
さ土 持 I 
誌 掛 あ る ／ な い i

林 縁 木
立 木 地 界 一 一 , ＿ ＿ 林 縁 木 の 内 側 の 境 界

日 7
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7 . 5  境 界 線 （ dm l ～ 5 00 , gon  0 ～ 3 9 9 ) 

定 義
境 界 線（立 木地界 も し く は歩行 可 能 界）の 延 長 方向は、 調査地 中 心からの距 離の

測定 と 、 境界 走向の方 角 に よ り決定 さ れる。

方 法
一 境 界 線の延 長 方向と屈 曲 点（ K ）を決定する。

屈 曲 点の位 置は林縁の密度に左 右 さ れずに選 定 さ れるべき も のである（楽で手 軽
な場所を好 んで選 ばないこと）。 調査地 中 心 への距 離と方位 角 が測 定 さ れる。 P
F Z と K は一 致しな く て も よ い。

- B H D  12cm以 上の最外縁の林縁を形成する樹木 も し く は低 木の胸 高の高 さ での
外 接 線を、 屈 曲 点の 両 側 に 設定し（森林 ／非 林 地の判定に際しては例 外とする）、
方位 角（ 1 と 2）が測 定 さ れる。

屈 曲 点 ～ P F Z の 距 離 （dm 1～ 5 0 0) 
距 離は、 屈 曲 点から調査地 中 心まで が 測定 さ れる（水 平 距 離 ）。 その距 離は O dm 

よ り大き く な く てはならな い 。

屈 曲 点 ～ P F Z の 方 位 角 （ gon 0 ～399) 
方 位 角 1 ( gon 0 ～ 399） 境界 線 1 への方位 角 。
方 位 角 2 ( gon 0 ～ 399） 境 界 線 2への 方 位 角 。
一 全ての 3 つの方 位 角 は、 屈 曲 点から正確に測 定 さ れる。
一 全ての 3 つの 方 位 角 は、 別々に互 いに離 れていなければならな い 。
ー その P F Z は、 立 木地界もし く は歩行可 能 界 上にあってはならな い 。

立木地界 も し く は 歩 行可 能 界 の 測 定



7 . 6  調 査 地 中 心 の 位 置 （ コ ー ド ）

定 義
測 量され た 境 界 線に関連 する調査地 中 心 の位 置 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 内 側

2 ＝ 外 側

調査地 中 心 が 普 通 の林分 、 疎 開し た 立 木 地もし く は 林 套
にある。
調 査 地 中 心 が 立 木 地 界 の外 側 にある。

7 . 7 林縁 の 展 開 方 向 （ gon 0 ～ 3 9 9 ) 

自 的
林縁の展 開 方 向 に より、 林縁に よ る光 ・ 温度そし て 風 環 境 に つ い て の考慮 を 行

う（ こ の林 縁 の展 開 方 向 が、 立 地に つ いてのひと つ の指 標 となる）。

定 義
林 縁 の展 開 方 向 の方 位 。

方 法
展 開 方 向は屈 曲 点 からコ ンパスでも っ て 決定され る 。 こ の展 開 方 向 は、 査 定 区

間 の最も長 い 部 分 と 同 じであるものとして 決められ る 。 両 方 の線 分の 区 間 で大 き
な走 行の 変 化 がな い のなら 、 展 開 方 向 は 方位角 l と 方位角 2 の閣の角 度 を 2 等 分
し た方 向 と する。 1 gon単位で精 確に 日 盛りを 読 み と る こ と ：

林縁 の 展 開 方 向

ー一 一① － .. 査 定 区 間

惨
展 開 方 向

S 9  

+-t 



6 0  

‘→争 7 . 8  林 縁 の 構成 （ コ ー ド ）

目 的
その構 造 と奥 行きに 関 する、 林 縁の生 態 学 的 評価。

定義
森林から露 地 へ の 移 行 帯の形成。 良 好に 構 成された林縁は段 状にな り 、 そして

低 木 帯 を 伴う 1 つの林套を有する（例 7 を参 照 せ よ ）。

この林 套は「林縁木 J と 1 つ の 「低木層 」 から構 成されている。 林 縁木は B H D が
1 2 cm以 上 ある。 林縁木は、 一 般には斜 立 、 も し くは片 側 に 外に 向 か つ て大き く 枝
を張り 出した樹 冠 （縁部の影 響 力 ） に よ って見分けることが できる。

少 な く とも半 分 以 上の査定 区 間において、 1 列 の林縁木／低木（ B H D 孟 1 2 c m ） が
存 在するときは、 林 套 がある こ とになる。 例 外 ： 5 m 以 上の高さの叢林の場 合に
は、 B H D の大きさ は か かわら ず 、 林 分の 最外縁の樹木は林縁木である も のとし
て認 められる。

林縁木の枝 張りが 6 m 以 上 露 地の方に 突 出 し ている（樹 芯 ～ 枝 先の境 界 聞の 距 離
で ） ときには、 その林 套は「 張り出し」となる。

低 木 帯は、 B H D  1 2 cm未 満 制 1

7 の樹木と低 木 から成っている（独 占 状 媛 生 低木 ）。
低 木 帯は林套の前に位 置する。 半 分を越える査定 区間（ > 2 5 m ）において、 （ 立木地
界 ～ 最外縁の低 木の枝 ま での距 離 が ） l . O mの幅を超えているときには、 低木市 が
存 在 するものとされる。

特例 「 低 木 帯 を 伴 う 林 套 が な い 」 ： 裸 地（伐 採 跡 地 ） と低木林 が 林縁に接 し ていると
きには し ばしば林套を有 しない、 す な わ ち 、 B H D が 1 2 cm以 上の樹木 がない。 こ
れらの場 合には、 低 木 帯の l. O m の 最 小 幅 は、 林分の切 株の境 （最外 縁の幼齢林の
植 生の樹 芯 ） と低 木の外 側の枝に よ り決定される。



コ ー ド の 意 味
1 ＝ 無 W M ／ 無 S tι 林 奈 が な く 、 低 木 帯 も な

面rn: 1 A 

2 ＝ 無 W M ／有 S tg . 林 套 が な く 、 低 木 帯 を 有
す る
{ 1 の 特 例 ）

3 ＝ 直 W M ／無 S tg . 急 に 立 ち 上 が る よ う な 林
套 が あ り 、 低 木 帯 が な い

4 ＝ 出 W M ／無 S tg .  （ ア ー ケ － 1ど の よ う に ）
張 と 出 し た 材； 套 が あ り 、
低 木 帯 が な い

6 ]  

① 

① 

> 1 .0 m 
－一一一一一一一一炉

① 

①
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5 ＝ 有 S tg . W M  

6 = W M 前 S tg . 

7 ＝ 有 段 W M

：：：皇：：：：ぷ； ｜ ①
る

明 ら か に 林 套 の 枝先 の 前 I (6) 
に あ る 低 木 帯 が あ る I ....__,, 

①
 

く
あ

緩
が

、
套

り
林

あ
た

ふμ

BU

帯一
つ

木
の

低
段
る 低 木 帯



7 . 9 林 套 の 幅 （ m 1 ～ 5 0 )  

目 的
林套の幅 に よ り 、 こ れ ら の特 殊 な 生 態 圏の奥 行きの大き さ を把 握す る 。

定 義
林 套の 幅 は 、 立 木 地 界 か ら 林縁 木の樹冠 投 影の内側までの距 離であ る 。 林 套が

ある と き には 、 その林 套 の 幅の 見 積 り が な さ れ る （ 7 . 8章を参照 せよ ）。 平 均と な る
幅は、 査 定 区 間の終 点と屈 曲 点の 3 方 向か ら の査 定に よ って把 握 が な さ れる。 m
単 位で入力す る 。

7 .  1 0  低木 帯 の 縞 （ m 0 ～ 9 9 ) 

目 的
低 木 帯の 幅 で も って、 これらの特 殊 な 生態圏の奥行きの大き さ を 確 認する。

定 義
低 木 帯の 幅 は 、 立 木 地 界か ら 低 木の最外 縁の枝 先までの距 離である。 7 . 8章に従

え ば 、 低 木 帯 が 存 在し な い 場 合 、 この幅 は 計 測 さ れな い 。

方 法
少な く と も l. O mの幅の低 木 帯 が 、 査定 区 間の半 分を越 え て （ > 25 m ）あ る 場 合に

は、 低 木 帯の幅 は 両 方の終 点と屈 曲 点にお い て 計測 が な さ れ る 。 これ ら の 3 つの
計 測の 平 均 値 は 、 デ ー タ 収 集の器 材にお い て 入 力 さ れる。
m 単 位 で、 入 力 す る 。

6 3  
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f--争 7 .  1 1  林縁 の 草本外縁部 （ コ ー ド ）

目 的
草 本外 縁 部 制 1

9 に よ り 、 森林と集約 的 経 営 を 行 っ て い る耕作地と の 聞 の 緩 衝地
帯 の 幅 を 確 認する。

定 義
草本外 縁 部は昆 虫にと っ て 重 要 な 生活 圏で あ る。 それは、 イネ 科 の 草 本 や そ の

他 の 草本、 多年生草本、 媛 小 低 木 の ヒ ー ス 、 ヒ メス ノ キ 耐 2
0、 エ リ カ も し く は ア

ル プス シ ャ ク ナ ゲから 成 り 、 低 木 帯 も し く は林套 の 前 に 存 在する。 こ の 草本外 縁
部は、 刈 払 い も し く は動 物 の 摂 食が な さ れて い な いか、 さ れ て い て も た だ 組放 に
な さ れて い る の み であ る（脊 悪 な 牧 草地）。 草本外 縁 部 の 幅は、 低 木 帯と 同 じ よ う
に計 測 さ れ る 。 最 低1 . 3 m の 高 さ の林套 も し く は低 木 帯 の 枝 先 部 分から、 集 約 的 経
営 を行 っ て い る耕作地ま での 距 離 に よ り 決 定 さ れる。

イネ 科 の 草本や そ の 他 の 草本 そ して媛 小 低 木から 成る、 前 に あ るとこ ろ の 外 縁
部が査定区 間 の 半 分を越 え て（ >25 m）存 在 すると き には、 そ の 幅 を 計 測 し な けれ
ば な ら な い。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 存 在 せ ず

2 = 0 .5 ～1 . 0 m 
3 = 1 .1 ～2 . 0 m 
4 = 2 .1 ～5 . 0 m 
5 = >5 . 0 m 

草本外 縁 部 が存 在 し な い（長 さ く25 m、 かっ ／ あ る いは幅
く 0 .5 m）。
草 本 外 縁 部 の 幅 が0 .5 ～1 . 0 m で あ る。
草本外 縁 部 の 幅が1 .1 ～2 . 0 m で、 あ る。
草本外 縁 部 の 幅が2.1 ～5 . 0 m で あ る。
草本外 縁 部 の 幅 が5 . 0 m を超 え る（休 閑地、 自 然 保 護 豆、
沼地、 脊 悪 な 草 刈 場、 脊 悪 な 牧 草 地、 最 小 低 木 の ヒ ース
そ の 他に境 を接 して い る）。



7 .  1 2  林縁 の 延 長 線 形 （ コ ー ド ）

目 的
林縁 の 延 長 線 形 に よ り 、 森林 と 露 地 の 噛 み 合 わ せ の 形 の 種 類 を記述する。

定 義
こ の指標は 、 1 00 m （ 屈 曲 点 の 両 側 の2 方 向の50 m； 推 定に よ る ） の 区 間 を も っ て

決 定さ れる。 林縁（林套 ＋ 低 木 帯 ） の 延 長 線 形は 、 下 方 の と こ ろ で 、 つ ま り 胸 高 の
部 位で判 断 さ れる 。

森林の 単純 な 角 地 に つ い て は 、 一 般 に は 「 カ ー ブ Jと し て 分 類 がな さ れ る。

コ ー ド の 意 味 1 00 m  

1 ＝ 直 線 林縁 は 直 線であ る； 少 々 応の曲 が り は あ るかも し れ
な い が、 逆 方 向 の 曲 が り
は 100 m の 内 では 存 在 し
ない。 森 林

訳注
2

1 
1 00  m 

2 ＝ カ ー ブ 林縁が多 少 曲 が っ て お り 、 応突 き 出た樹 木 や 低 木は な
い が、 目 立つ森林の角地

の1 つ ぐ ら い は あ り 得 る 。 、 、 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 、
森 林

1 00 m 

3 ＝ 湾 曲 1 ～ 2 の突き 出た樹群 も 応し く は 2 つ の 目 立 つ 森林
の 角地に よ り 、 林縁が湾
曲 し て い る。 I" ＇ 、 、 、 、 ＼ ＼＼＼

森 林

1 00 m 

4 ＝ 強度 の 湾 曲 2 つ を 越 え る 飛 び 出た樹
群 に よ り 、 林縁が 湾 曲 し
て い る 。

段 、ぷ ＂�＂ 

森 林

6 5  

4も
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5 ＝ 疎 開 孤 立 し た 複 数 の 単 木 、 ま た は 樹 木 ／低 木 の 群 （ 疎 開 し た 立
木 地 ） を そ の 前 に 有 す る 林縁 。
林 套 （ 普 通 の 森林 と 疎 開 し た 立 木 地 と の 聞 の 明 ら か な 林 分
境 界 ） が 識 別 で き る と き は 、 そ の 「 内 側 の 」林 縁 は 、 L F I  
に お い て は そ の 場合 に お い て の み 確 認 が な さ れ る 。 ア ル
プ ス 地 域 で は 、 普 通 の 森林 に お い て し ば し ば 牧 草 地 の 囲
い に よ っ て 、 そ の 前 に あ る 疎 開 し た 立 木 地 と 隔 離 が な さ
れ て い る 。 こ の 前 に あ っ て 疎 開 し た 立 木 地 は 、 そ れ に 加
え て 1 0 0 m よ り 幅 が 狭 く な く て は な ら な い 。
「 普 通 の 森 林 」 か ら 疎 開 し た 立 木 地 へ の 移 行 点 が 定 ま ら な
い （ 林 套 が な い ） か 、 ま た は 疎 開 し た 立 木 地 が 1 0 0 m よ り 幅
広 く 、 調 査 地 が 林 縁 域 に 位 置 し て い な い → 林 縁 の 調 査
を 行 わ な い （ 7 . 2章 を 見 よ ） 。

川1

0
町、
⑧

W B L ＝ 森 林 境 界 線
B G  ＝ 立 木 地 界



7 .  1 3  林 縁 の 密 度 （ コ ー ド ）

目 的
ま ず 第 1 に は森 林（林 分 の 地 表 域 ） 内の諸 動物のための視 界 確 保 に 関する判 定、

そして林 分 に お け る気 象 状 況 に つ い ての徴候も。

定 義
2 m 未 満の 高 さ の範 囲 内 に おけ る 、 査定 区 間の全体 に 沿った林縁（林 套 ＋ 低 木 帯）

の密度。 低 木と樹木の 一 番 下の枝 張 りの密度は、 その林 分を 見 通 せる露 地から 判
定 がな さ れる。 聞 い ： 林 分 内への視 界 が何 パ ーセ ン ト さ え ぎ られているか ？ 葉で
もって覆 わ れている状態のと き に 決定がな さ れる。

耕 作 地 と 境 を 接する林 套の な い幼 齢林と叢 林は、 一 般 に は 「 開 放 Jとして査定 さ
れる。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 開 放
2 ＝ 間 際
3 ＝ 組
4 ＝ 密

林縁が開かれている ； O ～ 2 5 % の 閉 鎖
林 縁 に 隙 聞 が 多 い ； 2 6 ～ 5 0 %の 閉 鎖
林縁がや や 粗 い ； 51～ 75 % の 閉 鎖
林 縁が密で あ る ； 76 ～ 100 % の 閉 鎖

7 .  1 4  林 縁 の 状 態 （ コ ー ド ）

目 的
林 縁 の 成 長 に 関 する、 人 間の影 響 力 に ついての判 定。

定 義
これ ら の指 標 に よ り、 林 縁（林 縁 木 と 低 木 帯）への 人 間の介 入（放 牧 地 ＝ 間 接 的な

人 間の 介 入 ）の種 類と強度を把 握する。 複 数の介 入（例 え ば 、 勢 定 と 間 伐）があった
場合 に は 、 最後の （ 最も現在 に 近い）介 入 が 優 先する。 複 数の介 入がここ 2年の 間
に あ っ た 場 合 は 、 明 らか に それが優 先する。

6 7  
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コ ー ド の 意 味
1 ＝ 刈 払 い 樹木と 低 木 へ の 介 入はないが、 芝 草 の 刈 払 い に よ り 森林

の 拡 大が妨 害 ないし遅 延 さ せ ら れ ている。
2 ＝ 下 草 摂 食 林縁の下 草が食 べ ら れ ている； 枝と 低 木が 明 ら かに 食 い

つ く さ れ て い る。
3 ＝ 勇 定 枝と低 木が刈 り 込 ま れ て い る、 も し く は 耕地界 ま での 集

約 的な農 業 利 用（耕 転 さ れる ）； 下層 の林縁域は境 界の「外
側 」 か ら 後 方 ヘ 下 げ ら れる。 大き く 上 に 張 り 出 し た 枝 に よ
り 、 「 木 陰の道 」 に 類 し た も のと し て 生育 し て ゆ く こと も
あ り 得 る。

4 ＝ 除 伐 低 木が除 去 さ れ 、 木 々 が（部 分 的 に ） 枝 を 落 さ れる ： 林縁
は 、 境 界 上 の全ての高 さ に おいて 「外 側 」か ら 後 方 へ 下 げ
ら れる → 垂 直な林縁。

5 ＝ 開 墾 成林地 に お い て 、 森林が焼き払 わ れ て 開 墾 さ れる。 も し
く は林縁のあ る部 分が開 墾 さ れる； 低 木が除 去 さ れる／焼

かれる、 樹 木が伐 ら れる、 森林が部 分 的 に 伐 採 さ れる →
林地 の 減 少。

6 ＝ 間 伐 「 内 側 」 の 単 独 の林縁木を 、 そ の林分での 普 通の間 伐の範
囲 内 で取 り 除 く 。

7 ＝ 保 育 林縁での 保 育；林套 、 低 木 帯 そ し て 場 合 に よ っ て は林分
も であ るが、 適切な林縁の取 り 扱 いと い う 認 識 の 下で、
徐 々 に 明 る く な さ れる。

8 ＝ 影 響なし 人 間 も し く は 家 畜 に よ る最 近 の 影 響がほと ん ど 識別 で き
ない（林縁 に 切 株がない； 少な く と も 10年は 経 過 した他 の
痕 跡； 前 に 位 置する低 木 群； 枝 に よ り ほと ん ど 歩 く こと
の で き ない林縁の 道 路 ／ 道 、 そ の 他：現 に続 き つ つ あ る林

地の拡 大 の 徴候 ）。



7 .  1 5  林 縁 の 制 約 （ コ ー ド ）

目 的
林 縁 の 到 達 可 能 性と通 行 の 可 能 性 に つ い て 、 並 び に 森林 の 拡 大の 可 能性につい

て の 報 告 。

定 義
個 々 の 動 物 や 人 間 の 接 近 、 も し く は 外 に 出 る ことを 困 難 に しているまたは阻 止

して い る 、 そして／も し く は 低 木 帯の さ ら な る拡 大を制 約して い る よ う な 、 林縁 に
直 接 的 で 重 大な 障 害 。

人 が 歩 い て通れな い よ う な 道 （ 草 本 で 覆 わ れているか土 が 崩 れ 落 ち てきている、
同 様にぬ かるん だ ト ラ ク タ ーの跡 ） に つ い て は 記 録 さ れない。 ある予 定 路 線につい
ては、 それ が 識 別 で き るのであれ ば、 痕 跡 で あっても道とみな さ れる。 複 数の境
界 がある場 合には 次のよ う な優 先 性 があ る ： 溝 ／ 小 川 よ り 柵／壁 、 柵 ／壁 よ り 道 路 ／
道 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ な し
2 ＝ 道 路

3 ＝ 車 道

4 ＝ 農 道

5 ＝ 柵
6 ＝ 猟 区 の 柵
7 ＝ 牧 場の柵
8 ＝ 壁
9 ＝ 溝
1 0 ＝ 水 域

上 記の意 味 で の制 約 が ない 。
ア ス フ ア ルト または コ ン ク リ ー ト 舗 装 さ れた道路と広 場
（ 一 般には l ～ 3 級 道路 ） 。
硬 い 舗 装 が さ れ て い ない砂 利 路 盤の車 道と広 場 （ 一 般には
4 級 道 路 ） 。
砂 利 敷 で な く せ いぜ い ト ラ ク タ ー が 通ることが で き る 程
度 の 農 道 、 山 道そ し て 歩 道 （ 一 般には 5 ～ 6 級 道 路 ） o

諸 施 設の柵 （ 庭 園 、 墓地、 軍 用 地、 工業用 地、 その他 ） 。
猟 区 の 柵 （ 金 網 ） 。
牧 場 の 柵 （ 1 な い し 2 ～ 3 本 の 鉄 線／横 木 ） 。
l m 以 上 の 高 さ の 壁 。
1 m 以 上 の 深 さ と 2 m 以 上 の 幅を有 する溝 。

湖 、 河 川 、 小 Jfl ( 2 m 以 上の 幅 ） 。

69  
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7 .  1 6  林 縁 の 周 辺環境 （ コ ー ド ）

目 的
林縁の生態 学 的 意 義は、 森林からと 同 様 に、 境を接 していて 固 まれていない土

地から も 左 右 される。 林縁の周 辺 環境で も って、 その境 を接 している露地（非林地）
についての記述 がなされる。

定 義
周 辺 環 境は、 屈 曲 点と み な さ れ たとこ ろ か ら 林縁の前 方 への、 約 1 00 m の 半 円 上

に 限 定 さ れている。 その土地のタイ プは、 最 も 大きな割 合の部 分で も って確 認 が
な さ れ る。 こ の指標はその順 序 を 表 している ： コ ードの上 昇に伴って 人 間の利 用
に よ る影 響は低 下する。 コ ード 1 ～ 5 ＝ 集 約 的 に 利 用 さ れる、 コ ード 6 ＝ 適 度 に
集 約 的に利 用 さ れる、 コ ー ド 7 ～ 1 1 ＝ 組放 も し く は利 用 さ れていない。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 住 宅地 上 部 構 造 物のあ る地、 住 宅地域（交 通 路、 周 囲の敷地 ／庭

園 ／公 園 を含 む 建 造 物、 ス ポ ー ツ施設 ）。
2 ＝ 耕地 耕地も し く は耕作 された 人 工の草地、 造 園地、 ブド ウ 園。
3 ＝ 肥 沃な草地 集約 的 に 経 営 さ れ た（施肥 された ） 草地
4 ＝ 肥 沃な草地／樹 木 単 木 が 立 っている か、 囲い地も し く は 伐 開 原 野であ る肥

沃な草地。
5 ＝ 牧 草地 （集 約 的に草 が 食 べ られている ） 草地。
6 ＝ 植林牧地 成林している牧 草地、 植林牧地、 （適 度 に集約 的 に 草 が 食

べ ら れ ている ） 疎 開 し た 立 木地。
7 ＝ 大 型 多年 草地 （シ ダを含 む ） 大 型 多年 草の耕 牧地。
8 ＝ 脊 悪な草地 入 り 込 ん でき た 高 山 草地、 脊 悪な草地、 乾燥 し た 芝地、

（一 部 が 粗 放 に 利 用 さ れ た ）。
9 ＝ 湿地帯 湿地帯 ： 沼地、 湿 原、 湿 草地、 その他（組放 も し く は利 用

が な さ れない ）。
1 0 ＝ 水 域 広い水 域（湖、 河 川 ｜ ）。
1 1 ＝ 岩 盤 ／岩 屑 岩 盤、 岩 塊 屑、 崖 錐、 成 長 阻 害 要 因のあ る地、 荒 れ地、

（主 た る植生がない ）。



7 .  1 7  林縁 の 樹 種 調 査 （ コ ー ド ）

目 的
植物学 上 の 多 様 さ （ 多 様性）の 追 求 、 そ し て 鳥 類と昆 虫 類 に とって重要な生 活 圏

（イ バラの 低 木 、 尾 状 花 序 類 、 そ の 他）、 同 様 に 、 美 的 評価（保 健 休 養 機 能 ） の 根 源
の 記 録 。

定 義
林 縁 の 樹種と低 木 樹種 の 調査は森 林 の 外 （ 外 側から）で行われる。 全て の 樹種と

低 木 樹 種 は、 樹種 リ ス ト （ コ ー ド 1～ 12 8） に 従 っ て確 認 がな さ れる。 「そ の 他 の 低 木 」
（ コ ー ド 9 ）に属 する も の は、 1.3 m 以 上 の（媛 小 低 木でな い ）低 木 の み記録 さ れる。
これらその 他の種 類 （ コ ー ド 9 ） の 名 前は用 紙 の 裏側に書 き 記 さ れる。 枯れた植 物
は、 林 縁 に お い て は 考 慮 さ れな い 。

5 0 m の 査 定 区 間 に 沿った 樹種調査に際しては、 広葉／針葉 の 一 部 分 で も っ て 露地
の 気 象 環境 と 少 し で も 直 接 関 係 を 有 す る （ 林 縁 の 表 面 ）よ う な林 縁 の 木 本植物 の み
が考慮 さ れる。 単 に 単 一 の 小 植物（高 さ 1 . 3 m 未 満）で代 表 さ れる木 本植物は、 コ ー

ド 1 と し て 記 録 さ れる 。

林縁 の 立 面投影

50 m 
H ＝ 林 縁 に お け る 最 高 齢 の 林 分 の 上 層 樹 高

l2Zl 面 積 割 合 の 台 計 （ 約 6 0 % )

7 1  
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それ ぞれの木本樹種に つ いての そ の 林 縁 の 立 面投 影 （ 正 面 図 ）で の 面 積 割 合は、
ブ ラ ウ ン ー プ ラ ンケ の 手 法に従って判定がなされる。 各 々 の樹 種 の 面 積 割 合は、
他の植 物の割 合に左 右 さ れ ずに 見 積られる。 その林套 がとこ ろ ど こ ろ 欠けている
（幼齢林もしく は 伐 採 面 であって、 露地に 直接境を接している）か、 あ るいは非 常
に疎 で あるときには、 その割 合 合 計は 1 0 0 % より 小さくなる。 林縁 の 投 影 面は、 そ
の査定 区 間 （5 0 m ）と、 その林縁に おける最も高齢な林分の上 層 樹高（ h dam）によっ
て定められる。

特例
林套のな い幼樹林 ま たは叢林、 もしくは低木帯 が 露地に境を接していると、 そ

の樹種と低木樹種については最も外 側 の2 m の 部分でもって確 認 がなされる。
張り 出した林套 からの枝 が 部分的に地表 近く（地 上 O ～ 1. 3 m ）に ま で伸びている

のであれ ば 、 これら の 場 所に お いては、 そ の 後方にある植物に つ いてはもは や考
慮 がなされない。

方 法
査定 区 間の終 点、 の 確定に 際しては 、 幅 の狭い入り込 み （ 枝 先 ～ 枝 先 の 距 離 く 1 0 m )

は省 略される。 しかしそれでも、 樹 種 調査に 際しては、 これら の 入り込 みにある
木 本 植 物の確 認 は なされる。
1 .  5 0 mの 区 間をく ま なく 歩き回って、 存 在 する全ての樹種と低木樹種を林縁 の

用紙 上 でチ ェ ッ クする。 各 々 の調査 グル ー プは、 樹 種もしくは低木樹種を決定
できるよ う 、 検 索 図 鑑を用いること が できる。

2 . 樹 種と低木樹種 の 面 積 割 合 の 見積り。
3 . 面 積 割 合に対す る 樹 種もしくは低木樹 種 の 、 それに付属 のコ ー ド でも つ ての

入 力 。
4 . 2 0 種を越えて確 認されたなら ば 、 デー タ収集の器 材 上に お いて割 合 の コ ー ド

1 になる「定数 外 」 の 低 木 樹種は入 力 されない（ 最初に 「その 他 の 樹種 」を省 略し、
ついで末 尾の も の から 省 略 する）。 デ ータ収集 の 器 材に記載さ れている樹 種でな
いも の とその割 合 は 、 用紙の裏 側 に 書きとめら れ なければならない。
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そ の 種 類 が 陣め て ま れ な もので、 ほ ん の わ ず かな 面 積 を
占 め て い る （ た い て い は 1 個 体 の み ） → そ れ だ け が 代 表
的な も の で 、 1 . 3 m 来 溝 で、 ある種。
種 がわ ず か で 、 そ の 割 合 が 樹木 ・ 低木層 の 1 % 未 満 で、 あ
る c

樹 木 ・ 低木層 の面 積 書り 合 が 1 ～ 5 % 。
樹木 ・ 低 木 層 の 面 積 割 合 が 6 ～ 25 % 。
樹 木 ・ 低 木 層 の 面 稽 割 合 が 26 ～ 5 0 % 。
樹木 ・ 低木層 の 面 積 割 合 が 5 1 ～ 75 % 。
樹木 ・ 低 木 層 の 商 稜 割 合 が 76 ～ 1 0 0 % 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 極め て ま れ

僅 少

l ～ 5 % 
6 ～ 25 % 
26～ 5 0 % 
5 1 ～ 75 %  
76～ 1 0 0 % 

2 
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8 単 木 の 調 査

8 .  1 自 的 と 定 義

呂 的
樹 種 、 蓄 積 、 成 長 量 、 利 用 、 枯 死 そ し て 被 害 に つ い て の 確 認 。

定 義
調 査 木 は 、 調 査 地 上 に あ っ て 、 そ の 評 価 が な さ れ 、 そ し て 測 定 が な さ れ る （ 倒 木

＋ 枯 死 木 を 含 む ） L F I の 樹種 リ ス ト （ 8 . 5 章 、 コ ー ド 1 ～ 1 1 8 ） に 従 っ た 樹木 と 低 木
で あ る 。

2 a 円 で は 、 B H D �  1 2 cmの 樹 木 と 低 木 が 調 査木 と な る 。
5 a 円 で は 、 B H D ミ 3 6 cmの 樹 木 と 低 木 が 調 査 木 と な る 。
調 査 木 は 、 そ の 極 座 標 化 （ 距 離 と 方 位 ） を 通 じ て 向 定 さ れ る 。
境 界 木 は 、 そ の P F Z か ら の 間 隔 が 小 円 （ R 2 ） も し く は 大 円 （ R 5 ） の 半 径 に 相

当 す る 樹 木 で あ る 。 境 界 木 に 関 し て は 、 P F Z ～ 樹木 の 芯 の 間 の 距 離 は 精 密 に 決
め ら れ な く て は な ら な い 。

各 々 の 調 査 地 に つ い て は 、 次 の デ ー タ が前 も っ て 設 定 さ れ て い る
- R  5 = 5 ア ー ル の 調 査 円 の 半 径
- R  2 = 2 ア ー ル の 調 査 円 の 半 径

L F I 1 の 調 査 木 の 前 も っ て 設 定 さ れ て い る
- I n  ＝ 資 源 調 査 番 号
- I D ＝ 調 査 木 の 確 認 番 号
- A rt ＝ 樹 種
- D i s t ＝ 距 離
- A z i ＝ 方 位

新 し い 調 査
- S tatus ＝ 樹 木 の 状 態
- G rund ＝ あ る 樹 木 の 欠 点 と な っ た 原 因
- R i nge ＝ 年 輪 数 （ 収 穫 さ れ た 調 査 木 に つ い て の み ）
- B emrk ＝ 所 見
- R e i s s e r  ニ L F I 1 で の 引 き 鈎 の 線
- B H D ＝ 胸 高 直 窪 B H D  ( cm単 位 で ）
- U mf ＝ 幹 周 （ cm単 位 で ）

7 5  
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- K ron L g 
- K ron F o 
- S ch i cht  
- S o z  S t e l 
- S cha 1 
- S cha 2 

＝ 樹 冠 長
＝ 樹 冠 形 状
＝ 層
＝ 社 会 的 地位
＝ 単 木 の 被 害 1 （ 様 相 、 箇 所 、 原 因 ）
＝ 単 木 の 被 害 2

あ ら か じ め 算 出 さ れ て い る 指標
- D a ten  ＝ 表 用 の 選 抜 デ ー タ の コ ー ド ナ ン バ 一

一 T ar i f  ＝ 表 調 査 木 船 2 2 

選 抜 さ れ た 表 調 査 木 に つ い て の み
- D 7 = 7 m の 高 さ で の 直 径
一 H oehe ＝ 樹 高

8 . 2 調 査 地 で の 作 業 の 進 行

ポ ケ ッ ト コ ン パ ス を 載 せ た 三 脚 を 調 査 地 中 心 、 L F I 1 の ア ル ミ の 地 表 管 も し
く は L F I  2 の ア ル ミ 鋼 の 上 に 正 確 に 据 え 付 け る 。 前 も っ て デ ー タ の あ る 樹木 に
つ い て は 確 認 が な さ れ 、 そ し て そ の 樹 木 の 番 号 に 印 が 付 け ら れ ね ば な ら な い 。 方
位 角 O g か ら 昇 順 で 、 各 々 の 調 査 木 に つ い て 極 座 標 （ 距 離 と 方 位 ） と 樹 種 が 決 め ら れ
る 。 そ れ に 引 き 続 い て 、 樹 木 の 状 態 と そ の 所 見 が 判 定 さ れ な け れ ば な ら な い 。 同
じ 作 業 の 過 程 で 、 そ の B H D と 幹 周 が 計 測 さ れ 、 残 り の 単 木 の 指 標 の 確 認 が な さ
れ る 。

進界木 は 同 じ 作 業 の 過 程 に お い て っ き と め ら れ 、 同 様 に 印 が 付 け ら れ る 。 2 番
目 の 作 業 の 過 程 で そ の 進 界 木 は 計 測 さ れ 、 1 枚 目 の 空 白 の 用 紙 に 記入 さ れ る 。 進
界 木 の 番 号 付 け は 、 最 後 に 入力 が な さ れ て い る L F I 1 の 調 査 木 の 後 ろ に 続 け て
な さ れ る 。

表 調 査 木
別 の 作 業 の 段 階 に お い て 、 デ ー タ 収 集 要 領 に 基 づ い て 、 選 抜 さ れ た 樹 木 （ ＝ 表 調

査 木 ） に つ い て 、 そ の 樹 高 と 7 m の 高 さ で の 幹 径 が 計 測 さ れ る 。



8 . 3  用 紙 ＝ 樹 木 N r .  （ 番 号 ）

定 義
調 査地上に現存する樹木の番 号 ； ( 1～99）。

方 法
一 こ の樹木の番 号は、 L F I 1 の調査木 に ついては 設 定されて い る。 こ れらの調

査木は方 位 角 の昇 JI慎に従って分 類されて い る。 同 じ 方 位 角 なら ば 、 距 離 がより
小 さ い 調査木がより 小 さ い 樹木番 号になる こ と に な る。 ど んな樹木も割り込 ま
せ る こ と はできな い ； 進 界木は最 後 に付けられる。

一 新し い 調査地 上 にお い ては、 調査木は方 位 角 の昇 順で番 号 づけられなくてはな
らな い （ O ～ 3 99g）。

8 . 4  樹穫 の 同 定 （ 番 号 ）

定 義
In ＝ 前もって設定されてい る樹木のデー タに基づく 資 源台帳上の番 号。 初 め

て登 録された樹木につ い ては In = 0 で あ る。
I D  ＝ デー タ パン ク 中 のL F I調査木の確 認 番 号。 6 桁の番 号 ； 変 える こ と は

でき な い 。
初めて登 録された樹木につ い ては、 その樹木の I D = O で あ る。

8 . 5 樹 種 （ コ ー ド ）

目 的
ス イ ス の森林における樹種の代 表 を挙 げる こ と 。

定 義
L F  Iに 登 録されて い る樹木 と 低木の ド イ ツ 語 名 も し くは（ ラ テ ン語の ） 学 名 の

符 号化。

方 法
L F I  1 で登録された樹木の樹種は設定されて い る。 間 違 い は修 正する こ と が

できる。 こ のデー タの修 正には応 じられ な くてはならな い 。

各 々 の調査 グル ープは、 疑 わ し い 場 合に用 い られるべ き検 索 図 鑑を 自 由 に使 用
できる。

7 7  

。

。
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針葉樹 ， コ ー ド 1 0～49 和 名 制 2

ト ウ ヒ Picea abies 1 0  ド イ ツ ト ウ ヒ
モ ミ Abies alba 1 1  ヨ ー ロ ッ パ モ ミ
マ ツ Pinus sylvestris 1 5  ヨ ー ロ ッ パ ア カ マ ツ （ 耕？？ ）

Pinus nigra 1 6  ヨ ー ロ ツ バ ク ロ マ ツ （ 如＇？"J )
Pinus strobus 1 7  ス ト ロ ー プ マ ツ （ ス ト ロ ーア ）
Pinus mugo arborea 1 8  モ ン タ ナ マ ツ （ 山地？？ ）
Pinus cembra 1 9  ヨ ー ロ ッ パ ゴ ヨ ウ （ 了 ヨウ？？ ）

カ ラ マ ツ Larix decidua et  L.kaem併ri 2 0  ヨ ー ロ ッ パ カ ラ マ ツ と
ニ ホ ン カ ラ マ ツ

ダ グ ラ ス フ ァ ー Pseudotsuga menziesii 22 ア メ リ カ ト ガ サ ワ ラ
イ チ イ Taxus baccata 2 5  セ イ ヨ ウ イ チ イ
外来針葉樹 Abies sp . 3 0  モ ミ 属

Cedrus sp . 3 1  ヒ マ ラ ヤ ス ギ 属
Chamaecyparis sp . 32  ヒ ノ キ 属
Cηlりtomeria sp . 3 3  ス ギ 属
Metasequoia 34  メ タ セ コ イ ヤ
Picea sp . 35  ト ウ ヒ 属
Pinus sp . 36  マ ツ 属
Sequoiadendron 3 7  セ コ イ ヤ デ ン ド ロ ン
百iuja sp . 3 8  ク ロ ベ 属
Tsuga sp . 3 9  ツ ガ属

そ の 他 の 針葉樹 49 
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広葉樹 ， コ ー ド 50～99 和 名
プ ナ i Fagus sylvatica 5 0  ヨ ー ロ ッ パ ブ ナ
ナ ラ Quercus robur 5 1  ヨ ー ロ ツ バ ナ ラ （ 賄行 ）

Quercus petraea 52  フ ユ ナ ラ （ 繭ナラ ）
Quercus pubescens 5 3  ニ コ ゲ ナ ラ （ 能行 ）
Quercus cerris 54  ト ル コ ナ ラ
Quercus rubra 5 5  ア カ ガ シ ワ 、 レ ッ ド オ ー ク （ ア灯ラ ）

カ エ デ Acer car.坤estre 5 6  コ プ カ エ デ （ ノ カエデ ）
Acer platanoides 5 7  ノ ル ウ ェ ー カ エ デ （ 引 力工テ 、、 ）
Acer pseudoplatanus 5 8  セ イ ヨ ウ カ ジ カ エ デ （ ヤマカエデ ）
Acer opalus 5 9  オ パ ー ル カ エ デ （ オ折 、、 ？ リカエヂ ）

ト ネ リ コ Fraxinus excelsior 6 0  セ イ ヨ ウ ト ネ リ コ
Fraxinus ornus 6 1  マ ン ナ シ オ ジ （ ハナ トネリコ ）

ク リ Castanιa sativa 62  ヨ ー ロ ッ パ グ リ
ハ ン ノ キ Alnus glutinosa 6 3  セ イ ヨ ウ ヤ マ ハ ン ノ キ （ 如ハンノ キ ）

Al鈍協 i蹴：ana 64  セ イ ヨ ウ ハ ン ノ キ （ ハイ イ 日 ハン ノ キ ）
カ ン パ Betula penduliα 6 5  シ ダ レ カ ン パ

Betula pubescens 6 6  ウ ラ ゲ シ ラ カ ン （ 糊カンハソケカンハ 。 ）
ク マ シ デ Caゆin1前 betulus 6 7  セ イ ヨ ウ シ デ
エ ノ キ Celtis australis 6 8  ヨ ー ロ ッ パ エ ノ キ
ク ル ミ Jug/ans regia 6 9  カ シ グ ル ミ
ア サ ダ Ost：ηα carpinifolia 70 ヨ ー ロ ッ パ ア サ ダ
野 生 果 樹 Malus silvestris 7 1  ヤ マ リ ン ゴ （ キリンコ サ

Pyrus communis 72 セ イ ヨ ウ ナ シ （ キナシ ）
ポ プ ラ Populus alba e t  P.canescens 73  ギ ン ド ロ と シ ナ ヤ マ ナ ラ シ

( 1" ，， ンホ 。 7 0 う と ハイ イ 口 事。 7 ° ラ ）
Populus nigra 74 ヨ ー ロ ツ バ ク ロ ヤ マ ナ ラ シ
Populus tremula 75 ヨ ー ロ ツ パ ヤ マ ナ ラ シ （ ソヨキ ＇＇ ;Ji 0 7 ° ラ
Populus sp . 76  ハ コ ヤ ナ ギ 属

サ ク ラ Pru：れ：us avium 77  セ イ ヨ ウ ミ ザ ク ラ
ニ セ ア カ シ ア Robinia 争seudacacia 78  ニ セ ア カ シ ア
ヤ ナ ギ Salix sp . 80  ヤ ナ ギ 属
ナ ナ カ マ ド Sorbus aria 8 1  セ イ ヨ ウ ウ ラ ジ ロ ノ キ

Sorbus aucuparia 82  オ ウ シ ュ ウ ナ ナ カ マ ド
Sorbus domestica 8 3  （ ナナカ ？ ド の一種 ）
Sm仇is torminalis 84 カ エ デ パ ア ズ キ ナ シ

ボ ダ イ ジ ュ Tilia cordata 8 5  フ ユ ボ ダ イ ジ ュ
Tilia 仰ゆhyllos 8 6  ナ ツ ボ ダ イ ジ ユ

ニ レ 一S 伽or 87  
Ulmus glabra 8 8  

ヨ ー ロ ッ パ ニ レ （ ）ニ レ ）
ヨ ー ロ ッ パ ハ ル ニ レ （ ヤ？ニ レ ）

ト チ ノ キ / Aesculus h仰oc,仰num 8 9  マ ロ ニ エ
ユ リ ノ キ [ Liriodendron tulipif era 9 0  ユ リ ノ キ
そ の 他 の 広 葉 樹 9 9  
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低木 ， コ ー ド 1 ～9 と 1 00～ 1 1 8 和 名
濯 木状 に 生 長 す る 樹木 と 本来 の 低 木
ハ イ マ ツ Pinus mugo prostrata ヨ ー ロ ッ パ ハ イ マ ツ
ネ ズ Jun争erus communis 2 セ イ ヨ ウ ネ ズ
ヤ シ ャ ブ シ A/,nus viridis 5 ヴ ィ リ デ ィ ス ヤ シ ャ ブ シ
ヒ イ ラ ギ 恥x aquifolium 6 セ イ ヨ ウ ヒ イ ラ ギ
キ ン グ サ リ Lo,burnum an明,roides 7 キ ン グ サ リ
エ ゾ ノ ウ ワ ミ ズ Prunus padus 8 エ ゾ ノ ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ
ザ ク ラ
メ ギ Berberis vulgaris 1 00 セ イ ヨ ウ メ ギ
ツ ゲ Buxus sempe仰irens 1 0 1  セ イ ヨ ウ ツ ゲ
ザ イ フ リ ボ ク Amelanchier ovalis 1 02 セ イ ヨ ウ ザ イ フ リ ボ ク
ス イ カ ズ ラ Lonicera sp . 1 03 ス イ カ ズ ラ 属
ミ ズ キ Cornus sanguine.α 1 04 セ イ ヨ ウ ミ ズ キ
サ ン シ ュ ユ Cornus-m邸 1 05 セ イ ヨ ウ サ ン シ ュ ユ
ハ シ バ ミ Coη1lus avellana 1 06 セ イ ヨ ウ ハ シ バ ミ
ク ロ ニ ワ ト コ Sambucus nigra 1 0 7  セ イ ヨ ウ ニ ワ ト コ
ア カ ニ ワ ト コ Sambucus racemosa 1 08 セ イ ヨ ウ ア カ ミ ニ ワ ト コ
ク ロ ウ メ モ ド キ Rhamnus cathartica 1 0 9  セ イ ヨ ウ ク ロ ウ メ モ ド キ
イ ボ タ ノ キ Lt旨ω的,tm vulgare 1 1 0 セ イ ヨ ウ イ ボ タ
マ ユ ミ Evony,匁us sp . 1 1 1  ニ シ キ ギ 属
イ ソ ノ キ Rhamnus j均ngula 1 1 2 セ イ ヨ ウ イ ソ ノ キ
グ ミ Hippophae rhamnoides 1 1 3 ヒ ッ ポ フ ア エ ・ ラ ム ノ イ デ ス
ワ タ ゲ ガ マ ズ ミ Viburnum lantana 1 1 4 （ 縦b '' V／ ミ ）
カ ン ボ ク Viburnum opulus 1 1 5 セ イ ヨ ウ カ ン ボ ク
リ ン ボ ク Prunus spinosa 1 1 6 ス ロ ー （ セイヨウリンf ク ）
マ ハ レ ブ Pγ·unus mahaleb 1 1 7 マ ハ レ プ
サ ン ザ シ Crataegus sp . 1 1 8 サ ン ザ シ 属
＊ そ の 他 の 低 木 9 
＊ ツ ツ ジ 属 （Rhododendron sp . （ アル7 ° 'J..シャクナゲ ） ） 、 員委性 ネ ズ (Juniperus communis ssp . nana ） 、 掻性 カ ン
パ （Betula nana ） 、 エ リ カ （Erica carnea ） 、 ギ ョ リ ュ ウ モ ド キ （ 白lluna vulgaris ） 、 ス ノ キ 属 の 種 の よ
よ う な 倭性 低木 を 除 く

林縁の調査の た め の追加 ， コ ー ド 1 20～ 1 28 和 名
低 木 、 多 年 生 草 本 と つ る 性植 物
ブ ラ ッ ク ペ リ ー R幼us fn品：ticosus 1 2 0  セ イ ヨ ウ ヤ ブ イ チ ゴ
ラ ズ ペ リ ー Rubus idaeus 1 2 1  ヨ ー ロ ッ パ キ イ チ ゴ
ノ ノ T ラ Rosa canina 1 22 ロ サ ・ カ ニ ナ
キ ヅ タ Hedera helix 1 2 3  ア イ ピ 一 、 セ イ ヨ ウ キ ヅ タ
カ ザ グル マ αematis vitalba 1 24 セ イ ヨ ウ カ ザ グ ル マ
ヒ メ ス ノ キ Vaccinium myrtillus 1 2 5  セ イ ヨ ウ ヒ メ ス ノ キ
コ ケ モ モ V accinium vitis- idaea 1 26 コ ケ モ モ
ク ロ マ メ ノ キ Vαε：cinium uliginosum 1 27 ク ロ マ メ ノ キ
ツ ル コ ケ モ モ Vαεcinium oxycoccus 1 2 8  ツ ル コ ケ モ モ



8 . 6 距 離 （ cm O ～ 3 0 00 ) 

自 的
調査木の極 摩 擦化。

定 義
ある調査木の、 調査地 中 心から地上1 . 3 m の 高さのその樹 芯 ま での距 離を、 セ ン

チ メ ー ト ル 単位で測定すること。 L F I 1 の調査木についてのすでに 入 力 されて
い る距 離はデ シ メ ー ト ル 単位になっている。 こ の入 力 されている距 離は修 正 する
こ とがで き る。 その B H D の測定位 置は調 査 円 内 に なければならな い 。

方 法
一 自 動 巻 取 り 式の巻 尺 による距 離の測 定。
－ 胸 高 （ 地上 1 . 3 m 高 ）で測 定。
ー その距 離が20cm以 よ ず れ ている場 合には入 力 されている距 離は点 検がなされ、

修 正される。 このデータの修 正には応 じ なくてはならない。

境 界 木
一 境 界木については、 輪 尺でもって精 確に樹 芯を決める。
ー その距 離はセ ン チ メ ー ト ル 単位で精 確に読 み 取られ、 入 力 される （ すでに 入 力 さ

れている距 離は書き換えられる）。
- L F I 1 で 測 定 が な さ れ、 そしてその距 離 がその 円 の半 径 （ R 2もしくは R 5 ) 

よ り 大きい 境 界木については、 樹木の状 態 3 ＝ 「 調査な し」とされる。

進 界 木
ー その距 離をcm単位 で、 精 確に測 定する。

8 . 7 方 位 （ gon 0 ～ 3 9 9 ) 

巨 的
調査木の極 座標化。

定 義
ある調査木の調査地 中 心からの方位 角 を精 確に測 定すること ； 新 しい 度 数で （ 0

～ 399g）。 こ の方 位 角 は、 LF I  lの 調査木につ い てはす で に 入 力 されている。

市－4ム日用い

。

。
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方 法
ー ポ ケ ッ ト コ ンパ ス に よ る方 位 角の 測 定 。
一 胸 高（ B H Dの測 定 位 置）での幹の左側を視準。
一 全度での読 み 取り。
一 差が 5 g よ り大き い とき ：

1 . そ の方 位 角 が 1 樹 木のみ ずれてい る なら ば、 その入力 さ れて い る方 位 角 は
修 正 さ れる。 この デ ー タ の修正には応 じなくてはならな い 。

2 . すべての方位 角 がずれるのなら ば、 使 用 さ れて い るポ ケ ッ ト コ ンパ ス が点
検 さ れる（歪 み 具 合、 妨 害となる金属 部 材）、 も しくは P F Z の位 置がL F I 
1 の調査での P F Z と異なっている。 これら の 場合には、 設 定 さ れて い る方

位 角 に よ って、 その P F Z を 復 元 しなければならない。
一 測 定 可 能な方 位 角を、 推 量で決め で はならな い 。

距離 と 方 位 の 測 定

N 方位 ＝ O g
, A  

． 調 査 木

。

。

。 非 調 査 木

調 査 円 外 の
樹 木

＼ 



お ；j

。8 . 8 樹 木 の 状 態 （ コ ー ド ）

定 義
L F  I の調 査木の現 状につ い ての報 告。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 確 認 済

2 ＝ 新し い 樹木

3 ＝ 調査なし

ぷパフ中河」で

見

消
発

抹

一一
一一

4ム
にU

L F I 1 とL F I 2にお い て測 定された調 査木。 そ の樹
木は疑 う 余地 な く 同 ー の も の でなけれ ばなら な し V そ の
樹木の I D 番 号はその ま まで変えられな い 。
明 ら か 、 と い う ほ どには同 ーとはみ ら れ な い 調査木 に つ
い ては、 樹木の 状 態 4 （ 「 発

見

でき ず 」 ） が 打 ち 込 まれる。
進 界木 ： 最 後の調査の時 か ら そ の B H D が1 2 cmもし く は
3 6 cmを越えて成 長してきた樹木と、 新しく調査木とな っ
た樹木 （ 進 界木とL F I 1 で見 落とされた樹木は、 一 般 に
は識 別 する こ とはできない ） 。
初めて調査がなされた樹木 （ 例え ば 、 新し い P F L に お い
て ） 。
樹 木は存 在するが、 調査はなされな い 。
例 ：
一 距 離 ＞ R 5 もし く はR2の境 界木
- B H  D の測定位 置が P F L の外 側に あ る 、 倒 伏もし く

は斜 立 したL F I 1 の調査木
- B H  D く 1 2 cmのL F I 1 の調査木
- B H  D く 3 6 cmで距 離 ＞ R2のL F I l の調査木
樹木もし く は切 株 がもはや 存 在 しな い 。
その単 木デー タが、

抹

消の印を付されて い る 。
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。 8 . 9 原 因 （ コ ー ド ）

定 義
樹木の状 態 ＝ 4 「発 見 で き ず 」 の 場合、 調査 木の欠 失の原 因 が報 告 さ れな く ては

な ら な い 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 伐 倒 さ れた

2 ＝ 以 前の収 穫

3 ＝ 減 損

4 ＝ 不 明

鋸 断 さ れた 切 口 がはっ き り認められる ； 切 株 が、 事 情に
よ っては P F L の外側 で あって も 存 在はしている。
見た と ころ収 穫 さ れた ら しい樹 木はあるが、 それで も 鋸
断 さ れた 切 口 ははっ き りは認められない； 例 え ば、 道 路
建 設 や 他の建 設 工 事 の 結 果。
風倒、 侵 食、 がけ崩れ、 雪 崩、 落 石、 森 林 火 災 も し く は
枯 死に よ る減 損 。
調査木の行 方 が不 明 。

。 8 .  1 0  年 輪 数 （ 数 字 000 ～ 5 0 0 )

目 的

回

収穫 さ れた調査木の年輪 計 数に よ る、 現 在の林 分の林 齢の決定。

定 義
収穫 さ れたL F I 1 の調査木の切 株の、 髄か ら 形 成 層 ま で の年輪の数。
その調査木は、 その標 準 林 分 を構 成していた も の で な く てはな ら ない。
原 因 ＝ 1 「 伐 倒 さ れた 」場合には、 「年輪 数 」の欄は埋められな く てはならな い 。

方 法
その調査地にお いて、 収 穫 さ れたL F I 1 の調査木の切 株が存 在すると き は、

最 小 限 3 つの切株の年 輪 が数 え ら れること と さ れている。 年輪 計 数 が で き な い、
も し く は 3 つ の切 株をす で に精確に数 え られて い たならば、 数 値 0 0 0を年輪欄に打
ち 込 む 。

伐 採 跡 地に お いては、 または切 株 が標 準 林 分の も の で ない と き には年輪の計 数
は行わ れない。



8 .  1 1  所 晃 （ コ ー ド 3 桁 ）

目 的
とりわ け 表調査木の選 抜 に 際 し ての、 調査木の特 殊 な 属性 に 関する報 告 。

方 法
各 々の調査木につ い て、 3 つまで所 見 を 報 告 すること がで き る 。 所 見の順序 は、

常に所 見 B となる正 常 な 調 査 木の場合を 除 い て は 問 題には な ら な い 。

コ ー ド の 意 味
B ＝ 正 常
C ＝ 二 文 木
D ＝ 枯 死 木

E ＝ 倒 伏 枯 木

F ＝ 倒 伏 生 木

G ＝ 曲 り木

H ＝ 斜 立 木

I ＝ 萌 芽

K ＝ 保 残 木
L ＝ 極 度の差

M ＝ 枯 れ枝

N ＝ 分 岐 木 釈注 目

正 常 な 調 査 木。
1 . 3 mと9 . 0 mの 間で二 又に分かれ た 樹木。
1 . 3m よ り高 い 、 枯 れて立 っ て い る樹 木 。 枯 死 木につ い て
は、 樹種、 層における構 成 状 況、 B H Dそ し て幹 周の報
告 が な さ れる。
倒 れて い る枯 死 木 ： B H Dの測定位 置 が調査地内に あ っ
て、 は っ き りとわかる。 明 らかに森林内に放 置 さ れて い
ると思われる伐 倒 木 は 、 「 倒 伏 枯 木 」と し て記録 し な く て
は な ら な い 。 現在 継続 中、 も し く は 最 近の伐 採 時に収穫
が な さ れ、 1 . 3 m よ り低 い 位 置 で、 伐 倒 さ れ た 樹木は、 倒 伏
木と し てではな く 「 収穫 さ れ た も の」と し て確 認 がな さ れ
る。
倒 れて い る 生 木 ： B H Dの測定位 置 が調査地内にあ る 。
その調査木はま だ 生 木である（ 少 な く と も 生 き て い る後 生
枝 訳注 2 4 がある ） 。
曲 がって い る樹 木 。 調 査 木の樹冠 が 下 がる よ う に曲 が り 、
も はや 本 来の層 に属 し て い な い 。
斜 めに立って い る樹 木 ： 20gかそれ 以 上、 鉛直方 向 か ら傾
い て い る樹 木。
萌 芽。 伐 採 さ れ た 樹 木の切 株から成 長 し て き た 新 し い 樹
木 ； 実生に対するもの。
保 残 木 ／樹 下 植 栽
B H  Dと D7の極 度の差 ： 差 ＞ 1 5 cm も し く は D7 ミ B H 
D。
調査木での枯 れ枝の割 合 が、 枝の総 量の20 % を越 え て い
る。
その幹 軸 が、 7 m よ り低 い 位 置で い く つかの幹 軸に分 か
れて い る樹 木 。

8 5  

。
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次 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る
(( D )) , (( D G )) , (( D  H れ （（ D I )) , (( D K )) , (( C  D れ （（ C D G )} , « C D H )) , (( C D I )) ,  
(( C D K )) , (( D H I )) , (( D H K )) , (( D  I K L (( D N )) , (( D H N )) , (( D  I N れ （（ D K N ))
→ B  H D 、 幹 周 そ し て 層 の み が 調 査 さ れ る

(( E )) , (( E  I )) , (( C  E れ （（ C E I )) , « F )) , (( C F )) , (( F  I )) , (( F M )) , (( C F I )) , (( C F M )) , 
(( F I M )) ,  « E N )) ,  (( F N ）） → B  H D と 幹 周 の み が 調 査 さ れ る

(( B )) , (( C )) , (( C G )) ,  (( C H )) ,  (( C I )) ,  (( C K )) ,  (( C L )) ,  (( C M )) ,  (( C G I れ （（ C G M )) ,
(( C G  K )) , (( C H  I )) ,  (( C H  K )) , (( C H M )) ,  (( C I K L  (( C I L )) , (( C I M )) ,  (( C K  L )) , 
(( C K  M )) ,  (( C L M )) ,  « G )) , (( G I )) ,  (( G K )) ,  (( G M L  (( G I K )) , (( G I M )) ,  (( G K M )) ,  
(( H )) , (( H  I )) , (( H K )) , (( H M )) , (( H  I K )) , (( H  I M )) , (( H K M )) , (( I )) , (( I  K )) , (( I  L )) ,  
(( I M )) , (( I K L )) ,  (( I K M )) ,  (( I L M )) ,  (( K )) , (( K L )) ,  (( K M )) ,  (( K L M )) ,  (( L » ,  (( L M )) ,  
(( M )) , (( N )) ,  (( H N )) ,  (( I N )) , (( K N )) ,  (( M N )) ,  (( H I N )) , (( H K  N )) ,  (( H M N )) ,  (( I M N ）） �  
(( I K N )) ,  (( K M N ）） → 規 定 ど お り に 続 け る

Q 8 . 1 2  L F I  1 で の 引 き 鈎 線 の 痕 跡 （ コ ー ド ）

目 的
L F I  1 の 際 の 引 き 鈎 に よ る 測 定 位 置 の 目 印 に つ い て の 、 調 査 木 の 傷 の 痕 跡 の

程 度 と 大 き さ 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ な し
2 ＝ 小

3 ＝ 大

4 ＝ 引 き 鈎 せ ず

日 に 見 え る 痕 跡 が な い 。
壊 死 し た 樹 皮 の 部 分 も 樹脂 の 渉 出 も な い 約 1 cm ま で の 盛
り 上 が り で 、 幹 と 同 方 向 の 短 い （ 2 0 cm ま で ） 樹 皮 の 亀 裂 の

み の 、 小 さ な 傷 の 癒 合 。
樹 皮 の 部 分 が 壊 死 し て 1 cm よ り 盛 り 上 が り 、 幹 と 同 方 向
の 長 い 樹 皮 の 亀 裂 が 生 じ た 、 著 し い 傷 の 癒 合 。
引 き 鈎 線 の な い 調 査 木 。



8 .  1 3 胸 高 直 径 （ cm 0 , 1 2 ～ 6 0 )  

目 的
単 木 材 積 、 蓄 積 、 成 長 量 。

定 義
胸高直径（ B H D ）は 、 輪 尺 でもってcm単 位 （端 数 切 り捨て）で精 確 に 測 定された、

あ る 調査木の胸 高 （地上 1. 3 m 高）での幹径であ る （測 定範 囲 12cm ～ 60 c m） 。

方 法
一 輪 尺の定規 部 分は、 常 に 調査地 中 心 に 向けられてなければならない。 例 1 を参

照 せよ 。
－ 斜 面 で は 、 胸 高は 山 側 で決定され る 。 例 2を参 照 せよ 。
ー 常 に L F I 1 の 引 き鈎 線 上 で 測 定す る 。
一 端 数を切り捨てたcm単 位 で、 精 確に 目 盛を読 み 取 る 。
一 斜めに 立ってい る 木 々 では、 輪 尺 は幹 軸 に 直角 に 当 て ら れね ばならない。 例 3

を参 照 せよ 。
- 1 . 3 m より上 で 二 又に分 かれた幹の樹 木 に ついては、 そ の木を 1 本の調査木とし

て取り扱い、 所 見 C 「 二 又 木 」として報告す る 。 例 4 と 6 を参 照 せ よ。
- l . 3 m よ り 下で 二 又 に 分 か れた幹の樹 木 に ついては、 各 々 の分かれた幹を調査木

として取り 扱 う 。 例 5 を参 照 せよ。
一 輪 尺では規定 どお り の測 定 が できないときには、 B H D の欄に 数 値 O を入 力 す

る ； 例え ば 、 B H D > 60 cm、 あ る いは合 体した二 又木に 際して。
- l . 3 m のとこ ろ で 二 又 に分 かれ て い る 調査木 に ついては、 測 定位 置を低 く 選 び 、

幹 周のみを測 定す る 。 例 9 を参 照 せ よ 。
- B H  D の測 定 位 置 に お け る 枝 、 癌 腫 病 、 隆 起 、 傷の癒 合 に ついて ： 幹の肥大部

の上下を測 定し、 測 定 値を平 均す る 。

小 円 で の 直径 測 定 下 限 ＝ 1 2 cm 
大 円 での直径 測 定下 限 ＝ 36cm 

8 7  

。

& 



8 8  

B H D と 幹周 の 測 定例

1 2 3 

4 5 

7 



8 .  1 4  幹周 （ cm 0 , 3 0 ～ 9 9 9 ) 

目 的
輪 尺 での測定 よ り さ らに正確な成 長 量の 算 出 。 今 後行わ れ る 資 源調査の基礎。

定 義
幹 屑 は 、 巻尺で も ってcm単 位で精 確に測定 さ れ た 、 ある調査 木 の 胸 高での幹の

周 囲である（ 測定範 囲 3 0cm ～ 999cm ） 。

方 法
一 斜 面 で は 、 胸 高は 山 側で決定 さ れる。 例 2を 参 照 せ よ 。
- L F I l の 引 き鈎線 上で測定する。
一 端 数を切 り 捨てたcm単 位で、 精 確に 目 盛を読 み 取る。
一 斜め に 立って い る木々では、 巻尺は幹軸に直角 に 当 てられ ね ばな ら な い 。 例 3

を 参 照 せ よ 。
- 1 .3 m よ り上で二 又に分かれた幹の樹木につ い ては、 そ の木を 1 本の調査木とし

て取り扱 い 、 所 見 C 「 ニ 文 木 」として報告する。 例 4 と 6 を参照 せ よ 。
- 1 . 3 m よ り下で二 文に分かれ た 幹の樹 木につ い て は 、 各 々 の分かれた幹を調査木

と し て取 り 扱う。 例 5 を参 照 せ よ 。
一 規定 ど お り の測定がで き な い ときに は、 幹 周 の欄に数 値 O を入 力 する。
- 1 . 3 mのところで二 又に分かれて い る調査木につ い ては、 測定位 置を低 く 選 び、

幹 周 を測定する。 例 9 を参 照 せ よ 。
- B H  D の測定位 置 に お ける枝、 癌 腫 病、 隆 起、 傷の癒 合につ い て ： 幹の肥 大部

の上 下を測定し、 測定値を 平 均 する。

引 き 鈎 線 に よ る B H D も し く は幹周 の 測 定位 置 の 自 印

L F  I の B H D の （ 1 . 3 m で の ） 測 定 位 置
P F  Z を 指 し 示 す 1 本 は 水 平 、 l 本 は 短 く
斜 め の 引 き 鈎 線

_J 

引 き 鈎 線 は 、 B H D と幹 周の測 定の後 に 引 かれなけれ ば な ら な い 。
樹 皮の 薄 い 樹 木につ い て は 、 引 き 鈎 線は極 めて慎 重に引かれな く てはなら な い 。

8 9  

。
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。 8 .  1 5 樹冠長 （ コ ー ド ）

目 的
樹 冠 長 ・ 樹 冠 形 状と成長 量との 聞の関係を っ き とめること。

定義
樹 冠は、 ま だ 樹 冠とのつなが りの あ る一 番 下の緑枝から梢 端に至っている。 こ

の樹冠は、 幹の後生枝を 除 く 相 当 量の針葉もし く は 広 葉 部 分からなる「つな が りの
あ る緑 枝 部 」のことである。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 長い樹冠
2 ＝ 中 程度の樹冠

3 ＝ 短い樹 冠

樹 冠 長

樹 冠

樹 冠 長 が、 その樹木の長 さ の半 分を越 え る長 さ が あ る。
樹 冠 長 が、 その樹 木の長 さ の 4 分の 1 から半 分までの長
さ が あ る。
樹 冠 長 が、 その樹木の長 さ の 4 分の 1 よ り短い。

樹 冠

。 8 .  1 6  樹 冠 形 状 （ コ ー ド ）

定 義
調査木の樹 冠の形 状について の様 子 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 正 円

2 ＝ 軽度の片 枝

3 ＝ 強度の片 枝

樹 冠 が 密で 丸 く 、 左 右 対称で均 整 が 取 れている； 大 き さ
と形状 が 平 均 以 上で あ る。
樹 冠 が 軽 く 片 枝になっている； 大 き さ と形 状は平 均 的で
あ る。
樹 冠 が 強度に 片 枝になって お り、 ま ば らで均 整 が 取 れ て
いない； 大 き さ と形 状 が 平 均 以 下である。



9 1  

8 . 1 7 層 （ コ ー ド ）

目 的
調査木 に つ い て の記 述 。 表 の 有 す る 機能 に関する重要な指標。 L F I 1 以 後 の

所 属 する層 の 変 化 。

定 義
調査木の層 の 所 属 ： 上 層 樹 高 （ = ha当 たり 1 0 0 本の優 勢木 の 平 均 樹高）でみた、 林

分 内 での樹 冠の位 置 。

。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 上 層

2 ＝ 中 層
3 ＝ 下 層
4 ＝ 層 区 分なし

上 層 ＝ ＞ 上 層 樹高の2 / 3
中 層 ＝ 上 層 樹 高の 1 /3 ～ 2 / 3
下 層 ＝ く 上 層 樹高の 1 /3
層 に所 属 し て いない ＝ 散 立している樹木、 保 残木。

ある樹 木の所 属 する層 に つい て の報 告は、 常にその木が 立って いるその林 分に
関するものとして 行 わ れ る 。

層 の 所属

樹 種 コ ー ド 1 ～ 8 , 1 O ～ 9 9  

一一
一一

一一

QU

QU

QU

 

O
M
U

 

層

層

層

上

中

下

ーよ

りん

qu

＞ 上 層 樹 高 の 2 / 3

上 層 樹 高 の 1 / 3 ～ 2 / 3

＜ 上 層 樹 高 の 1 /3
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0 8 . 1 8  社 会 的 地位 （ コ ー ド ）

目 的
調査木についての記述、 成長量との 関 係。
将来の資 源調査のための基礎。

定 義
林 分の組織内における木 々 の地位 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 支 配 的 釈注 目

2 ＝ 優 勢

3 ＝ 支 配 共 有

4 ＝ 被 圧

5 ＝ 抑 圧

社 会 的 地 位

明 らかに上 層 の樹 冠 層 を突 き 抜けている樹木（保 残 木を含
む）。
上 層の樹冠 層 に属 しており、 全体的に適正に成長した樹
冠を有する樹木 。
上 層の樹冠 層に属しており、 その樹冠が優勢な木々と比
べて弱 く 、 かつ劣っているが、 均整には成 長して い る樹
木。
上 層の樹冠 層 に属して い ない樹木 ； その梢 端は、 もう直
接に陽 光を 受けては い ないが、 ま だ 主林木の樹冠との 関
連は有している。
その梢 端が、 もはや 主 林 木の樹冠との関連を有 していな
い 樹木。 その梢 端は開 けてお ら ず、 1 ないし数 本の隣 接
木の枝に よ り覆われて いる。
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。3 桁 ）（ コ ー ド単 木 の 被 害8 .  1 9  

目 的
スイスの森林における諸被 害、 樹 病 、 そして被 害 原 因の概 観。

L F  I の調査 木の損 傷 も し く は樹
定 義

その樹木の活 力 もし く は生命を害して い る、
病。

方 法
2 つ の被 害 名 を挙 げることができる。 顕 著な被害が ま ず 第 1 に記録される。 被

害もし く は 樹 病が明らかに 確 認できるときに記録を行う だけである。

く 手のひら 1 面 分。
手のひら 1 ～ 4 面 分。
＞ 手のひら 4 面 分。
細 い 襲 様の溝。
l m  以 上 枯 死 部 分のある細 い 襲様の溝。

＝ 巻き込 み
＝ 樹脂の 漏 出
＝ 樹 冠 幹 折れ く 1/2 樹 冠 部での幹折れ ： 樹 冠の半 分 未 満が折り取られて い る。
＝ 樹 冠 幹 折れ ＞ 1/2 樹 冠 部での幹折れ ： 樹 冠の半 分 以 上が折り取られて い る。
＝ 枝 下 幹 折れ 枝 下 部での幹折れ ： 樹 冠の全てが 折り取られている。
＝ 癌 腫 病 く 1/2 癌 腫 病 ： 幹 周りの半 分 未 満に生 じ て い る。
＝ 癌 腫 病 ＞ 1/2 癌 腫 病 ： 幹 周りの半 分 以 上 に生じて い る （ク リ 網 枯 病を除

く ）。
樹 皮の壊 死 ： 皮 焼け、 ク リ 胴 枯 病、
ナ漏 脂 病 、 ト ネ リ コ 癌 腫 病 。

木部 本 体の聞き
木 部 本 体の 開き
木 部 本 体の 開 き
木 部 本 体の割れ、
木 部 本 体の割れ、
長 い 。
巻き込 み ： 内 に巻き込 ま れた異物。

被 害 の 様 相 ／規模
b ＝ 無 被害
C ＝ 木 部 開 き く lH 
d ＝ 木部 開き 1 ～ 4 H
e ＝ 木部 開き ＞ 4 H
f ＝ 割れ く l m
g ＝ 割れ ＞ l m

h

i

k

l

m

n

o

 
フニ レ 立 枯 病 耐 2 7 、＝ 樹 皮の 壊 死

虫害 ： キ ジ ラ ミ 訳注 2 8、 キクイ ム シ の食 痕 、 コ フ キコ ガ ネ
ム シ 訳注 2 8、 マ ツ ノ キクイ ム シ 訳注 2 8 0 

樹木の1/2以 下しか広 葉 ／針 葉の 着 葉 がない （ 湾 曲 木もし く
は抑 圧 木を除 く ）。
梢 端枯れ ： 梢 端の枯れた樹木 。
他の被 害の様 相 ： 菌 糸 体のみ、 キ ノ コ の子 実 体、 キ ツ ツ
キ の穴、 キ ツ ツ キの輪 模 様 粧 2

9、 テ ン グ 巣 病。
折れてし ま ったか切り落 と されたこ 又の枝もし く は大 枝 。

ヤ ド リ ギ
昆 虫 類

＝ 着 葉 く 1 /2

＝ 梢 端 枯れ
＝ 菌 類 、 キ ツ ツ キ

な く な っ た大枝

p

q
r
 

s 

t
u

 
V 



根 張 り 部
被 害 部 位
b ＝ 根
C ＝ 幹（枝 下材 ）
d ＝ 幹（樹冠材 ）
e ＝ 樹冠

被害部位

94  

e 幹及 び大 き い 枝 の な い 樹 冠 部 ：
針 葉 ／広 葉

d 緑葉 の あ る 樹冠 内 の 幹、
広 葉 樹 で は 大 枝 ：
木 質 化 し た 幹 の 延 長

C 0 . 5 m の 高 さ か ら 、 後 生 枝 を
除 い た 最 初 の 緑 枝 ま で の 幹

BHD b I也ぷらτ5 ；－＊ で の キ艮 張 り 部 、 ＼ ＼  
根

2 つの被 害 部 位 に あ る被 害（優 占 的な害）： 被 害のよ り 大 き な割 合を 占 め る被 害
部 位 に よ って 決 定される。

被 害 の 原 因
b ＝ 集材
C ＝ 伐 倒
d ＝ 他の人 為
e ＝ 家 畜
f ＝ 野生鳥 獣

昆 虫 類
菌 類
火 災
落 石

地すベ り 、 侵 食
風、 雪
雪 崩
霜、 日 光
ヤ ドリ ギ、 鳥 類

集材時の傷 害
伐 倒 時の傷 害
他の人 為 的 影 響
家 畜、 益 獣
大 型の野生鳥 獣

ウ ィ jレ ス菌 類、 バ ク テ リ ア、

地すべ り 、 侵 食
風、 積 雪 荷 重、 霧 氷
雪の作 用、 雪 崩
他の気 象 上の影 響（霜、 日 光、 落 雷、 乾 燥、 震）
他の、 明 白 に 識 別 で き る原 因（ヤ ドリ ギ、 小 型の野生獣、
醤 歯 類 、 鳥 類）
確 定ので き ない 原 因不 確 定

g
h
i
k
l
m
 n 
0 

p 

q 
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被害の様相／規模

:1通
；

根
幹
幹 （

（ 位枝 下 材 ）

被害の原 因
b 無被 害 b 集 材
c 木 部 聞 き ＜ l H c 伐倒
d 木 部 開 き 1 ～ 4 H 樹冠材 ） d 他 の 人 為
e 木 部 開 き ＞ 4 H e 家 畜

f 野 生 獣
g 昆 虫 類
i 火 災
k 落 石
q 不 確 定

f 割 れ ＜ l m b 根 b 集 材
g 割 れ ＞ l m c 幹 （ 枝 下 材 ） c 伐 倒

d 幹 （ 樹冠材 ） d 他 の 人 為
k 落石
q 不確 定
l 地 す べ り 、 侵食
m 風 、 雪
n 雪崩
o 霜、 日 光

h 巻 き 込 み b 根
d 他 の 人 為

c 幹 （ 枝 下 材 ） k 落 石
d 幹 （ 樹冠 材 ）

i 樹脂 の 漏 出 b 根 b ～ q 全原 因
c 幹 （ 枝 下 材 ）
d 幹 （ 樹 冠材 ）

k 樹冠幹 折 れ ＜ 1 /2 d 幹 （ 樹冠 材 ） c 伐 倒
l 樹冠幹 折 れ ＞ 1 /2 c 幹 （ 枝 下 材 ） d 他 の 人為
m 枝 下 幹 折 れ k 落 石

l 地 す べ り 、 侵食
m 風 、 雪
n 雪崩
o 霜 、 日 光

n 癌 腫 病 ＜ 1 /2 b 根 h 菌 類
o 癌 腫 病 ＞ 1 /2 c 幹 （ 枝 下 材 ）

d 幹 （ 樹冠 材 ）
p 樹 皮 の 壊 死 c 幹 （ 枝 下 材 ） h 菌 類

d 幹 （ 樹冠材 ） o 霜 、 日 光
q 不 確 定

q ヤ ド リ ギ c 幹 （ 枝 下 材 ） p ヤ ド リ ギ 、 鳥 類
e 樹冠一一
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被害の様相／規模 被害部位 被害の原因

r 昆 虫 類 b 根 g 昆 虫 類
c 幹 （ 枝 下 材 ）
d 幹 （ 樹冠材 ）
e 樹冠

s 着 葉 ＜ 1 /2 e 樹冠 g 昆 虫 類
h 菌 類
o 霜、 日 光
q 不確 定

t 梢 端枯 れ d 幹 （ 樹冠 材 ） c 伐 倒
e 樹冠 d 他 の 人 為

g 昆 虫 類
h 菌類
i 火 災
o 霜、 日 光
q 不確定

u 菌 類 、 キ ツ ツ キ b 根 h 菌 類
c 幹 （ 枝 下 材 ） p ヤ ド リ ギ 、 鳥 類
d 幹 （ 樹 冠材 ）
e 樹冠

v な く な っ た 大枝 b 根 b 集材
c 幹 （ 枝 下 材 ） c 伐倒
d 幹 （ 樹冠材 ） d 他 の 人為

k 落 石
l 地 す べ り 、 侵食
m 風 、 雪
n 雪崩
o 霜、 日 光
p ヤ ド リ ギ 、 鳥 類

b ～ h が原 因であ る被 害 ＝ 生物 的被害
i ～ o が原 因であ る被 害 ＝ 非生物 的 被 害

記録された各 々の被害 については、 被害の原 因の報告 がなされなけれ ばならない。



8 . 20 デ ー タ の 状 態 （ コ ー ド ）

定 義
あ る 調 査 木 が 、 表 調 査 木 と し て 適 格 で あ る か 否 か に つ い て の 測 定 デ ー タ の 検 査 。

こ の 欄 は 自 動 的 に 算 出 さ れ 、 そ し て そ の 時 々 に お い て そ の デ ー タ 内 容 を 再 現 が
な さ れ る 。 こ の 欄 の 内 容 は 、 そ れ 自 身 で は 直 接 変 更 す る こ と は で き な い 。 こ の 算
出 は 、 表 調 査 木 の 任 意 選 抜 の 下 準 備 と な る 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 満 た す

2 = i詰 た さ な い

3 ＝ 異 議

表 調 査 木 の 選 抜 基 準 を 満 た し て い る 。 そ の 樹 木 の 抽 出 が
認 め ら れ る 。 抽 出 の 結 果 は 表 の 欄 に 書 き 留 め ら れ る 。
基 準 を 満 た し て い な い 。 そ の 樹木 は 任 意 抽 出 に お い て は
取 り 上 げ ら れ な い 。 こ の 樹木 の D 7 と 樹 高 は 測 定 さ れ な

デ ー タ に 異 議 → 各 々 の 調 査 円 の 外 側 に あ る 境 界 木 。

表 調 査 木 の 選 抜 に あ た っ て は 、 次 の 諸 条 件 が 満 た さ れ な け れ ば な ら な い ：
一 樹種 、 方 位 角 、 距 離 、 樹木 の 状 態 、 所 見 、 幹 周 、 被 害 1 と 被 害 2 の 欄 に デ ー タ

が 入 っ て い る こ と
ー そ の 樹木 の 状 態 が 1 も し く は 2 で あ る こ と
ー そ の 幹 周 が O よ り 大 き い こ と

ー そ の 所 見 が ：
D 枯 死 木
E 倒 伏 枯 木
F 倒 伏 生 木
G 曲 り 木
日 斜 立 木
N 分 岐 木
に 関 す る も の を 含 ん で い な い こ と 。

一 方 イ立 角 豆 1 5 0g 、 も し く は 車半 周 孟 1 8 8cmで、 あ る こ と 。
ー そ の 樹種 コ ー ド が 1 0 か ら 9 9 、 サ ク ラ 属 に つ い て は コ ー ド 8 で あ る こ と c

一 被 害 1 と 被 害 2 が 、 樹 冠 部 も し く は 枝 下 部 幹 折 れ に 関 し て K 、 L 、 M を 含 ま な
い こ と 。

9 7  

。
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この状 態 で は値 ＝ 1 と な り 、 任 意 抽 出 の結果はこの次の欄 に 書 き 留められる。
次の場 合 に は、 デ ー タ の 状 態 は値 3 に なる ：

ー そ の 距 離 が R 5 よ り 大 き い。
ー そ の距 離が R 2よ り 大 き く、 その B H D が O ではないが36cmよ り 小さい。

この場 合 に は、 そのデ ー タ の正 確さと完 全性が点 検されなく て はならない。

0 8 . 2 1 表 調 査 木 の 選 抜 （ コ ー ド ）

目 的

& 

単 木 材 積、 成 長 量。

定 義
7 rnの高さでの幹径と樹高が 測 定される、 選 抜 に よる調査木。

コ ー ド の 意 味
。 ＝ 選 抜されない
1 ＝ 選 抜される

2 ＝ 選 抜なし

任 意 抽 出 が 行 わ れた。 そ の樹 木は選 抜されなかった。
任 意 抽 出 が 行 わ れた。 そ の樹 木は選 抜された。
デ ー タ の状 態 では抽 出基準 を 満たさ ず、 選 抜が行 われな
か っ た 。

コ ー ド 1 のと き のみ 、 D 7 と樹高が 測 定され る 。

任 意 抽 出 は どの場 合 に おいて も 一 度 だ け行われる、 すな わ ち 、 デ ー タ の 状 態 が
値 ＝ 1 で あると き で あ る 。

「Tar i 」の欄 でなく、 デ ー タ の状 態の欄の み が 7 つの入 力 欄 に おいて 修 正 を 認め
られ て い る。 デ ー タ ＝ 2と表 ＝ 1 の場 合 に は、 D 7 と樹高には値 0 0 が 入 力 される。

デ ー タ 収 集の器材が十 分 に 機能しない場 合 に は、 8. 20 「 デ ー タ の状 態 」の条 件 を
満たす全 て の調査木 を 測 定しな けれ ばならない。



8 .  2 2  7 m 高 に お け る 藍 径 （ cm 0 0 , 0 ～ 6 0 ) 

目 的
単 木材積

定義
表 調 査 木 の 7 m 高で の 幹径。

方 法
一 伸 縮 式 の 竿 の 上 に 固 定 さ れ た 曲 線 形 輪 尺 に よ る、 7 m 高における P F Z からの

放 射 方 向 （ B H D と 同 じ 測 定方向 ） の 直径の測 定 。
一 斜 面 で は、 D 7 は 山 側 で決 定 さ れる（ B H D の 例 2を参 照 せよ ）。
一 cm単 位 で、 目 盛 を 読 み 取る ； 曲 線形 輪 尺 の 目 盛は端 数をな く してある。
- 6 0か ら 約 70cm の D 7 に つ い ては、 そ の D 7は見積 りで求められる。
一 二 又 木 の 測 定 ： 分 かれた 幹 の よ り高い木の方 の D 7 を 測る。
- 7 m よ り下で幹 軸が分かれて いる樹 木（分 解した幹 軸 ＝ 幹 の 伸 び 先 がはっきりと

確認できな い ） : D 7 の 測 定 はな く 、 D 7 の 欄に数 値 O を打 ち 込 む 。
- B H D と D 7 の 間 の 差が大きい 樹 木 、 すなわ ち 15 cmを越 え るか B H D よ り D 7

が大き い ： 所 見L が報 告 さ れ、 D 7 を 測 定する。
一 例 え ば 枝 、 部 分的な肥 大、 癒 合 部 の ため に D 7が十 分な測 定を行 え なかっ た 樹

木は、 D 7 の 欄に数 値 O を 打 ち 込 む 。

曲 線形 輪尺 の 目 盛 の 読 み 取 り

目 盛 が 幹 の 右 側 の 縁 に

平 行 。

読 み 取 り が正 し い ！

目 盛 が 幹 の 右 側 の 縁 に

平 行 で な く 、 違 っ た 目 盛

を 読 み 取 る こ と が あ る 。

読 み 取 り が誤 っ て い る ！

観 察 位 置 が 違 う 。

99  
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0 8 . 23 樹高 （ m 0 ,  7 ～ 6 0 ) 

目 的
単 木 材 積

定 義
樹 高は、 調査木の幹の根 元から最 も 高 い 梢 端の若 枝までの 聞の距 離で あ る。

樹 高 の 測 定

1 6  
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ク リ ス テ ン 担lj 高 器 と 7 m の 竿 に よ る
樹 高 の 測 定

7 m の 竿 〆

J 川 内 、； A民共 ι
f う〆／／／／／／ノノγ ” i
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方 法
「ク リ ス テン式 」 測 高 器による樹 高の測 定。
一 伸 縮 式の 7 mの竿を樹木に 添 え て立たせる。 竿の下 端 は 幹の根 元と 同 じ高さ に

置 か れなくて は な らない。
一 斜 面では、 その樹 高 は 山 側で決定される。
一 調査木の「枠 へ の 挿 入」： 測 高器の枠の聞に 竿 の下 端と梢 端 を（ 図 解を見よ）。
- D 7 の測 定部 位のと こ ろ の 目 盛を、 メ ー ト ル 単 位 で 精 確に 読 み 取る。
一 二 又木の測 定 ： 分かれた幹のより高 い 木の方の高さを測る。
ー その樹高が 十 分 な 測定を行え な かった木々につ い ては、 樹高の欄に数 値 O を 打

ち 込 む 。
- 7 m の高さ よ り低 い 木 々 について は 、 その樹高は見積りで求 められる。
ー その樹 高 が 3 m より低 い ときに は 見積りはなされ ず、 数 値 O が入 力 される。

樹高測 定 に 際 し て の 誤 り の 原 因

／ 

,. -34 m 
-30 m 

-27 m 

-32 m 
-30 m 

調 査 木 に 近 す ぎ る 観 察 位 置 ：
調 査 木 と 十 分 な 長 さ の 間 隔 を と る 、
す な わ ち ほ ぼ樹 高 の 長 さ

調 査 木 の 斜 立 ：
そ の 樹 木 の 傾 き の 方 向 と で き る だ け
直 角 に 測 定 す る

m
m
m
 

スJ
ハU
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一
一
一

そ れ が で き な い と き に は 、 伸 縮 式 の
7 m の 竿 を 梢 端 の 下 に 立 て る





9 幼 齢林 の 調 査

9 .  1 目 的 と 定 義

目 的
未 来の森林 林 分 である幼 齢林には大きな 意 義 がある。 幼 齢林の調査 は 全 国 森 林

資 源 台 帳に相 応しい重要なもの で ある。 この幼 齢林の調査は、 その森林の 更 新 と
幼 木 本 数、 樹 木と低 木の樹 種 、 保 護 の 措 置 、 そして更 新の面 積 配 分の状 況に つ い
ての報 告 を もたら す ものである。

定 義
幼 齢林に関する調査では、 樹 高が少 なくとも 1 0cmのものから胸 高 直径が 1 1 . 9cm 

のものま で の樹 木と低 木 の 樹 種 が記録 さ れる。

この幼 齢林に関 する調査は 2 つの部 分調査地 、 い わ ゆる衛 星調査地で行 わ れ る 。
幼 齢林に関 す る 調査は L F I の森林調査地の全 て に お い て 行 われる釈注 目 。

衛 星 調 査 地 の 位 置
部 分調査地（ ＝ 衛 星調査地 ）は、 L F I の調 査 地 中 心には置かれず 、 東 方 向 （ ＝ 衛

星調査地 1 ）と西 方 向（ ＝ 衛 星調査地 2 ） に l O m （ 斜距 離 ） 位 置を ず ら さ れる。

衛星調査 地 の 位置

ギJ 齢 林 の 一一一争
衛 星 調 査 地 2 W 

N 

5 a 円

..._ 'JJJ 齢 林 の
E 衛 星 調 査 地 1

1 0 3 
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それ ぞれの衛 星 調査地 は 2 つ の 同 心 円 から構 成される。 第 1 の樹高階の樹 木と
低木の樹種は小 円 でのみ 記録される。 大 円の全ての 面 上では残りの2 か ら 7 ま で
の階 級の調査が行 われる。

衛 星調査地が立木地界もしく は 歩 行 可 能 界の外 側に位 置する場 合に は 、 調査は
行 わ れない ； 衛 星 調査地自体が歩くことができないときも 同 様。 そのことに関し
ては、 衛 星調査地の 中 心 に よ り決定がなされる （ 衛 星調査地の位 置 1/2）。

利 用の カテ ゴ リ ーが Aの と きは、 調 査は行 わ れない（ 1 1 . 2章を見よ）。



9 . 2 作 業 の 進 行

P F  Z か ら 1 0 m の 距 離 で
衛 星 調 査 地 の 中 心 を 担lj り 出 し 、

ポ ー ル で も っ て 確 保 す る

衛 星 調 査 地 の 位 置 の 確 認
( 9 . 4 ) 

= 3 、 4

幼 齢林 調 査 の 中 止

更 新 方 法 （ 9 . 7 ） と 保 護 （ 9 . 8 )
の 確 認

幼 樹林 用 の ひ も を セ ッ ト し 、
地 上 約 40cm に ひ も を 張 り 渡 す

小 円 に お け る 幼 木 の 数 を
正 確 に 数 え る （ 9 .  9 ～ 9 .  1 3 )  

地 上 1 . 3 0 m に 幼 樹 林 用 の ひ も を
張 り 、 大 円 に お け る 幼 木 の 数 を

正 確 に 数 え る 。

被 度 の 総 量 を 査 定 す る （ 9 . 1 4 )

方 法 と グ ル ー プ に 対 応 し て 足 分 さ れ 、
樹 種 に 応 じ た 被 度 の 報 告 （ 9 . 1 5 )

衛 星 調 査 地 2 に つ い て も 同 様 に

= 2 

成 長 階 （ 9 . 5 ） と
疎 密 度 （ 9 .  6 ） の 確 認

1 0 5 
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9 . 3  半 径 （ m 1 . 0 ～ 2 . 6 5 )  

半 径は、 小 円 では l .O m（樹高 階 1 : H = 10 ～ 40cmの調査）、 大 円 では2.12m（樹
高 階 2 から7までの把 握）となる。

これらの数 値は平らな 土 地で適 用 さ れる。 こ の半 径は調査地の傾 斜に よ って修
正 さ れるとと も に、 デ ー タ 収 集の器材にお いて設定 さ れている。

調 査 地 の J W の 半 径 調 査 地 の J W の 半 径

傾 斜 % 大 傾 斜 % 大
O ～ 1 0  2 . 1 2  1 .  0 0  7 0  2 . 34 1 . 1 0 

1 5  2 . 1 3  1 .  0 1  7 5  2 . 3 7 1 . 1 2 
2 0  2 . 1 4  1 .  0 1  8 0  2 . 40 1 . 1 3 
2 5  2 . 1 5  1 .  0 2  8 5  2 . 43 1 . 1 5 
3 0  2 . 1 7  . 1 .  0 2  9 0  2 . 46 1 . 1 6 
3 5  2 . 1 8  1 .  0 3  9 5  2 . 4 9 1 . 1 7 
40  2 . 2 0 1 .  04  1 0 0  2 . 5 2 1 .  1 9  
45  2 . 2 2 1 .  0 5  1 0 5  2 . 5 5 1 . 2 0 
5 0  2 . 24 1 .  0 6  1 1 0  2 . 5 9 1 . 22 
5 5  2 . 2 7 1 .  0 7  1 1 5  2 . 6 2 1 . 2 3 
6 0  2 . 2 9 1 .  0 8  1 2 0  2 . 6 5 1 .  2 5  
6 5  2 . 3 2 1 .  0 9  

9 . 4  衛 星 調 査 地 の 位 置 （ コ ー ド ）

目 的
L F  Iの調査地 中 心に関連 す る 、 すなわ ち 標 準林 分に関連する衛 星 調査地の 中

心の位 置 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 標 準 林 分
2 ＝ 他林 分

3 ＝ 歩行不 可
4 ＝ 非 林 地

衛 星調査地 が 標 準 林 分 内にある。
P F  Z とは別の林 分にあるか、 利 用の カ テ ゴ リ ー ＊が B 、
C である。
歩行できな い 、 到 達できな い 。
非 林 地、 利 用 の カ テ ゴ リ ー ＊ A ( * l l .2章 を 見 よ ）。



9 . 5 成 長 階 （ コ ー ド ）

目 的
そこ に 幼 齢 林の衛 星 調 査 地があ る 、 その林 分 に 関 す る（成 長 階と疎密度のみ の ）

記 述 。

方 法
そ の衛 星 調 査 地の 中 心 が、 L F Iの調査地 中 心とは別の林 分 に あ る とい う と き

（衛 星調査 地の位 置 ＝ 2 ） に のみ、 その成 長 階が報 告 さ れなく て はならない。

衛 星調査 地の 中 心 が 位 置して い る 、 その林分で決定 さ れ る 。

定 義
成 長 階は、 標 準 林 分の優 勢木胸 高 直径 d dom lこ よ り決定 さ れ る 。
d dom ＝ ヘ ク タ ー ル 当 た り 1 00 本の優 勢な木々の 平 均 B H D。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 幼 樹林 幼 樹 林 ／ 叢 林 d dom く 1 2cm
2 ＝ 棒材林 棒材林 d dom = 1 2 ～ 30cm 
3 ＝ 小 径林 小 径林 d dom = 3 1 ～ 40cm 
4 ＝ 中 径林 中 径林 d dom = 4 1 ～ 5 0cm 
5 ＝ 大 径 林 大 径 林 d dom > 5 0cm 
6 ＝ 混合 優 勢 な 成 長 階のない異 な っ た径 級 の 木々、 例 え ば 、 択 伐

林 、 山 岳 択 伐 林の よ う な。

1 0 7 
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9 . 6 疎 密 度 （ コ ー ド ）

目 的
そ こ に 幼 齢林 の 衛 星 調 査 地 が あ る 、 そ の 林 分 に 関 す る （ 成 長 階 と 疎密 度 の み の ）

記 述 。

方 法
そ の 衛 星 調 査 地 の 中 心 が 、 L F I の 調 査 地 中 心 と は 別 の 林 分 に あ る と い う と き

（ 衛 星 調 査 地 の 位 置 ＝ 2 ） に の み 、 そ の 疎 密 度 が 報 告 さ れ な く て は な ら な い 。

定 義
疎 密 度 は 、 あ る 林 分 の 樹冠 の 相 互 圧 迫 （ 樹冠 閉 鎖 ） の 尺 度 で あ る 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 過 密

2 ＝ 普 通

3 ＝ 組
4 ＝ 広 い 間

5 ＝ 疎 開
6 ＝ 群 状 過 密

7 ＝ 群 状 普 通

8 ＝ 段 状 閉 鎖

し ば し ば 不 均 整 な 形 状 、 短 い 樹冠 、 片 枝 、 変 形 を 生 ず る
樹 冠 の 過 度 の 接 触 。
軽度 の も の を 別 と し て 、 相 互 の 影 響 と 接 触 （ 庇 陰 と 風 に よ
る 接 触 ） が な い 、 樹冠 の 「 普 通 の 」成 育 。
樹 冠 の 割 り 込 み が で き な い 程 度 の 、 わ ず か な 間 隙 の み 。
l な い し 複 数 の 樹冠 が 割 り 込 め る 、 樹冠 閉 鎖 の 大 き な 開
き を 別 と す る 程 度 ま で の 整 然 と 分 散 し た 樹 冠 。
単 木 同 士 が わ ず か な 関 係 を 有 し て 成林 し て い る 地 。
郡 状 に ま と ま っ て 密 ： 例 え ば 樹 群 、 植 林 牧 地 の よ う な お
互 い の 聞 に 関 係 が な い 、 過 密 に 樹冠 が 閉 鎖 し て い る 樹木
群 。
群 状 に ま と ま っ て 普 通 ： 互 い の 間 に 関 係 が な い 、 普 通 に
樹 冠 が 閉 鎖 し て い る 樹 木 群 。
垂 直 方 向 で よ り 大 き い 樹冠 の 影 響 が あ り 、 水 平 方 向 の 競
争 が わ ず か で あ る よ う な 、 段 状 に 重 な り 合 っ た 林 分 ； 上
層 木 は 下 の 層 を 保 護 し て い る 。
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9 . 7 更 新 方 法 （ コ ー ド ）

目 的
更 新の 存 在 とその発 生 樹 種につ い ての報 告。

。。
コ ー ド の 意 味
1 ＝ 天 然 更 新

2 ＝ 植 栽

3 ＝ 混合

自 然の実 生 、 種 子もし く は萌 芽 訳 注 目 に よ り成 立した幼 齢
林。 その配 置は不 規 則 で あ る 。
植 栽 に よ り成 立した幼 齢林 D そ の 配 置 は たい て い は規 則
的 で あ る 、 つまり、 植 栽 列 が 明 自 に 見 分 け られるは ずで
あ る。 天 然 更 新 木が20 %（被 度 ） 以 下で混 在して い る 地は、
植 栽で あるものとしてみな さ れ る 。
20 % を越える植 栽があ るもので、 その 中 には 自 然に生 じ
た天 然 更 新 、 もし く は 空所に部 分 的な植 栽 がな さ れた天
然 更 新 が 含まれる。
幼 齢林の幼 木 が 存 在しな い D コ ー ド 4 が 入 力 さ れ、 調査
は 自 動 的に次の衛 星調査地もし く は新 たな メ ニ ュ ー に移
る巴

4 ＝ なし

更 新 方 法 は 、 大 円（ r = 2 . 12rn ）にお い て確 認 さ れ る 。

9 . 8 保 護 （ コ ー ド ）

呂 的
獣 害 に 対する保 護 措 置につ い ての 報 告 。

。iO
コ ー ド の 意 味
1 ＝ 無 保 護
2 ＝ 柵
3 ＝ 単 木 保 護

獣 害に対する保 護 措 置 がな さ れて い な い 。
衛 星調査地が柵で 閉まれた幼 齢 林地 内 に あ る 。
幼 齢林の樹 木が単 木 ごとに保 護 さ れ て い る、 例 え ば 、 化
学 薬 品 もし く は麻その他に よ る芽の保 護 、 赫の あ る 木 や
金 網の ネ ッ ト その他 に よ る 単 木の保 護。

こ の確 認は、 大円（ r = 2 . 12rn ）の 面 上 に お い て行 われ る c
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9 . 9  幼 木 の 計数

目 的
幼 齢林の幼 木の種 類、 幼 齢林の成 長 階、 健 康 状 態 そ して 本 数 につ い ての報 告。

方 法
衛 星 調査地 の 各 々の幼 木 は、 樹種 も し く は 低 木樹種別 に 計 測 する た め、 適 合す

る幼 齢林の成 長 階 に 従って 分 類 する た め、 そ し て 存 在 し う る被 害 を調査する た め
に 分 け ら れる。

再 び 芽 吹 い て き た ものでな い 場 合 には、 刈 り 込 ま れ た もの、 も し く は切 株 上 に
着 生 し た 幼 木 を 考 慮、 して は な ら な い 。

二 文 に な っ た 幼 木、 萌 芽から 伸 びて き た 幼 木、 そ して地 際で（ ＝ 根 元から ） 分 枝
泊

した低 木 は 1 本の幼 木と し て み な さ れる。

0 . 1 m か ら 1 . 3 m の 高 さ の 幼 齢林木の 測 定

ほ
制
定

置
何
者

p F Z へ 4
の 決 定 距 離

× 計 測 さ れ な い
幼 木決 定 高

PFZ 
同 r = 2 . 1 2 m

成 長 階 1 ～ 4 へ の
幼 木 の 分 類
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その切 株が 円 の 中 に あ ると き には、 その幼 木は記 録 さ れる。

針 葉と 広 葉 を 除 く 、 幼 木の最 も 高 い 点 に 向 けて 垂 直 に 高 さ を 測 定 す る 。

萌 芽から伸 び た 幼 木：最 も 高 い も ののみ が 取 り 上 げ ら れる。

あ る幼 木の、 その適 合する幼 齢林の成 長 階 ヘ 分類は、 その高 さ で も っ て 決 定が
な さ れる（野 生 獣 に よ り 危 機）。

定j
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D
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H
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B
向
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そのB H D の 測 定 位 置 が 円 の 中 に あ ると き には、 その幼 木は調査 さ れる。

9 .  1 0 種 類 （ コ ー ド ）

方 法
樹 種 リ ス ト に 従 っ て 全ての樹 種 を 記 録 し な けれ ばなら な い。 低 木は、 コ ー ド 12

0 ～ 128(8 .5 章 樹 種 を 見 よ ）を 除 い た 樹種 リ ス トに従 っ て、 同 様 に 記録 さ れ な け れ
ば な ら ない。 これらのことは、 動 物の摂 食 に 関 するさ ら な る報 告 を も た らす こ と
となる。
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幼 齢林 の 成 長 階 （ コ ー ド ）

高 さ 10 cmか ら 39 cm ま で
高 さ40 cmから69 cm ま で
高 さ 70 cmから99 cm ま で
高 さ 100 cmから 129 cm ま で
高 さ 130 cmから B H D  3. 9 cm ま で
B H D 4 cmから B H D  7. 9 cm ま で
B H D 8 cmから B H D  1 1. 9 cm ま で

9 .  1 1  

るれ々C耳目
門地押戸分予つよの次＋ι

 
木低シ」木

1
2
3
4
5
6
7
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階
階
階
階
階
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長
長
長
長
長
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林
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成
成
成
成
成
成
成

品
仰
い
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一一
一一
一一
一一
一一
一一
一一

幼
一コ

1
2
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4
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7

そ して地際で分枝 し た 低 木につ二 文にな っ た 幼 木 、 萌 芽か ら 伸 び てき た 幼 木 、
い て は 最 も 高い若 枝で測 定される。

幼 齢林 の 成 長 階

成 長 階

半 径

最 も 高 い 幼 木幼 木 （ 萌 芽 ）

根 元 か ら
上 、 梢 端
の 芽 の 高
さ

> 1 . 3 m 孟 o . 1 - 1 .3 m 

切 株 は 円 内 に
な く て は な ら な い

0 . 1-D.39 m 
（K
」＼

ιF

M加

者
B H  D の
測 定 位 置
で の 直 径
( B H D )  

8-1 1 .9 cm 4-7 . 9  cm 3 .9  cm まで

測 定 用 具
成 長 階 1 ： 高 さ 1 0cm～ 3 9 cm

成 長 階 2 ： 高 さ 40cm ～ 6 9 c皿

成 長 階 3 ： 高 さ 70cm～ 9 9 cm

成 長 階 4 ： 高 さ 1 00cm ～ 1 2 9 c阻

幼 樹 林 用 直 径 ゲ ー ジ
成 長 階 5 ： 高 さ ＞ 1 30cm ～ BHD3 . 9cm  

成 長 階 6 : BHD4cm ～ BHD7 . 9cm 

成 長 階 7 : BHD8cm ～ BHD l 1 .  9 cm 

幼樹林用 ポ ール



9 .  1 2  健 康 状 態 （ コ ー ド ）

目 的
健全な幼 木の割 合と 被 害 の 種 類の割 合の供 述。 損 傷の種 類、 そ し て 幼 齢林の幼

木にと っ て 、 その意 義に応 じ た 被 害 レ ベ ルの順 位。

樹幹 の 定 義
その根 元 か ら 梢 端の芽に至る ま での 伸 び 方 向の変 化 が最 も 小 さ い 若 枝。

方 法
幼 木 l 本 当 た り 1 つの被 害 の み 挙 げ る こ とがで き る。
l 本 の 幼 木につ い て、 い く つかの 被 害が認 め ら れるのであ れ ば、 最 も 数 値の小

さ い 被 害 コ ー ドの被 害が記録 さ れる。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 枯 死

2 ＝ 梢 端 枯 れ
3 ＝ 角 擦 り
4 ＝ 摂 食
5 ＝ 病 気

幼 木が枯 死 し て い る c 生 き て い る幼 木の箇 所 がな い。
梢 端 枯 れ （ 50 % を 越 え る樹 冠が枯 れ て い る ）。
幼 木 が 角 を 擦 ら れ て い る、 樹 皮 を食 べ ら れ て い る。
幼 木が食 害 を 受 けて い る（樹幹の摂 食）。
主 要な芽と 側 枝での病 気。 紅 色 雪 腐 れ 病、 さ び 病、 落 葉
のよ う な針 葉の病 気は病 気と し て み な さ れる。 夏 緑 性の
樹 木 や 低 木の広 葉の病 気は、 病 気とはみなされな い 。
素材生産（幼 木 が 下に押 さ え つ け ら れ て い る、 場 合に よ っ
ては折 れ 曲 げ ら れ て い る、 木 部 が露 出 し て い る；地面に
明 ら かな搬 出 の 痕 跡が 見 う け ら れる）
地すべ り も し く は雪の滑走に よ る 変 形 と 損 傷 （ 斜 立、 雪圧
に よ る幹の裂 け）o

野生獣に よ る著 し い 側 芽の摂 食 c

健全な幼 木 （ そ の 幼 木が何 ら か の 挙 げるべ き 被 害 を 示 し て
い ない ）。

6 ＝ 素材生産

7 ＝ 損 傷

8 ＝ 側 芽 摂 食
9 ＝ 健全

再 び 芽 吹 い て き た ものでない 場 合 には、 メiJ り 込 ま れ た も の 、 も し く は切 株 上に
着生し た 幼 木 を 考 慮、 し で は な ら ない 。

単独 の 被 害 の 解 明
幼 木が角 を 擦 ち れている、 樹 皮 を 食 べ ら れ て い る

幹の木 部 が 1 ない し い く つ かの箇 所 で 接 線 方 向 に 多 く 認 め ら れ、 その樹 皮 が繊
維 状にな り 、 し わ に な る よ う に 剥が さ れて お り 、 木 部 あ るいは 樹 皮には擦 傷 痕 を

2J
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t

 

l
 

守』iA
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示している。

角 擦 り の 害

角 擦 り の 害

接 線 方 向 に お い て
木 部 が 認 め ら れ る

幼木 が 食害を受けている

角 擦 り の 害 で な い

現時 点の摂 食は調査されない。 それ ゆえ頂 芽の状 況は大したことではない。 摂
‘

食の負 荷 は、 L F Iで は年 ごとの摂 食 状 況を基 に して評 価される。 ある年 の摂 食
は、 次のよう に 確 かめられる ：

2 つの見分けのつく 落 葉 痕が、 その 聞 に 摂 食 痕なくして （その状 況 から独 立して
いる）頂 芽 の 下 側 において見つかったのであれ ば （ すな わ ち 、 少なくとも 2 つの残
っ ているかつての 頂 芽 が 食 われていない）、 その幼木は摂 食されていない。 他の全
ての場 合 に は、 それらは摂 食さ れたものとして査定されなくてはならない。

食害

食 害 を 受 け た 幼 木

食 害 を 受 け て い な い 幼 木

同

間
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9 .  1 3  幼 木 の 本 数 （ 数 値 ）

l 行当 たり 1 ～99の幼 木 を 入 力 す る こと ができ る 。

9 .  1 4  被 度 の 総 量 （ 5 % 階 O ～ 1 00 )

自 的
幼 齢林の幼木の面 積 割 合に関す る 報告。

ο。
定 義

総 面 積に 対す る 、 樹幹 投 影に よ る被覆 面 積の比 率。 この被度 は 5 % 階で見 積ら
れ る 。

方 法
幼 齢林の面 積 割 合は大 円 （ 半 径 2. 1 2 m ）において見 積られ ね ばならない。 総 量と

しての被度 、 すなわ ち 全ての幼齢林の成 長 階と樹木及び低木の樹種の被度を確か
め 、 総 面 積におけ る パ ー セ ン ト を報 告 しなけれ ばならな い 。

その時の被度の見 積りに 際しては、 立木本 数の把握 時には数に入れられなか っ
た B H D  1 2 cm未 満の幼 齢林の幼 木に よ り、 その 円 を樹 冠 が 被覆す る 割 合につい て
も 考 慮すべきであ る 。

被 度 の 総 量

大 円

被 度の総 量は 1 0 0 % を越え る ことはない ！
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9 .  1 5 主 要樹 種 の 被 度 （ 5 % 階 O～ 1 00 )

巨 的
衛 星 調査地 上で 最も大 き い 被度とな る 樹 木 もし く は低 木の樹種の記録。

定 義
幼 齢林の 円 を 最も大 き な面積 割合 で 被覆して い る、 その樹木もしくは低 木の樹

種が主要樹種として採 用 さ れ ね ばならな い 。
い く つかの種の面 積 割 合がほ ぼ同 じ で あるのなら、 これらが主要樹種として記

録 さ れる。 最 大 3 つの異なった種が考 慮 さ れな く てはならな い 。 3 つを越える種
が存 在するの で あ れ ば、 最も頻度の高 い 3 つの み が記録 さ れる。

このことに関する面は、 半径 r = 2.12 mの 大 円 で ある。
各々の主要樹 種につ い ては、 それに加えて被度を 報 告しな く てはな ら な い 。

方 法
主要樹 種（樹木と低 木 ）の面 積 割 合は、 幼 齢林の成長 階 1 ～ 4 もし く は 5 ～7に

つ い て見 積 ら れなけれ ば ならな い 。
最も大 き い 被度の種は、 A rt l 、 D G 1 で もって記入 さ れる ； 2番 自 に大 き い

被度の種は A rt 2、 D G 2でもって、 等々。

グルー プ 1 ＝ 幼 齢林の成 長 階 1 ～ 4 の全個 体 ＝ （高 さ く 1.30 m )  
グルー プ 2 ＝ 幼 齢林の成 長 階 5 ～7の全個 体 ＝ （ 高 さ ＞ 1 . 30 m )

主 要 樹 種の被度の合 計 は 100 % を超えた値（ 重 複 被 覆）であ っ て も よ い 。



1 0 地 表 面 の 評価

1 0 .  1 目 的 と 定 義

目 的
立地要 因 の 調査、 地すべ り 、 侵 食 、 落 石 、 雪 の 作用、 火 災 及 び 摂 食の痕 跡、 そ

して判 読 面上の 生 態的指標 の 記 述 。

定 義
地表 面 の 評 価は、 一 般 的 に は5 0 × 5 0 m の 判 読 面（ I F）に関して行われる。

1 0 . 2 地 面 の 展 開 方 向 と 起伏 （ コ ー ド ）

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 新 規 入 力

2 ＝ 旧 の数 値
L F I2が最初 の 調査。 展 開 方 向と起 伏 の 新 規 入 力 。
前 の 数 値が存 在し、 残されて い る 。
展 開 方 向 とそ の 起 伏を L F I 1 から 引 き継 い で い る。

1 0 . 3  展 開 方 向 （ コ ー ド 、 gon 0 ～ 3 9 9 ) 

目 的
立地につ い ての 記述。

定 義
下 降 線 の 方 向 （ ＝ 最 大 傾 斜 の 下 方 へ の 方 向 ）。 新しい度 数 で 方 位を測 定する。

1 1 7  

口

口
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展 開 方 向 （ コ ー ド ）

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 決定可

2 ＝ 不 確定

判 読 面の展 開方向を決めることがで き る ； 展 開方向の方
位を測定で き る。
傾 斜が10 % 以 下である、 も し く は P F Z がへりの上また
は 円 頂 上か、 く ぼ地または 平地の 中にある、 ということ
であれば、 展 開方向は 確定で き ない（複 数の下 降 線があり
うる）。

展 開 方 向 の 方位 （gon 0～399 ) 

方 法
2回 目 の調査である も のについて は その展 開方向 は 前もって設定 さ れている。 ー
新し い 調査地につ わ て は、 その展 開方向が記録 さ れる。

方位 は 次 の よ う に 測 定 さ れ る
展 開 方向 は コ ンパ ス に よ り決め ら れる ； l g単 位での精 確な読 み 取り。
斜 面 長 ＞ 25 m で ある展 開方向 ＝ 下 降 線の方向（ ＝ 斜 面 下方ヘ向けての 最 急 勾 配 の
方角 ）。
斜 面 長 く 25 m である展 開方向 ＝ 優 勢な起 伏の下 降 線の方角 。

斜面長
ある斜 面 が 展 開方向の決定に有 意であるためには 、 その斜 面 長 は 少な く と も 25

m は な く て は な ら ない。 その際に は 、 この25 mの範 囲の どこにその P F Z がある
か、 ということ は 重要で は ない。

展 開 方 向

実 質 的 な 下 降 線
> 2 5 m  
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口起伏 （ コ ー ド ）1 0 圃 4

自 的
立地 につ い て の 記述。

定 義
そ の 広 が り が、 少な く と も 判 読 面 の 大 き さ を 有する 土地 の 形 状。

方 法
2 回 目の調 査 で あ る も のにつ い て は、 そ の 起 伏の型 は 前 も っ て 設 定 されている。
新 し い 調査地 につ い ては、 その起 伏 は 次のよ う に決 め られる：

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 平 坦地 台地、 段 正 面、 谷 底 低地 。傾 斜 � 10 % ： 平地 、

平 地平 地平 地

谷 底 ｛民 地

lf工主と して水が流 出 して ゆ く 凸 型 の 形 状 ： 円 頂、 尾 根、
尾 根、 小 尾 根、 台地 と 段 圧のへ り 。

山 腹 上 部円 I員、2 

山 腹 上 部円 頂 、

r匂立
正 ｜ へ り 台 地 iill

の 周 辺

rLJ 腹 と 部

山 腹 上 部円 頂 、山 腹 上 部

円 慎

円 頂 、



1 20 

3 中 腹

中 腹

4 山 脚 、 く ぼ地 『

山 脚 、 く ぼ 地 、 谷

5 不 確定

水の流 入と流 出 が ± で相 殺されるよ うな傾 斜 面 ： 中 腹 、
崖 錐と扇 状の地 形 、 岩 塊の堆 積地。

中 腹 中 腹

主として水が流 入してくる凹 型の形 状 ： 山 脚 、 山 腹 下 部 、
山 腹 凹 斜 面 、 く ぼ地、 盆地、 谷 、 峡 谷。

山 脚 、

lから 4 ま でのはっきりとした分 類ができな い 、 例え ば 、
著しく傾 斜と展 開方 向が変化してゆ く 山 崩れ地域。



1 0 . 5 地 す べ り （ コ ー ド ）

目 的
森林 に とっての危 機の警 鐘である地すべりの痕 跡の記 録。

定 義
地すべりは、 あるすべり面 上 での 土 塊の ク リ ー フ0 ・ 滑 動もし く は本 来 の地す ベ

り運 動 で ある。

方 法
明らか に 自 に 見 え る地すべりの痕 跡のみ 、 例 え ば 山 側 に 傾いた木々、 地 表 面 で

の圧 縮 に よ る 隆 起 、 亀 裂 、 滑 落 崖 （ 図 解を見 よ ） で 判 定 し なければ なら な い 。 地 表
面 や木々 に おける徴候が見られ な いような 、 推 定 に基づ く 深 層 地すべりは記 録さ
れ な い。

1 ア ール （ 1 00 m 2 ） 未 満の地すべり地は記 録されな い 。

地 す べ り の 痕 跡

異 な っ た 方 向 に 斜
立 し た 木 々

湾 曲 樹 形 、 屈 曲 樹 形

昔 の 地 す べ り → 樹 冠
の 直 立

相
は

→
く

木
し

立
も

斜
庄

た
風

つ
の

ろ
昔
圧

そ
当
雪

地 す べ り の 痕 跡 が 存 在 す る 地 す べ り の 痕 跡 が 存 在 す る 地 す べ り の 痕 跡 が 存 在 し な い

変 形 し た樹 形の原 因 と し ては地すべりが あるが、 しか し 雪の作用もしくは 他 の
現象 で も起 こ りうるのである ！ 「 ガ リ 一 地すべり」もし く は 「他の地す べり」 の 確
認を行うた め には、 普 通 は複 数の指標が観 察さ れ な く て はなら な い。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ ガ リ ー

2 = そのイ也

3 ＝ な し

ガ リ ー に よる侵 食 が 原 因 と な って生 じ た地すべり。
ガ リ ー に よる侵 食が原 因 と な って生 じ た 地す べり以 外 の 、
イ也のもの。
地すべりの痕 跡がないか 、 地す べり く 10 0 m 2 未 満である。

1 2 1  

口

& 
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ガ リ ー に よ る 侵 食 が原 因 と な っ て 生 じ た 地 す べ り 以 外 の 他 の も の

地 す べ り ； 指標

複 数 の 地 す べ り の 重 な り
→ 「 隆 起 し 、 波 打 っ た よ う な 」地 形
古 い も の で は 、 「 不 明 確 な 」形状

滑 落 崖 引 張 亀 裂

訳注 3 2



1 0 . 6  水 に よ る 侵 食 （ コ ー ド ）

目 的
森林 に と っ て の 危 機 の 警 鐘 で あ る 侵 食 の 痕 跡 の 記 録 。

定 義
流 出 す る 水 に よ る 土 壌 の 剥 削 と 割 裂 排 出 を も っ て 水 に よ る 侵 食 と 解 す る D

方 法
明 ら か に 自 に 見 え る 侵 食 の 痕 跡 の み で 判 定 し な け れ ば な ら な い 。
安 定 し た 川 底 と 安 定 し た 一 方 向 へ の 勾 配 を 有 す る 細 流 、 同 様 に 特 に と り た て て

言 う ほ ど 土 壌 の 剥 削 が な い 岩 の 多 い 細 流 に つ い て は 言 及 は な さ れ な い 。

侵 食 さ れ た 部 分 の 合 計 が 、 最 低 限 1 ア ー ル ( 1 00 m 2 ） の 大 き さ の も の か ら 指 摘 が
な さ れ ね ば な ら な い 。 勾

コ ー ド の 意 味
1 ＝ ガ リ ー

2 ＝ 面 状

3 ＝ 法 面
4 ＝ な し

え ぐ る よ う な 侵 食 （ ガ リ ー 侵 食 ） 。
最 も 上 層 に 露 出 し 、 固 ま っ て い な い 繊 細 な 土 層 で の 「 地 表
面 流 」 （ 面 状 侵 食 ） ； し ば し ば 落 葉 層 を 欠 く 、 植 生 の 之 し い
土 壌 上 の 細 い 溝 。
法 面 で の 侵 食 で あ る 、 「 j商 下 」 （ 図 を 見 よ ） 。
侵 食 の 痕 跡 が な い か 、 侵 食 面 く 1 00 m 2 a 

そ の I F 上 で 、 侵 食 が 複 数 種 生 じ て い る と き に は 次 の 優先 順 と な る ：
1 . ガ リ 一 、 2 . 面 状 、 3 . 法 面

法 面 で の 侵 食 「 滴 下 」

1 2 3 

& 
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口 1 0 . 7 落石 （ コ ー ド ）

目 的

A 

森林にとっての危機の警 鐘 で ある落 石の痕 跡 の 記録。

定 義
落 石とは、 石 片（岩 塊 ま で の大きさの石 ）が落 下してくる こ とである。

落 石 の 発 生 条 件
- I  Fの斜 面 位 置 （場 合 に よっては 山 脚もしくは段 正 面上の平 坦地にお いても）
ー 落 石 源 （ 風 化 母 岩 ）の存 在

方 法
地 面上にある落 石の痕 跡によって判 定はなされね ばならない。 落 石 は ：

一 落 石 の 条 痕
一 散 在 している石 塊
一 木の根 元の 山 側に積 み 重なった石
一 幹 及 び 幹の根 元 に お ける、 山 側と横 側についた傷
で 識 別 で きる。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 存 在 する
2 ＝ 存 在しない

「 本 当 の」落 石の みが判 定される： 根 元と幹にお ける被害は、 素 材生産 や 道 路 建
設によっても生 じ うる。 現 時 点 で の 落 石のみが判 定される ； 木々の全 体に広がっ
た諸被害は顧 慮、されな い 。



1 0 . 8  雪 の 作 用 （ コ ー ド ）

目 的
森林にと っ ての危機 の 警 鐘であ る 雪 の 作用の痕 跡 の 記 録。

雪 の j骨動 と 智 行
積 雪 内 で の 簡 行 （ mm な い し cm／ 日 ） と 地 面 に

沿 っ た 滑 動 （ mm な い し m l 日 ） 。

傾 斜 地 に お い て は ：
一 わ ず か な 経 小 低 水 の み で 、 長 い 特 を 有 す る

背 の 高 い 草 地
一 植 生 の 之 し い 箇 所 （ 「 ブ ラ イ ケ ン 訳註 3

3 」 ）
一 山 側 の も ぎ 取 ら れ た 枝
一 幹 の 根 元 が 万 の よ う に 反 っ た 樹 形 （ 「 ア ル ペ

ン ホ ル ン 」 ）
一 幼 樹 林 ／ 叢 林 と 棒 材林 に お け る 、 根 元 で の

繊維 方 向 に 平 行 な 裂 け
一 全 て の 木 々 も し く は 樹 群 の 、 谷 側 へ の 根 Jlg

り と 移 動
で 識 別 で き る 。

平 士也 に さ H ， て は ：
一 幼 樹 林 ／ 叢 林 と 棒 材 林 に お け る 、 幹 の 全 j司

で も ぎ 取 ら れ た 枝
で i武 別 で き る 。

雪 の 作 用

指 標

雪崩
速 度 の あ る 雪 の 作 用 （ m l秒 ） （ 被 害 は た い て

い 凹 型 の 地 形 に お い て 発 生 す る ） 。

識 別 は ：
一 樹 木 が な い 流ド の 跡 地 一 し ば し ば 向 穫 の 幼

齢 林 も し く は 鴇 り や す い 草 と 緩 小 低 木 の 群
落 を 伴 う

ー ヴ ィ リ デ ィ ス ヤ シ ャ ブ シ 、 ヨ ー ロ ッ パ ハ イ
マ ツ 、 あ る い は ヤ ナ ギ の 類 の 頻 繁 な 存 在

一 以 前 は 幹 高 く 成 長 し て い た 樹 木 の 、 低 木 の
よ う な 形 態 の 樹 型

一 常 緑 針 葉 樹 の 中 で の 、 カ ラ マ ツ と 広 葉 樹 の
多 い 館 所

一 山 側 と 横 側 で の 枝 の 折 損
一 高 齢 林 分 に お け る 、 と り わ け 地 際 近 く で の

幹 折 れ 、 も し く は 根 返 り
で 行 え る 。

「 ア ノレ ベ ン 芯 ノレ ン 」

雪 庄 の か か る 斜 面 で の 樹 形

雪 崩 の 流 下 跡 で の 樹 形

1 2 5 

口
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A 
変 形 し た 樹木の原 因と し て 雪の作 用 があ るが、 しかし それは地すべ り で も 生 じ

う るので あ る ！

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 存 在 す る
2 ＝ 存 在 しない

口 1 0 . 9  火 災 の 痕 跡 （ コ ー ド ）

目 的

A 

森林にと っ ての危 機の警 鐘であ る森林火 災の痕 跡の記録。

定 義
森林火 災の結 果と して 面 的に現れた 火 災の痕 跡。
森林火 災は、 その植生を全て あ る い は 部 分 的に破 壊する地表 火（野 火）、 梢 端 火

（樹冠 火） も し く は地中 火 で あ る。

森林火 災 は、
－ 焼 失 し た地表 植生
一 黒 く 炭 イじ した地表 層
－ 炭 イじ し た 樹木の部 分（幹、 枝、 切 株）
一 樹 皮の黒 色 佑（煤）
で 識別 で き る 。

単 木についての火 災の痕 跡（伐 採 後の片 付 け、 「 キ ャ ン プフ ア イヤ ー 」）は、 単 木
の被 害と し て記録 される。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 存 在 する
2 ＝ 存 在 しない



1 0 .  1 0 摂 食 （ コ ー ド ）

呂 的
摂 食 さ れ た 森林 面 積 の 算 定 の た め の 、 そ し て 森林 に と っ て の 危 機 の 警 鐘 で あ る

摂 食 の 痕 跡 の 記 録 。

摂 食 の 痕 跡 は 、
一 林 内 に お け る 放 牧 家 畜 （ 馬 、 牛 、 ヤ ギ 、 羊 、 豚 ） の 存 在
一 足 跡 （ 真 新 し い 足 跡 に 限 る ）
一 糞
一 放 牧 地 の 柵 ： P F Z が 柵 の 内 側 に 、 す な わ ち 摂 食 さ れ て い る 土 地 の 中 に あ る こ

と に な る は ず
ー （ 放 牧 家 蓄 が 原 因 と な っ た ） 噛 み 取 り と 角 擦 り の 跡
一 家 畜 の ね ぐ ら 、 例 え ば 大 木 の 下 へ の 放 牧 家 畜 の 入 り 込 み
一 木 々 に 付 着 し た 切 れ 毛 ： 「 引 っ か か れ 、 擦 り 付 け ら れ た 木 々 」
で 識別 で き る 。

方 法
摂 食 の 痕 跡 が 存 在 す る の か し な い の か が 判 定 さ れ な け れ ば な ら な い 。 摂 食 の 痕

跡 が 存 在 す る 場 合 に は 、 そ の 摂 食 の 種 類 と 強 度 が 判 定 さ れ ね ば な ら な い 。

コ ー ド の 意 味 ： 摂 食 の 種 類
1 ＝ 摂 食 な し
2 ＝ 牛 と 乳 牛
3 ＝ 馬
4 ＝ ヤ ギ
5 ＝ 羊
6 ＝ 不 確 定 （ 確 定 す る こ と が で き な い 、 も し く は そ の 他 の 放 牧 獣 ）

コ ー ド の 意 味 ： 摂 食 の 強 度
現 在 に お け る も の ： 今 シ ー ズ ン も し く は 昨 シ ー ズ ン に 摂 食 さ れ た 。 真 新 し い

足 跡 か 糞 の 痕 跡 。
現 在 の も の で は な い ： 今 シ ー ズ ン も し く は 昨 シ ー ズ ン に 摂 食 さ れ た も の で は な

集 中 的 な 摂 食 ：
粗 放 な 摂 食 ：

林 内 に お け る 実 際 の 面 的 摂 食 。
林 内 に は 牛 の 通 り 道 、 け も の 道 し か な い 。

1 ＝ 組 放 ／現 在 の で な い
2 ＝ 組 放 ／現 在 の も の
3 ＝ 集 中 ／現 在 の で な い
4 ＝ 集 中 ／現 在 の も の

1 2 7  

巴
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口 1 0 .  1 1  障 害 物 （ コ ー ド ）

目 的
地 表 の 非 平 坦性と素 材 生 産 費 の 算 出 根 拠の記 録 。

定 義
伐 出 作 業に影 響を及 ぼす判 読 面 上 の 障 害物 。 障害物とは、 石、 岩 塊、 溝、 脈 状

の 隆 起、 小 さ い 正、 歩 行 可 能 界である。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ く 10 %

2 = 10 ～25 % 
3 = 26 ～ 75 %  
4 = > 75 %  

伐 木 の フ ッ ト ワ ー ク の 障 害となる物が、 I Fの 10 % 未 満
に存 在する。
判 読 面 の 1/10 か ら1/4までに障 害物が 存 在する。
判 読 面 の 1/4 か ら3/4までに 障 害物が存 在する。
判 読 面 の 3/4を越 え て障 害物が存 在する。

1 0 .  1 2  伐 出 作 業 に 関 す る 制 限 （ コ ー ド ）

伐 出 作 業に 関する制 限とは、 判 読 面 の 区 域内 の 鉄 道路線、 主 要 道路、 送 電 線、
住 宅地である ； 最も重 大な制限の み が 挙 げられなければな ら な い 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ なし
2 ＝ 鉄 道 路 線
3 ＝ 主 要 道 路
4 ＝ 送 電線
5 ＝ 住 宅 地

制 限となるも の が な い 。
鉄 道 路 線、 索 道 。
高 速 自 動 車 道、 州、｜ 道、 重要な連 絡 道 路 。
高圧 送 電 線、 電 話 線、 その 他 。
住 居 区、 工 業 ・ 商 工 ・ サ ー ビス 施 設、 休 暇 用 施 設、 農 業
用の建物、 そ の 他 。

道 具 置 場、 木 材 小 屋、 山 林 経 営 の ため の 森の 中 の 小 屋 の よ うな林業の 経 営 の 用
に供する建 造物、 そして 山 道と渓 流 工 事における土 留 用 擁 壁 の よ うな林 業 上 の 施
設は、 制限とはみな さ れな い 。



送 電 線 に よ る 制 眼

判 読 面
50 111 

50 m 

住宅地 に よ る 制 限

判 読 面

制 限に つ い ての判 定は、 現在の森林の状 態 に は左 右さ れ ず、 ま た、 近 いう ち に
木材の収 穫 が 予 期されう るか どう か 、 と い う こ とにも左 右され ずに行 わ れる 。

1 0 .  1 3  特殊環境 と 水 域 （ コ ー ド ）

目 的
森林 立 地の生態 学 上の判 定 。

定 義
特 殊 環 境は、 乾 燥 し た、 湿った、 水 浸 し に な った、 もしくは時 折 水 で 覆 わ れる

よ う な 土 壌に よ って特徴づけられる。

方 法
特殊 環 境は、 それが 判 読 面 上 で 部 分 的 に あ るとしても、 ま た全 体にあ る と し て

も、 存 在 するので あ れ ば 記 帳 がなさ れる。
特 殊 環境 で の植 生は、 その P F Z が 位 置 し ている林分に属 し て い るもので な け

れ ば 絶 対 に な ら な い、 と い う ことはな い 。 そう で あ ったとしても、 調査 円 内 の 記
録 がな さ れて い る木 々 につ い ては、 特 殊 環 境 に関してはせ め て移 行 帯の範 囲 内 に
はあるべ き で は あ る q この関 係 を 明 ら か に欠 い て いる、 と思 われる （ 例 え ば、 林 分
と特 殊 環 境の闘の道 路 に よ って ）の で あれ ば、 その特 殊 環 境の確 認はなさ れな い 。
特殊 環 境は、 調 査 に 際 し て は水 域 よ り高 い 優 先 性 を有 し て い る ： 小 J I i i河 川 よ り河
畔 林 ； 池 ／湖 よ り 沼 地林。

水 域の幅の決定 に 際しては、 侵 食を受けて い る範 囲 をもって決定される。

1 29 

口
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コ ー ド の 意 味
1 ＝ な し

2 ＝ 乾 燥地

3 ＝ 河 畔林

4 ＝ 沼地 林

5 ＝ 高 層 湿 原

6 ＝ 泉源域

7 ＝ 小 沼

8 ＝ 池
9 ＝ 小 川
1 0 ＝ 河 J I I

特 殊環 境 も し く は水 域 がない。
乾燥 し た 立地 、 （半 ば）乾燥 し た 芝地 ＞ 100 m 2 、 ニ コ ゲ ナ
ラ 、 フ ユ ナ ラ 耐 3 4の林、 乾 燥地 のア カ マ ツ林、 そ の 他 の
乾燥地 の森林（例 え ば 、 マ ン ナ シ オ ジと ア サ ダの林 、 非 常
に乾燥 し た 土地 にお け る ブ ナと ボ ダイ ジュの 混 交 林）。
河 畔林＞ 100 m 2

o

流 水 域に面 し た 鉱 物 質 土 壌にお け る、 ヤ ナ ギ 、 セ イ ヨ ウ
ハ ン ノ キ 、 ポ プ ラ 、 セ イ ヨ ウ ヤ マ ハ ン ノ キ の 生 え る よ う
な定期 的 に 水 浸 し に な る 軟材 の 樹木 が 立 つ 河 畔 の 草地 、
も し く は ト ネ リ コ 、 ギンド 口 、 エ ゾ ノ ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ 、
ニ レ 、 ヨ ー ロ ツ バ ナ ラの生 え る よ う な、 最 大 の 氾 濫 時 に
お い て も ま れ に し か 水 が つ か な い 硬材 の 樹木 が 立 つ 河 畔
の 草地 ； 大 き な ブ ナ は 欠 く 。 → ト ク サ 訳注 目。
沼地林＞ 100 m 2 o 

春に一 時 的 に 水 浸 しになる、 恒 常 的に湿った泥 炭 状 の 土
地 ： 林内の低地 も し く は 滞 水 域の岸 辺 と なる地 域 ： 低 層
湿 原 ／ 沼 沢地 。
樹種 ： セ イ ヨ ウ ヤマハン ノ キ 、 ヤ ナ ギ 、 カンパ 、 ア カ マ
ツ。
→ ヨ シ 属 、 スゲ属 ： カ タス ゲ 、 ヌ マチ ス ゲ。
高 層 湿 原 ＞ 100 m 2

o

雨 水 に よ り 供 給 がなされる。 正 陵 状の芝の生 え た 小 高い
場 所と 、 し ば し ば 水で覆 われる蛇行域。
1封手重 ： モ ン タ ナマ ツ、 カンパ 、 ト ウ ヒ 。
→ 高 層 湿 原 ミ ズ ゴ ケ 、 ス ノ キと 他のエ リ カ 科 植 物 、 ワ タ
ス ゲ 、 エ ゾ ワ タス ゲ 、 ミ ネ ハ リ イ、 イ ヌ ス ギ ナ 、 モ ウ セ
ンゴ ケ 属。
湿っ た 場 所 ＞ 100 m 2

o

泉 源の沼地 ； 山 腹の沢 ／ 山 腹 湿原。 樹種 ： ト ネ リ コ 、 場 合
に よ ってはセ イ ヨ ウ カ ジ カ エ デ 、 モ ミ 、 ヤ マ ナ ラ シ 、 そ

の他。
→ オ オ ト ク サ ； イグ サ 属とス ゲ 属（デイタンス ゲ）、 若 干
の湿っ た 岩 も し く は類する も のが あ る の み 、 とい う 場 合
には報 告は し ない。
1 m 2から200 m 2 ま での 小 さい沼。

時 々 干 上 が る 小 水 域。
池 、 湖 ＞200 m 2 

o 

2 mの幅 ま での小 川 。
2 m 幅 以 上の小 ） ' ＇ も し く は河 川 I ( 5 m 幅 以 上）。



1 0 .  1 4  枝葉 の 堆援 （ コ ー ド ）

目 的
その林分の生態 学 上の判 定。 枝 葉の堆 積 は、 動 物にとってとりわけ 重要な 生 活

圏 で ある。

定 義
木 材と枝 葉の堆 積とは、 きっ ち りと詰 まった、 少な く とも 3 m 2よ り 大きい面 積

で 少な く とも30 cmの高さ の 木材の集 積 で ある。 枝 葉の堆 積は、 判 読 面 上に 存 在 す
る／存 在しないということに基づいて 判 定さ れる。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 枝 葉の堆 積 あり 木材と枝 葉の堆 積 （ 土 き っ ち り詰 ま っている制 3 6 、 す な わ

ち 地面が見え ず、 3 0 cmより高 く 、 全部で ＞ 3 m 2 ）。
2 ＝ 存 在しない 、 I Fに枝 葉の堆 積がない、 も し く は 3 m 2より狭い。

ーパベJVl
 

口

1 0 .  1 5 切 株 （ コ ー ド ） 口
目 的

その林分の生態 学上の 判 定。 切 株 は、 動 物にとってとりわ け重 要な生活 圏 で あ
る。

定 義
少 な く とも め 3 0 cm で ある場 合には、 切 株そして／ ま たは倒れている木 々 は加 え て

記 帳がなされる。 切株は、 判 読 面 ヒに存 在 する／存 在しないということ に 基づ い て
判 定される。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 切 株あり ¢ 3 0 c m以 上の 5 つ 以上の木 の 切 株 （ 最低 高20 c m）、 もし く

は B H D  3 0 cm以 上の少な く とも 1 本の倒木がある （ お よ そ
0 .  6 m  3 に相当する根 株もし く は倒れている枯木約 3

7 ) 0 

I F上で の 5 つ 未 満 の 切 株 も し く は倒れている木 ヤ 。2 ＝ 存 在しない



1 32 

口 1 0 .  1 6 枯 死 木 （ コ ー ド ）

目 的
その林 分の生 態 学 上の判定。 枯 死 木は、 動 物にとってとりわけ 重 要な生 活 圏で

ある。

定 義
枯 死 木は、 それが20cm よ り太く、 判 読 面 上で 1 rn 3 以 上の蓄 積（お よ そ 4 rn 3 /ha 

に相 当 する）があるのであれば 記 帳がな さ れる。 枯 死 木の 蓄 積は、 次のL F Iの平
均 材 積を 基に見積 られる ： B H D  20cm→ 0.25 rn 3、 B H D  25cm→ 0 . 5 5 rn 3、 B H D 
30cm→ 0 .  75 m ヘ B HD 35cm→1. l rn 3 o 

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 枯 死 木あり
2 ＝ 存 在しな い

I F上 に 1 rn 3 以 上で20cmの B H Dのものが存 在する。
I F上 に 1 rn 3 未 満で20cmの B H Dのものが存 在 する。

口 1 0 .  1 7  植 生 の 乏 し い 箇 所 （ コ ー ド ）

目 的
森林 立地の生 態 学 上の判 定。 植 生の之し い 箇 所は、 特定の動物にとってとりわ

け 重 要な 生 活 圏 である。

定 義
植 生の之 し い 箇 所とは、 3 rn 2 以 上の 面 積がある露 出 した砂地または法 面、 ある

い は 1 rn 3 以 上の大き さ がある盛 土である。 それがあらわになっている場合には、
判 読 面 上にお ける植 生の之 し い 箇 所の記帳がな さ れる。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 乏 し い 植 生

2 ＝ 存 在しな い

日 に さ ら さ れる よ うな 露 出 し た 植 生の乏し い 地表の箇 所
（道路を 除く）。 砂地、 法 面、 砂 質 土 壌 及 び 粘 土 質 土 壌で
の亀 裂（ ＞ 3 rn 2 ）もしくは盛 土（ ＞ l rn 3 ）。
I F上の植 生の之し い 箇 所 が く 3 rn 2、 もしくはそのI F 
が全て覆われて い る。



1 0 個 1 8 空 石 横 （ コ ー ド ）

目 的
森 林 立 地 の 生 態 学 上 の 判 定 。 空 石 積 訳注 目 と 石 の 堆 穣 は 、 動 物 に と っ て と り わ け

重 要 な 生 活 圏 で あ る 。

定 義
判 読 面 上 で の 空 石 積 も し く は 石 の 堆 積 ＞ 1 m 3 o 

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 空 石 積 あ り
2 ＝ 存 在 し な い

I F 上 に 空 石 積 が 、 も し く は 石 の 堆 積 が ＞ 1 m 3 存 在 す る 。
I F 上 に 空 石 積 が な い 、 も し く は 石 の 堆 積 く 1 m 3 o 

1 0 . 1 9  地 形 学 上 の 事 物 、 小 起 伏 （ コ ー ド ）

目 的
森林 立 地 の 生 態 学 上 の 判 定 。 地 形 学 上 の 事 物 は 重 要 な 立 地 要 因 で 、 真 の 生 態 学

上 の パ ラ メ ー タ ー で も あ る （ 生 活 圏 ） 。

定 義
地 形 学 上 の 事 物 と 小 起 伏 と は 、 あ る 定 め ら れ た 最 小 限 の 広 が り を 有 す る 、 む き

出 し の 岩 の 多 い 箇 所 、 露 頭 、 そ し て ガ リ ー で あ る （ コ ー ド 2 ～ l l を 参 照 ） 。

方 法
地 形 学 上 の 事 物 は 判 読 面 上 に つ い て 書 き 留 め ら れ 、 次 の 級 に 応 じ て 詳 細 に 記 さ

れ る 。 複 数 の 事 物 が あ る 場 合 に は 、 最 も 大 き い 面 積 劃 合 の も の を も っ て 優 先 さ せ
る ：

] 3 3 

口

口
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コ ー ド の 意 味
1 ＝ なし
2 ＝ がれ場
3 ＝ 岩 屑
4 ＝ 岩 塊
5 ＝ 岩 層
6 ＝ カ レ ン
7 = ド リ ー ネ
8 ＝ テ ュ フ ァ
9 ＝ 坑

1 0 ＝ 峡谷
1 1 ＝ 溝

地 形 学 上の事物となるものがな い。
崖 錘、 む き 出 しの地 す ベり地 。
岩 屑 。
単 独の岩 塊（投 影 面 積で ＞ 3 m 2 ） 。
岩 ・ 砂 岩 ・ そして泥 灰 岩 層 、 岩 脈 （ ＞ 3 m 2 ）。
カ レ ン訳注 3 9 、 カ ノレ ス ト 。
ド リ ー ネ 、 岩 穴（ ゆ ＞ 1 m ）。

石 灰 華 耐 4 0 ( > 3 m 2 ）。
坑、 地 質に関わ る 開 発（石 橋、 砂 利 ・ 粘 土 採取場、 鉱 山、
採 砂 場）。
峡 谷、 険 し い 田 地、 ク レ パ ス 。
溝、 80cm以 上の深 さ から斜 面 が25 m までの谷（な い 、 ある
いはまれに しか水が流れない ＃ 地 表 排 水 施 設）



1 0 . 20 負 荷 と 撹 乱 （ コ ー ド ）

百 的
人間の介 入 （素 材生産を別と し て ）による、 その林分も し くは森林立地につ い て

の重大な 負 荷の痕 跡の調査。

定 義
木材 利 用 や 混 牧林地の よ う な、 最も重大な 人 為 的 影 響要 因 （ 有 害物質は除 く ） の

判 定は、 すでにL F Iに おけるいくつかの指標によ り 記録されている。
それに加えて、 判 読 面 上での過 度 の保養 による利用 と 他の人 為 的 介 入 ／撹 乱 も ま

た、 次の級に従って判 定され、 確 認されな く て はな らな い 。

方 法
複 数の負 荷もしくは撹 乱に際しては、 最も 小 さい値のコ ー ド が優 先 する（ 3 よ り

2 、 な ど ） 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ なし
2 ＝ 保 養

3 ＝ そ の他

4 ＝ ゴ ミ 捨て 場

5 ＝ 古 い 排 水
6 ＝ 新 し い 排 水
7 ＝ 建 造物

負 荷と撹 吉し が存 在 し な い 。
極め て 集約 的な保 養による負 荷 （ ス キ ー ス ポ ー ツを含 む ）
： 木々 （木部が露 出 ）そ し て／もしくは更 新木／地 表 植 生 に

対し、 顕 著な被害がその面の 10 % を越える破 壊 を行って
いる。 恒 久 的な保 養 設 備は、 た だ 上記の損 傷に関連し て
いる場 合 に 限 り 、 負 荷とみなされる。
その他の負 荷 （ 道 路 及 ぴ 送 電 線 建 設、 軍 隊、 狩 猟その他 に
よ る被害） ：
木々 （ 木部が露 出、 銃創、 幹の 中 の釘）そ し て／ も し くは更
新木／地 表 植 生に 対す る 顕 著な被害がその 面 の 1 0 % を越え
る 破 壊を行 っ ている。 恒 久的な軍用建 造物及び障害物は、
た だ 被害に関連している場 合に 限 り 、 負 荷 と みなされ る 。
コ ミ 捨 て 場 （ 建 設 資 材も し く は 森林とは別 種の有機的／無
機的な ゴ ミ ） 。
古く、 維 持 管 理がなされていない地 表 排 水 施 設 。
新し く 、 維 持 管 理 がなされ て いる地 表 排 水 施 設 。
建 造物、 諸施 設 （ 家 屋、 貯 水 池、 送 電 線、 その他）。
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口 1 0 . 2 1 保 養 施 設 （ コ ー ド ）

目 的
森林の保養 機 能 に 関する指摘。

定 義
現存 する、 または生 じ うる保養 的 利用の指摘は、 痕 跡 、 道そして保養 施 設で も

ってなされ る 。

方 法
全 判 読 面上の保養 施 設は書き留 められ、 そして次の級に応 じ て詳 細に記される。

調査に つ いての順 位は 2 から 6 へと増して ゆ く。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ なし

2 ＝ 痕 跡

3 ＝ 道

4 ＝ コ ース

5 ＝ ス キ ー リ フ ト

6 ＝ ベ ン チ

保養による利 用の痕 跡 がない、 そして道もしくは設 備も
ない。
保養による利 用の痕 跡 、 しかし道 ／ 設 備 ではない ： 「 無 秩
序に」 火 を焚いた場 所 、 「 荒れた」乗 馬 道 、 「彫 刻 作 品 耐 4

1 」 、
ゴ ミ 、 樹上の小 屋 、 「自然にできた野 道 」 、 その他。
歩 道 、 ハ イ キ ン グ用 の 小 道 、 そして自動 車 専用道 、 それ
ら と並 んで 4 ～ 6 級の道路。
ヴ イ ータ ー パ クー ア 、 フ イ ネ ン パ ー ン 耐 4

2 、 それ以 外の
整 備されたコ ー ス 。
ス キ ー リ フ ト とチ ェ ア リ フ ト 、 ス キ ー コ ー ス そして ノ ル
デ ィ ック ス キ ーのコ ース （ 見分けのつ く範 囲 で）。
ベ ン チ 、 く ずか ご 、 定められたたき火の場 所 、 遊 戯 器 具 、
キ ャ ン プ場 、 その他。 普 通は道 ／道 路と結びつけられてい
る ； 居 住用の建 物と休 暇用施 設の周 囲の敷地も含め て 。



1 0 . 2 2 空 き 地 の タ イ プ （ コ ー ド ）

目 的
林内 に あ る空き地に つ い て の 記 述； 山 岳地 帯 に お い て は 保全機 能（林分 の 機 能 の

有 効 性 ）に関 する重 要な事柄であ る。 これら の 指標 の 個 々 の 級は生 態 学 上 の 判 定 と
も なる（内 に あ る裸地 、 林内 の 草地）。

定 義
l つ の 空き地 は 最 小 限10 × 10 m の 大き さ （枝 先 を 境 界 ） を 有 し 、 最 大 限20 % の D

G（全L F I の樹種 、 コ ー ド 1 ～ 118 ） を 有 する。 そ の 判 読 面 上 の 最 大 の 空 き 地 も し
く は裸 地 の 有 効 な 表面積が記録 さ れる（道 路 、 建 造 物 も し く は 水 域は 空き地／裸地

では ない ）。

コ ァ ド の 意 味
1 ＝ な し

2 ＝ 立 木なし
3 ＝ 林内 草地

4 ＝ 入 り 込 み地

5 ＝ 岩 塊 の 堆 積
6 ＝ 地すべ り
7 ＝ 岩 盤
8 ＝ 非 植林帯

空 き地が な い（枝 先 ～ 枝 先 の 最 小の幅 が10 m よ り 小 さ い）。
一 時 的 に 立 木 の ない林地（風 倒 、 そ の 他 ）。
低 木 も し く は幼 齢 の 樹 木がな い林内の草 地 、 牧 草地、 背
の高い草 本の草 原 、 沼地。
少 数 の 低 木 も し く は幼 齢の樹木が立っている、 入 り 込 ん
だ 草地、 牧 草地 、 背の高い草 本の草 原 、 沼地、 林地。
岩 塊 の 堆 積地。
侵 食地と地 すべ り地、 地盤 の 落ち 込 ん だ 箇 所。
露 出 し ている岩 盤。
溝 、 吹き 抜 け、 非 植林帯 、 土 石 流（永続的に立 木 がな い）。
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1 1 林分 の 評価

1 1 . 1 目 的 と 定 義

目 的
標準林分 、 もしくはその調査地 中 心がある箇 所に関する記述と 評 価。

定 義
林 分 ＝ そ の周 囲とは樹 種 構 成 、 林齢そして構 造の点で 本 質的に 区別される樹 木 集
団 。 L F Iでは 1 林分の最小 面 積 ＝ 5 ア ー ル。

標 準 林 分とは、 判 読 面 上にあって調査地 中 心 が 位 置している林分の こ とで あ る 。
P F  Z が 、 5 ア ールの最 小 面 積に達しない立木地 内 に 位 置している場 合には ：

一 林 分が隣接して い る 立木地が、 こ の林分の構 成要素 であるものとしてみ なされ
る。

一 継 続 的もしくは一 時的に 立 木のな い 林地で、 周 囲を 固 ま れている立 木地が こ の
林地の 一 部であるものとしてみなされる。

林 分 界 は
一 他の林分に 対するもの ： 樹高のより高い林分の樹 冠 投 影 の 結線
一 他の利 用の カ テ ゴ リ ー に 対するもの ： 道 路のへり、 柵 、 小 川 の岸 、 もしくは利

用のカ テ ゴ リ ーの定義 に お いて言 及されるその他の境 界のような 、 現 実 的 な 境
界 ； そ の ほ かに他の林分に対するもののような

で あ る 。
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囚 1 1 . 2 利 用 の 力 テ ゴ ト （ コ ー ド ）

目 的
利 用 がなさ れ た 他 の 林地と そ の 林 分 の 区 切 り をつ け る こと。

定 義
利 用 の カ テ ゴ リ ーでは 林地での 利 用 の 種 類 を記述する。 次 に 言 及 さ れる例 外 （ コ

ー ド 1 ～ 6 ） を 除 き 、 利 用 の カ テゴ リ ー A 、 B そ して C は 、 コ ー ド 7 ～ 1 1 につ
いて は 林 分に関する大 き さ （ 最 小 面 積 ＝ 5 ア ール ）と 同 等 の 大き さを も って みなさ
れる。

P F  Z の 位 置 が

継 続 的 に

立 木 の な い 林 地
に あ る

い い え

一 時 的 に ＼＼ は い

立木 の な い 林 地
に あ る

生 産 に

制 約 の あ る 林分
に あ る

林分 内 に あ る

利 用 の カ テ ゴ リ ー A

利 用 の カ テ ゴ リ － B

利 用 の カ テ ゴ リ ー C

利 用 の カ テ ゴ リ ー D

林分 の 評価
を し な い ；
時 間 の 記録
に 進 む

1 1 . 3章
森林 の タ イ プ
に 進 む



A ） 継 続 的 に 立 木 の な い 林地
コ ー ド の 意 味
1 ＝ 道路 側 道の上 も し く は その側 溝の中 に P F Z が位 置 し う る、

最 小 3 m、 最 大 6 mの固 定 した車 道 幅 員 を有 する林 道。
仮 設のもの、 あ る い は 3 m 幅 よ り 狭 い 山 道 は、 利 用 の カ
テ ゴリ ー A に 属 さ ない； 6 m 幅 よ り 広 い 道路 ＝ 非 林 地。
道の広 が っ た箇 所 （ 待 避所 、 へ ア ピ ン カ ー ブ、 曲 線の拡 幅
部）に つ い ては、 その決 定の元と な る幅 は 標 準 横 断のそ れ
を も っ て み な さ れる。

決 定 さ れ た 幅 員
註 3 m � 6 m 

利 用 の カ テ ゴ リ ー A
の 範 閤

2 ＝ キ ャンプ場

3 ＝ 保 養 施 設

4 ＝ 苗 畑

5 ＝ 小 川

6 ＝ 流 下 痕

7 ＝ 草地 、 耕地

8 ＝ その他の裸地

｛興j 構 内 の P F Z 、
幅 員 5 . 5 rn 

利 用 の カ テ ゴ リ ー A
道 路

道 の 際から 4 mの範 囲 ま で に あ る常 設 の も のを 除 いた、
継続的 に 使 用 がな さ れ る キ ャ ン プ場。 常 設で な い キ ャ ン
プ場と、 道の際から 4 m を 越 え て い る P F Z は、 利 用 の
カ テゴリ － 1 2 ＝ 林 分とな る 。
山 小 屋、 休 憩 所、 駐 車 場、 その他の幅 3 m を 越 え る保 養
施 設。
苦 床 の 縁から2 m を加 え たとこ ろ ま でか、 柵 ま での苗 畑
の土地 （ 林 業 用 苦 畑）。
細 流の幅 （ ＝ 侵 食 範 囲）が最 小 3 m、 最 大 6 m 幅。 3 m 幅
よ り 狭 い 小 川 ＝ 林 分、 6 m 幅 よ り 広 い ） I I ＝ 非 林地 。
侵 食 ・ 雪 崩 ・ 滑 道 も し く は その他 の 流 下 痕 ： 少な く と も
12 m 幅 以 上 で あ る 立 木のない地 。
草地 、 牧 草地 、 耕 地。 このカ テゴリ ー は 、 （ 摂 食 された ）
疎 開 した立 木 地 （ 植 林 牧地 ）と 林 内のそ の 他 の 裸 地とは み
な さ ない。
湿っ た 笛 所、 岩 屑地 、 岩 盤。
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利 用 の カ テ ゴ リ － A に 関 し て は 、 林分 に つ い て の 記 述 は 、 そ の P F し で の 最大
の 割 合 を 占 め て い る 林 分 に つ い て 行 わ れ る 。 隣接 し て い る 林 分 が 利 用 の カ テ ゴ リ
- 8 で あ る 場 合 に は 、 そ の 利 用 の カ テ ゴ リ ー は B に 替 え ら れ ね ば な ら な い。

B ） 一 時 的 に 立木 の な い 林地
コ ー ド の 意 味
9 ＝ 伐 採 跡地 伐 採 ・ 火 災 も し く は 風 害 跡地、 そ し て そ の 他 の 一 時 的 に

立 木 の ない林地 ： 樹木 と 低 木（コ ード 1 ～99）の 被 度 く20
% 。

利 用 の カ テ ゴ リ － B について は 、 林分について の記述を行 わ ない。

C ） 生産 に 制 約 の あ る 林分
コ ー ド の 意 味
1 0 ＝ 非 植林帯

1 1 ＝ 法

D ） 林分
コ ー ド の 意 味
1 2 ＝ 林分

索 、 そ して 送 電 線 、 地役 権 の あ る帯 状 の 土地（例 え ば 、 鉄
道 線 、 高 速 自 動 車 道 そ して 主 要 道路沿いの）な ら びに高圧
送 電 線 の 下。
制 限 さ れて はいるが成林が可能であ る 4 m よ り 広い道 路
法 面。

P F  Z が あ る林分 の 中、 も し く は よ り 狭い立 木地の 中に
位 置 し、 そ し て 上記 のいず れ の 利 用 の カ テゴ リ ーに も 含
ま れないな ら ば、 利 用 の カ テゴ リ ー ＝林分。

囚 1 1  . 3 森 林 の タ イ プ （ コ ー ド ）

目 的
疎 開 し た 立 木地と 普 通 の林分 の 区 別 付 け。

定 義

標 準林分 の 被 度 は、 総 面 積吟に対する樹冠 投 影に よ り 被 覆 さ れ る面 積 の 比 率（見 積
り に よ る）であ る。 継続的に疎 開 している 立 木地は20 % と60 % の 聞 の 被 度にな る。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 普 通 の 森林 疎 開 し た 立 木 地 を 除 く 、 全て の 森林の タイ プ。

2 ニ 疎 開 し た立 木地 継続的に疎 開 している 立 木地。 被 度 は20 % ～60 %、 例 え
ば 植林牧地。



1 1 . 4 林 分 界 （ コ ー ド ）

目 的
均 質な林 分の析 出。 その調査地 が標 準 林 分 内 に全て位 置して いる か どうか 、 も

しくはその調査地 上 に異なる林分 が 存 在するか どうか につ い て の報 告 。

定 義
林 分 界は

ー 他の林 分 に対する も の ： 樹高の よ り高い林 分の樹 冠 投 影 の 結線
一 他の利 用 の カ テ ゴ リ ー に対するもの ： 道路のへり、 柵 、 小 川 の岸 、 もしくは利

用の カ テ ゴ リ ーの定義において 言 及されるその他の境 界の よ うな 、 現 実 的 な 境
界 ； そのほ かに他の林 分に対するものの よ う な

である。
ある林 分 界 がその調査地を通っている か とうか が 報 告されね ばならない。

方 法
一 判 読 面上の林分 が 、 次 のものに 関 して多 少の差はあるとしても 同 質であるか ど

うかについてを判 定する ： 樹種 構成、 林齢そして構 造。
それ が 質 的に互 いの 区別 ができるときには、 林 分は互いに境でもって接するこ

とになる。
－ 標 準林分を確定 する。
- 1 つないし複 数の林 分 界 が 調査地を切り分けて いるか どうか につ い て判 定 す る。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 存 在する

2 ＝ 存 在しない
林分 界 が 存 在する。
林 分 界 がない。
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回 1 1 . 5 森 林 の 形 態 （ コ ー ド ）

目 的
標 準林分の成林の種 別と 経 営 形 態に関 する記述。

定 義
森林の形 態は、 その木 々の成 立の種 別と 方 法（有 性 か 、 無性か）に よ り 定 義 さ れ

る。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 高林

2 ＝ 低林

高 林 ： 実生 ＝（有 性の）種
子から発生し た 樹木から
なる森林。
伐 採 に よ る 高林 ： 画 伐、
帯 伐、 傘伐、 皆 伐に よ り 、
も し く は植林に よ り 成 立
し た林分 ； 面 的な更 新（立
体 的な、 そ して 時 間 的な
構 造）。

択 伐 林 ： 広 い 面に散 ら ば
っ て、 高 齢の林分に永続
的 に 保 護 された 更 新 ； 狭
い 面 上 に全ての成 長 階（立
体 的 でな く 時 間 的 な構 造）。

萌 芽 ＝ 無性生殖 に よ っ て
発 生し た 樹 木か ら なる森
林。
かつての低林、 そ し て 経
営の中 途にあ る低林。

( 



3 ＝ 中 林 高 林と低 林の複 合 形 態 ；
普 通は上 層 は実 生 、 そし
て 中 ・ 下 層 （伐 採 層 ）は萌
芽 。
か つての 中 本本 、 も しくは
経 営の 中 途にある低林口
その 中で萌 芽（事情によ っ
ては上 層 に 至る ま で ）が成
育しているよう な農 業林
は 中 林ではない。

4 ＝ セ ノレ ヴ ェ 訳注 4
3 司 ク リ もしくは クル ミ のセ

ル ヴェ 。 セ ル ヴ ェ で は、
か つて、 も しくは今 も な
お木材、 果 実そして牧 草
の利 用が行 われている。
その か つての経 営が今で
も よ く 識 別 される よ う で
な く てはならない。

5 ＝ 農 業 林

セ ル ヴ ェ に お ける ク リ は、
普 通 は接 ぎ 木に よ るもの
である。

ポプラもしくはヤ ナ ギの農 業 林 。
付加的な も のでな い 農 業的利 用 ： 耕 作はしな い （ 自然な地
中の成 長 ） 。

ポプラもしく は ヤ ナ ギの
樹 下 植 栽 は 高林に属 する
； 萌 芽 に よ る農 業 林 は 中

林 を見 よ 。

1 4 5  
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囚 1 1  . 6 成 長 階 （ コ ー ド ）

目 的
優 勢木の胸 高直径に基づい た 、 標準林分の成 長 階の判 定。

定義
成 長 階は、 標準林分の優 勢木胸 高 直径 d damに よ り決定される。
d dom ： ヘクタ ー ル 当 たり1 0 0 本の優 勢な木 々 の平 均 B H D 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 幼樹林

2 ＝ 棒 材 林
3 ＝ 小 径 B H 
4 ＝ 中 径 B H 
5 ＝ 大 径 B H 
6 ＝ 混 合

幼樹林／叢林 d dom く 1 2cm
棒 材林 d dam = 1 2～ 3 0 cm 
小 径林 d dam = 3 1 ～ 40 cm 
中 径 中本 d doJ11 = 4 1 ～ 5 0 cm 
大 径林 d dam > 5 0 cm 
優 勢な成 長 階がない複 数の直径 階からなる木 々 。 もしく
は林分の大きさ（ 5 a ）より 小 さ い 異な っ た成 長 階からな
る グル ー プ。

「；昆 合 」は、 多 少 と も段 にな っ た林分 、 も し く は異な る 成 長 階に 小 面 積に分かた
れたグル ー プに つ い てのみ 割り 当 てられる。

成 長 階の判 定 に 際しては、 保残 木 、 林分の大きさ より小さ い 高齢の残 存木、 樹
下 植 栽そして前 生 樹は考 慮、 に入れられな い 。



1 1 . 7 林 齢 （ コ ー ド 、 年 l ～ 5 0 0 )

自 的
標 準 林 分の林 齢 。

定 義
切 株 で の 年 輪 の 計数 に よ る林 齢の決定 ； 幼 樹林または叢林では輪 生 枝 の 数で、

もし く は年 齢 の 推 定 に よ って。
質 的に異なる林 分 （ 成 長 階 ＝ 混合 ）にお い ては、 その林齢は決定 さ れな い 。

林 齢 決 定 の 方 法 （ コ ー ド ）
定められ た 方 法 に 基 づ き 、 年単位で確定 さ れた林齢が記 録 さ れる。

方 法
1 . 年 齢の推 定 ：

場合に よ って は 最 小 ／最大と いう表し方でな さ れる、 同 質 問 齢の林 分にお け る
林 齢の推 定 c

2 . 年輪の計 数 ：
一 収 穫 さ れ た L F I の調査木 （ 8 . 9と8 . 1 0章を 見 よ ）の切株で
－ 標 準林 分の切株で
一 （ 可 能なら ば ） 3 つの切株で の 年齢 計 数

3 . 輪 生 枝 の 計 数 ：
その成 長 階 に お ける新 鮮な切 株 が な い 場合の幼 樹林と叢 林にお い て。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 推 定
2 ＝ 年輪 計 数
3 z 輪 生 枝 言十 数

林 齢 （ 年 1 ～ 500 )
定 め られた方 法 に 基 づ き 、 年 単 位で確定 さ れた林 齢 が 記 録 さ れる。

1 4 7  
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囚 1 1  . 8 混 交 率 （ コ ー ド ）

目 的

& 

回

標 準 林 分 に お け る 針 ・ 広 葉 樹 の 胸 高 断 面 積 割 合 。

定 義
混 交 率 ＝ 標 準 林 分 に つ い て の パ ー セ ン ト 割 合 で 表 し た 、 広 葉 樹 に 対 す る 針 葉 樹 の

胸 高 断 面 積 の 比 率 。

コ ー ド の 意 味

1 ＝ 純 針 葉

2 ＿ ＝ 針 葉 混 交

3 ＝ 広 葉 混 交

針 葉 樹 9 1 ～ 1 0 0 %  

針 葉 樹 5 1 ～ 9 0 % 

針 葉 樹 1 1 ～ 5 0 %  

I r.r,，勺仰芦忌cz必ず＇A /

／ 電l一 一 一 一 一 一 一 一 一
4 ＝ 純 広 葉 針 葉 樹 0 ～ 1 0 %  4 

保 残 木 、 前 生 樹 、 樹 下 植 栽 は 考 慮 に 入 れ な い ！
注 意 ： 立 木 本 数 で は な く 、 胸 高 断 面 積 で 決 定 さ れ る 。

1 1 . 9 疎 密 度 （ コ ー ド ）

目 的
標 準 林 分 に お け る 木 々 の 立 地 空 間 と 競 争 関 係 に つ い て の 報 告 。

定 義
疎 密 度 は 、 あ る 林 分 の 樹 冠 の 相 互 圧 迫 （ 樹 冠 開 鎖 ） の 尺 度 で あ る 。



コ ー ド の 意 味
1 ＝ 過 密

2 ＝ 普 通

3 ＝ 粗

4 ＝ 広 い 間

し ばしば不 均 整な 形 状、
短 い 樹冠 、 片 枝、 変形を
生 ずる樹 冠の過 度の接 触 。

軽 度のもの を 別として、
相 互の影 響と接 触 （ 庇 陰と
風に よ る接 触 ）が な い 、 樹
冠の「 普 通の J 成 育 。

樹 冠の割り 込 みがで きな
い 程 度の、 わ ずかな 間 隙
の み 。

1 な い し複 数の樹冠が割
り 込める、 樹 冠 閉 鎖の大
きな開きを別と す る 整 然
と分 散した樹 冠 。

] 4 9 
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5 ＝ 疎 開

6 ＝ 群 状 過 密

7 ニ 群 状 普 通

8 ニ 段 状 閉 鎖

単 木 同 士 が わ ずか な 関係
を有して成林 し ている地。

群 状に まと まって過 密 ：
例えば 、 樹 群、 植林牧地
の よ うな 互 いの 聞 の関係
がない、 過 密に樹冠 が 閉
鎖している樹木群。

群 状に まと まって普 通 ：
互いの間に関係 がない、
普 通に樹 冠 が 閉 鎖してい
る樹木群。

垂 直方 向 で よ り大き い 樹
冠の影 響 が あり、 水 平 方
向 の競 争 が わ ず かである
よ うな、 段 状に重なり合
った林分 ； 上層木 は 下の
層 を保護している。

。
。

。

。。



1 5 1  

1 1 . 1 0 林 分 構造 （ コ ー ド ）

目 的
標 準林分 の 垂 直 構 造 （ 層 区 分 ） に 関 す る 記 述。

定 義
林分 構 造は、 異 な る 層 の割 合 に より定 義される。

層
上 層 樹 高 （ = 1 00 本 ／haの優 勢 木 の 平 均 樹 高 ） h dom に よ り 、 上層 、 中 層 そし て 下 層

の 3 つ の 曹 の 区 別をつけ る こ と 。 層 ごとの最 小 被 度 は20 % は あること。

回

林分構造

樹 種 コ ー ド l ～ 8 , 1 0 ～ 9 9  

一一
一一
一一

QU

QU

QU

 

O
M
U

 

層
層
層

上

中
下

ti

nノ山

門〈U

＞ 土 居 樹 高 の 2 / 3

ヒ ｝胃 樹 高 の 1 / 3 ～ 2 /3

4 0 c m ～ 上 層 樹 高 の ］ /3 

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 単 層 林 分 を 構 成 す る 木々 の 樹 冠

が 上 層 に あ っ て、 水 平 方 向
に 樹 定 閉 鎖して い る 一 様な
林 分 c 日 S と U S の 被 度は
そ れ ぞ れ ＜ 2 0 %であ る D
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2 － ＝ 多 層

3 ＝ 段 状

4 ＝ 集 団 構 造

整 然とした多 層 ： 2ないし複 数の層 が 整 然 とし て 存 在し、
（たい て いは疎 で ある）上 層 と、 それに よ り 区 別のつく 中
もしく は 下 層 からなる。 M S も しくは U S の被度 ＞ 20 %
である。

林分を構 成する木々が、 複 トー ー -,.r- ’ ーーγ 一一 ー 一一 一 一 i
数の互いに 区 別することが
で きない層 にある。 水 平方
向の閉 鎖 は せ いぜいグル ー

プをなす程 度 。 U S と M s 
の木々 は 、 その O S に ま で
成 長 すること が 可能で あ る。 ｜ 段 状

択 伐林と、 択 伐 林に類 似し
た林分。

圧 迫し合 っ て立 っ ている樹
木群 、 群の 内 部 で の高さが
異なり、 片 枝 で 、 そして比
較 的 下 ま で枝 が 付いている
木 々 （ 例 え ば 、 森林限 界もし
く は 植林牧地における樹 群 ）。



1 1  . 1 1  介 入 穫 （ コ ー ド ）

目 的
収 穫 予 想 、 潜 在 的 利 用 能 力 、 保 育 経 費 。

定 義
こ こ 最近の造 林 上の適 切な介 入（保 育 ／収 穫 ）の種 類 。
衛 生処置（虫 害 木 等の除 去 ） は 考 慮に入れられな い ； こ れは報 告 がな さ れる処 置

の う ち に含 ま れて い る。
介 入 種は、 経 済 的 、 法 的そして 経 営 上の可 能性に左 右 さ れることな く 判 定 さ れ

ね ば な らな い 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 保 育

2 ＝ 間 伐
3 ＝ 受 光 伐
4 ＝ 終 伐

5 ＝ 択 伐

6 ＝ 山 岳林 間 伐

7 ＝ 介 入なし

一 般には収 穫を伴 わ ない、 幼 樹林、 叢 林そし て 小 径の棒
材林にお ける介 入 。 択 伐林では、 普 通 は 終 伐の前にお け
る唯 一の 介 入（枝 打 ち ）のことである。
捧材林と成木 林での 介 入（選 木）、 変 更 耐 4 4のための 間 伐。
特に皆 伐 高 林にお ける、 更 新 導 入 時の介 入 。
更 新 時 、 あるいは更 新後の成木の除 去としての介 入、 低
林 も しくは農業林での収穫。
その構 造の維持と 改 善 、 そして継続 的 な 更 新のために行
われる択 伐 林にお ける介 入 。
山 岳林 間 伐 ： その構 造の維持と改 善 、 そして更 新のため
に 行 われる 山 岳 林に お ける介 入。
好ましい介 入 がな さ れて いな い 。 こ の20年間に造 林 上 の
介 入が必要となって いない。

コ ー ド 7 ＝ 「介 入なし」の 「 介 入 種 Jが報 告 さ れたな ら ば、 指標 「 介 入 緊 急度」は行
わ れな い 。

1 5 3 
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回 1 1  . 1 2  介 入 緊 急 度 （ コ ー ド ）

目 的
収 穫 予 想、 潜 在的利 用 能 力、 保 育 経 費。

定 義
標 準 林 分にお い て報 告 さ れた介 入 が 実施 さ れるべき時期。 介 入 緊 急度は経 済的、

法的そして経 営 上の可能性に左 右 さ れ る ことなく判 定 さ れ ね ばならな い 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 即 刻
2 = 2～ 5年 中
3 = 6 ～ 10年 中
4 = 11～ 20年 中
5 = > 20 年に介 入 司

今年 中、 遅くと も 来年 中に介 入
2～ 5年 中 に介 入
6 ～10年 中 に介 入
1 1～20年 中 に介 入
> 20年に介 入

回 1 1  . 1 3  更 新 木 の 被 度 （ コ ー ド ）

呂 的
標 準 林 分にお ける更 新 木につ い ての評価。

定 義
標 準 林 分の 更 新 木。 更 新 木には全ての樹 種（低 木 ＝ コ ー ド 01～ 09 そして 100 ～

124を 除 く ） が 適 用 さ れる。
0 . 1  m 以 上 の 高 さ で B H D 1 2cm ま で の全ての植物が考慮、 さ れる。
更 新 木 が あ る（林 分 面の 1 % を越え る 部 分 が 更 新 木に よ り被 覆 さ れて い る ）の で

あ れ ば、 更 新 方 法と更 新 木 の 保 護の指標につ い て確 認 がな さ れる。
この指標は、 その林 分における更 新の状 況を説 明するもので あ る。

コ ー ド の 意 味
1 = < 1% 更 新 木がな い
2 ニ 1～9% 被度が1から9 %
3 = 10 ～ 25 % 被度が10から25 %
4 = 26 ～ 5 0 %  被度がおから5 0 %
5 = 51～ 75 % 被度が51から 75 %
6 = 76 ～ 10 0 %  被度が76から100 %



1 1 .  1 4  更 新 方 法 （ コ ー ド ）

目 的
標 準 林 分 に お け る 更 新 木 の 成 立 方 法 に 関 す る 評価 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 天 然 更 新

2 ＝ 植 栽

3 ＝ 混 交

自 然 の実生、 種 子 も し く は萌 芽 に よ り成立した幼 齢林 。
そ の 配 置は不 規 則 で ある。
植 栽 に よ り成 立 し た 幼 齢 林 。 そ の 配 置はたい て い は規 則
的 で あ る 、 つ ま り、 植 栽 列 が 明 白 に 見 分けられるはずで
あ る 。 天 然 更 新 木 が20 %（被 度 ） 以 下 で 混 じ って いる地 は 、
植 栽 で ある も のとしてみ な さ れる。
20 % を 越 え る 植 栽 がある も の で 、 そ の 中 に は 自 然に生 じ
た 天 然 更 新、 も し く は空所に部 分的に植 栽がな さ れた天
然 更 新が含まれる。

1 1 . 1 5  更 新 木 の 保 護 （ コ ー ド ）

目 的
更 新 時 の 獣 害 に 対 する保 護 措 置 に つ い ての報 告 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 無 保 護
2 ＝ 柵
3 ＝ 単 木 保 護

獣 害 に 対 す る保 護 措 置 がな さ れて い な い 。
P F  Z が 柵 で 閉まれた幼 齢 林 地 内 にある。
幼 齢林の幼 木 が 単 木 ご と に 保 護 さ れて い る、 例 え ば、 化
学 薬 品 も し く は麻その他に よ る芽の保 護、 赫のある木 や
金網 の ネ ッ ト そ の 他に よ る単 木の保護。

更 新 木 の 被 度 、 更 新 方 法 そ し て更 新 木の保 護 に つ い ては、 林 分の場合と 同 様、
幼 齢林 の 衛 星 誠 査 地 の 指 標 に つ い ても確 認 が な さ れる。

1 5 5 
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回 1 1 . 1 6  低木層 の 被 度 （ コ ー ド ）

目 的
こ の指標 で は、 低 木 層 における全ての木 本 植物の被度を 記 述する。
低 木 層 は、 保護 林にお いて、 そ し て 生 態 学 的 見地（野 生 獣の隠れ場、 林内気 象）

か ら 意 義がある。 伐 木 時には こ の低 木 層 が邪 魔となる こ とがある。

定 義
標 準 林 分における低 木と若 い 木々の被度。 お よ そ 0 . 5 m か ら 3 . 0 m の 高 さ ま での

全ての木 本植物、 同 様に こ の範 囲 内の 高 さ に枝がある樹木と低 木 が考慮、に入れら
れる。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ く 1 % 低 木で覆われているI Fが2 5 m 2 未 満なら ば、 低 木 層はな

し 1 。
2 · = 1～9% 被度がlから9 %
3 = 10 ～ 2 5 % 被度が10から2 5 %
4 = 2 6 ～ 5 0 %  被度がおから 5 0 %
5 = 51～ 75 % 被度が51から75 %
6 = 76 ～10 0 %  被度が76から100 %

回 1 1  . 1 7  地 表 植 生 の 被 度 （ コ ー ド ）

目 的
こ の指標は、 更 新 上の 問 題（地表 植 生に よ る阻 害）にヒ ン ト を与 え 、 場合に よ っ

ては雪 崩 、 ク ラ ッ ク （滑り面、 「 エア ク ッ シ ヨ ン 制 4
5 」）の危 険の判定に用 いる こ と

ができる。

定 義
標 準 林 分における地表 植 生の被度。
全ての シ ダ、 イ ネ 科の 草 本 制 4

6、 草 本 側 4
6 （コ ケ を 除 く ）、 キイ チ ゴ 属、 （喬 性の）

多 年生 草 本、 ス ノ キ 属 や ツ ツ ジ 属 あるいは ビ ャ ク シ ン 属の よ う な媛 性 低 木が考慮、
に入れられる。

L F  Iの調査の時 点で決定 さ れる。
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調査地 上 に 積 雪がある。
地 表 植 生 の 判 定ができない。
地 表 植 主 がない
被 度 が l から9 %
被 度 が i C から2 5 %
被 度 が 2 6 から5 0 %
被 度 が 5 1 か ら 75 %
被 度 が 7 6か ら 1 0 0 %

コ ー ド の 意 味
。 ニ 頼

＝ く 1 %
= 1 ～ 9 % 
= 1 0 ～ 2 5 % 
= 2 6 ～ 5 0 %  
と 5 1 ～ 75 %

7 6 ～ 1 0 0 %  

ーム
つ
M

円。
44
にU
円。

回液 果 低木 の 被 度 （ コ ー ド ）1 1 . 1 8 

自 的
キ イチ ゴ 属 とス ノ キ 属 の類の果 実 は、 動 物と 人 間にとって食 糧の供 給源と な る

（例 え ば ヨ ー ロ ヅ パ オ オ ライチ ョ ウ 訳注 4
7 に とってのス ノ キ 属 ） 。 ブラ ッ クペ リ ー は

森林の更 新の妨 げともなる。

定 義
標 準林分における液 果 低木についての被度。 液 果 低木の被度 は、 最大 限その地

表 植 生 の被度 までである。

；夜 果 低 木の被度 が 積 雪があるがために 判 定できな い c

キ イ チ ゴ 属 ／ス ノ キ 属 の類が存 在しな し ＼ （液 果 低木の主要
種 は 省 略 ） 。
被度が 1 から 9 %
被度 が 1 0 から2 5 %
被度 が 26から5 0 %
被度 が 5 1 から75 %
被 度 が 7 6から10 0 %

コ ー ド の 意 味
。 ＝ 積 雪
1 = < 1 % 

= 1 ～ 9 %  
= 1 0 ～ 2 5 % 
= 2 6 ～ 5 0 %  
= 5 1 ～ 75 % 
こ 7 6 ～ 1 0 0 % 

円4

qU
44
にu

nb

コ ー ド り も し く は 1 が 入 力 さ れる な ら ば 、 指標「液 果 低木の主要種」は 行われ な
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囚 1 1  . 1 9  液果低木 の 主 要種

目 的
標 準 林 分 内 で 最 も 大 き い 被度 を 有 す る キ イ チ ゴ 属 も し く は ス ノ キ 属 の 種 類 。

定 義
次 の 種 類 に つ い て 、 樹木検索 図 鑑 を 用 い て 判 別 が な さ れ る 。

コ ー ド の 意味
1 2 0  ＝ ブ ラ ッ ク ペ リ ー

1 2 1  ＝ ラ ズ ペ リ ー

1 2 5  ＝ ヒ メ ス ノ キ
1 2 6  ＝ コ ケ モ モ
1 2 7  ＝ ク ロ マ メ ノ キ
1 2 8  ＝ ツ ル コ ケ モ モ 、

在 来 の ブ ラ ッ ク ペ リ ー ／ オ オ ナ ワ シ ロ イ チ ゴ 制 4
8 

Vaccinium myrtillus 
Vaccinium vitis- idaea 
ク ロ マ メ ノ キ 訳注 4

9 、 Vaccinium uliginosum 
Vacciniu1勿 O砂coccus



1 2 林 分 の 安 定 性

1 2 .  1 目 的 と 定 義

目 的
L F  I の 調 査 地 上 、 も し く は 判 読 面 上の林 分の安 定性 に 関 す る 調査グ ル ー プの

鑑 定 に 基 づ く 判 定。
この安 定 性 の 判 定 は、 そ の 査 定 に 際 し て 確 認 ・ 測 定さ れた デ ー タ に対応 さ れ る

も の であ り 、 確 認が な さ れた諸 デ ー タ と 調 査グル ー プ の 「神の如 き 洞 察 」との間 の
関 連 を 浮 き 上 が ら せ る こ と を妨 げる もので は な い。

定 義
林 分 の 安 定 性と は、 · 1 0 年（中 央地域、 ジュラ 、 前 アル プ ス ） も し く は20年（ ア ル プ

ス 、 アル プ ス 南 側）とい う あ る期 間にお ける、 妨 げとなる諸 影 響 に 対 する標 準林分
の 予 想 さ れ る 抵抗性であ る。

そ の 際 に は 、 そ の 状 態 そ の も の が 決 定 的 な も ので あ って、 その林分（例 え ば、 成
木林内 の 叢林）にお い て 見 込 ま れる成長 は 考 慮、に入 れな く て も よ い。

こ れ は、 林 分 の 力 学 的 安 定性 に の み 関 わ る 問 題で あ る。 生態 学 的な安 定性（種の
多 様 性、 起 源、 自 然 度、 その他）そ して 長 期にわた る 安 定性の問 題（更 新の問 題、
持続性、 土壌 と 大 気の負 荷の効 果 、 その他）は、 その際には 考 慮 に 入 れ ら れ な い 。

ど の 時 点で林分の安 定性は 判 定 さ れ ね ばならないのか ？
林 分 の 安 定性 は、 そ の 林 分 の 判 定 が行わ れたときに判 定がなさ れ、 しかも 同 時

に 標 準 林 分 に つ い て も 行わ れる。 利 用のカ テ ゴリ ー が B なら ば、 林分の安 定性は
判 定 さ れない。

1 5 9 
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実施
林分の安 定 性の判 定は 、 純然 た る 鑑 定であ って 、 次の原 則 に 基 づ い て い る ： こ

の安 定 性 は 、 その林分の負 荷 と 抵抗 力の間 に お ける、 様 々 な力 の 作 用の結 果 で あ
る。
A . ま ず 第 1 に 、 作 用 している負 荷のできる限 り 全てのも のが 個 々 に 判 定 さ れ る 。

これ ら の負 荷の特 性 に ついては 現 に あ る 標 準林 分 に 左 右 さ れ る こ と な く 評価 さ
れね ばな ら ない。

林分の安 定 性 を 決 定 づ け る ものは 負 荷の強度 と 頻度 であ る ： 風 、 積 雪荷 重 そ
して 雪の作 用の危 険 に 際 し て は 、 定 期 的な最 大 負 荷（強 度 と 頻 度）が 重 要 と なる
： 林分の抵 抗 力 が その負 荷に適 合 しつつ発 達する と い う こ と は 、 ここ で 考 慮、 し

て おかね ばな ら ない。 強 度 で頻 度の高い負 荷（荒 廃 して 危 険 に さ ら され る 立 地 条
件 に おいて ）は 、 高い レ ベルでの抵抗 力の継続 的な適 合 を 要 求する ： これは 普 通 、
頻 度 は 高 い が 限 定 された被 害 を生ぜ し め るこ と と なる 。 それは 、 通 常 深 刻な面
的 被 害 を 生 じ さ せ る偶 発 的で大きな負荷 と して 、 それゆ え い く ぶ ん 否 定 的 な 評
価 がな さ れな く てはな ら ない（例 え ば 、 極 端な降 雪 や フ ェ ーンの暴風 等 が生 じ う
る、 延 びて 展 開 した立地条 件 に おいて）。

火 災 、 摂 食 そ して獣 害の危 険 については 、 それに対するこのよ う な 適 合は生
じ ない も のと 予 想 される：負 荷 が よ り 強 く 頻 繁 に生 じれば生 じ る ほ ど 、 それに

ついては否 定 的な評 価 がな さ れな く てはな ら ない。
B . 次の段 階 と して、 その林 分の抵抗 力 が 判 定 される 。 抵 抗の存 在に よ って 、 被

害な く 負 荷 を 受 容する能 力 について も 、 あ る被 害 が 生 じた際の再生能 力につい
て も 理 解 が できる よ う に な る 。 各 々の抵 抗 力 に 関する林分の指標は 、 それぞれ
の負 荷の特 性 に よ って 異な っ た意 味 を持つ よ う になる ： 各 々の指標は 、 それゆ
え 決 定 的 と な る 負 荷 を 考慮 し つ つ査 定 さ れな く てはならない。

C . この結 果 は、 その抵 抗 力の特性に基 づ いた林 分の安 定 性の総 合 判 定 と なる。
この全体の「 印 象 」 が林分の全指標 についての採 点 平 均 になるのではな く 、 これ
ら 影 響 要 因 が その意 義 に 応 じ た 値 を 決 定 する。

方 法
負 荷 と 抵抗 力に関する指標は 、 当該 様 式 に おいて 、 その位 置する と こ ろの概観

を 明 ら かにする特 性 とい う 形で も って 記帳 さ れる。 デ ー タ 収 集の器材には 、 ひ と
え に そのや り 方の結果 が 、 つ ま り 安 定 性の総合 判 定 が記録 さ れる。



1 2 . 2  金 荷 の 特性

原 異IJ
その力 学 的 安 定 性 に 関 す る 意 義の観 点か ら 、 標 準 林 分 に 影 響 を 及 ぼす負 荷 に つ

い ての判 定 む
負 荷と は ： ；積 雪 荷 重、 風、 地すべ り 、 落 石、 雪の作 用、 火 災、 摂 食、 野 生 獣 そ

し て 人 間 に よ って も た ら される 負 荷。

コ ー ド の 意 味
ー その評 価 は 、 負 荷 を 10 段 階 の 1 つに割 り 援 る こ とに よ り なされる。 その値 が 高

く な る ほ ど 林 分の安 定 性の危 険 は 小 さ く な る ：
1 ＝ そ め 負 荷がその林分の安 定 性 にとって極 め て 危 険な も のとなって い る。

1 0 ＝ そ の 負 荷 が そ の林分の安 定 性 にとって全 く 危 険な も のとなって い な い
か、 あ る いは ご く ご く わ ずかな も のとなっ て い る。

一 負 荷がかか ら ない（例 え ば、 中 央 地 域の平 坦地 に お け る での雪の作 用 も し く は 落
石 ）ので あれば、 「 負 荷なし 」の欄に当てはめ、 続 く 判 定 につ い ては顧 み ず に お く
こ と。

判 定 基 準

積 雪 荷 重
そ の 林 分 の 状 況 に よ り 判 定 ： 海 抜（ベ タ 雪 ） 、 風 向（風の陰）、 起 伏、 雪の堆 積地

（盆 地 、 く ぼ 地）、 展 開 方 向（北 向 斜 面 ／ 南 向 斜 面）。
一 力 学 的 な林分の安 定 性が積 雪 荷 重に よ って 脅かされては い な いか ？

風
主 風の方 向、 展 開 方 向 そ して起 伏 に よ り 判 定。

一 力 学 的 な林分の安 定 性 が 風 に よ っ て 脅かさ れ ては い な いか ？

地 す べ り （定 義 は 10 . 5 章 訳注 目 を 見 よ ）
そ の 土地 と 林 分 に お け る 痕 跡に よ り 判 定 ：

一 力 学 的 な 林 分の安 定 性 が 地すべ り に よ っ て 脅かされては い な いか ？

落 石 （ 定 義 は 1 0 . 7章 を 見 よ ）
そ の 土 地 と 林 分にお け る 痕 跡 に よ り 判 定 ：

一 力 学 的 な 林 分 の 安 定 性が落 石に よ って 脅かさ れては い な いか ？

1 6 1 
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雪 の 作 用（定義 は 10.8 章 を 見 よ ）
そ の 土地と林分 に お ける痕 跡 に よ り 判 定 ：

一 力 学 的な林分 の 安 定 性が雪 の 作 用 に よ っ て 脅かされて はいないか ？

火 災（定義 は 10.9 章 を 見 よ ）
風 向 及 び展 開 方 向と 同 様 、 考 え う る火 災 の 起 因 物（雷 、 タ バ コ 、 直 火 ） そ し て 容

易 に 燃 え る物 質（地表 植生、 廃 材 、 地上 の 枯 死 木 、 生 の 腐 植 土 ） に 関 する林分 の 判
定。
一 力 学 的な林分 の 安 定 性が火 災 に よ っ て 脅 か されて はいないか ？

摂 食（定義 は 10 . 10 章 を 見 よ ）
高原 の 牧草地、 柵 そ して そ の地面 に お け る 痕 跡（動 物 の 足 跡 、 糞 ） に 関 する林分

の 状 況 の 判 定。
一 力 学 的な林分 の 安 定 性が摂 食 に よ っ て 脅 か されて はいないか ？

野 生 獣
そ の地面 に お ける痕 跡（けも の 道 、 糞 、 噛 み 傷 、 剥 皮 そ して 角 擦 り の 害 、 踏 み 付

けの 害 ） に よ り 判 定。
一 力 学 的な林分 の 安 定 性が獣 害 に よ っ て 脅 か されてはいないか ？

人 間 に よ る 負 荷（定義 は 10 . 2 1 章 を 見 よ ）
人 間 の 活 動（保 養 の た め の 利 用 、 軍 隊 、 建 設 工 事 ） に よ る極 度 の 負 荷 過 剰 の 痕 跡

に よ り 判 定。
一 力 学 的な林分 の 安 定 性が人 為 の 負 荷 に よ って 脅 か されて は い ないか ？



1 2 . 3 林 分 の 抵 抗 力 の 特性

原 則
負 荷に対す る 標 準林分 の 抵抗 力の判 定 己
その林分の抵 抗 力 に つ い て 、 次 に 掲 げ

、
る 林 分 の 詰 襟 が 決 定 を下 す も のと な る ：

樹種、 形 状 比 、 樹 冠 長 、 樹 冠 形 状 、 活 力 ＼ 斜 立 、 棋の緊 縛 力 、 諾 被 害 と 病 気 、 成
長 階、 疎 密 度 ／空 所、 そ し て 林 分 構 造 ／歪 定 な 林 縁 。

コ ー ド の 意 味
ー そ の 判 定 の 評 価 は 、 話 指標 を 10 段 階 の ］ つ に 害lJ り 振 る こ と に よ り な さ れる 。 そ

の値 が 高 く な る ほ ど 、 安 定 性 に 関 し て そ の 指 標 が 強 く 影 響 す る こ と を 示 し て い
る ：

1 ＝ 安 定 性 に 関 し て、 そ の 指 標の影 響 は 否 定 的で あ る 。
1 0 ＝ 安 定 性に関 し て、 そ の 指 標の影 響は最 も 大 き な も のとなってい る 。

判 定基 準

樹種
その樹 種の、 安 定 性 に 関 す る 適 格 性の判 定 。
安 定 性に関 す る 適 格 性 ： 当 該 立地上のそれ ら の樹種 が、 諸危 害に対し て どのく

らい抵 抗 力 が あ るのか ？ （ 生 態 学 的 な 立 地の適 格 性 に 関 する 問 題では ない）
力 学 的 安 定 性 に 関する混 交 率 （ 純 林 ／ 混 交 林 、 危 険 分 配）の判 定 。
力 学 的 安 定 性 に 関 す る 混 交 状 態 （ 種 の 多 様 性 、 広 ／針 葉 樹の割 合）の判 定 。

一 積 雪 荷 重 、 風 、 落 石 、 火 災 、 人 為 、 摂 食 そ し て 野 生 獣 を 考 慮、 に 入れた上 で、 安
定 性 に 関 す る 適格性 、 混 交 率 そ し て 混 交 状 態 は どのよ う な結 果 を も た ら すので
あ ろ う か ？

形 状 比
形 状 比 ＝ あ る樹 木の高 さ （ m ) / B H D ( cm）の比 （ h/d）； 安 定 性に 関 し て 、 h/d く

0 .8 な ら ば よ い も のと し 、 h/d >0 .  8なら ば ど ち ら かといえ ば よ く ないものと し て み
なす。

構 造 そ し て 或 長 階と 関 係する主 要 林 木 （ ＝ ヘ ク タ ール当た り 100本の優 勢 木）の h
/d値の判 定 。
一 種 雪 荷 重 と 窟し を 考 慮、 に 入れた 上 で 、 安 定 性 に 関 し て 主 要林木 の 形 状 比 が どのよ

う な結 果 を も た ら すの で あ ろ う か ？
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樹 冠 長
樹冠 長 ＝ そ の木の全 長との比 較におけ る 緑樹 冠（後 生 枝を除く 、 最下 部の緑枝 ま

で）の長さ。
成 長 階と関係する主要林木に つ いての 、 短い樹冠のものに対する十 分な 長さの

樹冠のものの 比 率の判 定 （樹 冠 長 が木の 長さの 1/3を越え る のなら ばよいものとし、
1/4を下回るのであればよくないものとみ なす）。
一 積 雪 荷 重 、 風 、 人 為そして落 石を考慮、 に入れた上 で、 安 定性に関して主 要 林 木

の 樹 冠 長 が どのような結果をもたら す のであ ろ うか ？

樹 冠 形 状
樹冠形状 ＝ 樹 冠の幾何 学 的 形状（直径 、 理想 的な形状と比 較した上での釣り合い）。
主要林木に つ いての、 片 枝で歪 ん だ 側 圧を受 けた樹 冠のものに対する、 形 が 整

って均 整のとれた歪 みのない樹冠のものの 比 率の判 定 。
一 積 雪 荷 重と風を考慮に入れた上で、 安 定性に関して樹冠 の 形 状 が どのような結

果をもたらすので あ ろ う か ？

斜 立
斜 立 ＝ 幹 軸の垂 直方 向 からの ずれ。
とりわ け主 要林木 に つ い ての、 斜 立 している木 々 に対する直立木の比 率の判定。

一 積 雪 荷 重 、 風そして地 す べ り を考慮に入れた上 で 、 安 定性に関して主 要 林 木 の
斜立 が どのような結果をもたらすのであ ろ う か ？

根 の 緊 縛 力
根の 固 定 力 ＝ 土 中にお け る 樹木の 固 定強さ。
根 系 の 力 と深 部への拡 大 、 根 張りの発達に基 づ く判定。

一 雪 の 作 用 、 積 雪 荷 重そして風を考慮に入れた上 で 、 安 定性に関して主 要 林 木 の
根 の 緊 縛 力 が どの よ うな 結果をもた ら すのであ ろ うか ？

成 長 階（定 義は1 1. 6章を見よ）
現在の成 長 階に関する、 評 価 さ れた危機に対するその林分の潜 在的抵 抗 力 の判

定。
一 野 生 獣 、 摂 食 、 雪 の 作 用 、 地 す べ り 、 積 雪 荷 重そして風に対して、 現 在 の 成 長

階 が どの程 度 安 定して い る か ？



疎 密 度 ／空 所 （ 定 義 は 1 1 . 9 章 と 1 1. 1 7 章 訳注 目 を見よ）
そ の林 分の水 平 方 向で の 配 置 と 密 度 の判 定。
突 然 生 じた 裸地、 雪 圧 ・ 風 倒 も し く は 虫 筈 による空き地の影 響は、 ここで は 共

に 考 慮、 に 入 れられ る 。
一 摂 食 、 風 、 積 雪 荷重そして 雪 の 作 用 を 考 慮、 に 入れ た 上で、 安 定性に 関 し て 林 分

の 疎 密 度が どの よ う な 結 果をもたらすので あ ろ う か ？

林分構造／垂 直 な 林縁（定 義は1 1. 1 0 章 を見よ ）
林分 の 垂 直 方 向での構 成の判定。 偶発的に 生 じ た 垂 直な林縁の影 響 は、 こ こ で

は 共 に 考 慮 に 入 れ ら れ る 。
一 風 、 雪 の 作 用 そし て 穣 雪 荷 重 を 考 慮、に入れた 上で、 安 定性に関し て 林 分 構 造が

ど の よ うな結 果 を も た らすのであ ろ うか ？

活 力
活 力 と は、 あ る 樹木 の 健 全性と活性により特徴づけられる状 態の こ とである。
その形 状、 樹冠の葉 色と 健 康 状 態、 針 葉 ／広 葉の葉 密 度 、 枝 張り、 年 ごとの新 枝

の長さ、 再生 及 び 反応能力 の 判定。
一 安定性 に 関して 、 林 分 全 体 の 活 力 が どの よ うな 結 果をも た らすのであ ろ う か ？

被 害 と 病 気（定義は8. 19 章 を見よ）
純 粋に 質的欠 点、 と なるものでなく、 安 定性 に 関 わ る 被 害 の みが考慮、される。 こ

れらにつ い て は、 と りわ け 幹の下 半 分 と 根 株にお けるものが、 より大きな被害で
あ る も の と し て 、 上 位になる。

特に 主 要林木につ い て の、 被 害 を 受けたもの／病 気（損 傷の程 度 ）のものに対する
健 全 木の比 率の判 定。
ー そ の 林 分の 安 定 性 に 関 し て 、 そ の 木 々 全 体 に お け る 被 害 が どのような結 果 をも

た ら す の であ ろ う か ？
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回 1 2 . 4  「 安 定性 」 の 総 合 判 定 （ コ ー ド ）

原 則

⑦ 

そ の 林 分 の 総 合 的な 安 定性 の 判 定とは、 今 後 10年 間 （ 中 央 地 帯 、 ジュ ラ 、 前 アル
プス）もしくは20年 間 （ ア ル プス 、 ア ル プス 南 側 ）における、 ある危 険 の 査定である。

コ ー ド の 意 味
そ の 林 分 が 、 判 定期 間 内 に ど の 程 度 の 確 率で 大 規 模な被害に よ り損なわれ、 壊

滅しうるであ ろ うか ？
1 ＝ 確 率 90 % 
2 = 80 % 
3 = 70 % 
4 = 6 0 % 
5 = 5 0 % 
6 = 40 % 
7 = 3 0 % 
8 = 20 % 
9 = 10 % 
1 0 = 0 %  

林 分 の 安定性 の 総 合 判 定の 結果である数 値 は、 それ が 唯 一 の も の で あ るもの と
し て デ ー タ 収集 の 器材に転 記される。

安 定性 の 判 定のため の 補助用紙は付 録 中 にある。

時 間 の 記 録
時 刻を時 ・ 分で

4 ＝ 調査終 了
5 ＝ 撤 退開始

もしくは
6 ニ 進発 P F L ～ P  F L  
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1 2 . 5  調 査 地 調 査 の 所 晃 （ コ ー ド 文 面 ）

目 的
そ の 調 査 地 調 査 に 関 係 す る 特 殊 な 事柄 を 記 録 に と ど め る ； 例 え ば 、 生 じ て き た

問 題 も し く は そ の 調 査 地 の 特 殊 性 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 要
2 ＝ 不 要
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1 3 地 方 林務担 当 官 へ の ア ン ケ ー ト 調 査

1 3 .  1 目 的 と 定 義

目 的
地 方 林務 担 当 官 への ア ン ケ ー ト 調査 に よ り 、 収 穫 、 原料としての木 材の利 用 度

合 に 関す る ものと、 伐 木 及 び集 材 経 費 、 生 産物の種 類 、 そ し て伐 木に際 し て 用 い
られた集 材 方 法に関す る 報 告が集められる。

さ らに は 、 この ア ン ケ ー ト 調査 は 森 林の所 有 形 態と、 現在樹 立 さ れて い る 計 画
のためのデ ー タを 提 供する。

定 義
総 集材距 離 ＝ P F Z （伐 採 場 所 ）から販 売 場 所 （ 一 般 に は 、 ト ラ ッ ク の通行で き る 林
道 に 面した山 土場、 場合 に よ って は 木 材 置 場、 船 着 き 場の桟 橋 、 軌 道の停 留 所 ）ま
での木 材の経 路。

総 集 材 距 離 は 、 集 材 及 び 追 加 輸 送 （ 定義 は 下を見 よ ）の距 離の合計からなる。

販 売 場所 と し て は
ー ト ラ ッ ク の通 行で き る道路
一 木材 置 場 、 すな わ ち 中 枢とな る 選 別 及 び 販 売 場 所
- L K W 制 5

2の路 網 整 備 が 不 十分な地域 に お いては 、 さ ら に 軌 道（索 道 釈注 目 もし く
は 鉄 道 ）の停 留 所あるい は 船 着 き 場

が な り う る も の で あ る 。

集 材 先
木材を 伐 採場所（ P F Z ） か ら運 んで持って ゆ く 場所。

集 材距 離
木材を、 伐 採 場所（ P F Z ）から最 も 近 く の ト ラ ッ ク の通行で き る道 路 、 船 着 き

場の桟 橋 、 もし く は 鉄 道 か 索 道の停 留 所まで移 動 さ せるの に 相 当 する距 離 。

追 加 輸 送 距 離
木材を、 ト ラ ッ ク の通行で き る道 路 上まで、 もし く は 船 、 軌 道（ ロ ー プ ウ ェイ 、

鋼 索 鉄 道 も し く は 鉄道 ）または 他 の 集 材 方 法 に よ って販 売 場所 ま で 移 動 さ せるのに
相 当 する距 離。
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集 材 方 法
木 材 運 搬 に 関 し て 、 最 も 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 器 具 及 び 機械 の こ と （ 1 3 . 1 1 章

を 見 よ ） 。

集材 （ R )  
伐 採 場 所 か ら 最 も 近 く の ト ラ ッ ク の 通 行 で き る 林 道 ま で の 木 材 の 経路 は ど の よ

う に な っ て い る か ？
そ の 上 で 、 そ の 集 材先 へ の あ ら ゆ る 集 材 の 方 法 と 距 離 が 記 録 さ れ ね ば な ら な い

（ 最 大 4 つ の 可 能 性 の あ る も の ま で ） 。

追加輸送 （ T )  
貯 木 場 が そ の 場 所 に 接 し て い な い 場 合 に は 、 追 加 輸 送 は 、 木材 が そ の 林 分 か ら

ト ラ ッ ク の 通 行 で き る 道 路 ヘ 運 ば れ て き た 、 そ の 場 所 （ ＝ 集 材 行 為 の 終 了 ） か ら 始
め ら れ る 。 そ の 追 加 輸 送 は 、 そ の 木 材 が 販 売 の た め に 一 時 的 に 中 継 保 管 さ れ る と

包

こ ろ （ 山 土 場 、 木材 置 場 、 船 あ る い は 軌 道 の 停 泊 ・ 停 留 所 ） で 終 了 す る 。
L K W の 道 路 が 十 分 に な い と こ ろ で は 、 追 加 輸 送 は 運 搬 用 の 索 道 、 鋼 索 鉄 道 あ

る い は ロ ー プ ウ ェ イ 、 船 舶 も し く は 鉄 道 を 用 い て 販 売 場 所 ま で の 実 施 、 と す る こ
と が で き る 。



1 3 . 2  作業 の 進 行

ア ン ケ ー ト 調査の期限 に つ い て は 、 判 定 がな さ れる調 査 地 がある地 域を所 管 す
る市 町 村ある い は 地 区の森林 官と取り決めをしておかなければなら な い 。 そ の 郡
林業局 員 には 情 報 は 前もって提 供 さ れ て お り、 そして彼 ら の側でそ の 森 林 官 に 情
報を伝 達して お く よ う にしてもら う とよ い 。

市 町 村あるい は地 区 の 森 林 官 への ア ン ケ ー ト 調査は 、 最初 は 調査 地 調 査の 内 容
に 従って行 っ てもよ い 。 その調査地 の 状 況 は 、 森林 官 への質 問 時に は 調査 グ ル ー

プ は 知って い るは ず だか ら である。 た だ し、 調 査 グル ー プは、 所 管の森林 官のそ
の土 地に 関 す る 知 識の助 力 を得ることによ り、 協 同してその疑 問につ い て詳細 に
回 答を求めることができるのである。

幼 樹 林 ／ 叢 林の成 長 階 に ある調査地につ い て は 、 幹 材 が 収穫 さ れ る であ ろ う 、 と
い う 想 定の下に行われな く てはならな い 。

森 林 官の報 告のみに基 づ い て 、 木 材を P F Z から販 売場所まで移 動 さ せるの に
最も実用 的かっ 最短の距 離を記録しなくて はならな い 。

複 数 の 可 能 性を苧 ん だ 報 告は、 そ れ ゆ え に 除 外 さ れ て い る。

デ ー タ 収 集 の 器材 に は 、 次のこと が 入力 さ れて いな く てはならな い ：
X ,  y : 設 定 済 （ 変 更できな い ）
日 付 ： ア ン ケ ー ト 調査の年月 日 の入力
グ ル ー プ ： グ ル ー プ番 号の入力
班 員 1 , 2 , 3 : 最大 3 人の職 員 番 号の入 力
職 務 ： 班 員 、 グル ー プ班 長 、 立 会 者 、 出 動 管 理 部 長 、 その他
ア ン ケ ー ト 調査 ：
1 ＝ 実施

2 ＝ 低 林 、 非 到 達

3 ＝ なし

その地 方の林 務 担 当 官 への ア ン ケ ー ト 調査 が 、 その P F 
L に関して実施 さ れる。
低 木林調査 及 び 到 達できな い P F L に つ い ては、 所 有 形
態の調査 （ 1 3 . 1 4）のみ が行われる。
ア ン ケ ー ト 調査なし （ 非 林 地での P F L ）。

1 7 1  
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巴 1 3 . 3  最近 の 収 穫 の 種類 （ コ ー ド ）

目 的
実行 さ れ た 造 林 上の措 置 に 関 する報 告。

定義
スイ ス 全国 森林 資 源 台 帳の最初の調査 以 来このかたの、 最近の収穫あるい は保

育の種 類。

方 法
調査 グルー プ は、 現地にお い てある特定の判定（I F上の収 穫 さ れた調査木、 切

株）を行 い 、 これらを地 図 上に（下記の コ ー ド の意味に対応 さ せつつ）書き 留 める。
これらの メ モ は、 森林 官が報 告で き な い（その地 に 新 任である、 私有 林である、 そ
の他）ところにお い て行 わ れるものであり、 そうでなけれ ばその森林 官の報 告が有
効となる。

問 い
ど う い っ た 造林 上 の 措 置 が最近 の 収 穫 の 根底 に あ る の か ？

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 介 入なし

2 ＝ 保 育

3 ＝ 間 伐
4 ＝ 受 光 伐
5 ＝ 終 伐
6 ＝ 択 伐

7 ＝ 山 岳林 間 伐
8 ニ 低 ・ 中
9 ＝ 変 更 間 伐
1 0 ＝ 転 換 訳注 5

4 

1 1 ＝ 衛 生 伐

L F  Iの最初の調査以 来、 収 穫あるい は 保育がな さ れて
い な い 。
幼 樹林、 叢 林、 同 様に小 径の棒 材林にお け る 保 育的な介
入。
大 径の棒材 林と成木 林 に お ける間 伐。
受 光 伐、 とりわけ更 新の開 始 時にお けるもの。

山 岳林 間 伐
低林もし く は 中 林にお ける伐 採
変 更 耐 5

4のための 間 伐



1 3 . 4  最 近 の 収 穫 か ら の 年 数 （ 数 値 O ～ 1 2 )

目 的
最 近 の10年 間にお け る、 該当する収 穫に 関す る 報 告。

定 義
最 近 の 介 入か ら の年 数。

方 法
地区 あ るいは 市 町 村 の 森林官に、 最 近 の 介 入から の 年 数を 尋 ね る。 森林官 が 手

助 け を 続 け ら れない（特に、 相当細か く 分 割 さ れ ている私 有林地域にお い て ）ので
あれば、 調査 グルー プは、 抽 出 調査地での状 況か ら の 知 識を 基に、 最 近の収 埋か
ら の年 数 を推 定しなけ れ ばな ら な い 。

これ ら の推 定につ い ては その調査地上にお い て 行 わ れなければな ら ず、 そ して
1:25 , 000 の地 図 上に書き 留 め ら れな く て はならな い 。

問 い
こ の 地 に お い て は 、 計 画 的 な 収 穫 ／保 育 も し く は 強 制 収 穫 が何 年 前 に 実施 さ れ て

い る か ？

幼 樹林、 叢林そ して植林地で は、 その成 立 時から、 も し く は 最 近の保 育から の
年 数が報 告 さ れな く てはならな い 。

「最 近の収 穫の種 類 』こ お い て、 コ ー ド 1 （ 介 入なし ） が入 力 さ れたので あ れ ば、
指標 「 最 近の収 穫から の年 数 」は 行 わ れない。

1 3 . 5  強 制 収 穫 （ % 0 ～ 1 0 0 、 コ ー ド ）

目 的
最 近の10年 間にお け る、 強制 収 穫の総 量に関 す る 報 告。

定 義
原 因 の 報 告に基 づ く 、 総 収 穫 の パ ー セ ン ト で の生 じ 得た強 制 収穫 の 割 合。
数 値 の 範 囲 は O ～100 の 聞 で あ る。 入 力 が ＞ O と さ れたので あ れ ば、 強 制 収 穫の

原 因 が 報 告 さ れな く てはな ら ない 。

間 い
最近 1 0年 間 に 強制 収 穫 が執 り 行 わ れ た か ？
そ の 強 制 収 穫 は 総収 穫 の 何 パ ー セ ン ト を 占 め て い る か ？
何 が そ の 強 制 収 穫 の 主 因 で あ っ た の か ？
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「 最 近 の 収 穫 の 種 類 」 に お い て コ ー ド 1 が 入 力 さ れ る の で あ れ ば 、 指 標 「 強 制 収 穫 」
は 行 わ れ な い 。

こ の 報 告 は 標 準林 分 に つ い て に の み 適 用 す る 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 昆 虫
2 ＝ 菌 類
3 ＝ 風 倒
4 ＝ 積 雪 荷 重
5 ＝ 雪 崩
6 ＝ 山 崩 れ ／地 す べ り 山 崩 れ あ る い は 地 す べ り
7 ＝ 洪 水
8 ＝ 森林 火 災
9 ＝ 活 力 『 活 力 の 減 退 （ 枯 死 し つ つ あ る も の 、 枯 死 し た も の ）
1 0 = そ の イ也

あ る 強 制 収 穫 に つ い て 複 数 の 原 因 が あ る の で あ れ ば 、 決 定 的 と な る もの が 報 告
さ れ ね ば な ら な い （ す な わ ち 、 あ る 強 制 収 穫 に 至 っ た 主 要 な 原 因 ） 。

1 3 . 6  素 材 生 産 の 実 施 （ コ ー ド ）

目 的
素 材 生 産 時 に お け る 、 自 力 で の 実 施 と 業 者 の 使 用 の 割 合 。

定 義
素 材 生 産 の 実 施 、 つ ま り 自 力 で の 実 施 （ 自 分 の 林 業 作 業 班 ） も し く は 業 者 に よ る

樹 木 の 伐 倒 、 集 材 な ら ぴ に 追 加 輸 送 。

問 い
1 . 最 近 の 1 0 年 間 に 、 あ る 収 穫 が 行 わ れ た 場 合 ：

最 近 の 収 穫 に 際 し て 、 誰 に よ っ て 素材 生 産 が 実施 さ れ た か ？
2 . 収 穫 が 行 わ れ な か っ た 場 合 ：

現 時 点 の と こ ろ で は 、 誰 に よ っ て 素 材 生 産 が行 わ れ る の だ ろ う か ？
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口全ての 素 材 生産が、
実 施されている。
全ての 素 材 生産が業 者に。
伐 倒についてのみ 業 者 を使用。
集積についての み 業 者 を使用。
伐 倒と集積についてのみ 業 者を使用。
集材についてのみ 業 者 を使用。
買 い主に よ る素 材生産 ； 森林所 有 者に よ るものでは な い。

自 分の所 有する林業 作 業 班 員 に よ り
コ ー ド の 意 味
1 ＝ 自 力

＝ 業 者
＝ 伐 倒
＝ 集積
＝ 伐 倒 ・ 集 積
＝ 集材
＝ 立 木 処 分

η，，，ω
qU
4－
Fb
nO
ウt

林 木 の 生産 方 法 （ コ ー ド ）

目 的
林業 労 働における今現在の機械化の程 度 、 素 材生産経 費。

定 義
現時 点 で の林木の生産 方 法。

1 3 . 7  

間 い
そ の 木 が ど の よ う に 伐 採 さ れ 、 処 理 さ れ る か ？

手 鋸と斧。
従 来の方 法。
プ ロ セ ッ サ （ ＝ 玉 切り、 枝 払 い、 仕 分け、 集積の た めの林
業用機械 への取付機械 ）を備える こ とに よ る部分的な 機 械
化。
チ ッ パ ー （ ＝ チ ッ プ生産のための林業用機械 への取 付 機 械 ）
を備えることに よ る部分的 な 機械化。
多 工 程 処 理 機 械（ハ ー ベスタ）を備える こ とに よ る全工 程
の機械化。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 斧
2 ＝ チ ェ ン ソ ー

3 ＝ プ ロ セ ッ サ

多 工 程 処 理機械

チ ッ パ ー4 

5 
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1 3 . 8  定 尺 材 も し く は 長 尺 材 （ コ ー ド ）

目 的
長 尺 材と定尺 材 訳 注 目の選 別についての報告。

定 義
最 大 6 m まで の長さの幹材は定尺 材 とされ、 6 mを越 え る よ うなものは長 尺 材

もしくはや や 長 尺の材とされる。

問 い
そ の 収 穫 さ れ た 木材 は 、 長 尺 材 あ る い は 定 尺 材 の い ず れ の も の と し て 仕 分 け ら

れ た の か ？

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 定尺 材

2 ＝ 長 尺 材

最 大 6 m までの長さの針 葉 樹の定尺 材もしくは広 葉 樹の
丸 太。
少 なくとも 6 mの長さ を 有する針 葉 樹の長 尺 材 あるい は
や や 長 尺の材。



1 3 ι 集 材 先 （ コ ー ド ）

目 的
素材生産の経 費。

定 義
その木材を、 伐 採 場 所（P F Z ）から 運 び 出 して ゆ く 、 も し く は追 加 輸 送 を し て

ゆ く 場 所。

聞 い
1 . 最 近の10年 間に、 あ る収穫 が行わ れた場 合 ：

ど の 運 搬 経路 に よ っ て そ の 木材 が P F Z か ら 販 売 場所 ま で 運 ばれ た か ？
2 . 収 穫 が行わ れなかった場 合 ：

今 の 状 況 下 で は 、 ど の 運搬経路 に よ っ て 木 材 が P F Z か ら 販 売 場所 ま で 運 ば
れ る で あ ろ う か ？

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 集材路

2 二 機械 通 路

3 ＝ 架 線

4 ＝ ヘ リ ポ ー ト
5 ご 河 川 ｜、 湖
6 = ト ラ ッ ク 道
7 ＝ 接 岸地
8 ＝ 索 道
9 ＝ 鉄 道の駅
1 0 ＝ 中 継地
1 1 こ 山 土 場

1 2 ＝ 木材 置 場

ト ラ ク タ ー が 走行 で きる土地での、 簡 単 で立 木 がな く 土
木 工 事 も なさ れて い な い 路 線。 斜 面 傾 斜は25 % を越 え な

急 勾 配の土地（25 ～60 % ） で、 建 設機械に よ り 敷 設 さ れ た
仮 設の道 路。
移 動 式 タ ワ ー ヤ ー ダ も し く は従 来 式のケ ーブル ク レ ー シ
装 置に よ る架 線。
ヘ リ コ プ タ ーの使 用に際 して 木材を取 り 付 ける場 所 。

ト ラ ッ ク が 通 行できる林道
船の接 岸地
ロ ー プ ウ ェ イ も し く は鋼 索 鉄 道の停 留 所
鉄道の駅
積 み 替 え地、 中 継地
た い て い は林道に隣 接 し、 木材が 既に販 売 さ れて い る か 、
販 売の用に供する た めの（幹材のための） 貯 木 場。
よ り 大 量の木材を集 荷 し、 その消 費 分 が 補 給 さ れる場 所

（選 別 、 輸 送の準 備 ）。

1 7 7 

口
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1 3 .  1 0  集 材 距 離 （ m 0～ 9 9 9 9 9 ) 

目 的
素 材 生 産の経 費。

定 義
総 集 材 距 離は、

ー 集 材 距 離 そして
ー 追 加 輸 送 距 離
の合計によ り構成 さ れて いる。

問 い
1 . 最 近の10 年 間に、 ある収 穫が行われた場合 ：

最 も 最近 の 収 穫 に お い て 、 そ の 木材 は ど の く ら い の 距 離 を 運 ば れ た か ？
2 . 収 穫 が行われな かった場合 ：

今 の 状 況 下 で は 、 木 材 は ど の く ら い の 距 離 を 運 ば れ る で あ ろ う か ？

方 法
報 告は メ ー ト ル単 位で行われる。 数 値の範 囲は、 集 材 距 離に関してはO ～9999m 、

追 加 輸 送に関してはO ～ 99 9 9 9 mとなる。

その P F Z が 林 道 上に位 置 する（利 用 の カ テ ゴ リ － A ）ので あ れば 、 集 材 距 離に
つ い ては行われな い 。 追 加 輸 送につ い ては、 そ れで もなお行 っ てよ い 。

も ち ろ ん 、 追 加 輸 送が 同 様に全 く 行 われな い 、 と い う こともあり得る（その林 分
か ら 木 材 が運 ばれて来る と こ ろ の、 その場所に 山 土 場 がある場合）。

それぞれの集 材 段 階 ごとに、 最 大 4 つ の 異 な る 集 材 方 法を報 告で き る。

4 つの集 材 距 離の全てにつ いて、 13.11章に お いて記 載 さ れて いる集 材方法の リ
ス ト が 適 用 さ れる。
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1 3 .  1 1  集 材 方 法 （ コ ー ド ）

目 的
素 材 生 産 の 経 費 。

口

定 義
集 材 方 法とは 、 素 材 生 産 に 際 し 、 木 材輸送に用 いられる全て の補 助手段の こ と

で あ る 。

間 い
1 . 最近の 1 0 年 間 に 、 あ る 収 穫 が行われた場合 ：

最 も 最近 の 収 穫 に お い て 、 ど の 集材 方 法 が 用 い ら れ た か ？
2 . 収 穫 が 行 わ れなか っ た 場合 ：

今 の 状 況 下 で は 、 ど の 集材 方 法 が 用 い ら れ る だ ろ う か ？

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 人 力 人 力 、 滑 走（ 人力に よ る木 材の木寄せ、 例 え ば 、 ケ ー ブル

ク レ ー ン の作業範 囲内まで）。

単 独の ウ イ ン チ（ キュ ー ブ フ ァ ー ・ ウ イ ン チ 訳注 目 ） （ 車 の 通
れな い 土 地 での木寄せ）。
付 属 装 備 さ れた ウ イ ン チ 。
林業用 装 備 を 備 え た、 も し く は備 え て い な い 農業用 ト ラ
ク タ 一 、 林業用 装備を備 え た、 も し く は備 え て い な い 輸
送 用 機械 、 本 来の林業用 ト ラ ク タ － 。

7 ＝ 屈 折 式 ト ラ ク タ ー ア ー テ ィ キュ レ ー ト 装 置 、 単 胴も し く は 2 胴の ケ ー プ
ルウ イ ン チ 、 排 土 板 、 大型 低 圧 タ イ ヤ を備 え た林 業 用 機

2 -
3 -
4 = 

5 -
6 -

チ、
／J1

 
4ワ出AYAd

 

馬
筏
単

付 属 ウ イ ン チ
ト ラ ク タ ー

械 。
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8 ＝ フ ォ ワ ー ダ 同 義 ＝ 運 搬 用 ア ー テ ィ キ ュ レ ー ト 式 ホ イ ー ル ト ラ ク タ ー

； ア ー テ ィ キ ュ レ ー ト 装 置 を 備 え 、 木 材 の 積 み 込 み が で
き る 林 業 用 機械 。

9 ＝ ホ イ ー ル ス キ ッ ダ ホ イ ー ル ス キ ツ ダ ； ア ー テ ィ キ ュ レ ー ト 装 置 と 固 定 台
を 備 え た 林 業 用 機械 。 短材 同 様 、 長 材 も し っ か り と 取 り
付 け ら れ 、 林 分 か ら 運 ば れ る 。

1 0 ＝ 移 動 式 タ ワ ー ヤ ー ダ
1 1 ＝ 旧 式 ク レ ー ン 従 来 式 の ケ ー ブ ル ク レ ー ン 。
1 2 ＝ ジ ー プ ジ ー プ も し く は 小 型 ト ラ ッ ク 、 ト レ ー ラ ー 付 き ト ラ ク タ

。
1 3 = L K W  ト ラ ッ ク
1 4 ＝ 犠
1 5 ＝ ヘ リ ヘ リ コ プ タ ー

1 6 ＝ 索 道 輸 送 用 の 索 道 、 鋼 索 鉄 道 （ 人 員 用 及 び 資 材 用 ） 。
1 7 ＝ 船
1 8 ＝ 軌道 そ の 他 の 全 て の 軌道 類 （ 鉄 道 ） 。
1 9 = そ の イ也 そ の 他 （ こ れ 以 上 類 別 さ れ な い ） 。



1 3 .  1 2  集 材 方 向 （ コ ー ド ）

間 い
一 般 的 に 上 方 も し く は 下 方 の い ず れ に 木材 が運 ば れ る の か 、 あ る い は 平坦地 で

集 材 さ れ る の か ？

素 材 生 産 が 、 相 当 な 小 起 伏 を 有 す る 土 地 で 実 施 さ れ る の で あ れ ば 、 優 占 的 な 集

材 方 向 に よ っ て 決 定 が な さ れ る 。

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 上 方
2 ＝ 下 方
3 ＝ 平 坦

上 方
下 方
1 0 % 未 満 の 傾 斜

1 3 .  1 3  集材 方 法 の 選 択 に 際 し て の 制 約 （ コ ー ド ）

定義
外 的 な 事 情 に よ り 、 適 切 な 集 材 方 法 を 用 い る こ と が で き な い と き の 、 そ の 不 採

用 の 理 由 に つ い て の 報 告 。 路 網 の 不 足 は 制 約 と は な ら な い 。

間 い
集 材 方 法 の 採 用 に あ た っ て 制 約 が な さ れ る か ？

コ ー ド の 意 味
1 ＝ な し
2 ＝ 鉄 道 路 線
3 ＝ 主 要 道 路
4 ＝ 送 電 線

集 材 方 法 の 選 択 に あ た っ て 制 約 が な い

1 8 1  
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・ 1 3 .  1 4 所 有 形 態 （ コ ー ド ）

目 的
所 有 形態別 の 割合に つ いて の 状 況 把 握 。

所 有 形態の確 認 は 、 その地 区の森 林 宮の 回 答に基 づ いて行われる。 その 際 、 所
有 形態は新 し い調査地にお いての み 確 認 がな さ れなくてはならな い（低 木 林の、 も
しくは到 達できない調査地にお いても）。

問 い
誰 が そ の 森 林 を 所 有 し て い る の か ？

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 連 邦 E D  I （内務 省）、 E M D（ 国 防 省）、 S B B  （スイ ス 連 邦 鉄

道）の森林と、 他の連 邦 有の森林。
2 ＝ 州 州 有 林と州 営 林（農業専 門 学 校 、 刑 務 所 、 その他）。
3 ＝ 行政 的 自 治 体 制 5

7行政 的 自 治 体 、 住 民 組合といわゆる混合組合の森林。
4 ＝ 市 民 組合 市 民 組合 、 学 校 ・ 教 区 及 び 救 貧 組合の森林。
5 ＝ 団 体 州の規則に従 っ た公 法の下にある団 体と協 同 組合、 それ

に 木材 ・ 森 林 及 び林業組合の森林。
6 ＝ 個 人 有 個 人 有 、 総持（例 え ば 、 共 同 相 続、 共 同 体）そして 共 有の

森林。
7 ＝ 会 社 私 法 上の 団 体 、 木 材協 同 組合 、 私 有 林 連 盟 、 高原牧場及

びその他の組合、 そし て 私 権に基 づく組 合の森林。 会 社
（例 え ば 株 式 会 社）、 協 会（例 え ば 自 然 保護 連 盟）、 同 業組
合、 修 道 院 、 宗 教 財 団 、 その他の森 林。



1 3 .  1 5 根 拠 計 画 （ コ ー ド ）

目 的
ス イ スの森林 に お け る 経 営 に 関 する計 画 訳 注 目 についての指摘。

定 義
アン ケ ー ト 調査の時 点 での、 現行で策定されている根 拠 計 画。

特に、 山 岳 地の州と私 有 林 に お い ては、 し ばし ば 施 業 計 画は立てられて い な い。

間 い
そ の P F し に は ど の よ う な 根 拠 計 画 が あ る の か ？
そ の 根 拠 と な る 計 画 の 樹 立 年 は ？

コ ー ド の 意 味
1 ＝ 施 業 計 画

2 ＝ 造林計 画
3 ＝ 計 画なし
4 = そ のイ也

樹 立 年

w p 訳 注 目が立てられている。 経営の計 画がなされて い る
（樹 立 年の報告を行う ）。
造林計 画が立てられている （ 樹 立 年の報告を行う）。
計 画の立てられていない経 済林。
そ の他 （ 非 経 済林、 保 護 区 ）
経 営についての計 画がなされていない。

樹 立 年 （ 2 桁 ）の報告は、 コ ー ド 1 「施 業 計 画」とコ ー ド 2 「 造 林 計 画 J tこ ついて の
み 行わ れる。

1 8 3  
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付録

林 縁 調 査 用 紙

林 分 安 定 性 用 紙

平 面 略 図

器 材 リ ス ト （ 1 調 査 グ ル ー プ の 装 備 ）

専 門 用 語 の 解 説
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Schweizerisch自 S
Landesforstinventar 
WSL 
8903 B i rmensd orf 合林縁調査用 紙 （ メ ニ ュ － 6 )  

日 付一一一一

班 員 一 一一

Y 一一一－－ -

班長一一 一一

X 標座

グ ル ー プ N r .  

種 の 割合 ＝ V

＝ 極め て ま れ な も の で 、 ほ ん の わ ず か な 面 積
を 占 め て い る （ た い て い は 1 個体の み ）

→ 1 . 3 m 未満 で 、 そ れ だ け が代表 的 な も の
で あ る 手重

わ ず か で 、 そ の 面 の た だ 1 % 未満 を 占 め て
い る

1 ～5 % を 占 め る
5～25% を 占 め る

25～50% を 占 め る
50～75% を 占 め る
75～ 1 00% を 占 め る

低木 z コ ー ド 1 ～9 と 1 00～ 1 1 8 V 
潅木状 に 生長 す る 樹木 と 本来の低木
ハ イ マツ P i nus mugo  p rost凶a 1 

j 
ネ ズ Jun i  p巴「us commun i s  2 
ヤ シ ヤ ブ シ A l 「＼US 山 d i s 5 j 

ヒ イ ラ ギ I l  ex aqu i  f口 l i um 6 
キ ン グサ リ Labu rnum anagy川 des 7 I 
エ ノ ノ ウ ワ ミ ズ P r…adus 8

1 ザ ク ラ I 
メ ギ

I 
Be cbec i s … ！ 川

ツ ゲ Buxus sempe rv i rens 1 0 1  
ザ イ フ リ ボ ク 帥 l anch…＇ 1 i s  ! 1 02

1 ス イ カ ズ ラ Lon i  cera sp _ I 1 03 
ミ ズ キ Corn us sangu i  nea 1 04 
サ ン シ ュ ュ I Corm 
ハ シ バ ミ I Co「y l us ave 1 1  ana I 1 06 i 
ク ロ ニ ワ ト コ Sambucus n i  g r a  I 1 01 
ア カ ニ ワ ト コ Sambucus racemosa 1 08 
ク ロ ウ メ モ ド キ Rhamnus catha rt i ca 1 09 
イ ボ タ ノ ヰ L i gustrum vu l ga「e
マ ユ ミ Evonymus sp . 
イ ソ ノ キ Rhamnus  f 「ang u l a 1 1 2 
グ ミ H i ppophae r hamno i des i 1 1 3  
ワ タ ゲ ガ マ ズ ミ Y i  burn  um 1 antana 1 1 4 
カ ン ボ ク V i burnum opu l us 1 1 5 
リ ン ボ ク P runus sp i nosa 1 1 6 
マ ハ レ フ P runus maha l eb  , 1 1 7  
サ ン ザ シ C rataegus  sp . 1 8  
準 そ の他の低木 9 
毒 ツ ツ ジ属 （ Rhododendron s p .  ） 、
倭性 ネ ズ （ J u n i pe rus communi s  ssp . nana ） 、
倭性 カ ン パ （ Betu l a nana ） 、 エ リ カ （ E r i ca carnea ） 、
ギ ョ リ ュ ウ モ ド キ （ Ca l l un a vu l gar i s ） 、 ス ノ キ j護 の種 を 除 く

林縁の調査の た めの追加 ， コ ー ド 1 20～1 28 i V 
盤木3監竪主主査盟物 一 一一一－－ －一一一L
ブ フ一 、 ク ベ ＂ - Rubus f 「 u t i cosus i 1 20 I 
ラ ズ ベ リ － Rubus i daeus I 1 2 1 i 
ノ バ ラ Rcsa can i na I 1 22  ! 
キ ヅ タ Hedera hel i x  I 1 2 3 i 
カ ザ ク ル マ C l emati s v i ta 1 ba I 1 2 4 I 
ヒ メ ス ノ キ Vacci n i um myr t i l l us I 1 2 5  I 
コ ケ モ モ �acci n i um v i t i s- i daea I 1 2 6  I 
ク ロ マ メ ノ キ v acc i n i um u l i g i nosum I 1 2 7 I 
ツ ， レ コ ケ モ モ 1 acci n i  u rn  O_l_:ycoccus I 1 28 I 

一2 

3
4
5
6
7
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広葉樹 ， コ ー ド 50～99 一一 一一一 一＿＿＿_J＿ �ι 
ヲ示了一一一

！ 両長E三百子atica I 50 I 
ナ ラ I Que「cus robu 「 （ ヨ ー D •V/\ 0 行 ） i 5川

I Que「cus pet 「aea （ ）ユナう ） i 52 I 
I Que「cus p雌民e州ニコケ ナう ） I s3 1 
I Que「cus ce 「 「 i s （ ト品コナう ） 1 54 I 
I Ou巴「cus 「ub「a ( i'力力 硝 シ ワ ） I 5 5  I 
I Ace 「 叩
I Ace 「 p l ata「10i des （ ／ 品ウ工－力工テ 喰 ） I 57 I 
! Ace 「 pseudopl ata「！US （ セイ ヨウヵγ カエテ j 58 I 
, Ace「 opa l u s ( ;J"/\ 0 - /t力工デ ） I 59 I 
' F raxi nus exce l s i o 「 （ セイヨウ ｜ヰリコ ） ' Bo I 

F raxi  nus  o r nus （ マンナシォγ ） ! 6 1 j 

Castanea sat i va , 62 : 
A l nus g l 凶 nosa （セイヨウヤマハンノ キ j I 63 : 
A l nus i ncana （ セイ ヨウハンノ キ ） i 64 ! 
Betu l a  pendu l a （ シゲ レカン1 1 " l I 65 I 
Betu l a pubescens （ ウうゲシうカンハ 恥 ） I 66 i 
Carp i nus bet山s I_ 67 I 
Cel t i s austra l i s  I 68 I 
J 州 ans reg i a  I 6 9  i 
Ostrya carp i n i fo l i a  I 70 ' 
Mal us s i l vest r i s （ ヤマリンコ ー ） I 7 1 
P y 「us cornmun i s （ セイ ヨウナシ ） I 72 
P opu 1 us a 1 ba 1 P .  canescens I 73  
(r ン 卜 ＂ D e シナヤマナうシ ） i 
P op山s 町 出 ヨ ー 日引！＼ ＇ ク口ヤマナう シ j I 74 ; 
P op山JS tremu l a ( 3 －ロツI\ 。 択すう シ ） I 15 ' 
Popul  us sp . i 76 
F 「unus avi  um I 77 
R耐 円 i a pseudacac i a i 78 
Sa l i x  sp . I 80 
Sorbus a r i a （ セイ ヨウウラγ 日／キ ） I 8 1  
Sorbus aucupar i a ( ;tウシユウナナカマ γ ） ! 82 
So「bus d omest i ca （ ナナカマ ト ＇＂ �－u I 83  
Sorbus to「問i na l  i s （ カエデ／＼ ・ 7γ キナシ 1 84 
T i l i a cordata ( 7ユtr, T ィ γ ュ ） I as 
Ti 1 i a  p l atyphyl l os （ ナツホヲ ・ ィ γ ュ ） I 86  
U l mus m i nor （ ヨ 同日り／＼ ＇ ニレ ） I 87  
U l  mus  g l  abra ( 3 D"J/\ ' /\JI,ニレ ） I as 
Aescu 1 us  hi ppocastan um I 89  
L i 「 i odend ron tu l i p i fe「a I so 
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ク マ シ デ
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ク ル ミ
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野 生果樹

ク リ
ハ ン ノ キ

ト ネ リ コ

カ ン パ

カ エ デ

ポプラ

直曹三さり9_-:::4_9 一一 一ザ
ト ウ ヒ I P i cea ab i es 

モ ミ I Abi es a l ba 
マ ッ I P i  nus  sy l vest 「 i s （ ヨー ロザ！＼ ＇ アカマツ ）

i P i nus  n i g ra  （ ヨ ー o•y/1 ＂ クE刊 j
I P i 附 str伽叫 トロ ー内 ）
I P i nus  mugo a r bo rea （ 王 ンデナマツ ）
I P 川JS cer協 同 （ ヨ o•y／＼ ＇ プ ヨ ウ ）

カ ラ マ ッ I L a r i  x deci  dua c L .  kaempfer ,  
ダ グ ラ ス フ ァ － I P seudotsl駅 間nz i es i i
イ チ イ i T axus bacca ta 
外来針葉桜 i Ab i es  sp . （モミu

I Ced 「us sp . （ ヒマラヤスヰ官 ）
' Chamaecypa r i  s $P . （ ヒ／掃 ）

C rypt側陪 「 i a sp . ( ;tt ' U  
Metasequo i a （ 対セコイヤ）
P i cea sp .  （ トウ ti )
P i  nus s p .  （ �

1，属 ） 『

Sequo i adend ron （ 七コイヤ子 ” ン ト 。 Eン ）
Tht」 j a sp . （ 知へ官 ）

, Tsuga s p .  （ 灼 官 ）
そ の他 の針葉樹 l
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ン
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サ
ニ
ヤ
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そ の 他 の広葉樹
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p F L の 座 標 X 

グ ル ー プ N r .  

負 荷 の 特 性

積 雪 荷 重

風

地 す べ り

落 石

雪 の 作 用

火 災

摂 食

野 生 獣

人 為 に よ る 負 荷

林 分 の 抵 抗 性 の 特 性

樹 種

形 状 比

樹 冠 長

樹 冠 形 状

斜 立

根 の 緊 縛 力

成 長 階

疎 密 度 ／ 空 所

林 分 構 造 ／ 垂 直 林 縁

活 力

被 害 と 病 気

総 合 安 定 性

林 分 の 安 定 性

y 

班 長

1 2 3 4 5 6 

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 ロ
口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 ロ 口 口

口 口 口 口 口 ロ
口 口 ロ 口 口 口

口 口 口 口 口 口

1 2 3 4 5 6 

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口

ふ当、 Schweizer i sches  

{ I \ '\ L a n d esforst i n v en t a r  vov WSL 
外�－－ペ 8903 B i r m e n sdorf 

日 付 一一一一 ／ 一一一一 ／ 一一一

班 員

除 か れ る

7 8 9 1 0  負 荷

口 口 口 口 口

口 口 口 口 ロ
口 口 口 口 口

口 口 口 口 口

口 口 口 口 口

口 口 口 口 口

口 口 口 口 口

口 口 口 口 口

口 ロ 口 ロ 口

7 8 9 1 0 

口 口 口 口

口 口 口 口

口 口 口 口

口 ロ 口 口

口 口 口 ロ
口 口 口 口

口 口 口 口

口 口 口 口

口 口 口 口

口 口 口 口

口 口 口 口

口 口 口 口 口 口 口 口 口 口



..J.J... S c h w e i z e r i s c h e s  
I I \ \ La n des forst inventa r 

OV WS L 
人ご二ペ 8903 B i rmensd o rf  

平 面 略 図

p F し の 座標 ： ／ 日 付 ： 一一／一一一 ／一一
p F し の 海 抜 ： 海 抜 m L K 番 号 ：
グ ル ー プ N 「 ． グ ル ー プ 班 長 ： 森 林 区 ：

乗 り 入 れ道路 （ 記 述 ） ： 地 図 の 切 り 抜 き

「

出 発 地 点 の 座標 ： y θ 
P F L へ の ア プ ロ ー チ （ 記述 と 見 取 図 ） ：

調 査 不 能 ：

所 見

。

L 

寸

」

1 8 9 
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平 面 図

300 

確保
VP-N r .  方 位 斜 距 離

400 

200 

記 載 事 項

側 面 図

I －·展 開 方 向叶

P FZ I： 関 す る 報告 ：

地 表 管 杭 を 発 見 0 
青 い 標 識 を 発 見 0 
T 型鍋 を 打 ち 込 む 0 

L F I -N r .  



器 材 リ ス ト （ 1 調 査 グ ル ー プ の 装備 ）
L F I 2 

調 査 の 用 紙 と 資 料

グルー プ N r .  

資料

一 調査マニ ュ アル 2 冊
一 樹木と 低 木の検 索 図 鑑
ー 森 林 被 害 の カ ラ ー 図 解

グルー プ班 長

班 員

一 座標 網の入 っ た1 :25 , 0 0 0と1 :1 00 , 00 0の地図
- T C S 訳注 目 道 路地図
ー フ ァ イ ル 1 冊 ： L F I l にお ける 調査地リ ス ト

略 図 を 含 む、 L F I  l の測 定 記 入 用 紙
調 査 木リス ト

W S I 11<i1 s 1の平 面 略 図
問 題のあ る調 査地の概 況

一 基 準 点 を 記 入 し た 航 空 写 真
一 調査 を 行 う P F Lの基 準 点 を加 え たリ ス ト

ー フ ァ イ ル 1 冊 ： グルー プの資 料 整 理 用
一林業年 鑑 1 冊
一 ス イ ス 市 町 村 便 覧 1 冊
一 緊 急 時の連 絡 先の電 話 番 号 を記 した粘 着 ラ ベル （ R E G A 舵 6 2、 大 学 病 院、 そ

の他 ）

- L F I 2 の 報 告 書 2 冊 （ H . R.スティ ーリン（H . R . St i e r l i n))
- L F I 1 の報 告 書 Nr.3 0 5 （広 報 活 動 時 の 図 解のた め）

事務用 品 訳注 目 ：

一 休 暇 届 用 紙
一 巡 期 間 報 告 用 紙
一 時 間 給 表

1 9 1  
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ー 「 平 面 略 図 」 用 紙
一 「林縁の樹種 調査 」 と 「 安 定性の確 認 」の補 助 用 紙
- L F I2の調査 用 紙 1 0 セ ッ ト

一 色 鉛 筆 1 箱
-0. 7 /0. 5 mmのシ ャ ー プペン 各 1 本
一 消 し ゴ ム
ー マ ジ ッ ク インキ 1 本
一 蛍 光 べン （青 、 黄 ）
一 目 盛付ルー ペ （図 上での 基 準 点 選 抜のた め ） 1 個
-30 cm定規 1 本
ー ロ ッ ト リ ング 用 テンプ レ ー ト 1 枚
一 縮 尺 ス ケ ール 2 本
一 穴 あ けパンチ 1 個
－ 補 充 用 針付きのス安 一 プ ラ ー 1 個
ー ク リ ッ プ
一 付 筆 （Post- i t)
一 幅 広のセ ロハンテ ー プ l 巻
－ 補 充のテ ー プ付きス コ ッ チテー プ 1 巻
一 野帳 1 冊
ー メ モ 用 紙 1 冊
ー プ ラ ス チ ッ ク 製 下 敷き l 枚
ー フ ァ イル 2 冊
ー ク リ ヤ ー フ ァ イル 1 0 冊
一 図 面 巻 き l 本
- A5 訳注 6 4の封 筒 2 0 枚
- A4の封 筒 1 0 枚
一 仕 切 り の付いた 図 表 用の箱

調 査 の た め の 装備 ：

- MAGL I TE懐 中 電 灯 訳注 6 5 

一 応 急 手当 セ ッ ト
一 器材 用 プ ラ スチ ッ ク 容 器 2個
一 三 脚標 識 「 測 定 中 」 2組
一林務当局 一 覧 表 l 枚
ー ワ イヤ ー ロ ー プ付きの1 . O t 牽 引 機 1 台
一 大 型 リュッ ク サ ッ ク l 袋 （山 岳 軍 用 リ ュ ッ ク サ ッ ク 1 袋 ）
一 小 型 リュッ ク サ ッ ク 1 袋
一 作 業 用 ベス ト 1 着
ー ケ ー ス付き詑 l 振



一 刷 毛 及 び 村IJ 毛 の 固 定 台 の 付いたペンキ 缶 I 缶
一 金ブラ シ 1 本
一 大 型 ハンマ － l 本

ー ケ ー ス 付 き の 「Thommen」高 度 計 1 台
一 鏡 付 き コ ンパ ス 「S i l va」 l 個
- Suunto傾 斜 計 2台
ー ポ ケ ッ ト コ ンパ ス 2 台
ー ポ ケ ッ ト コ ン パ ス 用 三 脚 2脚
ー ポ ー ル 2本
一 補 足 用 テ ー プ付 き50 m 巻尺 1 巻
- 20 m の 自 動 巻 取 り 式 巻 尺 2巻
- l O m の 直 径 巻 尺 2巻
一 予 備 付 き の 数 字 板 l 式
一 油 性 チ ョ ー ク 付 き の チ ョ ー ク 用 ペン軸
一 引 き 鈎 l 本
- 60 cmEAFV制 6

7 式 輪尺 2本
ー ク リ ス テン式 測 高器 2本
- D 7 用 竿 l 本
- 30 cm 曲 線 型 輪 尺 2本
-40 cm 曲 線 型 輪 尺 2 本
- 60 cm 曲 線 型 輪 尺 2 本
一 幼 樹林 用 ポ ール 1 本
- 12 cm幼 樹林 用 直 径 ゲ ー ジ 1 本
一 留 め 具 付 きの幼 樹 林 用 の 縄

1 本

N r .  

N r. 

- Paravant訳注 6
8 用のアル ミ の ス ー ツ ケ ー ス l 本、 中 に 入 っている も のは ：

- RAM カ ー ド2本文を 含 む 、 Paravant の N r. 
デ ー タ収集 の 器材 1 式

- Paravant の た めの黒い手 提 げ 鞄 1 本
- Paravantと Ta l l y訳注 6

9のマ ニュアル 2冊
一 ケ ー ス 付 き の 予 備の蓄 電 池 1 個
一 予 備 の RAM カ ー ド
- RAM カ ー ド 用 の プラ ス チ ッ ク 製 保 護 袋
一 前 も っ て 宛 名 の記された シ ー ル
- RAM カ ー ド 用 の 梱 包（郵 送 用） 5 組
一（水 性 で ない）フ ェ ル ト ペン 1本
ー セ ロ ハ ン テ ー プ l 巻
-220 V 充 電 器 l 台
一 12 V の 自 動 車 電 源 充 電 器 1 台
一 接 続 コ ー ド（電 算 コ ード ） 1本
-220 V の 回 路 網 用 の 延 長 コ ード 1 本

1 9 3  

訳注 6 6 
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専 門 用 語 の 解 説

A b h o l z i g k e i t 
（ 梢 殺 ）

A n s p r a c h e  
（ 確 認 ）

B a s a l  f l 話 c h e
( G r u n d f l a c h e ) 

（ 胸 高 断 面 覆
（ 基 底 面 積 ） ）

B a u m a r t  
（ 樹 種 ）

B a u m a 「 t '
d o m i n i e r e n d e  

（ 優 勢 種 ）

B a u m k r o n e  
（ 樹 冠 ）

幹 で の 1＼請 さ が i： が る に つ れ て 直 径 が 若 し ぐ 減 じ る こ と ；
S c h l a n k h e i t s g 「 a d （ 形 状 比 ） 訳 注 7

0 も 見 よ ( 1 2 . 3 章 を 見 よ ） 。

L F I の 調 査 マ ニ ュ ア ル に お け る 諸 定 義 を 考 慮 に 入 れ た 、 鑑
定 者 と し て の 査 定 の こ と む

あ る 樹 木 の 1 . 3 m の 高 さ （ 胸 高 直 径 の 測 定 位 置 ） に お け る 幹 の 断
面 積 、 も し く は 、 あ る 林 分 内 の 樹 木 の m z 単 位 で の 樹 幹 断 面 積
合 計 。

L F I に お い て 、 国 有 の コ ー ド を も っ て 記 録 さ れ る 樹 種 （ 8 .  
5 章 を 見 よ ） 。

胸 高 断 面 積 割 合 に 基 づ い た 、 1 調 査 地 に お け る 最 多 頻 出 樹 種 。

K r o n e （ 樹 冠 ） を 見 よ 。

B e g e h b a r k e i t s g 「 e n z e  調 査 地 の 歩 行 で き な い よ う な 部 分 、 例 え ば 右 壁 、 河 川 、
（ 歩 行 可 能 界 ） 湖 な ど と の 境 界 総 。

B e s c h  i 「 m u n g s g 「 a d 総 面 積 に 対 す る 全 て の 樹 木 （ 何 層 も の 被 覆 も 考 慮 に 入 れ て ） の
（ 樹 冠 疎 密 度 ） 樹 冠 投 影 の 総 計 の 比 率 で 、 1 0 0 % よ り 大 き い こ と も あ る 。

B e s t a n d  樹 種 構 成 、 林 齢 、 構 造 に よ り 、 周 凶 と 本 質 的 に 区 分 さ れ て い
（ 林 分 ） る 樹 木 集 ｜司 で 、 L F I で は 最 小 ！面 積 5 ア ー ル か ら の も の 、 と

し て い る （ 1 1 .  1 草 を 見 よ ） 。

B e s t a n d e s s t a b i l i t a t  妨 げ と な る 諸 影 響 に 対 す る 、 あ る 林 分 の 予 想 さ れ る 安 定
（ 林 分 の 安 定 性 ） 性 。 L F I で は 、 諸 々 の 危 険 （ 風 、 雪 な ど ） に 対 す る 力 学 的 安

定 性 と の 解 釈 を ；采 っ て い る ( 1 2 . 1 亭： を 見 よ ） 。

B e s t a n d e s s t r u k t  u 「 林 分 の 垂 直 構 造 の 表 現 ： 単 層 あ る い は 規 則 的 な 多 層 （ 2 な い し
n a c h  L F I  被 数 の 、 互 い に 明 確 に 区 分 さ れ た 層 ） で 、 段 に な っ た 集 問 構 造

( L F I に お け る ( 1 1 .  1 0 章 を 見 よ ） 。
林 分 構 造 ）

B e s t a n d , 
m a s s g e b e n d e r 

（ 標 準 林 分 ）

B e s t o c k u n g  
（ 立 木 地 ）

標 準 林 分 は 、 判 読 面 内 に あ っ て 、 そ の 内 に 調 査 地 の 中 心 が 位
置 し て い る 林 分 で あ る 。
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B e s t o c k u n g s g l i e d e r  少 な く と も 3 m の 高 さ を 有 す る 、 L F I の 樹 種 リ ス ト に 基
（ 林 分 構 成 木 ） づ く 全 て の 樹 木 と 低 木 （ 4 . 5 章 を 見 よ ） 。

B e s t o c k u n g s g r a d  
（ 立 木 度 ）

B e s t o c k u n g s g r e n z e  
（ 立 木 地 界 ）

B e t r i e b s a r t  
（ 作 業 種 ）

B e w a l d u n g s p r o z e n t 
（

森

林 率 ）

B H D 
（ 胸 高 直 径 ）

B o s c h u n g  
（ 法 ）

B o n i  t 温 t
（ 地 位 ）

B r e i t e  
( M i n d e s t b r e i t e ) 

（ 幅 （ 最 小 幅 ） ）

あ る 林 分 の 胸 高 断 面 積 と 、 そ れ に 対 応 し た 収 穫 表 の 値 と の 指
数 と し て 算 出 さ れ た 、 林 分 密 度 の 尺 度 。

最 も 外 側 の 林 縁 を 構 成 す る 胸 高 直 径 1 2 c m 以 上 の 樹 木 と 低 木
の 、 幹 の （ 胸 高 で の ） 外 接 線 。

典 型 的 で そ の 作 業 種 に 特 有 な 更 新 に よ っ て 特 徴 づ け ら れ る 森
林 の 基 本 形 態 （ 高 林 、 中 林 、 低 林 ） の 造 成 に つ な が る 、 一 般 的
な 造 林 学 上 の 原 則 に 従 っ た 、 林 分 の 地 蜂 え 、 保 育 、 収 穫 そ し
て 更 新 に つ い て の 造 林 プ ラ ン 。

あ る 評 価 単 位 内 に お け る 、 総 面 積 上 の 森 林 面 積 の 割 合 。

B r u s  t h o h e n d  u r c h r『1 e s s e r （ 胸 高 直 径 ） を 見 よ 。

制 約 の 下 に お い て 立 木 地 と し て の 可 能 性 を 有 し て い る 林 地 、
例 え ば 、 道 路 法 面 な ど （ 1 1 .  2章 を 見 よ ） 。

林 分 の 成 長 力 と し て 表 れ る 立 地 形 質 に よ る 、 あ る 森 林 の 立 地
の 能 力 の 表 示 ； ス イ ス の 収 穫 表 で は 5 0 年 生 時 の 上 層 樹 高 。

森 林 と し て み な さ れ る 立 木 地 の 、 そ の 被 度 に 対 応 し た 最 小 の
幅 ： 1 0 0 % の 被 覆 で 幅 は 2 5 . 0 m ; 5 0 % で 3 1 . 7 m  ; 2 0 % で 5 0 . 0
m 。 幅 は 、 調 査 地 中 心 を 通 っ て 境 界 線 か ら 境 界 線 ま で を 測

定

し て 求 め ら れ る （ 4 . 6 章 を 見 よ ） 。

B r u s t h ti h e n d u r c h m e s s e 「 直 立 し て い る 幹 に 接 し て 地 上 1 . 3 m の 高 さ で 測 定 さ れ る 幹
( B H D )  の 直 径 ； L F I の 調 査 マ ニ ュ ア ル も 見 よ （ 8 .  1 3 章 を 見 よ ） 。

（ 胸 高 直 径 ） ー 優 勢 木 胸 高 直 径 （ d d o m ) ; l h a 当 た り 1 0 0 本 の 優 勢 な 木 の 平 均

D e c k u n g s g r a d  
（ 被 度 ）

D e k l i n a t i o n  
（ 方 位 角 ）

D e r b h o l z 
（ 成 材 ）

直 径 。

総 面 積 に 対 す る 、 樹 冠 投 影 に よ り 被 覆 さ れ る （ 何 層 か の 被 覆 は
考 慮 さ れ な い ） 面 積 の 比 率 （ 最 大 で も 1 0 0 % ） 。

地 理 上 の （ 真 の ） 北 方 向 か ら の コ ン パ ス の 磁 針 の 偏 角 。

少 な く と も 7 c m の 太 さ を 有 す る 樹 木 の 地 上 部 分 。



D r e h wu c h s  木 繊 維 の 走 向 が 、 多 少 の 差 は あ れ 、 強 度 に 幹 軸 か ら 右 ま た は
（ 旋 回 生 長 ） 左 に そ れ る こ と に よ る 、 木 材 の 品 質 低 下 に つ な が る 特 性 。

D u  r c h f o 「 s t u n g 成 長 空 間 の 拡 大 の た め に 木 を 取 り 除 く こ と に よ る 、 林 分 の 保
（ 間 伐 ） 育 と 収 穫 、 そ し て 残 さ れ る 林 分 の 構 造 、 安

定

性 あ る い は 品 質
の 改 良 の た め の 措 置 ( 1 1 . 1 1 章 を 見 よ ） 。

D u r c h m e s s e 「 幹 型 の 決

定

の た め 、 枝 下 材 あ る い は 樹 冠 材 に つ い て 7 rn の 高
i n  7 m  H o h e ( D 7 )  さ で 測

定

さ れ た 直 径 。
( T m 高 に お け る

直 径 （ D 7) ) 

D U 「 「 s t 亙 n d e r ま だ 立 っ て い る 枯 死 木 。
（ 枯 死 木 ）

E i n g r i f f  林 分 に お け る 造 林 的 ・ 林 業 的 行 為 に つ い て の 用 語 。 特 に 保 育
（ 介 入 ） と 素 材 生 産 の 措 置 を い う 。

E i n g r i f f s a r t  L F I で は 、 最 近 に お け る 造 林 上 好 ま し い 介 入 の 種 類 の こ と
（ 介 入 種 ） ： （ 幼 齢 林 で の ） 保 育 、 間 伐 、 受 光 伐 、 終 伐 、 択 伐 そ し て 山 岳

林 間 伐 ( 1 1 . 1 1 章 を 見 よ ） 。

E i n g r i f f s d r i n g l i c h k e i t  標 準 林 分 に お い て 、 あ る 造 林 上 の 介 入 を 実 施 し な け れ
（ 介 入 緊 急 度 ） ば な ら な い 、 そ の 期 間 。

E i n w u c h s  2 田 の 調 査 の 聞 に 直 径 測 定 下 限 を 越 え て き た 木 。
（ 進 界 木 ）

E n d n u t z u n g  一 般 に は 終 伐 と 同 意 で あ る 。 皆 伐 高 林 作 業 に お け る 、 伐 期 の
（ 伐 期 収 穫 ） 終 わ り に 残 っ て い る 林 分 の 収 穫 。

E n t w i c k l u n g s s t u f e  平 均 も し く は 優 勢 木 胸 高 直 径 か 、 平 均 も し く は 優 勢 木 樹 高
（ 成 長 階 ） （ 上 層 樹 高 ） に 基 づ い て 林 分 を 級 に 分 け る こ と で 、 L F I で は

優 勢 木 胸 高 直 径 に 基 づ い て い る ： 幼 樹 林 ／ 叢 林 、 棒 材 林 、 小 径
林 、 そ の 他 （ 1 1 .  6 章 を 見 よ ） 。

E r s c h l  i e s s u n g s d i c h t e  rn / h a で 示 さ れ る 、 道 路 と 道 か ら な る

森

林 路 網 を 指 標 す る
（ 路 網 密 度 ） 数 値 。

F e g e s c h 語 d e n
（ 角 擦 り の 害 ）

F e me l s c h l a g 
（ 画 伐 ）

ノ ロ ジ カ や シ カ が 、 新 し く 生 え て き た 枝 角 の 表 皮 を 取 り 除 く
た め 、 木 本 類 に 擦 り つ け る こ と に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 、 樹
皮 の 障 害 （ 9 .  1 2 章 を 見 よ ） 。

立 体 的 ・ 時 間 的 配 列 を 考 慮 し て 、 多 少 の 差 は あ る が あ る 大 き
さ の 面 を 、 同 じ 様 な 、 あ る い は 異 な っ た 伐 採 方 式 に よ り 更 新
さ せ る こ と に よ る 高 林 の 作 業 形 態 。

1 9 7  
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G e b i r g s wa l d 
d u  「 c h f o r s t u n g

（ 山 岳 林 間 伐 ）

G e b U s c h wa l d 
（ 低 木 林 ）

h / d - We r t  
( h /  d 値 ）

H e k t a r v o 「 「 a t
( h a 蓄 積 ）

H o c h wa l d 
（ 高 林 ）

H o l z v o 「 「 a t
（ 林 木 蓄 積 ）

構 造 の 維 持 も し く は 改 良 （ た と え ば 集 団 構 造 ） 、 そ し て 継 続 的
な 更 新 を 主 目 的 と し た 、 山 岳 林 に お け る 介 入 ( 1 1 . 1 1 章 を 見 よ ） 。

そ の 2 / 3 以 上 が 低 木 や 薮 で 覆 わ れ て い る 林 地 の こ と 。 特 に 、 ア
ル プ ス に お け る ヴ イ リ デ ィ ス ヤ シ ャ ブ シ 訳 注 7

1 や ヨ ー ロ ッ パ ハ
イ マ ツ の 林 が 該 当 す る が 、 ハ シ バ ミ の 萌 芽 林 と そ れ と 同 様 な
立 木 地 も 低 木 林 と み な さ れ る 。

S c h l a n k h e i t s g r ad （ 形 状 比 ） を 見 よ ( 1 2 . 3 章 を 見 よ ） 。

h a 当 た り の 林 木 の 蓄 積 の こ と で 、 L F I で は 樹 冠 材 の 材 積 で
表 し て い る 。

天 然 下 種 ま た は 人 工 播 種 に よ る 更 新 、 あ る い は 首 木 の 移 植 に
よ り な る 森 林 の 形 態 。

Vo r r a t  （ 蓄 積 ） を 見 よ （ 8 .  1 章 を 見 よ ） 。

I n t e 「 P 「 e t a t i o n s f l a c h e そ の 辺 が 経 緯 線 に 平 行 し 、 対 角 椋 の 交 点 に 調 査 地 の 中
（ 判 読 面 ） 心 が あ る 、 5 0 m × 5 0 m の 面 。 全 て の 箇 所 の 確 認 は こ の 面 に 基

づ い て 行 な わ れ る o

K a s t a n i e n s e l ve  S e l v e （ セ ル ヴ ェ ） を 見 よ ( 1 1 . 5 章 を 見 よ ） 。
（ ク リ の セ ル ヴ ェ ）

Ke r n w u c h s  種 子 か ら 発 生 し た 樹 木 ( 1 1 . 5 章 を 見 よ ） 。
（ 実 生 ）

K l e b a s t ( W a s s e r r e i s )  幹 の 後 生 芽 （ 休 眠 芽 ） か ら 発 生 し た 弱 体 な 芽 の こ と で 、 例
（ 後 生 枝 （ 水 枝 ） ） え ば 突 然 加 え ら れ た 受 光 量 へ の 反 応 と し て 、 し ば し ば ナ ラ や

モ ミ で 生 ず る 典 型 的 現 象 。

K l u p p i e r u n g  
（ 直 径 測 定 ）

い わ ゆ る 輪 尺 に よ る 幹 直 径 の 測 定 （ 8 .  1 3 章 を 見 よ ） 。

K l u p p i e r u n g s s c h w e l l e  達 す る か 越 え ら れ な け れ ば な ら な い 、 記 録 が な さ れ る 樹
（ 直 径 測 定 下 限 ） 木 の 最 小 径 の こ と 。 L F I で は B H D 1 2 c m と し て い る （ 8 章 を

見 よ ） 。

K o n t 「 o l l a u f n a h me デ ー タ の 質 を 検 査 す る た め の 、 最 初 の 調 査 の 影 響 を 受 け な い
（ 管 理 調 査 ） あ る 調 査 地 に お け る 2 回 目 の 調 査 。

K o o r d i n a t e  
あ る 点 の 地 理 k の 位 置 を 、 地 図 上 の キ ロ メ ー ト ル 網 の 中 に 確

（ 座 標 ） 定 さ せ る 数 値 。



K r o n e  
（ 樹 冠 ）

L F I 

L i c h t u n g  
（ 受 光 伐 ）

樹 冠 の 下 端 （ 後 生 枝 を 除 く 最 初 の 緑 枝 ） と 梢 端 と の 閲 の 、 樹 木
の 器 葉 し て い る か 葉 の 茂 っ て い る 部 分 （ 8 .  1 5 章 を 見 よ ） 。

全 国 森 林 資 源 台 帳 。

天 然 更 新 の 準 備 ま た は 補 助 の た め の 、 林 分 の l 部 分 を 取 り 除
く こ と に よ る 光 配 分 の 調 整 ( 1 1 . 1 1 章 を 見 よ ） 。

M a s s ge be n d e r B e s t a n d  標 準 林 分 と は 、 調 査 地 中 心 が そ の 中 に 位 置 し て い る 林 分
（ 標 準 林 分 ） で あ る 。

M i n d e s t b 「 e it e B r e i t e （ 幅 ） を 見 よ 。
（ 最 小 幅 ）

M i s c h u n g s g r a d  一 般 ： 林 分 を 構 成 す る 異 な っ た 樹 種 の 、 胸 高 断 面 積 で の 割 合 。
（ 混 交 率 ） L F I で は 、 0 ～ 1 0 % （ 純 広 葉 樹 林 ） 、 1 1 ～ 5 0 % （ 広 葉 樹 混 交 林 ） 、

5 1 ～ 9 0 % （ 針 葉 樹 混 交 林 ） 、 9 1 ～ 1 0 0 % （ 純 針 葉 樹 林 ） の 段 階 に よ
る 、 広 葉 樹 に 対 す る 針 葉 樹 の 胸 高 断 面 積 で の 比 率 ( 1 1 . 8 章 を 見
ぷ ） 。

M i t t e l s c h i c h t  高 さ が 上 層 樹 高 の 1 / 3 ～ 2 / 3 で あ る 木 々 が 中 層 と な る （ 8 .  1 7 章 、
（ 中 層 ） 11 . 1 0 章 を 見 よ ） 。

M i t t e l w a l d 森 林 の 形 態 ： 低 林 と 高 林 の 閣 の 中 間 形 態 。 萌 芽 に よ り 生 じ た
（ 中 林 ） 下 木 （ 伐 採 層 ） と 実 生 に よ り 生 じ た 上 木 、 ま た 一 部 に は 、 そ の

聞 か ら 生 え 出 て き た 萌 芽 か ら な る ( 1 1 . 5 章 を 見 よ ） 。

N a t u r v e r j u n g u n g  自 然 発 生 に よ る 、 す な わ ち 播 種 さ れ た も の で も 植 栽 さ れ た も
（ 天 然 更 新 ） の に も よ ら な い 更 新 （ 9 .  7 章 、 1 1 . 1 4 章 を 見 よ ） 。

N e be n b e s t a n d  被 圧 さ れ 、 下 に お か れ た 木 々 の 、 社 会 学 的 階 級 ： 下 ・ 中 層 （ B 
（ 副 林 木 ） 日 ） 釈 詑 7

2 、 一 部 は 上 層 も 含 む 。 副 林 木 に も 有 益 な 機 能 、 例 え ば 、
土 壌 の 改 善 、 落 枝 を 促 す 精 英 樹 へ の 側 圧 、 そ し て 樹 幹 の 保 護

N e be n n u t z u n g  
（ 副 産 物 ）

N e i g u n g  
（ 傾 斜 ）

N i c h t w a l d 
（ 非 林 地 ）

N i e d e 「 wa l d
（ 低 林 ）

（ 特 に 、 強 い 日 射 に 対 し て 。 K l e b a s t （ 付 着 枝 ） を 参 照 せ よ ） が あ
る 。

木 材 以 外 の 林 業 経 営 に お け る 全 生 産 物 。 例 え ば 、 敷 き 藁 、 樹
脂 、 液 果 、 キ ノ コ 、 野 生 獣 、 砂 利 。

例 え ば 、 あ る 調 査 地 の よ う な 土 地 に お い て の 、 パ ー セ ン ト を
も っ て 表 さ れ た 傾 斜 （ 5 章 を 見 よ ） 。

L F  I で の 森 林 の 定 義 の 最 低 限 の 条 件 を も 満 た さ な い よ う な 、
全 て の 調 査 地 （ 4 章 を 見 よ ） 。

収 穫 さ れ た 後 の 森 林 の 再 生 が 再 萌 芽 （ 萌 芽 ） に よ っ て 行 わ れ る 、
短 伐 期 の 森 林 の 形 態 ( 1 1 . 5 章 を 見 よ ） 。

1 99 



200  

N u t z u n g  
（ 収 穫 ）

森 林 か ら も た ら さ れ る 物 的 な 収 穫 （ 木 材 ） 全 体 の 総 称 （ 8 .- 1 章 、
1 3 . 3 章 、 1 3 . 4 章 を 見 よ ） 。

O b e r h o h e ( h d o m ) ヘ ク タ ー ル 当 た り 1 0 0 本 の 、 優 勢 （ ＝ 太 い ） 木 の 平 均 樹 高 （ 8 .  1 7  
（ 上 層 樹 高 （ h d o m ) ) 章 、 8 . 1 8 章 、 1 1 . 1 0 章 を 見 よ ） 。

O b e 「 s c h i c h t

（ 上 層 ）

P e r m a n e n z  
（ 持 続 性 ）

少 な く と も 上 層 樹 高 の 2 / 3 に 達 し て い る 木 々 の 樹 冠 層 （ 8 .  1 7 章
を 見 よ ） 。

あ る 土 地 全 域 の 中 か ら 、 数 回 に わ た っ て 同 じ 抽 出 調 査 を 行 え
る よ う 、 抽 出 調 査 の 一 貫 性 の た め の 印 付 け （ 調 査 地 の 耐 久 性 を
有 す る 印 付 け と 、 観 察 し て ゆ く 木 の 測 定 ） を 行 う 、 と い う 資 源
調 査 の 構 想 （ 6 章 を 見 よ ） 。

P f l a n z e n g e s e l l s c h a f t  一 定 の ま と ま り の あ る 生 息 域 に 、 相 互 に 作 用 し 合 う 関 係
（ 植 物 群 落 ） を 有 す る 一 社 会 を 形 作 る 、 全 て の 植 物 種 （ 樹 木 、 低 木 、 多 年 生

植 物 、 草 本 、 蘇 類 、 キ ノ コ 、 そ の 他 ） 。

P f l e g e  造 林 上 の 介 入 で 、 L F I で は 特 に 幼 齢 林 に お け る も の の こ と
（ 保 育 ） ( 1 1 . 1 1 章 を 見 よ ） 。

P l a n t a g e  森 林 の 形 態 ： 整 地 、 機 械 的 植 栽 、 肥 培 、 定 型 的 間 伐 、 そ し て
（ 農 業 林 ） 比 較 的 短 い 生 産 期 間 と い っ た 、 例 え ば ポ プ ラ で 行 わ れ る よ う

な 、 樹 木 の 単 式 農 業 に 類 似 し た 栽 培 （ 1 1 .  5 章 を 見 よ ） 。

P l e n t e r u n g  択 伐 林 に お け る 介 入 種 。 林 分 の 継 続 的 な 小 面 積 の 構 造 維 持 と
（ 択 伐 ） 更 新 の た め の 、 （ 面 的 も し く は 林 分 単 位 で な い ） 単 木 ご と の 収

穫 ( 1 1 . 5 章 を 見 よ ） 。

P l e n t e r wa l d 理 想 的 な 場 合 に は 、 小 さ い 面 上 に 全 て の 成 長 階 の 木 々 が 共 に
（ 択 伐 林 ） 存 在 す る よ う な 作 業 種 も し く は 作 業 形 態 ( 1 1 . 5 章 を 見 よ ） 。

P o l a r k o o r d i n a t e n  調 査 地 上 の あ る 調 査 木 の 位 置 を 正 確 に 決 定 す る た め に 、 調 査
（ 極 座 標 ） 地 中 心 か ら 調 査 木 ま で の 方 位 と 距 離 を 精 密 に 測 定 す る こ と

( 8 . 2 章 、 8 . 6 章 、 8 . 7 章 を 見 よ ） 。

P r o b e b a u m  全 国 森 林 資 源 台 帳 の あ る 調 査 地 上 に 立 っ て い て 、 直 径 測 定 下
（ 調 査 木 ） 限 ( 1 2 c m ） に 達 し て い る か 、 も し く は 超 過 し て き た 木 （ 8 .  1 章 を

見 よ ） 。

P r o b e  f 1 a c h e  
あ る 抽 出 調 査 の 面 的 要 因 。 L F I の 調 査 地 は 、 2 ア ー ル と 5

（ 調 査 地 ） ア ー ル の 2 つ の 面 積 の 同 心 円 か ら な っ て い る （ 5 . 5 章 を 見 よ ） 。

P r o d u k t i o n ,  技 術 的 な 諸 施 設 の 保 全 の た め に 、 多 く は 予 定 よ り 早 く 収 穫 さ
e i n g e s c h r a n k t e れ る 必 要 が 生 じ た こ と か ら 、 そ の 立 木 地 に お い て 十 分 な 育 成

（ 制 約 の あ る 生 産 ） が で き な く な っ た 非 植 林 帯 （ 索 道 ・ 送 電 線 下 の 用 地 な ど ） と 法
( 1 1 . 2 章 を 見 よ ） 訳 注 7 3 0 
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あ る 面 I： の 老 齢吏 新 を 促 す た め 、 ま た そ の 地 静 え の た め に 、
の 林 分 を 全 て 伐 採 す る こ と （ 1 1 .  1 1 章 を 見 よ ） 。

R a u m u n g  
（ 終 伐 ）

入 力 に よ る 木 村 の 集 材 （ 1 3 .  1 1 章 を 見 よ ） 。主 力 を 利 用 し た 、R e i s t e n  
（ 滑 走 ）

植 林 地 に は 無 関 係 の も の で あ る が 、 継 続 的 も し く は 一 時 的 な
森 林 外 へ の 利 用 の た め に 、 そ の 全 て あ る い は 一 部 分 が 供 さ れ
る こ と に よ る 林 地 の あ ら ゆ る 減 少 。

伐 採 場 所 か ら 最 も 近 く の ト ラ ッ ク の 通 行 で き る 道 ま で の 伐 倒
木 の 輸 送 ( 1 3 . 1 章 を 見 よ ） 。

伐 採 場 所 か ら 販 売 場 所 ま で の 木 材 の 経 路 ( 1 3 . 1 を 見 よ ） 。

R o d u n g  
（ 開 墾 地 ）

R u c k e n  
（ 集 材 ）

R u c k e d i s t a n z  
（ 集 材 距 離 ）

病 害 木
邑

S a n i t 語 r h i e b , 一 般 に は 、 通 常 の 造 林 的 介 入 の 補 足 的 措 置 ： 枯 死 木 、
S a n i t 話 「 m a s s n a h m e n 等 の 除 去 ( 1 1 . 1 1 章 を 見 よ ） 。

（ 衛 生 伐 、 衛 生 処 置 ｝

若 い 木 々 に お け る 木 部 の 露 出 の 原 因 と な る 、
樹 皮 の 引 き 剥 が し （ 8 .  1 9 章 、 9 . 1 2 章 を 見 よ ） 。

ア カ シ カ に よ るS c h 話 l s c h 話 d e n
（ 剥 皮 害 ）

地 表 面 か ら 梢 端 ま で の 樹 木 の 主 軸 ； L F I の 現 地 調 査 で は 、
緑 樹 冠 内 の 幹 部 分 を 指 す （ 8 .  1 9 章 を 見 よ ） 。

根 張 り 部 か ら 梢 端 ま で （ 枝 条 を 除 く ） の 幹 の 地 上 材 。

S c h a f t  
（ 樹 冠 材 訳 i主 7 4 ) 

S c h a f t h o l z 
（ 幹 材 ）

高
中あ る 林 分 の 林 冠 の rj1 で 、 そ の 木 々 の 樹 冠 に よ り 構 成 さ れ 、

さ 方 向 で 互 い に 離 れ て い る こ と で 区 別 の で き る 階 層 （ 上 層 、
層 及 び 下 層 ） （ 8 . 1 7 章 を 見 よ ） 。

S c h i c h t  
（ 層 ）

そ の 体 積 が 通 常 層 積 （ ス テ ー ル （ S t e r ) = l × l × l m 、 約 0 . 7 5 m 3 

の 材 積 に 相 当 す る ） で 表 さ れ る よ う な 、 一 般 に は 小 径 の 素 材
（ 例 え ば 、 薪 炭 材 、 製 紙 用 材 、 工 業 用 材 ） 。

胸 高 直 径 （ c m で ） に 対 す る 樹 高 （ m で ） の 比 率 と し て 表 現 さ れ る
梢 殺 に つ い て の 尺 度 （ 1 2 .  3 章 を 見 よ ） 。

あ る 林 分 に お け る 樹 冠 の 相 互 の 圧 迫 に つ い て の 尺 度 ： 過 密 、
普 通 、 広 い 問 、 疎 開 、 群 状 過 密 、 群 状 普 通 、 段 状 閉 鎖 （ 1 1 . 9 章
を 見 よ ） 0 

送 電 線 も し く は ロ ー プ ウ ェ イ の た め に 、 そ の 林 業 生 産 が 樹 木
の 高 さ に 関 す る 制 約 を 受 け て い る 帯 状 の 森 林 （ 1 1 .  2 章 を 児 よ ） 。

S c h i c h t h o l z 
（ 層 積 材 ）

S c h l a n k h e i t s g r a d  
（ 形 状 比 ）

S c h l u s s g r a d  
（ 疎 密 度 ）

S c h n e i s e 
（ 非 植 林 帯 ）
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S c h u t z wa l d 
（ 保 護 林 ）

S e l v e  

（ セ ル ヴ ェ ）

S o r t i m e n t  

（ 材 種 ）

S t a b i  l i t 温 t
（ 安 定 性 ）

S t am m  
（ 枝 下 材 ）

S t am m a n l a u f  
（ 根 張 り 部 ）

S t a m m z a h l 
（ 立 木 本 数 ）

S t a n d o r t s g u t e  
（ 立 地 級 ）

非 木 材 生 産 、 あ る い は 木 材 生 産 だ け で な く 保 護 ・ 福 祉 効 果 を
主 と し て 有 し て い る 森 林 の 立 木 地 。

公 園 風 の ク リ の 草 地 林 、 そ し て 同 様 に 最 初 に ア ル プ ス 南 側 で
広 ま っ た 、 木 材 と 果 実 の 両 利 用 と 干 し 草 の 生 産 、 そ し て 牧 場
と し て も 同 時 に 使 わ れ る ク ル ミ 林 ( 1 1 . 5 章 を 見 よ ） 。

木 材 取 引 に お け る 取 り 決 め に 基 づ い た 、 一 定 の す 法 、 そ し て
／ あ る い は 質 を 有 す る 木 材 生 産 物 。

B e s t a n d e s s t a b i l i  t 批 （ 林 分 の 安 定 性 ） を 見 よ 。

0 .  5 m の 高 さ と 、 最 下 部 の 緑 枝 の 間 の 幹 部 分 （ 8 .  1 9 章 を 見 よ ） 。

地 表 か ら 0 . 5 m の 高 さ ま で の 樹 木 の 幹 部 分 （ 8 .  1 9 章 を 見 よ ） 。

全 部 ま た は 単 位 面 積 当 た り 、 一 般 に は h a 当 た り の 立 木 の 本 数 。

総 成 長 能 力 の 級 に 応 じ た 、 そ の 立 木 地 独 自 の 生 産 能 力 を 示 す
表 現 ； B o n i t a t  （ 地 位 ） を 見 よ 。

S t a n d o r t s t a u g l i c h k e i t そ の 生 態 的 特 性 や 能 力 、 そ し て 諸 危 険 に 対 す る 抵 抗 力
（ 適 地 性 ） で 判 定 さ れ る 、 そ の 立 地 に お け る あ る 樹 種 の 適 地 性 ( 1 2 . 3 章 を

見 よ ） 。

S t a n d r a u m  
（ 立 地 空 間 ）

S t i c h p r o be 
（ 抽 出 調 査 ）

S t o c k a u s s c h l a g 
（ 萌 芽 ）

S t r a u c h e 「
（ 低 木 ）

T a r i f 
（ 表 ）

T a r i f p r o b e b a u m  
（ 表 調 査 木 ）

T r am e l 
（ 定 尺 材 ）

あ る 立 木 が 必 要 と す る 、 あ る い は 随 意 に な る 空 間 の こ と で 、
一 般 に は そ の 被 覆 面 積 （ 樹 冠 投 影 面 ） を m 2 単 位 で 表 現 す る 。

体 系 的 あ る い は 無 作 為 に 抽 出 さ れ た 、 あ る 全 量 （ 例 え ば あ る 森
林 の 全 木 ） の 一 部 分 。

木 々 を 伐 倒 し た 後 に 残 っ た 切 株 か ら 芽 吹 い た 新 芽 。 萌 芽 は 、
そ れ に 適 し た 樹 種 に よ っ て は 、 林 分 の 更 新 の た め に 用 い ら れ
う る （ 8 .  1 1 章 、 1 1 .  5 章 を 見 よ ） 。

地 面 か ら 枝 分 か れ し て い る 、 多 年 生 で 、 成 長 し た 状 態 で も 約
0 .  5 m か ら 5 m の 高 さ の 木 本 （ 8 .  5 章 を 見 よ ） 。

胸 高 直 径 に 基 づ く 、 立 木 の 材 積 算 定 の た め の 関 数 も し く は 表 。

表 の 算 出 の た め の 測 定 を 実 施 さ れ る 調 査 木 （ 8 .  2 1 章 を 見 よ ） 。

一 般 に は 、 地 形 上 の 理 由 か ら 長 尺 材 の 輸 送 が で き な く な っ た
場 所 で 生 産 さ れ た 材 種 の こ と で 、 L F I で は 規 格 品 の み を 指
し て い る ( 1 3 . 8 章 を 見 よ ） 。



U b e r f o h r u n g  
（ 変 更 ）

Ll b e r h 盃 l t e r
（ 保 残 木 ）

U m  f a n g  
（ 幹 周 ）
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間 伐 や 保 育 に よ る 、 現 存 の 立 木 地 の 利 用 の 下 で の 作 業 種 の 転
換 。 特 に 多 く あ る の は 、 し ば し ば 生 ず る 低 林 も し く は 中 林 か
ら の 高 林 へ の 転 換 で あ る ； 「 U m w a n d l u n g （ 転 換 ） 」 と 対 比 し て
参 照 の こ と （ 1 3 . 3 章 を 見 よ ） 。

更 新 の 完 了 後 に 、 例 え ば 大 径 材 を 生 産 す る た め 、 あ る い は 幼
樹 の 保 護 の た め に 林 分 面 上 に 残 さ れ る 高 齢 木 （ 8 .  1 1 章 を 見 よ ） 。

胸 高 に お け る 調 査 木 の 幹 周 り 。

U m f r a g e  そ の 地 域 の 林 業 当 局 へ の ア ン ケ ー ト に よ る 、 調 査 地 に 関 す る
（ ア ン ケ ー ト 調 査 ） 追 加 の 調 査 （ 1 3 章 を 見 よ ） 。

U m w a n d l u n g  
（ 転 換 ）

U n t e r s c h i c h t  
（ 下 層 ）

V e r b i s s s c h a d e n  
（ 食 害 ）

V e r j U n g u n g 
（ 更 新 ）

V e r k a u f s o r t 
（ 販 売 場 所 ）

V o l l h o l z i g k e i t 
（ 完 満 ）

V o r r a t  
（ 蓄 積 ）

V o r t r a n s p o r t  
（ 追 加 輪 送 ）

V o r w u c h s  
（ 前 生 樹 ）

Wa l d a u f b a u  
（

森

林 構 成 ）

現 存 す る 立 木 地 の 平 面 空 間 に お い て 作 業 種 も し く は 樹 種 を 転
換 し 、 植 栽 に よ り 新 し い 林 分 を 創 り 出 す こ と ( 1 3 . 3 章 を 見 よ ） 。

高 く と も 上 層 樹 高 の 1 / 3 に 達 す る 程 度 の 、 あ る 林 分 の 木 々 の 樹
冠 層 （ 8 .  1 7 章 、 1 1 .  1 0 章 を 見 よ ） 。

芽 も し く は 若 枝 を 食 い つ く す （ 噛 み 切 る ） こ と に よ る 、 野 生 獣
に 起 因 す る 枝 の 被 害 （ 9 .  1 2 章 を 見 よ ） 。

高 齢 木 あ る い は 多 段 林 の 中 で 、 も し く は 伐 採 地 に お い て 、 自
然 に 発 生 し た か 、 ま た は あ え て 人 工 的 に 造 ら れ た （ 植 栽 も し く
は 播 種 さ れ た ） 新 し い 樹 木 世 代 。

搬 出 調 査 で の 木 材 搬 出 の 終 点 ： 一 般 に は 、 ト ラ ッ ク が 通 行 で
き る 道 路 が 相 当 す る ( 1 3 . 1 0 章 を 見 よ ） 。

幹 で の 高 さ が 上 が る に つ れ て 、 直 径 が わ ず か に 減 少 す る こ と
; A b h o l z i g k e i t （ 梢 殺 ） 、 S c h l a n k h e i t s g r a d （ 形 状 比 ） を 見 よ 。

h a 当 た り の m s 単 位 で 表 さ れ た 、 あ る 面 上 の （ 例 え ば 1 林 分 の ）
立 木 材 積 。

普 通 の 集 材 の 域 を 越 え た 、 販 売 場 所 ま で の 木 材 の 必 然 的 に 追
加 さ れ た 輸 送 の こ と （ 1 3 . 1 章 を 見 よ ） 。

残 さ れ て い る 林 分 構 成 木 の 中 か ら 、 そ の よ り 大 き な 樹 高 に よ
っ て 抜 き ん 出 て い る 樹 木 。

面 接 、 立 木 本 数 、 蓄 積 、 樹 種 、 構 成 な ど に 関 す る 森 林 の 状 態
の 、 量 的 な 面 に つ い て の 記 述 。
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Wa l d d e f i n i t i o n 
（

森

林 の 定 義 ）
あ ら ゆ る 調 査 地 （ 点 の 決

定

） に お け る 、 森 林 ／ 非 林 地 の 判 定 の た
め の L F I の 最 低

限

の 基 準 ： 最 小 幅 、 最 小

限

の 被 度 、 最 低 限
の 樹 高 （ 4 章 を 見 よ ） 。



Wa l d e r s c h l i e s s u n g  森 林 の 収 穫 と 保 育 が 行 え る よ う な 、 道 路 と 道 、 ま た 同 犠 に
（ 森 林 路 網 ） 索 道 な ど ； 伐 採 さ れ た 木 材 の 輸 送 に 関 す る 生 産 基 盤 。

204  

森 林 の 基 本 型 ： （ 一 斉 の 、 一 斉 で な い 、 択 伐 式 の ） 高 林 、 中 林 、
低 林 、 そ し て 特 殊 な 形 態 と し て の セ ル ヴ ェ と 農 業 林 （ 1 1 .  5 章 を
見 よ ） 。

森 林 か ら も た ら さ れ る 、 も し く は 求 め ら れ て い る 作 用 と 機 能 。
最 も 重 要 と さ れ て い る 森 林 の 機 能 と し て は 、 保 護 、 木 材 生 産
そ し て 福 利 厚 生 が あ る 。

立 地 上 の 原 因 か ら 、 広 い 間 隔 で 成 立 し て い る 樹 木 群 や 単 木 へ
と 森 林 が 解 消 し て ゆ く よ う な 高 標 高 域 、 地 理 的 な 緯 度 、 も し
く は 生 物 気 象 学 上 で の 限 界 。

そ の 地 域 の お け る 他 の 構 成 分 子 と の 境 界 域 ； 一 般 に は 特 徴 的
な 構 成 を 有 し て い る 。 森 林 と 農 地 と の 閣 の 生 態 的 中 間 域 （ 7 .  1 '  
章 を 見 よ ） 。

疎 開 し た 立 木 地 と 「 普 通 の 森 林 」 と を 区 別 す る こ と ( 1 1 . 3 章 を 見
よ ） 。

Wa l d f o r m  
（ 森 林 の 形 態 ）

Wa l d t y p 
（ 森 林 の タ イ プ ）

Wa l d f u n k t i o n  
（ 森 林 の 機 能 ）

Wa l d g r e n z e  
（ 森 林 限 界 ）

Wa l d r a n d  
（ 林 縁 ）

森 林 に お羊 ま た は ヤ ギ ） に よ る 、家 畜 （ 雌 牛 、 雄 牛 、 馬 、 豚 、
け る 摂 食 （ 1 0 . 1 0 章 を 見 よ ） 。
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Wa l d we i d e  
（ 林 内 放 牧 ）

W i l d  
（ 野 生 獣 ）

野 生 獣 に よ り ひ き 起 こ さ れ た 樹 木 と 幼 齢 木 の 諸 被 害 ： 剥 皮 害 、
角 擦 り と 食 害 （ 9 .  1 2 章 を 見 よ ） 。

W i l d s c h a d e n  
（ 獣

害

）

林 木放 牧 林 も 含 む 。 ス イ ス 連 邦 森 林 法 の 下 に 置 か れ て い る 、
が 植 栽 さ れ た 牧 場 。

定 尺 材 も し く は 長 尺 部 材 の 細 い （ 上 の ） 方 の 端 で の 直 径 。

Wy t we i d e  
（ 植 林 牧 地 ）

Z o p f d u 「 c h r『1 e s s e r 
（ 末 口 径 ）
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Z u w a c h s  
（ 成 長 量 ）

そ の 他 ） に よ り 生 じ た自 然 現 象 （ 嵐 、 雪 崩 、 昆 虫 、 地 す べ り 、
予 定 外 の 樹 木 の 収 穫 ( 1 3 . 5 章 を 見 よ ） 。

Z w a n g s n u t z u n g  
（ 強 制 収 穫 ）

特 定 の 樹 種 に 典 型 的 に 見 ら れ 、 一 部 に は 、 明 ら か に 遺 伝 的 結
果 と し て 生 じ た 幹 も し く は 枝 の 鋭 角 状 の 分 岐 の こ と （ 8 . 1 1 章 を
見 よ ） 。

Z w i e s e l  
（ 二 又 木 ）



訳 注

1 ( P .  3 )  : I S B N は 閏 際 標 準 図 書 番 号 、 D K は ド イ ツ で の 十 進 分 類 表 、 FO K は フ ラ ン ス
十 進 分 類 表 に お け る 番 号 で あ る こ と を 示 す 。

2 ( P . 3 ） ： 後 か ら も 繰 り 返 し 出 て く る が 、 ス イ ス に お い て こ の よ う な 総 合 的 ・ 統 計
的 資 源 調 査 が 行 わ れ た の は 、 こ の 調 査 の お よ そ 1 0 年 前 の 1 9 8 2 年 ～ 1 9 8 6 年
の こ と で あ る 。 今 回 、 2 回 目 の 調 査 を 行 う に 当 た っ て 、 最 初 の 調 査 で 用
い ら れ た 調 査 マ ニ ュ ア ル を 補 完 し て 作 ら れ た の が 本 書 で あ る 。

3 ( P .  3 ） ： 原 文 を 直 訳 す る と こ の よ う に な る が 、 内 容 か ら 意 訳 す れ ば 「 ス イ ス の 森
林 資 源 」 と で も す べ き と こ ろ で あ ろ う 。

な お 、 原 書 で は P . 3 か ら P . 4 に か け て 、 こ の 段 の 文 面 を ド イ ツ 語 ・ 英 語 ・
フ ラ ン ス 語 ・ イ タ リ ア 語 で 記 述 し て 並 べ て い る 。

4 ( P .  1 4 ） ： 原 書 は 、 こ こ に 記 さ れ て い る よ う に 章 に よ っ て 紙 の 色 が 異 な っ て お り 、
一 目 で 章 の 場 所 と 内 容 が わ か る よ う に な っ て い る 。 な お 、 原 書 は A 5 版
で 、 製 本 さ れ ず に ス プ リ ン グ に よ り 綴 ら れ て い る 。

5 ( P . 1 6 ） ： こ の 調 査 に お い て は 、 方 位 の 単 位 と し て 度 （ ＇ ） を 用 い て お ら ず 、 新 し い
単 位 と し て 「 g o n 」 を 用 い て い る 。 1 g o n は 直 角 （ 9 0 ' ） の 1 / 1 0 0 に 相 当 す る 。

6 ( P .  2 2 )  : W S L は 「 E i d g e n o s s i s c h e  F o r s c h u n g s a n s t a l t  f i.i r  W a l d ,  S c h n e e  u n d  
L an d s c h a f t （ ス イ ス 連 邦 森 林 ・ 雪 ・ 景 観 研 究 所 ） J の 略 。

7 ( P . 2 5 ) : E S T ＝ 成 長 階 。 1 . 5 章 「 略 語 」 、 9 . 5 章 ・ 1 1 . 6 章 「 成 長 階 」 を 参 照 の こ と 。
8 ( P .  2 5 ） ： 調 査 地 に は 、 調 査 地 中 心 を 見 つ け だ す た め の 補 助 的 な 青 い 杭 が 原 則 と

し て 3 本 打 た れ て お り （ あ る い は 、 打 た れ る こ と に な る ） 、 こ れ を 確 保 点
( V p ） と 呼 ん で い る 。 「 引 照 点 」 の よ う な も の で あ る 。

9 ( P . 2 5 ） ： 「 B o d e n r o h r J 。 第 1 回 目 の 調 査 で は 、 調 査 地 中 心 に ア ル ミ の 管 を 杭 に し
た も の を 地 中 に 打 ち 込 ん で い る も の と 考 え ら れ る 。

1 0  ( P .  3 1 )  : d m  ＝ デ シ メ ー ト ノレ 。 0 . l m の 単 位 。
1 1  ( P .  3 2 ） ： ド イ ツ 語 で は 、 樹 木 （ B a u m ） と 低 木 （ S t r a u c h ） は 単 語 自 体 が は っ き り 異 な

り 、 言 い 分 け ら れ て い る 。 同 様 に 、 森 林 （ W a l d ） と 低 木 林 （ G e b i.i s c h w a l d ） も
明 確 に 区 別 さ れ て い る 。 本 訳 で は 原 文 に 忠 実 に 表 現 す る よ う に 努 め た 。

1 2 ( P . 3 3 ） ： 前 者 は 「 L e g f δ h r e (Finis mugo prostrata) J 、 後 者 は 「 A 1 p e n e r 1 e (Alnus viridis ） 」 。
両 者 と も 「 独 和 ・ 和 独 林 業 語 葉 （ 大 金 永 治 他 ） 」 の 訳 に 基 づ く が 、 後 者 は 写
真 等 を 見 る 限 り 、 ミ ヤ マ ハ ン ノ キ の よ う な 低 木 で あ る 。 い ず れ も こ の 後
の 文 中 に 多 く 現 れ る 。

1 3 ( P . 3 5 ） ： 「 d i e b e f e s t i g t e  F ah r b a h n 」 。 仮 設 の も の で な い 、 舗 装 あ る い は 砂 利 等
の 敷 か れ た 、 い わ ゆ る 「 道 J と し て 確 定 し て い る よ う な 道 路 の こ と 。

1 4  ( P . 4 0 )  : P .  3 4 の フ ロ ー を 見 る と 、 こ の 部 分 は 明 ら か に 「 か つ j に な る も の と 考 え
ら れ る が 、 こ こ で は 原 文 ど お り と し た 。

1 5  ( P .  5 1 )  : 7 .  3 章 、 7 . 4 章 、 7 . 8 章 等 に あ る よ う に 、 本 書 で は 森 林 か ら 他 の 土 地 （ 例
え ば 農 地 な ど ） へ の 境 界 で あ る 林 縁 を 特 に 重 視 し て お り 、 そ の 構 造 や 形 態
に 関 す る 調 査 を 細 か く 行 う こ と と し て い る 。 単 な る 統 計 的 な 資 源 調 査 で
な く 、 学 術 的 調 査 で も あ る こ と を よ く 表 し て い る と こ ろ で あ る 。

1 6  ( P .  5 3 ） ： 「 内 側 の W R 」 ＝ 「 内 側 の 林 縁 」 。 日 本 で は う っ 閉 し た 森 林 と 外 側 の 裸 地
と の 開 が は っ き り 分 か れ て い る こ と が 多 い た め 、 感 覚 が つ か み に く い が 、
森 林 か ら 裸 地 に 向 か つ て 林 分 が 疎 ら に な っ て ゆ く 移 行 帯 が あ る 場 合 、 ろ
っ 閉 し た 森 林 と 疎 ら な 林 分 と の 間 に あ る も の が 「 内 側 の 林 縁 」 で 、 そ の 疎
ら な 林 の こ と を 「 疎 開 し た 立 木 地 」 あ る い は 「 （ 森 林 の ） 前 に あ る 立 木 地 J と
表 現 し て い る 。

1 7 ( P . 6 0 ） ： 原 文 で は 「 以 下 」 と な っ て い る が 、 前 後 の 文 面 等 に よ れ ば こ こ は 明 ら か
に 「 未 満 J で あ り 、 1 2 c m の 樹 木 は 含 ま れ な い こ と か ら 、 あ え て 原 文 に 従 わ
ず 「 未 満 J と し た 。

1 8  ( P .  6 1 ） ： 「 W M 」 は 林 套 （ W a l d m a n t e l ） 、 f S t g . J は 低 木 帯 （ S t r a u c h g u r t e l ） の 略 。

1 



i i  

1 9 ( P . 6 4 ） ： 「 K r a u t s a u m J 。 定 義 の 中 で 明 記 さ れ て い る よ う に 、 い わ ゆ る 林 縁 と 耕 作
地 等 と の 聞 の 草 地 帯 を 指 す 。

2 0  ( P .  6 4 ） ： 「 Vaccinium myrtillus J 。 コ ー ド で は 1 2 5 に 相 当 す る （ P . 8 0 参 照 ） 。
2 l ( P . 6 5 ） ： コ ー ド 1 、 2 に 関 し て 、 図 が 同 じ ① を 用 い て い る が 、 原 図 の ま ま で あ

る 。
2 2  ( P .  7 6 ） ： 「 表 調 査 木 」 と は 、 「 専 門 用 語 の 解 説 」 に あ る よ う に 、 立 木 （ 幹 ） 材 積 表 作

成 の た め に 、 7 m 高 で の 直 径 の 測 定 を 併 せ て 行 う こ と に な っ て い る 木 の
こ と 。

2 3  ( P . 7 8 ） ： 和 名 は 、 基 本 的 に は 「 朝 日 百 科 世 界 の 植 物 （ 朝 日 新 聞 社 刊 、 全 1 2 巻 ） 」
に よ る が 、 同 書 に な い 場 合 に は 「 樹 木 大 図 説 I ～ Ill （ 上 原 敬 二 、 有 明 書
房 ） 」 ま た は 「 木 の 大 百 科 （ 平 井 信 二 、 朝 倉 書 店 ） J に よ っ た 。

な お 、 一 部 の 樹 種 に つ い て は ド イ ツ 語 の 雰 囲 気 を 感 じ ら れ る よ う 、 原
語 の 直 訳 を （ ） 内 に 示 し た 。

2 4  ( P .  8 5 )  : r K l e b a s t 」 。 直 訳 す る と 「 付 着 枝 J と な る が 、 「 専 門 用 語 の 解 説 」 の と お り 、
い わ ゆ る 「 後 生 枝 J と 同 意 味 で あ る 。

2 5  ( P .  8 5 ） ： 「 C ap i t o z z i 」 。 イ タ リ ア 語 の 「 C ap i t o z z a （ 欝 定 す る こ と 、 枝 の 先 を 切 り
そ ろ え る こ と ） 」 を 源 と す る 単 語 と 思 わ れ る 。 い ず れ に せ よ 、 人 為 的 な 勇 ‘

定 等 に よ り 、 あ る 高 さ か ら 組 か く 萌 芽 し て 分 岐 し て い る 立 木 を 指 す も の
と 考 え ら れ る 。

2 6  ( P . 9 2 ） ： 間 伐 の 選 木 区 分 を 用 い れ ば 、 1 か ら そ れ ぞ れ 「 あ ば れ 木 J 「 優 勢 木 」 「 準 優
勢 木 」 「 介 在 木 」 「 被 庄 木 J に 相 当 す る よ う に も 考 え ら れ る が 、 細 か い 内 容 を
見 る と こ の 区 分 と は 微 妙 に 内 容 の 差 異 が あ る こ と と 、 こ こ で は 必 ず し も
一 斉 人 工 林 の み を 対 象 と す る も の で は な い こ と か ら 、 誤 解 を 招 か ぬ よ う 、
あ え て 原 語 の 直 訳 の ま ま と し た 。

2 7 ( P . 9 3 ） ： 「 U l m e n s t e r b e n 」 。 「 ダ ッ チ ・ エ ノレ ム 病 」 と も 。
2 8  ( P .  9 3 ） ： そ れ ぞ れ 「 S t am m l a u s e  j 「 M a i k a f e r 」 「 W a l d g a r t n e r 」 。

「 S t a m m  l 註 u s e 」 に は 適 当 な 訳 語 が 見 当 た ら な い 。 「 B a u m l a u s e 」 の 別 語 で あ
る と 考 え た 場 合 「 ア ブ ラ ム シ 」 、 「 H o l z l a u s e 」 の 場 合 「 チ ャ タ テ ム シ J が 相 当
す る 。 こ の 点 を 含 め 、 W s L に い く つ か の 疑 問 を 照 会 し た と こ ろ 、 L F 
I 現 地 調 査 室 長 の H . R . S t i e l i n 氏 よ り 、 「 S t amm l a u s e と は 、 例 え ば ブ ナ
に お い て 見 ら れ る よ う な 、 樹 幹 に 生 息 す る シ ラ ミ で あ る （ 例 ： Cη,Ptocoαus

fagisuga） 」 と の 教 示 を い た だ い た こ と か ら 、 こ こ で は と り あ え ず 「 キ ジ ラ
ミ J と し た 。

r M a i k a f e r 」 は 、 コ フ キ コ ガ ネ ム シ 亜 科 に 属 す る も の で あ る 。
「 W a l d g a r t n e r 」 は 、 マ ツ ノ キ ク イ ム シ 、 マ ツ ノ コ キ ク イ の 総 称 で あ る 。

2 9 ( P . 9 3 ） ： 「 S p e c h t r i n g e 」 。 S t i e l i  n 氏 に よ れ ば 、 「 キ ツ ツ キ が 樹 皮 下 の 虫 を 探 す た
め に 幹 を 噛 で つ つ い て 形 成 層 を 傷 つ け る こ と に よ る 樹 木 の 反 応 で 、 幹 の
周 囲 に 水 平 に 輪 の よ う に 走 っ て い る 隆 起 の こ と 」 で あ る 、 と い う こ と で
あ る 。

3 0  ( P .  1 0 3 ） ： こ の 文 面 及 び 9 . 2 章 の フ ロ ー 図 の と お り 、 本 章 の 調 査 は 若 齢 林 ・ 低 木
林 だ け を 対 象 に す る も の で は な く 、 全 て の 林 分 に お い て 林 内 の 小 径 木 ・
低 木 を 調 査 す る も の で あ る 。 従 っ て 、 表 題 と し て は 「 幼 齢 林 の 調 査 」 よ り
「 小 径 木 ・ 低 木 の 調 査 」 と す る 方 が ふ さ わ し い と 考 え ら れ る が 、 原 文 の
「 J u n g w a l d J の 名 称 を そ の ま ま 用 い る こ と と し た 。

な お 、 原 文 で は 「 J u n g w a l d J の ほ か に 、 「 J u n g wu c h s J r p f l an z e J の 語 が 現
れ る 。 前 者 は 9 . 5 章 の コ ー ド に あ る よ う に 径 級 に 基 づ く 林 分 の 成 長 階 の 分
類 に 用 い ら れ て お り 、 後 者 は 9 . 9 章 な ど に お い て 、 実 生 や 萌 芽 に よ り 生 じ
た 個 々 の 木 自 体 を 指 し て い る こ と か ら 、 本 訳 で は ひ と ま ず 前 者 を 「 幼 樹 林 J 、
後 者 を 「 幼 木 」 と 訳 し て 統 ー し た 。

3 1  ( P .  1 0 9 ） ： そ れ ぞ れ 「 n a t U r l i c h e A n s am u n  g 」 「 S a a t 」 「 S t o c k a u s s c h l a g J 。
「 n a t U r l i c h e A n s am u n g J と 「 S a a t 」 は 、 こ の 場 合 ほ と ん ど 同 意 味 と 思 わ れ

る が 、 原 文 ど お り の 訳 と し た 。



3 2  ( P .  1 2 2 ） ： よ く 用 い ら れ て い る 地 す べ り の 図 を 、 こ こ で も 用 い て い る 。
な お 、 原 悶 で は そ れ ぞ れ 「 舌 端 部 」 ＝ r z u n g e J 、 「 側 面 J ＝ 「 S e i t e n wu l s t 」 、

「 2 次 滑 落 度 」 ＝ 「 s t a f f e l f o r m i g e A b r u t s c h u n g e n J , r 滑 落 崖 J ＝ 「 A b b r u c h 
k a n t e J 、 「 引 張 き 裂 J = r z u g r i s s e J 、 「 圧 縮 き 裂 J ＝ 「 B o d e n r i s s e J と 表 示 さ れ
て い る 。

3 3 ( P . 1 2 5 ） ： 「 ブ ラ イ ケ ン （ B l a i k e n ) J に つ い て は 、 ど の 言 語 に 基 づ く も の か 不 明 で
あ る 。 同 じ 章 に あ る 「 ア ル ペ ン ホ ノレ ン J 同 様 、 そ の 様 態 を 端 的 に 表 現 し た
も の で あ ろ う c

S t i e l i  n 氏 に よ れ ば 、 「 斜 面 に お い て 雪 が 滑 落 す る 際 に 草 な ど を 根 こ そ
ぎ 引 き む し っ て ゆ く が 、 そ れ で も な お 植 生 が 若 干 残 っ て い る よ う な 、 植
生 の 乏 し い 笛 所 の こ と を 表 す 用 語 j と の こ と で あ る 。

3 4 ( P . 1 3 0 ） ： こ れ ら 、 本 ベ ー ジ に あ る 木 本 樹 種 に つ い て は 、 8 . 5 章 の 表 を 参 照 の こ
と 。

3 5  ( P .  1 3 0 ） ： 以 下 に 出 て く る 草 本 の 原 名 と 学 名 （ （ ） 内 ） は 次 の と お り （ S t i e l i n 氏 に よ
る ） 。

ト ク サ → W i n t e r ← S c h a c h t e 1 h a  1 m (Equisetum hiemale) 
ワ タ ス ゲ → s c h e i d i g e s W o 1 1  g r  a s (Erioph01切m vagina加m)
エ ゾ ワ タ ス ゲ → e i n k op f i g e s W o 1 1  gr  a s  (Eriophorum vagina伽ml

E. scheuchzeri) 
ミ ネ ハ リ イ → R a s e n -H a a r  s i m s  e ( Trichophorum caespitosum) 
イ ヌ ス ギ ナ → S u m p h - S c h a c h t e l h a l m (Equise伽m palustre) 

（ 以 下 は 相 当 す る 和 名 が 見 当 た ら な い た め 、 原 名 の 直 訳 と し た も の ）
カ タ ス ゲ → S t e i f e S e g g e ( Carex elata) 
ヌ マ チ ス ゲ → S u m p f - S  e g g  e ( Carex elongata, C.acutijormis) 
高 層 湿 原 ミ ズ ゴ ケ → H o c h m o o r - T o r fm o o s e ( Sphagnum S p p . ) 
オ オ ト ク サ → R i e s e n s  c h  a c h  t e 1 h a l  m (Equisetum Maximum) 
デ イ タ ン ス ゲ → T o r f - S  e g g e  ( Carex heleonastes ) 

3 6 ( P . 1 3 1 ） ： 「 土 き っ ち り 詰 ま っ て い る j と い う の は 、 「 多 少 の 差 は あ れ 、 枝 葉 が 詰
ま っ て い る j と い う 状 態 を 表 す も の で あ ろ う 。

3 7 ( P . 1 3 1 ） ： こ の 基 準 で は 、 0 . 6 m  3 に 相 当 し な い 場 合 が あ る が 、 原 文 の ま ま 、 と し
た C

3 8 ( P . 1 3 3 ） ： 「 T r o c k e n m a u e r J 。 該 当 す る 日 本 語 が な い こ と か ら 、 文 の 内 容 を 鑑 み 、
ひ と ま ず 「 空 石 積 」 と し た 。

3 9  ( P .  1 3 4 ） ： 「 K a r r e n J 。 「 墓 石 地 形 」 と 呼 ば れ る も の で あ る 。
4 0  ( P .  1 3 4 ） ： 「 K a l k t u f f s t e i n 」 。 I K a l k t u f f 」 の 場 合 「 石 灰 華 （ テ ュ フ ァ ） 」 、 「 T u f f 

s t e i n 」 の 場 合 「 凝 灰 岩 j と な る 。 L F I 現 地 調 査 室 の A . H e r a l d 女 史 よ り 、
「 地 下 に お い て 石 灰 分 が 水 に 溶 解 し 、 地 上 の 泉 源 な ど で 再 沈 殿 ・ 結 晶 し た
も の 」 と の 説 明 を 受 け た こ と か ら 、 こ こ で は 「 石 灰 華 （ テ ュ フ ァ ） J と し た 。

4 l ( P . 1 3 6 ） ： 「 S c h n i t z e r e i e n 」 。 木 彫 品 、 木 彫 り な ど の 意 が あ る が 、 こ こ で は 入 林
者 が 戯 れ に 作 っ た 彫 刻 や 、 ナ イ フ な ど に よ る 幹 へ の い た ず ら 書 き な ど を
指 す も の と 考 え ら れ る 。

4 2 ( p . 1 3 6 ) :  S t i e l i n  氏 に よ れ ば 、 「 ヴ ィ ー タ ー パ ク ー ア （ V i t a p a r c o u r s ） 」 と は 、 林
内 を 走 り な が ら そ の 途 中 で 体 操 や 各 種 ス ポ ー ツ を 行 う も の で 、 森 林 内 の
各 所 に そ う い っ た ス ポ ー ツ 器 具 を 配 備 し た 走 行 コ ー ス の こ と を 指 す 。

ま た 、 「 フ ィ ネ ン パ ー ン （ F i n n e n b ah n ) J は 、 同 様 に 森 林 内 で 保 養 や ス ポ
ー ツ を 行 い な が ら 、 走 っ た り 競 争 し た り す る も の で 、 森 林 内 に 柔 ら か い
樹 皮 を 敷 い て 整 備 を 行 っ た コ ー ス の こ と を 指 す 、 と い う こ と で あ る 。

4 3  ( P .  1 4 5 ） ： 「 S e l v e 」 。 イ タ リ ア 語 で 「 栗 の 林 J の 意 味 が あ り 、 混 牧 林 地 に お け る 特
用 樹 林 で あ る 。 「 専 門 用 語 の 解 説 」 を 参 照 の こ と 。

4 4  ( P .  1 5 3 ） ： 「 O b e r f U h r u n g 」 。 低 林 ・ 中 林 施 業 か ら 高 林 施 業 へ の 変 更 に 代 表 さ れ る
よ う な 、 作 業 種 の 変 更 を 指 す 。 こ こ で は 、 間 伐 を 契 機 と し て 作 業 種 の 変
更 を 行 う こ と を 指 す の で あ ろ う 。 「 専 門 用 語 の 解 説 」 を 参 照 の こ と 。

i i i  
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4 5  ( P .  1 5 6 ） ： 「 L u f t k i s s e n J 0 H e r o l d 女 史 に よ れ ば 、 「 例 え ば 、 ス ノ キ 属 や ツ ツ ジ 属
の よ う な 低 木 の 上 に 降 雪 が あ っ て 、 そ し て そ の 低 木 の 下 の 空 間 に は 雪 が
満 た さ れ な か っ た と き 、 そ の 積 雪 の 中 の 低 木 の 下 に 生 じ て い る 空 間 J の こ
と を 指 す 、 と い う こ と で あ る 。

4 6  ( P .  1 5 6 ） ： 「 G r a s e r J と 「 K r au t e r 」 。 前 者 は イ ネ 科 の 草 木 、 後 者 は そ の 他 の 草 本 を
指 す 。

4 7  ( P .  1 5 7 ) ： 「 A u e r w i l d J 。 キ ジ 科 オ オ ラ イ チ ョ ウ 属 の 、 ヨ ー ロ ッ パ オ オ ラ イ チ ョ ウ
( Tetrao urogallus） の こ と （ S t i e l i n 氏 に よ る ） 。

4 8  ( P .  1 5 8 ） ・ 「 g e m e i n e / b e r e i f t e B r o m b e e r e 」 。 前 者 は Rubus fruticosus ( 8 .  5 章 、 P . 8 0  
参 照 ） 、 後 者 は S t i e l i 口 氏 に よ れ ば R. caesius O い ず れ も パ ラ 科 キ イ チ ゴ
属 の 落 葉 小 低 木 で あ る 。

4 9  ( P .  1 5 8 ） ： 原 文 で は 「 M o o r b e e r e o d e r  R a u s c h b e e r e  J と 、 2 種 の 名 前 が 記 さ れ て い
る 。 「 樹 木 大 図 説 」 等 を 見 て も 、 両 者 に は 閉 じ 学 名 （ Vaccinium ul智inosum） が
与 え ら れ て い る こ と か ら 、 い ず れ も ク ロ マ メ ノ キ の こ と で あ り 、 2 つ の
名 前 は 地 方 名 あ る い は 別 称 で は な い か 、 と 思 わ れ る 。

5 0  ( P .  1 6 1 ） ： 原 文 で は 「 1 0 .  4 章 」 と な っ て い る が 、 明 ら か に 「 1 0 .  5 章 」 の 誤 り で あ る の
で 正 し て お く （ 以 下 の （ ） 内 も 同 様 ） 。

5 1  ( P .  1 6 5 ） ： こ こ で の 空 所 と は 、 林 内 の 局 所 的 な 空 き 地 ・ ギ ャ ッ プ 等 を 対 象 と す る
も の で 、 1 0 .  '2 2 章 に あ る よ う な あ る 程 度 の 面 的 広 が り を 有 す る も の を 指 す
も の で は な い 。

5 2  ( P .  1 6 9 ） ： 「 L K W J ＝ ト ラ ッ ク 。 1 . 5 章 「 略 語 」 を 見 よ 。
5 3  ( P .  1 6 9 ） ： 本 章 で は 索 に よ る 軌 道 と し て 「 S e i l b a h n 」 「 L u f t s e i l b a h n J 「 S t an d s e i l 

b ah n 」 が 現 れ る 。 「 S e i l b ah n 」 は 索 道 の ほ か 、 ケ ー ブ ル カ ー の よ う な 地 上 を
走 行 す る も の を 含 め 、 「 L u f t s e i l b a h n 」 は ロ ー プ ウ ェ イ の 意 が あ る な ど 、
そ れ ぞ れ が 具 体 的 に ど う い う も の に 相 当 す る の か わ か り に く い と こ ろ も
あ る が 、 本 訳 で は 一 応 そ れ ぞ れ を 「 索 道 J 「 ロ ー プ ウ ェ イ 」 「 鋼 索 鉄 道 J と し
た 。

5 4 ( P . 1 7 2 )  「 変 更 （ U b e r f U h r u n g ） 」 に 関 し て は 訳 注 4 3 を 見 よ 。 「 転 換 （ U m w a n d l u n g )  J 
は 、 「 専 門 用 語 の 解 説 」 に あ る よ う に 、 樹 種 転 換 的 な も の を 指 す 。

5 5 ( P . 1 7 6 ） ： 「 T r am e l 」 。 「 専 門 用 語 の 解 説 J と ！照 ら し 合 わ せ る と 、 ス イ ス で は 地 形 等
の 事 情 に よ る 制 約 が な い 限 り 、 長 尺 の ま ま 出 材 す る 指 向 が あ る よ う に 受
け 止 め ら れ る 。 「 T r am e l J と は そ う い っ た 制 約 が あ る 箇 所 に お い て 、 仕 方
な く 短 い 規 格 に 玉 切 り さ れ た も の を 指 す も の で あ ろ う か c こ こ で は 一 応
「 定 尺 材 」 の 訳 を 与 え た 。

な お 、 「 コ ー ド の 意 味 」 を 見 る と わ か る よ う に 、 こ の 分 類 は 針 葉 樹 材 に
関 し て の み 行 わ れ る よ う で あ る 。

5 6 ( P . 1 7 9 ） ： 「 ！日1 p f e r - W  i n d e  J 。 「 K u p f e r 」 は 商 品 名 （ H e r o l d 女 史 に よ る ） 。
5 7  ( P .  1 8 2 ） ： コ ー ド 3 以 降 の 区 分 ・ 名 称 は そ の 訳 が か な り 困 難 で あ る 。 こ こ で は 第

1 回 目 の L F I 報 告 書 の 解 説 に 基 づ い て 、 直 訳 的 に 訳 し た C

5 8 ( P . 1 8 3 ) : H e r o l d 女 史 に よ れ ば 、 ス イ ス の 森 林 計 画 制 度 は 現 在 改 革 中 で 、 コ ー ド
と し て 挙 げ ら れ て い る 「 施 業 計 画 （ W i r t s c h a f t s p l a n ） 」 と 「 造 林 計 画 （ W a l d 
b a u p r o j e k t ） 」 は i日 の 森 林 計 画 制 度 に 属 す る も の 、 と の こ と で あ る 。 こ れ
ら の 計 画 は 、 現 在 徐 々 に 新 し い 制 度 下 の 計 画 に 置 き 換 え ら れ て い る 、 と
い う こ と で 、 女 史 か ら こ の 新 し い 森 林 計 画 制 度 に 関 す る 冊 子 を 受 け 取 ，っ
て い る が 、 翻 訳 が 遅 れ て い る こ と か ら こ こ で 詳 細 に 解 説 す る こ と は で き
な い 。

5 9  ( P .  1 8 3 )  ： 「 W P J ＝ 施 業 計 画 （ W i r t s c h a f t s p l a n ） 。
6 0 ( P . 1 9 1 ） ： 「 T C S 」 ＝ 「 d e r T o u r i n g C l u b  d e r  S c h w e i z （ ス イ ス ツ ー リ ン グ ク ラ

ブ ） 」 の 略 。 T C S は 、 多 く の 地 図 の 中 で も 最 も 優 れ た 交 通 情 報 を 盛 り 込
ん だ 道 路 地 図 を 発 行 し て い る 観 光 協 会 で あ る 、 と の こ と （ H e r o l d 女 史 に よ
る ） 。

6 1  ( P .  1 9 1 ） ： 「 W S I J ニ 森 林 被 害 調 査 。 1 . 5 章 「 略 語 」 を 見 よ 。



6 2 ( P . 1 9 1 ） ： 「 R E G A J = f s c h w e i z e r i s c h e  R e t t u n g s f l u g w a c h t （ ス イ ス 航 空 警 備 救
助 隊 ） 」 の 略 。 S t i e l i n 氏 に よ れ ば 、 人 里 離 れ た 地 域 で 遭 難 し た 人 々 の 救 助
を 行 う 団 体 、 と い う こ と で あ る 。

6 3 ( P . 1 9 1 ） ： 以 下 、 事 務 用 品 等 多 く の 品 名 が 出 て く る が 、 中 に は 辞 書 で も わ か ら な
い 物 品 も あ る 。 S t i e l i n 氏 の 協 力 を 得 て 多 く の 物 品 の 確 認 が 行 え た が 、 そ
れ で も 正 し く 訳 し 得 て い る か 疑 問 の も の が あ る 。 ま た 、 P . 1 9 4 の 写 真 に あ
り な が ら 名 称 の 挙 が っ て こ な い も の も あ り 、 物 品 に よ っ て は 誤 訳 を し て
い る 可 能 性 も あ り う る c

な お 、 商 品 名 は そ れ だ け で は 意 味 が 分 か ら な い 場 合 以 外 は 綴 り の ま ま
記 載 し た 。

6 4 ( P . 1 9 2 ) : 1 A 4 」 「 A 5 J と い う の が 何 を 表 し て い る の か は 不 明 で あ る が 、 こ と 封
筒 に 関 す る も の で あ る か ら 、 素 直 に 用 紙 規 格 を 指 す も の と 考 え る の が 妥
当 で あ ろ う （ A · B 版 の 表 現 は 日 本 工 業 規 格 で あ る の で 、 国 際 的 な 表 現 で
も あ る と し て よ い の か 否 か が わ か ら な し ＇ ） 。

6 5  ( P .  1 9 2 )  : 1 MA G L I T E J は 商 品 名 。 近 年 は 日 本 国 内 で も 見 受 け ら れ る よ う に な っ た
懐 中 電 灯 の 一 種 。

6 6 ( P . 1 9 3 ） ： 以 下 、 3 箇 所 に N r . ( N u m m e r  ＝ 番 号 ） を 記 載 す る 欄 が 設 け ら れ て い る 0

意 味 す る と こ ろ の 正 し い 部 分 は 不 明 で あ る が 、 比 較 的 高 価 と 思 わ れ る 物
品 の 後 ろ に 什 さ れ て い る の で 、 お そ ら く は 備 品 番 号 を 書 き 入 れ る 欄 、 と
考 え ら れ る 。

6 7 ( P . 1 9 3 ） ： 「 E A F V 」 ＝ 「 E i d g e n o s s i s c h e  A n s t a l t f U r  d a s  f o r s t l i c h e  V e r s u c h s 
w e s e n （ ス イ ス 連 邦 林 業 試 験 場 ） J の 略 。 E A F  V は W s L の 前 身 で あ り 、
お そ ら く こ の 輪 尺 自 体 が E A F  V で 開 発 さ れ た タ イ プ な の で あ ろ う 。

6 8 ( P . 1 9 3 ) : 2 回 目 の L F I に 際 し て 導 入 さ れ た 現 場 用 コ ン ビ ュ ー タ の 製 品 名 。
6 9 ( P . 1 9 3 ) : 2 回 目 の L F I に 際 し て 使 用 さ れ た コ ン ビ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム の 製 品 名 。
7 0 ( P . 1 9 5 ） ： 以 下 の と お り 、 「 専 門 用 語 の 解 説 J の 章 に お い て は 、 専 門 用 語 と し て 挙

げ ら れ て い る 単 語 は 、 原 則 と し て 文 中 で 太 字 で も っ て 表 さ れ て い る 。
7 1 ( P . 1 9 8 ） ： 「 G r i.i n - o d e r  A l p e n e r l e n J 。 「 独 和 ・ 和 独 林 業 語 葉 」 で は 、 い ず れ も

Alnus viridis （ ヴ ィ リ デ ィ ス ヤ シ ャ ブ シ ） の 学 名 を 当 て て い る 。 他 書 で も は
っ き り と し な い た め 、 こ こ で は 両 者 は 地 方 名 か 別 名 で あ る も の と し 、 い
ず れ も 「 ヴ ィ リ デ ィ ス ヤ シ ャ ブ シ 」 と し て 訳 し た 。

7 2 ( P . 1 9 9 ) : r B M 」 と は 「 E . ブ リ ュ ー ニ ヒ 、 H . マ イ ヤ ー （ B R LJ N I G , E . , MA Y E R ,  H . ） 」
と い う 2 人 の 名 前 の 略 。 こ れ ら の 層 区 分 の 名 称 が 、 両 氏 の 著 書 で あ る 「 造
林 学 用 語 （ W a l d b a u l i c h e T e r m i n o l o g i e ） 」 （ ウ ィ ー ン 農 科 大 学 造 林 学 研 究 室 、
I U F R O 生 態 系 グ ル ー プ 、 2 0 7 P P . 1 9 8 0 ） に 基 づ い て い る こ と を 表 す 。

7 3  ( P .  2 0 0 ） ： 用 語 と そ の 解 説 に 若 干 食 い 違 い が あ る 。 本 来 な ら ば 用 語 の 方 を 「 生 産
に 制 約 の あ る 林 分 J と す る か 、 解 説 の 方 を 「 … 非 植 林 帯 と 法 に お け る 生 産 J
と す べ き と こ ろ で あ る が 、 原 文 の ま ま 、 と し た 。

7 4 ( P . 2 0 1 ） ： 「 S c h a f t J も P . 2 0 2 の 「 S t am m J も ど ち ら も 樹 木 の 「 幹 」 を 指 す が 、 解 説 に あ
る よ う に 、 本 書 で は そ の 指 し て い る 部 位 が 異 な る こ と か ら 、 そ れ ぞ れ 「 樹
冠 材 J 「 枝 下 材 」 と し た 。

7 5 （ 裏 表 紙 ） ： こ こ に は 、
R e c e n s e m e n t  d e s  F o r e t s .  
Q u e l l e : 2 4 - H e u r e s 9 . 3 . 1 9 8 3 .  

と 記 さ れ て い る 。 本 訳 で は こ の 文 を フ ラ ン ス 語 と し て 直 訳 的 に 訳 し て い
る が 、 上 の 絵 と 照 ら し 合 わ せ る と 1 行 自 に 関 し て は も う 少 し 含 み の あ る
文 で あ る の か も し れ な い 。

2 行 目 の 内 容 、 特 に 前 半 は 何 を 意 味 す る の か 不 明 。 「 Q u e l l e J を フ ラ ン
ス 語 と し て 訳 す （ ド イ ツ 語 と し て も 訳 せ る ） の で あ れ ば こ の よ う に な る か 。

X 
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訳 者 後 記

「 ス イ ス 全 国 森 林 資 源 台 帳 1 9 9 3 年 一 1 9 9 5 年 の 現 地 調 査 マ ニ ュ ア ル （ S c h w e i z e r -
i s c h e s  L a n d e s f o r s t i n v e n t a r A n l e i t u n g f li r  d i e  F e l dau f n a h m e n  d e r  E r h e b u n g 
1 9 9 3 - 1 9 9 5 ） 」 は 、 訳 者 が 1 9 9 4 年 9 月 9 日 か ら l O 月 2 4 日 に か け て 派 遣 さ れ た 海 外 研 修 の
折 り に 、 L F I 1 の 報 告 書 と と も に ス イ ス 連 邦 森 林 ・ 雪 ・ 景 観 研 究 所 よ り 視 察 グ ル ー

プ に 贈 ら れ た 資 料 の ひ と つ で あ る 。
こ の 研 修 に お い て 、 視 察 グ ル ー プ は 各 国 の 関 係 機 関 よ り 8 1 種 に 及 ぶ 資 料 を い た

だ い て き た が 、 日 本 語 の 資 料 も あ っ た も の の 、 そ の ほ と ん ど は 英 語 も し く は そ れ
ぞ れ の 国 の 言 語 で 書 か れ た も の で 、 容 易 に 読 み こ な す こ と の で き な い も の ば か り
で あ っ た 。 そ れ で も 1 つ く ら い は 読 ん で み た い と の 思 い を 持 っ て 、 手 始 め に 本 書
を 訳 し 始 め た の が 1 9 9 6 年 の 年 末 で あ る 。 以 後 、 異 動 期 と 業 務 多 忙 な 2 ヶ 月 ほ ど の
期 間 を 除 き 、 主 と し て 休 日 と 平 日 の 夜 間 を 翻 訳 に あ て が い 、 一 応 訳 し 終 え た の が
1 9 9 8 年 9 月 の こ と で あ っ た 。

こ の 間 、 辞 書 等 を 見 て も 意 味 不 明 の 単 語 が い く つ か 出 て き た の で 、 同 月 、 か つ
て WS L に お い て L F I の 説 明 を さ れ た U - B . B l an d l  i 氏 に 疑 問 点 を 尋 ね る 手 紙 を 送 っ た と
こ ろ 、 不 在 の 同 氏 に 代 わ っ て 、 1 0 月 に L EI 現 地 調 査 室 長 の S t i e l i n 氏 よ り 丁 寧 な 説
明 文 の FA X を 頂 戴 し た 。 さ ら に 、 翌 月 の 2 ；度 目 の 質 問 の 手 紙 に 対 し て は 、 同 室 ス タ
ッ フ の H e r o l d 女 史 よ り 回 答 を い た だ き 、 こ れ ら の 教 示 と 推 敵 の 上 、 翻 訳 が 完 成 し
た の が 1 9 9 9 年 1 月 で あ る 。

な に ぶ ん 、 ド イ ツ 語 な ど 学 生 時 代 に 習 っ た だ け の こ と で あ る の で 、 正 し く 訳 し
得 た か 多 分 に 疑 問 が あ る 。 ま た 、 慣 れ ぬ 初 心 者 の 訳 の 常 で 、 思 い 切 っ た 意 訳 が で
き ず に 直 訳 的 な も の と な り 、 か え っ て わ か り に く い 文 に な っ た と こ ろ も 多 い が 、
誤 解 の な い よ う 原 文 に 忠 実 に 訳 す よ う 努 め た つ も り で は あ る 。

他 の 言 語 同 様 ド イ ツ 語 も 方 言 に よ る 違 い が 大 き く 、 特 に ス イ ス の よ う な 南 部 地
方 は 我 々 が 習 っ た も の と は い さ さ か 違 和 感 の あ る 表 現 も 多 い 。 ま た 、 各 章 を 担 当
す る 筆 者 ご と に 文 体 の 違 い が あ る こ と も あ っ た 。 加 え て ス イ ス は 公 用 語 が 4 言 語
も あ る た め か 、 純 粋 な ド イ ツ 語 の ほ か に 英 語 ・ フ ラ ン ス 語 ・ イ タ リ ア 語 （ ノ ノレ ウ ェ
一 語 さ え も ！ ） な ど 外 来 語 を 使 用 し て い る 場 合 も あ り 、 独 和 辞 典 だ け で は 追 い つ か
な い こ と も あ っ て 、 素 人 に は 手 に 余 る こ と が 多 々 あ っ た 。 幸 い 、 W S L の 両 氏 か ら 教
示 を い た だ い た こ と か ら 何 と か こ こ ま で こ ぎ 着 け た 、 と い う の が 実 態 で あ る が 、
ま だ 未 熟 な と こ ろ ば か り で あ り 、 諸 賢 の 御 指 摘 ・ 御 指 導 を 賜 り た く 思 う と こ ろ で
あ る 。

「 ス イ ス 全 国 森 林 資 源 台 帳 1 9 9 3 年 一 1 9 9 5 年 の 現 地 調 査 」 に つ い て

「 ス イ ス 全 国 森 林 資 源 台 帳 1 9 9 3 年 一 1 9 9 5 年 の 現 地 調 査 」 は 、 訳 注 2 に も 記 し た よ
う に そ の 1 0 年 ほ ど 前 に 実 施 さ れ た 調 査 の 2 回 目 の 継 続 調 査 で あ る 。

本 文 の 中 に も あ る と お り 、 第 1 回 目 の 調 査 で 把 握 が な さ れ た も の を 確 認 し な が
ら 、 新 た な 手 法 と 項 目 を 追 加 し て 全 国 約 1 2 , 0 0 0 の 調 査 地 を 調 査 す る 、 と い う 大 規
模 な 資 源 調 査 と な っ て い る 。

こ う い っ た 資 源 調 査 は 、 日 本 で も 行 っ て い る （ そ れ も 相 当 昔 か ら ） が 、 L F I の 調 査
と は そ の 内 容 が か な り 異 な る も の で あ る こ と は こ の マ ニ ュ ア ノレ を 見 て も 推 察 で き
ょ う 。 主 な 相 違 点 は 次 の と お り で あ る 。

日 本 で あ れ ば 国 の 要 領 に 基 づ い て 各 都 道 府 県 が 実 施 す る 、 と い う の が 定 番 で
あ る が 、 ス イ ス の 調 査 で は 国 の 研 究 機 関 が 直 接 実 施 し て い る 。

資 源 の 把 握 に 関 し て 、 固 定 調 査 地 を 設 け 、 定 期 的 に 調 査 を 行 っ て 系 時 的 に そ
の 推 移 を 把 握 し よ う と し て い る 。

定 点 を 設 け る 、 と い う の は 伐 採 照 査 事 業 が あ る 点 で 似 て い る が 、 こ れ は そ の
区 域 で の 伐 採 の 有 無 と 樹 種 ・ 伐 採 量 等 を 漠 然 と 把 握 し て い る の み で あ る 。 む し
ろ 、 平 成 2 年 度 か ら 始 ま っ た 「 酸 性 雨 等 森 林 被 害 モ ニ タ リ ン グ 調 査 」 の 方 が L F I に



近 い が 、 本 来 の 目 的 が 若 干 異 な っ て い る 。
な お 、 平 成 1 1 年 度 よ り 始 め ら れ る 「 森 林 資 源 モ ニ タ リ ン グ 調 査 」 は ス イ ス の こ

の 調 査 に 近 い も の で あ る よ う に 思 わ れ る 。
研 究 機 関 が 実 施 す る こ と も あ っ て 、 調 査 項 目 は か な り 吟 味 さ れ て お り 、 従 っ

て そ の 内 容 も 相 当 に 細 か く 、 単 な る 蓄 積 の 謂 査 で な い 、 森 林 全 体 に 関 す る 現 況
把 握 調 査 と な っ て い る 。

資 源 調 査 と し て は 、 彼 我 に お い て 調 査 項 目 に か な り の 相 違 が 見 ら れ る 。
日 本 で 行 う の で あ れ ば 必 ず 調 査 さ れ る で あ ろ う 土 壌 型 や 母 岩 、 気 象 状 況 （ 積 雪

深 等 ） 等 の 項 目 が 欠 け て お り 、 ま た 写 真 撮 影 等 も 行 わ れ な い 一 方 で 、 林 縁 等 の 境
界 や 局 所 地 形 、 諸 被 害 に 関 し て は か な り 詳 細 に 調 査 が な さ れ 、 歩 行 や 到 達 の 可
能 性 と い っ た 資 源 調 査 と は い さ さ か 趣 を 異 に す る も の も 調 査 項 目 と し て 堂 々 l 章
を 与 え ら れ て い る 。

日 本 の 場 合 、 資 源 調 査 の 結 果 は 最 終 的 に 林 分 材 積 表 や 収 穫 予 想、 表 、 密 度 管 理
図 と い っ た も の 、 ま た 岐 阜 県 に お い て は 「 岐 阜 県 の 森 林 立 地 」 と い う 成 果 品 が あ
る 。 ま た 、 地 域 ・ 県 等 の 全 体 の 構 成 や 蓄 積 に つ い て は 、 こ う し た 諸 表 を 基 に し
て 作 成 さ れ た 森 林 簿 の 小 班 の デ ー タ を 積 み 上 げ ・ 集 計 し た 形 で 算 出 さ れ て お り 、
そ の 値 は O . O l h a ・ l m a の 単 位 ま で 記 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 材 積 は 推 定 、 ま た h

面 積 も 航 空 写 真 か ら の 判 読 と 図 上 で の 測 定 、 と い う 方 法 で は あ る も の の 、 悉 皆
調 査 の 集 計 と い う 方 法 で 把 握 を 行 っ て い る 。

一 方 、 ス イ ス で の 本 調 査 の 成 果 品 と し て は 、 報 告 書 （ 未 刊 行 ） の 作 成 の ほ か 、
お そ ら く は 材 積 表 の 作 成 が な さ れ る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ し て ス イ ス で は 、 あ
く ま で 統 計 的 手 法 に よ る 抽 出 調 査 で 把 握 を 行 う よ う に し て お り 、 L F I I の 報 告 書
を 見 る と 、 そ れ ぞ れ の 値 は 有 効 数 字 に 誤 差 を 付 し て 表 示 さ れ て お り （ 例 ； 1 , 2 3 4
± 5 6 千 m a ） 、 日 本 の よ う な 細 か い 数 値 で の 表 示 は な さ れ て い な い 。

い ず れ の 値 が 信 用 の あ る も の と 言 え る の か は 諸 兄 の 判 断 に お 任 せ し た い 。

こ う し た 相 違 点 が あ る に も か か わ ら ず 、 そ の 報 告 は ス イ ス の 森 林 の 現 状 を 表 す
も の と し て 興 味 深 い も の が あ る 。 L F I 2 の 報 告 書 は ま だ 作 成 中 と の こ と で あ る が 、
そ の 内 容 は 我 々 に と っ て 参 考 と な る 部 分 が 多 い も の と 推 量 さ れ る も の で あ る 。

ま た 、 訳 注 目 に も 記 し た よ う に 、 ス イ ス の 森 林 計 画 制 度 に 関 す る 冊 子 を 頂 戴 し
て お り 、 こ れ に つ い て も 引 き 続 き 翻 訳 し て ゆ く 予 定 で あ る 。 そ の 結 果 、 本 書 並 び
に L F I の 報 告 書 に 関 し て 新 た に 補 完 す る こ と が で き る と こ ろ も あ ろ う か 、 と 思 っ て
い る 。

最 後 に な る が 、 本 書 の 翻 訳 に 際 し て 多 大 な 御 協 力 を 賜 っ た WS L の S t i e l i n 室 長 と
H e r o l d 女 史 に 、 こ の 場 を 借 り て 深 く 感 謝 の 意 を 表 す る も の で あ る 。

1 9 9 9 年 3 月
佐 野 公 樹







森林 の 調 査 。
ど の く ら い ： 1 9 8 3年 3 月 9 日 24日寺 問 。 釈注 7 5 

I SBN  3 - 9 0 5 6 2 0 - 3 3 -2 
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